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				　アルメニア王国領トリノ。

				　ロゼニア半島の西側に位置し、内海に面した都市は良港を持つことで海上貿易の中継地として栄えている。六角形の市街地は広く、五万人の人々が暮らし、水揚げされた魚を卸す市場は早朝でも活気に富む。

				　夜明けを迎え、陽光を反射させて煌めく海洋を望む埠頭には、ベルベットの姿があった。

				「ベル様！」

				　髑髏面を外して素顔をさらしたドゥドラが彼女に駆け寄りながら、弾んだ声をあげる。

				「乗せてくれる船が見つかりました！　オルセリア皇国の船で、オルビアンまで一人二枚との事です」

				　ベルベットは安堵し、急ごうと歩きだす。

				　ドゥドラが彼女の後ろに続き、大きな荷物を揺らしながら歩いた。ベルベットが研究に使う本が入っているので重いはずの荷だが、彼は軽々と背負っている。

				「二枚とは、またふっかけられたな？」

				　ベルベットの問いに、ドゥドラは仕方ないと答えた。

				「そうですが、しかしカミュル様に見つかる前に出港しないといけませんからね」

				「それにしても、アルメニア金貨二枚だぞ。本が買える」

				「ここは我慢しましょう。それに、ベル様を個室にしてもらえたし」

				　ベルベットはせかせかと歩き、ドゥドラはゆったりと歩く。二人の歩幅の違いである。

				　彼女が目的の船を目にした時、ドゥドラの部下達が船に荷を運んでいた。一行が旅をするのに必要な荷物は少なくない。また、ベルベットは調査でグラミアに行くのだから、普通の旅とは違う。

				　ドゥドラと部下達一〇人は、カミュルの許可を得られなかったベルベットが、黙って抜け出すのを止めるのではなく、助けた後、こうして供をしている。それは止めても無駄だというものと、彼女を一人で旅させるのは危険だからという理由で、それはベルベットの身が危ないというのではなく、彼女から周囲を守る為という意味が強かった。

				　甲板に立ったベルベットは、オルセリア皇国の船がただの商船ではないと気付いた。それは出迎えに現れた船長と、彼の妻だと名乗る女性の佇まいが只者ではないとわかったからだ。

				「ベルベットだ。無理を言った。感謝するのだ」

				　船長は微笑み、アザール・レヴァンタンと名乗る。そして妻を「シュテリアです」と紹介し、オルビアンには四日ほどで到着すると伝えた。

				「途中、天候が悪くなると足止めされるかもしれないがね」

				　ベルベットの代わりにドゥドラが「承知した」と答え、周囲に視線を散らす。彼の部下達も同じく警戒し、その様子にアザールが笑った。

				「アルメニアの外人連隊……軍船だと気付かれましたか？　ま、ご心配なく。我々はオルビアンから北上しグラミアに用がありますのでね……仲良くやりましょう」

				　船長は微笑みを保ち、ベルベットは外交の使節団が商船を装っているのは、周辺国に察知されたくないのだろうと推測したが、国家同士の付き合いなど興味の対象外だとして無視すると決めている。この時、甲板を小さな黒茶の犬が二本足で器用に、しかしヨタヨタと歩くのを見て彼女は黄色い声をあげた。犬は驚き飛びあがり、逃げるように走り去ってしまう。

				「まぁまぁ……また会うこともできますよ」

				　ドゥドラの慰めに、落胆を隠せないベルベットは、一歩踏み出す度に溜息をついた。

				　個室に入った彼女は、ドゥドラ達が運んだ本の中から一冊を取り出すと円卓に置き、寝台に腰掛けた。

				「ベルベスト山の古代遺跡調査から始められるので？」

				　部屋にはすでにコーヒーが用意されていて、ドゥドラが杯に注いでベルベットに手渡す。彼女は一口飲んで「にがい」と言ったが、苦味のあとに浮かび上がる柔らかな酸味と甘み、そして鼻腔を楽しませる香りに「複雑だ」と溢した。

				「私が作った新たな式の魔法陣……時間と距離を繋げる召喚魔法の結果、現れた流星が落ちた先は東……だった。帝国領には入れないから、グラミアから調べる。でも……まずはベルベスト山だ。双頭龍で有名な遺跡がある山だ。誰も遺跡に入れていないが、私が最初に入るのだ」

				　彼女は唇を結び、船窓から外を眺めた。海猫が鳴きながら空を飛び、煌めく海面は陽光と魚の群れが跳ねているからだ。そして群れを狙って巨大な鮫が浮かび上がると、踊るように回転し着水する。波が生まれたが、船は動じず緩やかに進み始めた。

				「重力があるから……この世界で生命は生きていられるのだ。ずっと……長い刻を紡ぐのだ……」

				　海を眺める彼女の独り言に、ドゥドラは邪魔すまいと一礼して辞した。

				　ベルベットは悩む。

				　人類発祥がいつであるのか彼女は分からない。しかし記録に残っているものでいえば、西暦の世界の始まり頃ではないかと推測することはできた。その世界において圧倒的な文明を築きあげた人類は、古代文明は、どうして一瞬で消滅してしまったのかと。

				　いや、一瞬ではなかったであろうが、しかし長い歴史の中で、あれだけの文明が短期間で滅んだというのは一瞬という表現が相応しい。

				　西暦の世界は、ベルベットの知る限り現在よりも発達していたはずだ。空に都市を造り、惑星間を往来する技術もあった。にもかかわらず、遺跡を残して消えてしまった。

				　神の怒りだと言う者もいるが、ベルベットは信仰と現実は分けて考える。

				　心の拠り所として信仰は大事だという理解はあれども、神に頼り縋り祈れば物事が進むなど粒子ほどにも信じていない。一方で、この世界全体を創りあげた存在の表現を神とたとえるしかできないでいる。

				　自らの思考の揺らぎは、この世界の揺らぎにも等しいと彼女は窓から望める海を眺め続ける。視線を上へと転じれば、眩しい太陽は天高くに上っていた。降り注ぐ光は強い。季節は夏が近いとベルベットは目を柔らかく細めた。

				　昨年の夏の終わりを、彼女は思い出した。

				　迷子の流星を見つけ出し、自分の研究成果を発表すれば、皆も、母親でさえも、自分を認めるとベルベットは満面の笑みを作る。これまで、新薬であるとか魔法研究などで多くの偉業を成した彼女は、それでも自分は認められないという苦しみを抱えていた。

				　父無しの化け物。

				　子供のくせに……。

				　母親が偉いから……。

				　幼い頃から、心無い大人達のやっかみにさらされ続けている彼女は、彼等を見返したい一心で研究に没頭し続けている。

				　お前は私の血を継ぐ優秀な存在だ。

				　お前は、私を超える義務がある。

				　その程度で満足するな。

				　ベルベットは、母親からかけられる期待を当初は喜び、次第に悲しみ、今は恨んでいる。自分の魔力を継ぐ子供はどれほどのものかという興味のみでベルベットを産んだレニンに、娘は愛情を求めても無駄だという結論から憎むようになった。そして、必ず母が満足する結果を出した後、それをあっさりと捨てて悔しがらしてやると意気込んでいる。

				　彼女は瞬き、揺れる船の中で本に手を伸ばした。そして革の表紙が立派な書物を開き、パラパラと頁をめくり白紙で止める。これは彼女が記している抗酸菌が引き起こす感染症に関する論文だ。友人のレミールを助けたい彼女は、この病の治療法を確立させたい。

				　研究に取り組む彼女だったが、しばらくして船酔いで苦しむことになった。

						  

				　　　　　　　

				

				　ベルベットがトリノを発った日から三日後。

				　アルメニア王国元老院は臨時国会開催日を迎えた。その宣言をする為に、アルメニア王ヨハン・ラング・アルメニアは優雅な足取りで元老院議事堂の御休所に入る。ここは荘厳な王宮の一角にあるが、実に質素な内装で落ち着きを得る為の空間であると知ることができるだろう。

				　彼は出迎えた二人の女性を一瞥し、後ろに続く侍女に「紅茶を」と伝えた。

				　首相のレニン・シェスターは尖った顎先を引くように一礼した。

				　諜報部東方担当主任のフランソワ・ジダンは、無表情を一礼で隠した。

				「臨時国会を前にして、予が知るべき重要な事案であるか？」

				　ヨハンが長椅子に腰掛け、レニンが一人掛けの椅子に収まる。向かい合った二人の横で、フランソワは立ったままだ。オレンジ色の髪を短く切り揃えた彼女は、王の為に紅茶を用意する侍女の所作を眺めつつ、王と首相の会話を聞く。

				「陛下にはまず、弟殿下の花嫁候補がおわすグラミアの事をお耳に……」

				　レニンが笑みを浮かべて言いつつ、王が興味を持ったと表情から読み取ると、侍女が王に紅茶を差し出すのを眺めながら続けた。

				「グラミアが、帝国を破りました」

				　受け皿を左手に持ち、カップのつまみを右手人差し指と親指で掴んでいた王は瞬きを忘れたかのように目を見開いたまま、フランソワを見てぎこちなく口を開いた。

				「レニン先生が冗談を言うようになったぞ」

				「冗談ではございません」

				　フランソワが一礼し、説明する。

				「グラミアは、王国南西部の丘陵地帯において帝国軍を破りました。さらに失地回復も果たしております。リュゼ奪還……でございます。二度にわたる帝国軍撃退と、アラゴラ占領……各国はここにきて盛んにイシュリーンに媚びを売るべく動いております。南部諸国は南部同盟にグラミアを誘う算段であり、我が国の宿敵である南部都市国家連合はすでに使者を発した模様。オルビアンを中心とする東部都市国家連合は静観ですが、アラゴラを取られており、隣接するグラミアとは誼を通じておきたいところでございましょう」

				「お前は美人だが感情を声に込めないのが欠点だ。もっと艶を出せよ。今夜、練習をしよう。稽古をつけてやろう」

				　フランソワの報告に、ヨハンが全く関係のない指摘と誘いをしたことで、レニンの失笑を買った。彼女は、あちこちで一夜限りの恋人を作る教え子を窘める表情で、だが言葉は王に対する礼儀を保つ。

				「陛下、正妻を迎えた上で、側室を囲えば誰も文句は申しませぬ。いつまでも独身を貫くなど……それであの方が陛下に振り向くわけがございませんでしょう。彼女はすでに人妻でございますよ」

				「うるさいな」

				　ヨハンは忌々しいとばかりに唇を捻じ曲げ、紅茶の杯を乱暴に円卓へと置く。陶器がぶつかり合う音に、王の声が重なる。

				「ま、その話は良い。耳障りだ。先生の諫言も過ぎると毒になる」

				　彼は自分の行いを窘める師であり臣下を封じると、尋ねる。

				「グラミア……であるが、信じられん。帝国の大軍を相手に二度も勝ったと？　我がアルメニアでさえ帝国には何度も苦汁を舐めさせられているというのに、東の田舎国家が……キアフの富とサファイアくらいしか誇るものがない国が帝国に連勝した？　イシュリーンとやらが、それだけの人物ということか？」

				　レニンが答えようと口を開きかけたが、王は発言を続ける。

				「イシュリーンは……女であると聞いているが、熊のような女か？」

				「女神ヴィラの生まれかわりと言われているほどに……美しいそうです」

				　答えたのはフランソワだった。

				　ヨハンは室内の端に佇む侍女を、指の動きで招くと紅茶の杯を渡す。彼女が離れる背を一瞥した彼は、長い脚を組んで頬杖をついた。

				「で、それを予の耳に入れた我が師の意図は何かな？」

				「グラミアとの関係を築くにあたり、弟殿下とグラミア王の妹の婚姻は他国よりも先を行く材料となったがゆえに、この婚姻は重要なものとなりました。つまり、我が国は何がなんでもグラミアの姫を、弟殿下の正妻として迎える必要ができたという事でございます」

				　レニンは思う。

				　これを考えた者は、きっとこうなる事を予測していたのではないだろうかと。

				　実際にこれは彼女の考え過ぎであったが、多くの権力者を近くで見てきた首相からして、それだけの印象を一連の流れから受けるのである。

				　かくして、レニンは神妙な面持ちで述べる。

				「関税の事で時間をかける愚を犯さず、さっさと二人を結ばせたほうが良いと判断いたしました次第。ご許可を賜りたく、お願い申し上げます」

				「俺も、ジャンも、お前や国の道具か？」

				　ヨハンの口調は怒っているわけではなかったが、嫌味としては十分な効果があった。

				　レニンとフランソワは、揃って口を閉ざす。それは肯定を口にして、本当に怒られた時の対応を考えていたからだが、ヨハンにはお見通しであった。彼は秀麗な顔立ちを歪め、戯れで済ませろよという主張を二人にぶつけて言を発する。

				「困るなよ……偉そうな道具であるが、役に立つなら何よりだ。好きにすれば良い。それで国の未来が良いものになるならジャンも承知するだろう。俺よりも、あいつは国難に心を痛めるからな」

				　ヨハンの弟は、内戦の最中で声を失った過去がある。

				　兄弟で悪逆非道な男に捕えられていて、その時に、である。心の病であると診断されたが、治ってはいない。その彼は、戦争をひどく嫌う。国を守る為に仕方なしと諦めているヨハンと違い、戦争そのものを否定している。

				　ヨハンの弟ジャンは、戦争に勝利したことで英雄が生まれるならば、英雄とは大量殺人者が正義面をしているに過ぎないとまで決めつけていた。

				　偏った考えかもしれないが、あの内戦の中で地獄を見たジャンにそれを指摘したところで、戦争を知らないお前に理解などできないと言われるだけだろう。ゆえにジャンは、平和が続く世界を望み、願い、未来においてそれが叶わないかと夢見ている。

				　そんな彼を甘い理想家だと言うヨハンは、しかし弟を愛している。だから彼は、レニンの望みを叶えてやろうと決めた。

				　アルメニア王は、兄の顔となって二人に告げる。

				「ジャンの正妻候補、ではなく正妻としてグラミアの姫を迎える。叔父上がロゼニア半島にいる今、俺が決めよう。弟には俺から話す」

				　ヨハンが立ちあがり、本会議場へと進む。その後方に、レニンとフランソワは続いた。

				　扉から通路、そしてまた控室と、ヨハンは微笑みを保ち歩み、元老院議員が集まる本会議場へと入る。

				　会議場を一望できる高みに彼が姿を見せたことで、着席していた二五〇名の元老院議員達が一斉に立った。

				「これより、臨時国会を開会する！」

				　ヨハンの宣言に、皆の拍手が続いた。

				　彼は瞼を閉じて、この音が鳴る空間の尊さに感謝する。

				　その王の背後で、首相席へと向かうべく身を翻したレニンは、フランソワの耳打ちに足を止めた。

				「ベルベットが？」

				「はい。カミュルに黙ってロゼニアを離れました。トリノからオルビアンに向かった模様です」

				「馬鹿が……己を何と心得ているのか、あいつは……寄り道ばかりで……期待を裏切ることしか知らない」

				　ベルベットの母親であり首相である女性は、苛立ちを舌打ちで表すと歩みを再開した。その後方に続くフランソワは、前を行く首相が振り返らず放った声を聞く。

				「私もお前も、カミュルには苦汁を舐めさせられた過去があるが、呼び捨てはいかんぞ。せめて、閣下とつけてやれ」

				「……承知しました。首相閣下」

				「ふん……それでいい。あいつも、私と同列に扱われて叫びたいほどに不満を抱えているだろうなぁ」

				　レニンは唇だけでなく表情を歪めると、足取りを速めた。

                			

	








			
				『グラミアの耳飾り　第一章』から抜粋。

				

				　オルヒディンは、力を持たない神だった。

				　クローシュ渓谷の北端で生まれたとされる彼は、供物の大地(グラミア)で、供物たる生物を管理する職責を与えられていた。彼は、上位に位置する神々の為に奉仕する下等な神であった。

				　オルヒディンは神らしくない外見──身長は低く体格も貧弱であったことから、誰からも笑い者にされていた。それは彼の弟とされる雷神(トールアン)も例外ではなく、彼は駄目な兄をよく話題に出し、揶揄しては周囲を笑わせて楽しませることで人気者となる。

				　そんな、蔑まれ笑われたオルヒディンにも特技はあった。

				　考えることである。

				　多くの神々は感情的で、直情的であった。考えるまでもなく、他者を圧倒できる力を持つ彼等は傲慢だった。だから供物たちは振り回され、突然の悲嘆に暮れることから逃れられない。一方で愛されれば、神格を与えられて引き上げられることもあった。

				　ヴィラも、後者の一人だ。

				　彼女は、供物として作られて育てられた。彼女は神ではなく、人であった。しかし最上位に君臨していた大神グルードに妻として望まれる。神と同じ容姿をした人を、神は時に戯れで愛でることはあったが、配偶者として迎えるなど例がなく、天界は大騒ぎとなる。

				　グルードには一〇の妻がすでにいたが、誰もが「供物風情が」とヴィラ到着を忌々しく待った。しかし、彼女が大神城(トラスベリア)に入場した際、グルードの妻たちは皆、沈黙を強いられた。いや、彼女達だけではない。その場に居合わせた神々は総じて、ヴィラの美しさに息を呑んだ。

				　銀髪は腰まで伸びて艶があり、白い肌は吸い寄せられるかのように神々を誘い、幼さと妖艶さを同居させた顔立ちは美しく儚く、見た者の庇護欲を大いに刺激する。しなやかな肢体を薄絹の衣で隠し、隠しきれない柔らかな膨らみが神々の目を奪う。

				　グルードは、ヴィラを一一番目の妻とした。

				　これを、オルヒディンは強い怒りと、深い悲しみで受け止める。

				　彼はヴィラを、とても大事に育てたからだ。

				　彼女もまた、彼をとても慕ってくれて、二人はいずれ一緒になろうと決めていた。その際、オルヒディンは神格を返上し、人の身体となってヴィラと共に歩む生(せい)を選ぼうとさえ決めていたのだ。

				　ゆえにオルヒディンは考える。

				　上位の神々は、これからも次々と自分から奪っていくだろう。奪われない為にはどうすればよいか？　守る？　力無き自分がどうやって守る？　戦えば敗れるのは必定だ。

				　彼は考え続けた。

				　守るだけでは足りない。この愛すべき供物たちを、上位の神々から守る為には仕掛けねばならない。

				　彼は思考の末に、上位の神々を排除し、自分が最上位となれば良いと決める。さすれば供物たちは、神々に蹂躙されることもなくなるだろうと。

				　オルヒディンは、グルードを倒すと決めた。

				　婚姻の宴で用いる供物を一〇〇〇人用意せよと、グルードに命じられたオルヒディンは、供物たちに運命を伝えると共に、こうも尋ねた。

				「助かりたいか？」

				　供物たちは、誰もが助かりたいと願った。

				「さすれば、知恵を授ける」

				　オルヒディンは策を供物たちに与えた。

				　宴が始まると、供物たちと共に大量の酒が大神城(トラスベリア)の宴会場に運び込まれた。一〇〇〇人のうち、五〇〇人は殺されて、五〇〇人は生かされたまま差し出された。それは参列者全員に振舞われるに足りる量であった。

				　ここでグルードは、命じていないにもかかわらず酒まで用意したオルヒディンを褒めた。

				　後にも先にも、大神が彼を褒めたのはこれだけである。それほど、彼は美しい花嫁を隣に迎えて機嫌が良かった。

				　だが、罠は酒に仕込まれていた。

				　神々は、まさか謀られるとは思いもせず、酒を飲み、供物を漁った。

				　やがて、次々と倒れて行く。

				　神を弱める毒が、彼等を蝕んでいったからだ。

				　オルヒディンは、汚れた大地と呼ばれる一帯に葡萄酒の樽を埋めて、献上する前日に掘り出すことで酒に毒素を浸透させていたのだ。人には効かない毒であっても、神々にはこれ以上ないほどの効果を発揮した。

				　ここで、生きて差し出されていた供物達は、殺されて差し出された仲間達の腸(はらわた)に隠されていた武器を取り出す。

				　神々は力を失い、逃げる体力を奪われ、弱い者達による虐殺に遭う。

				　グルードは意識が朦朧とする中、懸命に見ようと目を開く。そして我が目を疑う惨状を前に、これを企んだ本人がゆっくりと近づいて来ていると瞳に映した。

				　オルヒディンは右手に杖を持っていて、その先端は尖っている。

				　彼は、グルードに何も言わず、問わず、杖の先端を大神の首に刺す。

				　ヴィラはこの時、オルヒディンの手を取り、共に力を込めたとされる。

				　婚姻の宴は、神々の血で彩られた。

				

				　オルヒディンとヴィラが、裏切り者として手配された。二人は、手を取り合って神々と戦う。そして彼と彼女は長く困難な戦いの果てに、天界(メビウス)の頂点に並び立つのだ。

				　要した刻は膨大で、全てを語るに人は命が足りぬとされる物語は、この事件によって始まったとされている。

						  

				　　　　　　　

				

				　グラミア王国歴一一六年初夏月終旬（六月初旬頃）。

				　新緑が濃くなり、大地は鸚鵡緑(パロットグリーン)に揺れている。それだけ風もよく吹いていて、この穏やかな期間がグラミア人にとって最高の季節である。冬が厳しい反面、夏はまさに楽園と言えるだろう。

				　グラミア王国は今、夏だ。

				　気候的にも状況的にも、である。

				　神聖スーザ帝国の侵攻を二度に渡って撃退したうえに、リュゼ地方を奪還したグラミア王国と、イシュリーンの名は大陸西部に轟いている。

				　北の大国であるトラスベリア王国では、王家が使者をグラミアに発する程で、各選帝公もグレイグ公を除いてはグラミアに好意的である。それは帝国の拡張政策にトラスベリアでさえも危機感を募らせていたことを意味している。トラスベリアは長い内戦にあり、そこを帝国に介入されると厄介であるからだ。だがこれは、外敵の存在ですらトラスベリア内の団結を促す材料にはなり得ないことを意味している。

				　アルメニアの南に位置する南部都市国家連合は、対アルメニアで帝国と友好関係であるが、グラミアの台頭は大陸西方諸国にとって良い効果を齎(もたら)すと期待していた。それは単純に、グラミアの政情が落ち着くことで東西横断公道(シルクロード)での物流量が増すことを期待するものだ。彼等はあくまでも、陸と海の物流網が滞りなく動くことを良しとしている。

				　トラスベリアよりも北の国々や南方大陸諸国家などもまた、グラミアに注目していた。それは、小国が大国に勝つという分かりやすい爽快さに喝采を送るものに似ている。

				　誰もが、弱者の逆転劇に喜んでいるのだ。しかしながら、東部都市国家連合においては少し事情が違った。

				　オルビアンを中心とする都市国家群は、というより国民達の多くはグラミアという国を下に見ていた。大陸西方の経済において比類なき重要な立ち位置であり、民兵を中心とする陸軍と海軍は精強で、間接民主主義による統治を誇るオルビアンと都市国家群の市民達にとって、古くさい封権主義の国が、自分達と同盟関係にあったアラゴラを征服したという事実に腹を立てていたのだ。生意気な、という見方をしていたというのが近いだろう。

				　こうして、良くも悪くも注目を集めるグラミア王国という国の王であるイシュリーンと、彼女を助ける青年たる参謀ナルの名も知れ渡っている。

				　この頃から、グラミアの大軍師という呼称が各国で用いられ始めていた。

				　王を助け、国を守るナルという男性を、人々は軍師と呼び始めたのだ。それは大昔に存在した呼称であったが、ナルという不思議な存在を端的に表すには最適であった。

				　また、ヴィラの娘とグラミアで敬われているイシュリーンに対し、ナルを知恵の神であるオルヒディンの遣いと見る動きもある。

				　主神(オルヒディン)は、女神ヴィラの娘を助ける為、ナルという軍師をイシュリーンに遣わした。

				　誰もが、真剣にこの説を支持し、そうであるに違いないと口にし、吟遊詩人たちは詩を歌い、演劇作家は二人の活躍を台本にしていく。

				　イシュリーンとナルにとって、笑うしかないような馬鹿々々しい内容は、だが事実であるとして広まっていった。

				　ここで、南部諸国と称される国々──ラーベ王国、ロンバルト王国、レディナ王国、グリス半島共和国、ボルニア公国は、帝国の脅威に対抗するべくグラミア王国を自分達の同盟に招こうと決めた。帝国の手先となってしまったルキフォール公国の後背に位置するグラミア王国の同盟参加は、ルキフォール公国を牽制するだけでなく、アラゴラ地方から援軍を送ってもらえるという期待も込められている。

				　同盟の盟主であるラーベ王国は、使者をグラミアに発した。そして同時に、同盟関係にある各国に臨時会合をもちかける。

				　開催場所は、ラーベ王国の都カパラ。

				　各国は賛同し、南部諸国はイシュリーン・グラム・グラミアに、是非と頼んだ。

				　この動きを見逃すはずがない神聖スーザ帝国だったが、動けない。

				　枢機卿会の一席が欠けたとあって、選挙が始まったことが理由の一つであり、これはナルの狙い通りであった。彼は帝国の枢機卿が戦死すれば、一時的に敵の動きを止めることが可能だと理解していたゆえに、スーザ人の墓場と呼ばれるようになった丘陵地帯で、ズラン・ゴラン・ベリクレス枢機卿を討つと決めて、実際に殺している。

				　次に、東部方面に展開していた軍勢が壊滅とあって、アラゴラの占領地に残していたわずかな部隊までも完全に撤退させたという理由も、グラミア西部に数年ぶりの平穏を齎している。しかし誰もが分かっていることであるが、長くは続かない静けさである。だが、この空白は貴重である。ナルの戦略において対外戦争は避けて通れず、一方面に集中したい国情を抱えるグラミアにとって、多方面に敵を抱えている状況は、時間差という方法で解決するしかない。

				　ナルは敵を破り、枢機卿選出という制度と、方面軍の壊滅という事情で神聖スーザ帝国との衝突に一時的な空白を得た。

				　彼は戦略に沿って、計画を次の段階へと進めることに決めた。

				　だが一方で、アラゴラ地方では、シャフタール伯爵スレイマンを中心に南部はまだまだ鼻息が荒く抵抗が続いていて、アルウィンはアラゴラ地方の諸侯混成軍を解散させることができなかった。諸侯にとって軍を維持し続けることは財政負担を大きくする。彼等はこれまで、軍勢を必要な時だけ集め、戦闘が終われば解散をさせてきた。領民達も一時的に駆り出されるのであればという暗黙の了解で、声が掛かれば従っていた。

				　ところが今年は違うと、民も諸侯も嘆く。

				　いつまで戦えばいいのかと、保たれていた軍律も乱れが見え始める。全ての諸侯がそうであったわけではないが、ゼロか百かで何事も計れないのがこの世であろう。

				　軍務卿ゲオルグは、この不満を憂慮していて、政務卿のアルキームに相談する。国庫から諸侯に払われている支援金の増額が可能かと検討を求めたゲオルグに、アルキームは渋面で唸った。それを受けて、ゲオルグは苦悩を吐きだすように言う。

				「これはもう、どうにかして戦いを終わらせねば難しい」

				　賛同したアルキームは、軍隊ほど金食い虫はいないというのが持論で、食うばかりで生み出さないロクデナシだと財政面での評価を口にしてみせた。

				　しかし彼は、一方でこうも言う。

				「軍がしっかりせねば、財産全てを失うし……飢狼(がろう)ばかりが周囲にいる今、平和主義者の俺でも武器を持ちますよ」

				　政務卿の言い様に、笑い頷くゲオルグはアルキームの脇に控える少女に尋ねる。

				「リューディアどの、勉強しているか？」

				「はい。おかげ様をもちまして、読み書き計算は早くなりました」

				　ルブリン公爵アルウィンの娘リューディアは、政務卿書記官を務めている。彼女はアラゴラ地方へと行った父と別れ、国家の中枢で働き学ぶことを望んだ。ルブリン公爵家の本領地から離れて暮らす彼女であるが、ルブリン公家の王都別邸には近衛連隊に所属する三男ベズルフが居を構えていて、孤独を感じることもない。また彼女にとっては、公爵家の姫に相応しい振舞いをしろとうるさい親戚連中から逃れられて良かった一面があった。

				「読み書き計算は手段だ。それができて喜んでいるうちはまだまだだぞ」

				　アルキームの厳しい忠告にも、リューディアは笑顔を咲かせる。

				「はい。まだまだです」

				　アルキームは笑って彼女を下がらせる。ゲオルグとの会話に同席するにはまだ早いという判断からで、彼女は不満を表情の変化に表したが、一礼して室を辞した。

				「アルウィン閣下のご息女は、筋が良いです。学ぶ意味を知っておりますから」

				　彼女のいないところで、リューディアを褒めたアルキームに、ゲオルグが意地の悪い笑みを浮かべた。

				「目の前で褒めてやれば喜ぶだろうに。褒めるのを照れるほどに気にかけているのか？」

				「……確かに可愛いご令嬢ですが、お預かりした手前、後ろめたいことは何もしておりませんし、するつもりもありません」

				「ふぅん……」

				　ゲオルグが口髭をつまみ整えながら流し目をアルキームに送る。

				　それを受けた政務卿は、心外だと唇を捻じ曲げた。

				「まあいい」

				　ゲオルグが口を開き、よくはないと反論しようとしたアルキームを無視して続ける。

				「戦争を終わらせることだ。だが、今は無理だ。例えば、休戦条約やら同盟やらで無理に終わらせると、それは問題の先送りに繋がる。今、片付けておかねばならないことは、片付けておくべきだ」

				「ゲオルグ閣下が、まさかこうまで積極的であったとは意外です」

				「うん……俺もだ」

				　軍務卿は頷き、目を丸くしたアルキームに言う。

				「ナルとな、付き合っていると急いでしまうのかもしれん。あいつ、急いでいるからな」

				「……そのナルですが……」

				　公の場ではナルのことを敬称をつけて呼ぶ二人も、他に人がいないところでは呼び捨てていた。これは悪意の反対側にある感情からである。

				　アルキームは、生き急ぐナルに関して、をゲオルグに聞かせる。

				「お耳に入っていますか？　ラーベとレディナが……ナルは自国民である可能性が高いと言ってきている事を……」

				　アルキームの言は、冗談ではない。

				　南部諸国を構成する六カ国のうち、五か国が対帝国の同盟関係にあり、グラミアは彼等から招かれている。だが同時に、ラーベ王国とレディナ王国が、グラミアにこう訴えもしている。

				『貴国の補佐官殿は、調べたところ我が国で暮らしていた可能性が高い。彼の家族であると訴え出た者達がいて、ぜひとも顔合わせを願いたい。記憶を失い彷徨っていた我が国の民を、貴国が保護し助けてくださった事には感謝が尽きぬが、どうか家族の元に彼を戻してやって頂けないだろうか』

				　これはレディナ王国の宰相から届いた手紙の内容である。

				　そして次は、ラーベ王国の使者によるものである。

				「我が王国領北部に領地を持つブラーツァ伯の家臣に、グレイ・サトーという男がいて、彼の息子の名前がナルであった。驚くことに、昨年の夏に行方不明となっていた。婚約者もいて、皆が心配している。もしかしたら、貴国のナル殿こそグレイ・サトーの息子ではないだろうか。どうか一度、家族によって正否を確かめる機会を得たい。ナル殿は記憶を失っていたというが、家族も婚約者のことも忘れておいでだろうか？　ぜひぜひ、彼等の前に立ってやって欲しい。そうすれば、ナル殿も思い出すかも知れぬ」

				　ラーベ王国の使者ディバリィ男爵は、アルキームにこう訴えていた。

				　こういう申し出に対して、当のナルは沈黙しており、周囲はハラハラと見守っている。

				　ゲオルグが口を開く。

				「ダリウス卿に、それとなく訊いてみたが……ナルは馬鹿らしいと一蹴していたらしい」

				「……ですが、記憶を失っているので事実はわからないはずですから……感情的になっているんでしょうか」

				　アルキームの言葉が、この馬鹿らしい訴えを表立って笑い飛ばせないナルの事情をよく表している。

				　ナルは、建て前として記憶喪失なのだ。

				　彼には、この訴えが本当であるか否かを判断することができないはずなのである。

				　では、会って確かめればいい、ともならない。

				　ナルには分かっている。

				　家族だと訴える者達の前に彼が出れば、向こうは「良かった！」「会いたかった！」と喜び、神に感謝し、お前は自分達の家族だと騒ぐだろう。ナルがそれを否定しても、「記憶を失っているので無理はない」「一緒に暮らそう。帰ってきてくれ」と通じないだろう。

				　馬鹿々々しい事態だが、実は笑い飛ばせないのである。

				「こんなことなら、偽物の家族を作っておくんだった」

				　とは、ナルがダリウスに聞かせたものであるが、もちろんこれは外には漏れない。

				　かくしてナルの問題は、政務卿と軍務卿がヒソヒソと会話するに値する大事になっている。彼等、いや、彼等だけではなく、グラミアは王を支える頭脳を失う危機にあった。それも、防ごうとすると人の道に反すると批判罵倒を受けるに違いなく、名が広まってしまったグラミアとイシュリーンにしてみれば、歓迎できない未来となるに違いない。

				「ただ……」

				　アルキームが口を開く。

				「ラーベとレディナ……複数の訴えがあるというのが、信憑性を疑う点です。奴ら、ナルが記憶喪失であるという情報を基に、グラミアの躍進を支えた参謀、陛下の腹心という評判の男を、横からかすめ取ろうという魂胆であるとも取れます。幸か不幸か、ナルが今、世間でどう呼ばれているか、ゲオルグ閣下はご存知でしょう？」

				「あいつも偉くなったもんだ」

				　ナルは、大陸西方一帯では主神(オルヒディン)の遣い、あるいは智神(オルヒディン)の化身と敬われている。

				　それほどの人物が、グラミア人ではないのにグラミアの為に働いているのは、記憶喪失で彷徨っていたところをイシュリーンが拾ったからという理由だけが世に広まっていて、そんな状況では、他国の脅威から自国を守るために、ナルが欲しいと各国が考えるのも無理からぬことである。ゆえに、そういう魂胆であろうとアルキームは言い、だからこそ腹が立つと声を荒げた。

				「同盟を結ぼうと言ってきておきながら、この所業……厚顔無恥という言葉は奴らにこそ相応しいですな。どれだけの面の皮があれば、顔色を変えずに訴えられるものやら……」

				「陛下もお困りだろうな。あれだけ信頼しておいでだし」

				　ゲオルグはそこで、イシュリーン本人も別件で困っているなと苦笑した。

				「陛下は……婿選びをどうするおつもりだろうか」

				　軍務卿の心配に、アルキームも頷いた。

				　イシュリーンには、縁談が大量に舞い込んできている。

				　主だった相手だけでも、並べると次のようになる。

				　トラスベリア王国王家の第四王子クリストファー・リアム・トラスベリア。

				　トラスベリア王国選帝公バイエル公爵カール二世の三男ギュレンタイン。

				　同じく選帝公シェブール公爵マジャニーの甥であるウェズレイ。

				　ヴェルナ王国の第二王子のリヒャルト・ファルム・ヴォルトマー。

				　各国からの使者がグラミアのキアフを訪れ、どうか、と頭(こうべ)を垂れる。

				「通常、婿を寄越せと言えば嫌がられるが、向こうから寄越してくれるなら歓迎すべきはずだ……が」

				　ゲオルグが言いながら喜んでいないのは、イシュリーンがこれらを全て断っているからに他ならない。

				　アルキームが応えるべく、頷きつつ喋る。

				「陛下は、これまでが大変でした。いや、これからも大変でしょう。他の事に心を割く余裕を持てないでいらっしゃるのではないでしょうか」

				　二人はそこで、主君のいないところで、彼女の心境を量ろうとしている不敬に気付く。

				「やめよう……そもそも、俺は」

				　ゲオルグが椅子に深く座り直し、天井を仰ぎながら続ける。

				「陛下に、この件に関して、薦めたり促したりをしたくないのだ。過去、失敗があってな」

				「失敗とは？」

				　アルキームの問いに、軍務卿は俯き答える。

				「陛下のお母上を、近衛連隊に推薦したのは俺なのだ……当時も今と同じでいろいろと事情があり、セリアどのを近衛連隊に推薦することが最善だと俺は信じたが、結果はどうだ？」

				　ゲオルグの自責めいた苦笑に、アルキームはそれだけではないなと勘付いていたが、口に出しては自らの思うところを吐露する事で返事とした。

				「陛下のお母上はお亡くなりになられ、陛下もまた厳しい環境にいらっしゃいましたが、だから今があるのではないでしょうか。他人で臣下の私めが申すと、国の為には良かったのかもしれないというものになります。しかしながら、陛下個人のことを想えば、私としては酷であったと思いますね」

				　アルキームは口を閉じ、そういう過去があるからこそ、イシュリーンは配偶者を選ぶことを拒否しているのではないかと思考を繋げたが、分かりはしないと諦めた。

				　この時、ゲオルグは過去に思いを寄せていて、アルキームの興味を誘う。政務卿から見て、軍務卿は悩むような、悔やむような顔色である。

				　ゲオルグは、イシュリーンの母親を記憶の中で蘇らせていた。彼女が本当に望むことを自分が汲んでいればという忸怩(じくじ)たる想いが、彼に重く淀んだ吐息をつかせた。

				　ここで扉が叩かれる。

				　二人が視線を転じた先には、王付侍女が一礼していた。

				「王陛下にございます」

				　ゲオルグがさっと立ち上がり、アルキームも苦労して立つが、笑顔のイシュリーンに座っていろと促された。感謝を述べ、不自由な脚めと愚痴て王を笑わせた政務卿は、読書用の椅子にふわりと座ったイシュリーンの美貌に見惚れる。

				　これだけの美女と、国を手に入れることができるなら、喜んで婿入りすると思われても仕方ないかもしれない。

				　アルキームの脳内を読んだわけではないが、イシュリーンが二人に叱るような口調で告げた。

				「アルキームを訪ねたら、ゲオルグもいた。二人して、私の婿選びでもしているのではないだろうな？」

				「滅相もございません」

				　ゲオルグは即座に答えたが、動揺が声の震えに表れる。

				　イシュリーンと二人は、広い室内で少し離れた位置取りである。軍務卿も政務卿も、脚を組んで座る王のせいで、目のやり場にこまった。細身のスカートには大胆なスリットが入っていて、白い肌に健康的な美脚が露わとなってしまっているからである。

				「ひとつ……相談がある。ナルのことだ」

				　ゲオルグとアルキームは視線を交差させ、やはりイシュリーンは案じていたと頷き合う。しかし、この時は少しばかり違った。

				「彼は大きな手柄を立てている。にもかかわらず、私は彼に十分に報いてやれていないと感じている。領地を与えようかと思ったが、さすがにグラミア人ではない彼にそれをすると諸侯が何と言うかと、一応は気にしてみたのだ」

				　読書机に寄りかかるように座るイシュリーンは、そこに置かれたままの書物の表紙を眺めて続ける。聴かされる二人は、それぞれに忙しく思考を紡いだ。

				　反発する者も出るだろうとは、ゲオルグ。

				　どこの領地を与えるのだろうかとは、アルキーム。

				「王都周辺の土地はさすがに問題があるだろう。かといって、アラゴラは苦労をかけた諸侯に分け与えたい。相応しい場所はないかと考えていたが、リュゼはどうかと思い至った」

				　王の発言に、ゲオルグとアルキームがお互いを見て、大変だぞという予感で瞬きをする。

				　リュゼは過去、王家直轄領であった。それはクローシュ渓谷の西側に位置しつつも東西横断公道(シルクロード)が通っているからだ。だが、現在は激戦地であり最前線である。領民も多くは逃げ出していて、帝国に占領されていた事でさらに人が減った。

				　そんな場所の領主などなりたくないという顔の二人を眺め、イシュリーンが艶やかに笑う。

				「お前達の顔を見たら、ナルは同情を買いそうだな！」

				　白い歯を見せて笑う彼女に、ゲオルグもアルキームも釣られて笑う。それは、こんな顔を見せてくれるようになったかという喜びも含まれていた。

				　ゲオルグは、王の笑顔に過去の自分が少しだけ許されたような気がした。

						  

				　　　　　　　

				

				　イシュリーンがゲオルグとアルキームを訪ねている頃、王補佐官のナルは新居にいた。彼は周囲の薦めに従い、国の要職に相応しい生活をすることにしたのである。

				　使用人を雇う。

				　出入りの業者を使う。

				　贅沢品を買う。

				　これらはいずれも、金を持つ者がする務めだと薦められて実践していた。そして買い集めた品々を、購入したばかりの屋敷に運び入れていた。ここは数日前までグスタフ・ラヴォの家族が所有していたが、夫が異国で謀叛人として殺されたせいで収入を失い、家を売りに出していた。単純にナルは王宮に近いという立地で決めており、所有者を知った時は因果に笑った。

				　こうして彼は、前所有者の家族から恨みと感謝の両方を受けている。

				　広い庭には厩舎もあり、使用人達が住める小屋の他、蔵もあった。そして地下一階地上二階の屋敷は、男の一人暮らしには広すぎるものであったが、くっついて引っ越して来たダリウスのおかげで空き部屋だらけにせずにすんだ。そして、アブリルをはじめとするテュルク族が、地下を使うことになった。

				　オデッサ公領へと帰ったクルティナであるが、直臣のみと共に帰還しており、人員の多くはまだキアフにいた。クルティナ派は国内で他国による諜報への対抗を担当し、アブリル派は国外への仕掛けに重点を置くという取り決めである。

				　彼女達はこれまで、王都の地下墓地や、朽ち果てた廃墟などを活動の拠点にしていたが、不審がられてはいけないと暖を取れなかった。煙があがるからである。今でこそ不要だが、グラミアの夏は短い。すぐに冷える夜が続くようになる。

				　ここでナルの屋敷を拠点に使えば、暖を堂々と取ることができるようになるというわけだ。彼の屋敷に、使用人であるとして彼女達が出入り、あるいは住み込むのは不自然ではなく、また煙突から煙があがっても何らおかしな事はない。

				　しかしアブリルを喜ばせたのはそのような事ではなく、彼女はナルと同じ屋敷に住むことができると、ホクホクとした表情を崩さない。

				　機嫌の良い彼女は、荷を運び入れる業者にも笑顔で接し、彼女を眺めて部下達が小声で交わす。

				「アブリル様、変わられたわ……」

				「ホント……ナル様のおかげね……」

				　使用人兼警護のテュルク族達は、荷の梱包を次々と解いては並べ、飾り、設置していく。その光景を前に、仁王立ちして彼女達を監督しているかのようでいて、実際は酒を飲んでいるだけのダリウスが年下の友人に尋ねた。

				「全て現金で買ったと聞くが……随分と貯め込んでいたんだな、え？　この高給取り！」

				　ダリウスの隣で椅子に腰かけているナルは、ちらりと年上の友人を見て肯定する。

				「使わないからな……欲しいものは金では買えないし……だいたい、おっさんは何に使ってるんだ？」

				「俺ほどになれば、あちこちに生活費を渡してやらんといかん美女が多数いてな」

				「……下半身の為に命を張ってるのか……」

				　ダリウスが笑い、ナルの後頭部を軽く叩いた。二人で冗談を言い合い、酒を飲み交わす。

				　まだ、午前である。

				　ナルはシングルモルトの瓶と、空のグラスが置かれた卓を前に椅子に腰かけている。彼はあれこれと手伝おうとしたのだが、口を揃えて「座っていてください」と言われ、それは遠まわしに邪魔だと言われているのだと理解して従っていた。実際、彼が手伝ったところで、周囲の作業を滞らせるだけである。

				　ナルがグラスに酒を注ぎ、ダリウスに差し出す。受け取った年上の友人は、チビチビと舐めるように味わうと、視線を卓上に転じた。そこには地図と、テュルク族による周辺諸勢力の動向がまとめられた報告書が広げられていて、ナルは腕を組んで唸っている。その様子に、ダリウスは真面目な顔を作って尋ねた。

                			

	








			
				「リュゼ地方奪還、帝国軍撃退、シュケルに勝利、アラゴラ制圧……まだ足りないのか？　グラミアは大きくなったし、とりあえずは平穏になったと思うが？」

				　ダリウスは空になったグラスをナルに返した。

				　ナルは、それにシングルモルトを注ぎ自分が飲む。

				　グラスがひとつしかないのは、他の食器類はまだ積み重なった箱のいずれかに入っていて、探し出し取り出すのが面倒であるからだ。

				　ナルが答える。

				「何事も〝出口〟が大事だ」

				「出口？」

				　ダリウスが顎をしゃくり答えろよとナルを促すことで、年下の友人が地図へと視線を定めて頷いた。

				「出口は……侵略にさらされないグラミアという図が大事なんだ。国力を増す。周囲から敵を消す。この二つの方法だ。海と陸の要衝(ようしょう)を制することで大陸西方の経済を握る。次に、グラミアの東西南北にグラミアの属国を作って敵を止める」

				　ダリウスが薄く笑い、年下の友人を眺める。その視線を受けるナルは、酒を飲みながら喋る。

				「オルビアンを取る。これは目的ではない。絶対に必要な過程だ。しかし取り方は大事になる。現在のオルビアンをそのまま手に入れたところで意味がない。次に属国だが、東はオデッサ公の負担を減らす必要があり、王国東方に異民族の国家を建てる。どの民族でもいいが、グラミアと関係を改めたいと思うことができる相手が望ましい。南はオルビアンを含む都市国家群だが、管理できる体制を彼等に強いる。北にはドラガンがいて、奴には戦ってもらうことで盾の役目を強いる。西は……誰がいいかな？」

				　ここでナルは沈黙したが、その意味を問わずとも理解しているダリウスは先を続けた。

				「西は、リュゼ一帯だろ？」

				「そうだ。リュゼとアラゴラ西部を領地とする国を作ることで、西側からの侵略を防ぐ……緩衝材だな。これでグラミア本国と民を守る」

				「争いを、外で発生させるわけか？」

				　ダリウスの問いに、ナルは微笑み酒を飲み干した。空となったグラスに三度(みたび)シングルモルトが注がれ、それはダリウスへと渡される。

				「平和と変化……争いは表と裏だ。争いがあるから平和が望まれるし、平和に飽きたら変化が望まれ争いが始まる。欲、国益、感情、様々なこじつけで戦う。人は……戦争が好きなんだよ。歴史が証明している。人っていう生き物は本質のところで、人類発祥からほとんど進歩していないという事だろうさ」

				　ナルの言葉は、ダリウスに酒を一気に飲ませた。彼は熱い息を鼻から出して、グラスを卓上にトンと置く。

				　ナルが年上の友人を見上げ、見下ろす視線のダリウスと視線がぶつかったところで問われた。

				「次は南か？」

				「いや、北だ。すでに動いている。イシュリーンの名前で、グレイグ公に文を送った。これが彼の背を押すに違いないよ。もともと、南下する気満々であるしね」

				　ナルは言い終えると、頬を歪めて声もなく笑ったが、王宮からの使者が自分を訪ねて来たとテュルク族からの報告を受け、真面目な顔を作って席を立った。

				

				　使者はジグルドだった。

				　彼はナルに頷き、ダリウスに微笑み、二人と向かい合うと王がナルを呼んでいると伝えた。

				「陛下が？　すぐに参上いたします」

				　答えたナルに、ジグルドが促す。

				「おそらく、大事な相談になるでしょう。屋敷を買ったばかりで何がどこにあるのか探すのも大変でしょうが、正装がよろしいでしょうね」

				　国軍将官の助言に、何事だろうかとナルが訝しんだ隣で、ダリウスが右目だけをすっと細めた。

				「ジグルド卿はご存知で？」

				「私が進言した次第」

				　青髪の青年がした返答で、ナルとダリウスは首を傾げた。イシュリーンの信厚い青年が、何をどう進言した結果、ナルが呼ばれたのだろうかとダリウスは腕を組み悩むが思い当たらず、結局は尋ねた。

				「何を？」

				「それは陛下から聞かれませ」

				　含みある言い方だったが、ナルは瞼を閉じて頷く。彼は、ジグルドという青年が自分を好いてもいないが嫌ってもいないと理解しているがゆえに、国軍将官という立場から王に進言したのだろうと理解していた。やっかみや嫉妬で動くような相手ではないという意味での信頼をジグルドに向けるナルであるが、ジグルドのほうはナルを、やっかみや嫉妬を向けられても、それを利用して相手を潰す危険な男であると判断していた。ただそれは悪意ではなく、敬意からのものであるから、ジグルドはナルの件でイシュリーンにしつこく進言していたのだ。

				　イシュリーンが軍務卿と政務卿を前に話した件の出所は、ジグルドだったのである。しかしながら、イシュリーンは周辺国家からの申し出──ナルは我が国の民だという類──にうんざりとしていたし、彼と自分の望む未来の為にも隻腕の青年から発せられた言を容れた。

				

				　こうして同日の午後に、ナルは正装で王宮の国王執務室に入る。

				　採光窓が開け放たれていて、初夏の穏やかな陽の光で室内は明るい。横に長い机は使い古されたもので、それはイシュリーンが、ハンニバルに頼んでルヒティが愛用していた机を譲ってもらっているからである。

				　イシュリーンは銀髪を結い上げ、袖をまくりあげた格好でナルを迎えた。執務机の上には決裁を求める書類が数えきれないほどに広げられていて、ナルが盗み見ただけでも、上水道の建設許可や農業用地開発許可申請、アラゴラ地方でのグラミア籍商会による新規事業参入規制緩和などなど、重要なものばかりである。

				　椅子を勧められ腰掛けたナルは、対面に座ろうと移動した恋人の手に地図が持たれているのを見る。

				「ナル、頼みがある」

				「……リュゼ、ですか？」

				　王は目をパチクリとさせ、次に笑った。どんな苦労があったとしても、彼女の笑顔で救われると思えた彼も釣られて微笑みを浮かべる。

				「よくわかったな？　そうだ。リュゼと周辺の土地を任せたい。爵位を与える。リュゼ子爵を名乗れ」

				　ナルとすれば、危険な役目となるだろう西方守護を他人に強いる事はしたくないと考えていて、自分からリュゼを求めるべきだろうかと悩んでいたところだった。渡りに舟だと微笑むナルは、違う心配を口にする。

				「陛下おひとりでお決めに？　それとも、どなたかにご相談はされましたか？」

				　有力者たちの反応が気になるところだと彼は思っている。それは、大変な時期の渦中にあるグラミアで、よけいな波風を立てたくないという気持ちからだ。

				「ゲオルグとアルキームは賛成だ。ハンニバルも同意してくれるだろう。マルームが反対するとは思えない。アルウィンもだ。主だった者達は皆、お前を認めている。それにこれは、人気者になったお前へのちょっかいを防ぐ為にも大事だ。私はナルを図々しい者達に奪われたくはない」

				　ドキリとしたナルに、イシュリーンが流し目を送って続ける。彼女の表情は、口角が吊り上がっているせいで艶っぽく、見る者の下心を刺激する魅力に溢れていた。

				「それに、ナルには早く私にふさわしい男性になってもらわないと困るからな。縁談をいつまでも引き延ばせない」

				　舞いこむ縁談の数々を放置しているイシュリーンであるが、大国であるトラスベリアなどには理由をきちんと説明しなくてはならない。とりあえず彼女は、自分は主神オルヒディンに誓いを立てた身であるから、勝手に夫を取ることはできないとしているが、それもいつまでも通用するものではない。

				　それは、理由ない断りであると明らかであるからだ。

				　しかしながら、一国の王たる女性の説明を「馬鹿な」と拒絶するわけにもいかず、大国の余裕を見せる意味でも「仕方なし」と引いてはいるが、時期を見て再度、申し込もうと考えている彼等の腹積もりをイシュリーンは見抜いている。だから彼女は、国益と私益の為にこれをするのだと恋人に伝えた。

				「ナルはリュゼ子爵となる。もっと手柄を立てると、私はそれに報いなければならない。爵位があがれば……という勝手な私の都合だ」

				　ニコリとして言い終えたイシュリーンは大層美しく、ナルは見惚れて頷いていた。

				「こうしてナルは……家族に会いに行くのではなく、彼等を呼び寄せる選択を取れる。こちらに越して来い。楽をさせてやれる……孝行な男だねぇ、ナル君は」

				　二人は笑ったが、これまで臣下も譜代家臣もいないナルが領地を持つことで発生する諸問題を前に、揃って口を閉じる。

				「陛下、その……こんな言い方をして申し訳ありませんが、俺は領地経営など興味がありません」

				　王の苦笑は、模範的な領主をナルに求めても無駄かという表れだった。

				「リュゼを豊かにすることは国益に繋がると分かりますが、しかしながら、時間をかけるほどの余裕はありません」

				「帝国はまた来るだろうし……だな？」

				「……そう。俺が帝国の人間であれば、舐めていた過去を反省し、総力でグラミアを潰します。これは絶対に必要です。というのも、帝国は国威を取り戻す必要があり、その条件はグラミアを屈服させることですから……方法としては、グレイグ公あたりと同盟を結び、北と西から攻めます。またオルビアンと結び、グラミアを経済的にも攻撃します。経済とは繋がりが大事で、オルビアンで断たれると流通が滞り、よくない未来へと進むしかありません」

				　イシュリーンは卓上に広げた地図を眺める。ナルにリュゼを任すことを伝え、その相談の為に用意したものであったが、違う役目を帯びてきたと彼女は笑うと、手を伸ばして恋人の前髪をチョイと摘まんだ。

				「ナル、つまり流通経路を変えろ……と言いたいのか？　東西横断公道(シルクロード)の中継としてリュゼを見せつつ、実際の動きは北と南に逸らしたいわけか？　関税を操作してやるか？」

				　ナルは前髪を摘ままれて牽(ひ)かれたことで上半身をイシュリーンへと近づけた。二人の顔が近づき、視線が地図へと落とされる。

				　イシュリーンの言っている事は、リュゼの関税を高く設定することで商隊の動きをベオルードから南もしくは北へと誘導する、というものである。

				　ナルが口を開く。

				「いえ、それはまだ先の話になります。現在においてのリュゼの役割は、盾ですね。もしくは剣です。敵が攻め寄せてくる前に、こちらから攻める。グラミアを守る為に、グラミア本国の外で戦います」

				　ナルは指で、地図上に楕円を描いてみせた。

				「グラミア、アラゴラ、オルビアン半島。ここまでが物流効率、統治効率を考えた結果、一国での最大領土でしょう。その外側に、グラミアに服従する国家を作ります。この場合、特に西側は重要になります。帝国がいますから」

				　彼はここでイシュリーンを垣間見て、自分の発言の意味を彼女が理解していると表情から受け取り、説明を継ぐ。

				「そしてリュゼに戻りますと、グラミアのへそは現在、ルマニア地方になっておりますから、ここを狙うためにも帝国はリュゼを占領下に置きたいところです。また我々も、ルマニア地方を敵に奪われると南北に分断され危険ですから、リュゼは二度と他国に渡してはならない一帯です」

				「私は……」

				　イシュリーンは、王の顔となってナルに言う。

				「……リュゼだろうが、どこであろうが、二度と他国に我が国の国土を奪われたくはない」

				　ナルは押し黙り、恋人の表情から発言の意味を汲み取る。彼は、真剣な眼差しで自分を見つめるイシュリーンの為に、国を憂う為政者である主君の為に、一呼吸をおいて一礼し答えた。

				「承知しました。では、そう致します」

				　彼はニコリとして、気負う恋人の肩から力を抜いてやる。

				　二人は、お互いにクスリと笑った。

						  

				　　　　　　　

				

				「で、リュゼ子爵閣下は領地をどうするおつもりで？」

				「やめろよ」

				　ダリウスのからかいに、ナルが嫌がる。別に遠慮をしているわけではなく、単純に慣れていないから恥ずかしいのである。

				　二人はキアフの北東部に広がる歓楽街を並んで歩いていた。

				　ここは東西横断公道(シルクロード)の西側諸国玄関口の都市に恥じない華やかさで、周辺各地から美男美女、美酒美食が揃い、金さえあれば買えないものはないとまで言われていた。大通りと並行して流れる川は商会の倉庫が建ち並ぶ街区まで続いており、荷を運ぶ小舟は昼も夜も絶えることはない。一方で道行く人々は夜こそ多くなるが、昼間の今でも賑やかだ。軒を連ねる店々の前では、際どい衣装の踊り子が歌と踊りで通行人達の足を止める。彼女達は「寄っていかない？」と誘い、鼻の下を伸ばした男はカモとなる。また男娼たちも盛んに女性を店へと誘い、金で夢を求める客達の欲望を満たす。こういう所に、不慣れであるから一人では来ることができないナルであるが、ダリウスの誘いと、屋敷にいては邪魔になるという理由で現在に至る。

				「ダリウスさん、どこに行くのさ？　酒を飲むならさっきの店でも良かったんじゃないの？」

				　人ごみの中を二人は歩いているが、ダリウスに引っ張られてついて行くナルは、キョロキョロと周囲を眺めた。

				「調べた。いい店を見つけた」

				　そう言うダリウスであるが、目当ての店に行くのは初めてである。アラゴラ征服の次に帝国との戦いとあって暇がなかった事もあり、負傷を理由に休みを得てようやく、その店を探すことができていた。怪我をしているのに歓楽街に通っていたというのは、もちろん秘密にしている。表向きは、筋力の衰えを防ぐための散歩と称して、行先は誰にも伝えていない。だからナルは、ダリウスがいつ調べたのかと不思議に思いつつも、腕を掴まれ引かれて歩きながら、楽しそうな音曲や歌声に視線はあちこちに散らしている。すると、建物と建物の間、路地は薄暗く陰気臭いと見て取れた。

				「こういう街の裏はお前には早い。やめとけ」

				　ダリウスに注意された。

				「別に行きたいわけじゃない」

				「ま、興味が失せることを期待して伝えておこう。薬物の売人、末期の病人、裏社会の恐い方々……そういう知り合いを作りたくないなら入るな……っと、あそこだ」

				　ナルは「絶対に行かないから安心してくれ」と応えつつ、進む先に見える看板を眺めた。

				『ガーベンスルーエ』という娼館に迷いなく入ったダリウスは、受付の男に二人だと伝えると共に、経営者は店に出ているかと尋ねた。

				「おりますが、お知り合いで？」

				「ダリウス・マキシマムという。覚えていらっしゃったら、ぜひお会いしたいと伝えてくれ」

				　受付の男が慇懃(いんぎん)な動作で二人の前を辞し、彼等は店内入り口付近の待合室で立って並んだ。そこから窺うかぎりの空間は、揺らぐ蝋燭の灯りが暖かく、かつ幻想的である。酒と食事だけを楽しむこともできるが、多くの客たちは望む相手との享楽を求めて来ている。

				「酒だけにしよう」

				　ナルの注意に、ダリウスは笑う。

				「ハハハ、お前は馬鹿か？　美女がいるのに口説かないのは宝石を前に手を伸ばさないことと同じである、という諺(ことわざ)は知らないのか？」

				「今、作ったろ？」

				「……でも真理だ」

				「あんたの真理だよ、そ──」

				　ナルを遮ったのは、惹きつけられるような美声であった。

				「ダリウス！」

				　金色の髪が豪華な美女が、胸元が開いたドレス姿で現れるや否や、ダリウスに飛びつく。ダリウスは彼女を受け止めるように抱き止めた。

				「ハンナ、久しぶり」

				　ハンナと呼ばれた女性は、店内の美女達も霞むほどの眉目秀麗(びもくしゅうれい)で品のある顔立ちであるが、ダリウスから離れた瞬間、抱きついていた相手の頬に平手を放った。

				　パァン！　という渇いた音に静寂が続き、店内は次第にざわついたが、すぐに楽し気な笑い声が連なる。

				　殴られた友人を眺めるナルは、躱さずに受けたダリウスに何かしらの事情があると思っていたが、それはハンナの口からすぐに明かされる。

				「薄情者！　なんで何も言わずに出て行ったの!?　一度も私を抱かずに死んじゃったらあの世で後悔するでしょ!?」

				「おかげで、絶対に死ねないと頑張れたよ。ありがとうな」

				　ダリウスがハンナの髪をくしゃくしゃと撫で、彼女が声をあげて泣き始めた。

				　これが大人の対応かと、ナルが感心する視線を送る先で微笑みを保つダリウスは、ハンナの腰に手を回し、誘うように歩く。

				「酒、飲ませてくれ」

				　彼女は鼻をすすり、顔をあげた。

				「いいわよ。ただし、まずは化粧を直させて」

				　くるりと身を翻し立ち去った彼女。

				　二人は男に席まで案内される。

				　ナルは、年上の友人を言葉で攻撃した。

				「あんた、言ってる事とやってる事、違うじゃないか」

				「……うるさいな。掴んだら呪われる宝石だってあるんだ、世の中には」

				「大丈夫。おっさんのスケベは呪いを跳ね除けるよ」

				「うっさい」

				　二人は特別席に通された。

				　そして、注文をしてもいないのに酒と食事が運ばれる。葡萄酒に水、子牛頬肉の葡萄酒煮込みに、豚の骨付きバラ肉をタレに漬け込み焼いたもの、マスのパイ包み焼き、季節のサラダ、果物各種がずらりと並ぶ。順番に運んでこないのは、ダリウスが話をするから一度に運べと依頼したからである。

				「牛はお前が食べろ」

				　ナルは子牛頬肉の赤ワイン煮込みを押し付けられ、ダリウスはマスのパイ包み焼きを独り占めした。

				「魚、食べたい」

				「俺は牛、駄目だ。遠慮しておけ」

				「……」

				　ナルは仕方なしと諦め、頬肉煮込みを口に運ぶ。トロリとした食感ながら旨味が凝縮された濃厚な味に、ナルは友人に同情を向けた。

				　この絶品が食べられないのか……。

				　気の毒そうな視線を受けたダリウスは、ナルの向こう、通路から現れたハンナを見つけた。涙で流れた化粧を直し、だが濡れた睫(まつげ)と瞳は艶っぽく美しい。

				「あれ？　ダリウス、頬肉の煮込み、食べないの？　傑作よ。うちの料理長の得意料理なのだけど」

				「この人、宗教上の理由で食べられないんですよ」

				　ナルが答え、マスが美味いと誤魔化すダリウスにハンナが首を傾げる。

				「フォンテルンブローにいた頃は好物だったのに……だから用意してあげたのに」

				　ナルがダリウスを見る。

				「昔は食べてたの？」

				「俺も大人になり、信心深くなったというわけだ。ガキの君にはまだ早い。今のうちに、食べたいものを食べ、飲みたいものを飲んでおけ」

				　ハンナが笑う。

				「さ、ダリウス様……」

				　いきなり様をつけられた彼が、食事を喉に詰まらせ、葡萄酒を薄めないまま飲んだ。

				　ハンナはにこやかに笑い、ナルを眺め、ダリウスに促す。

				「こちらの方を、ご紹介くださいます？」

				　ここでナルは、自分の右隣に誰かが座ったと感じて視線を転じた。

				　黒髪に白い肌、パチリと開いた目と細い鼻筋、薄く開いて誘うような唇の娘は、甘い香りを発してナルに密着する。

				「ああ、彼は女性慣れしていない友人、ナルだ」

				　ダリウスの紹介に、ハンナが華やかに笑う。からかわれたナルであるが、隣に座る美女の色香で狼狽しているせいもあって訂正も反論もできなかった。

				「ま、禁欲生活の真っただ中にある俺の友人をそう誘わないでくれ」

				　ダリウスが女性に言い、彼女は照れたようにナルから少しだけ離れる。

				「ハンナ、ちょっと彼と相談ごとがある。呼ぶまで二人にしてもらえるか？」

				「大丈夫です。私も彼女も、この店の者達は皆、聞いていても存在しない者ですから」

				　ダリウスが苦笑し、ならばとナルに言う。

				「というわけだ。このまま話そう。リュゼの経営、誰に任せるつもりだ？」

				　ナルは豚の骨付きバラ肉に手を伸ばし、お行儀悪く齧(かじ)った。タレで汚れた彼の頬を、ナル付きの娘が指で拭う。

				「ひあ！」

				　肉と驚きを口から吐き出したナル。

				「汚いなぁ、もう」

				　ダリウスがハンナに言い、卓上が整えられていく。

				「コズンに頼むしか、今の俺には頼る人がいない」

				　王補佐官付庶務官の名を出したナルに、年上の友人は頷いた。

				「が、一人であれもこれもできない。政務卿閣下を頼ってはどうか？」

				「人を貸してくれと？　くそ忙しい今、大丈夫かな？」

				「アルキーム卿は計算高い方だ。水際で止めるという有効性を理解されておられるさ。ルナイスはどうする？　あいつは使えるぞ」

				　ダリウスに使えると評されたルナイスを、ナルは当然のように誘う予定だと言った。

				「俺の無茶な考えが実行できているのは、あいつが部隊を動かすのが上手いからだ。早く正確に動かしてくれる」

				「うん、俺もそう思う。お前の指揮下の連隊をそのままリュゼに入れるのは？」

				「となると、俺は独自の判断で動かせる部隊がなくなる」

				　ナルの言い様に、ダリウスは目を細めた。

				「リュゼを放って、どこかに行くのか？　北か？　そういえばお前、トラスベリアの戦史を調べまくっているな？」

				　ナルはトラスベリアの軍記、戦記、歴史の書物を買い漁り、彼等の戦いにおける傾向を研究していた。それはきっと、これからに備えているに違いないとダリウスには思えた。

				　ナルが照れたように笑う。

				「昨年からずっとグレイグ公は我慢している。そしてようやく雪の心配がない季節になった。トラスベリア国内だけなら、雪が降ろうがおかまいなしだが、さすがに異国への遠征だ。夏場のうちにグラミア国内に拠点を作っておきたいと考えるだろう。我慢は身体に悪いだろうから、ちょっかいを出してやって誘ったのさ。アブリルさんからの報告で、ドラガンが軍容を整えつつあると聞いていたし……あの蜥蜴(とかげ)とぶつけて北を小さな混乱状態で安定させてやるほうがいい……万が一ということもあるから、見守ってやろうと思っている。イシュリーンの名前で出した手紙は、つまりそういう事だ」

				「性格が悪くなったな？　だがグレイグ公は強いぞ。あのトラスベリアで、選帝公をはっているだけあるからな。重装騎兵集団(トラスベリアンズランス)もメチャクチャ手強い。俺は今でも二つの事を守っているが、その一つが、重装騎兵集団(トラスベリアンズランス)の前には立たないってことだ。いざとなった時、大丈夫か？」

				　ナルはダリウスからブランデーを分けてもらい、熱い息と返答を吐きだした。

				「大丈夫だ。世の中に絶対はない。俺がそれを証明しているだろ？　もう一つはなんだよ？」

				「逃げ出す時は身軽に尽きるって事だ」

				　ナルは笑い、ブランデーを一気に飲み干した。

				「グレイグ公ヴィルヘルムを南下させてドラガンとぶつけるか……その間にお前はどうする？　ただ北を監視してるってわけではないだろ？」

				「監視しつつ東方異民族と交渉する。オデッサ公という国内最強の軍を帝国にぶつけるために東の安定は必須だ。それと同時に……俺の領地のこともある。先生が一年間の時間を俺にくれた。解答を出さないとね」

				　ダリウスはグラスを掲げ「爺さんに」と言って瞼を閉じる。ナルも倣い、葡萄酒をグラスに注いでもらうと二人は同時に飲み干す。

				「一年か……もうすぐ、一年だな」

				　ダリウスが空となったグラスを見つめて溢した。

				「この一年は、俺がこれまで生きてきた二十五年を超える意味があったよ」

				　ナルはダリウスに酒を注いでやる。

				　ハンナは二人の邪魔をしない。彼女はただダリウスの隣で、目を閉じて彼にしなだれかかっていた。

				　二人は、それからもしばらく酒と会話を楽しんだ。同時に、リュゼと周辺の土地をどう治めるかを決めていく。

				　ハンナは恋しくてたまらなかった男の隣で、この人はまたいなくなるという不満を覚えていたが、鎖でつないでもひき千切って離れて行く狼だとダリウスを評して許した。

				　だけど、と彼女は瞼を開き、ダリウスの首に噛みつく。

				「こら！　何する？」

				　驚いたダリウスがハンナの脇腹をくすぐる。身悶える彼女は、楽し気に笑うことで陰気を払った。

				

				　ナルは店が用意した馬車で屋敷に帰ると、酔いを醒まそうとぬるい風呂に入った。そして欠伸をしつつココナツ油で歯を磨き、塩と薬草を混ぜた水で濯いで吐きだすと寝室へ向かう。だが、自分の寝室がどこだか分からず迷う。

				　うろうろとする当主に、テュルク族の女が二階の奥だと伝えた。これはアブリルが、警備上の問題でそこにしている。いざとなった時に逃げやすく、守りやすい位置にその部屋はあった。

				　扉を引いて開けた彼は、寝台の傍らに立つアブリルに驚いた。

				「こ……こんばんは」

				　間抜けな挨拶をした彼に、アブリルは瞳を揺らして笑った。化粧で火傷の痕を隠した彼女は、ナルを寝台に誘うと枕の位置や薄手の毛布を整える。

				　そして、ナルが寝台に寝転ぶと、彼の枕元に腰を下ろして、ナルが眠りにつくまで控えているという意思を伝える。

				　ナルは、何度も瞬いた。

				　部屋の壁にかけられた蝋燭の炎が淡く室内を揺らし照らす。それは風が室内に入ってきているからで、日本では経験できないほどに快適な夏の夜であったが、ナルは眠れない。

				　彼が視線を転じれば、そこにアブリルがいて、女性らしさを主張するお尻の丸みが衣服の上からでも明らかな柔らかさと形良さでナルを惑わすものだから、先程まで男である自分を嫌というほどに意識させられる店にいたにもかかわらず、なんとか踏みとどまり帰宅を選んだ彼には酷であった。

				「ア……アブリルさん、眠れないんだけど」

				「寝台が硬いですか？」

				「いや、とてもイイです」

				「では、枕が高いですか？　硬いですか？」

				　心配そうな表情でナルの顔を窺うように見つめるアブリルに、彼は目のやり場に困った。そして煩悩を懸命に追い出すべく瞼で視界を塞ぐ。

				　彼は、アブリルとテュルク族の事情から、彼女を決してそういう対象としてはいけないと自分に言い聞かせる。そして、寝たふりをした。

				　アブリルは、静かな寝息を立て始めたナルを見つめ、指先で彼の頬を撫でようとしたが寸前で止める。彼が安らかに眠っている今、その邪魔になってしまうと自分を律した。

				　悩むことなく、苦しむことなく、ナルが眠れる夜が一夜でも多くなればと、彼女は彼の寝顔を眺めて祈る。

				　夜風が、優しく室内に紛れ込み、彼女の髪を撫でた。

				

				　同時刻。

				　年下の友人がアブリルの隣で寝たふりをしているとは思わないダリウスは、娼館の二階に並ぶ個室の奥、一際(ひときわ)豪華な内装の部屋に入り、以前よりも成熟した艶美を放つハンナと一緒にいた。

				「このブランデーはどこだ？」

				「リーベルシュタイン。三〇年。私と同じ時を刻んだブランデーよ」

				　ハンナの答えに、ダリウスは微笑むと酒を口内で舐める。椅子に腰掛け、膝の上に座る相手を見つめ返すことで彼女から微笑みを奪った。

				「君の故郷の味か」

				「そう……不思議ね。同じ材料と作り方でも、土地でお酒は味が変わる」

				　ダリウスは空のグラスを卓に置いた。ハンナが酒を注ぎ、彼の手に持たせる。

				「ペルシアから出て来て良かったことが三つある」

				　ダリウスの声は穏やかで、ハンナは彼と一緒にいるという今に身体の力を抜いた。一度も自分を抱こうとしない男の肩に頬を寄せた彼女は、ダリウスに重なり甘えて今夜こそはと意気込むも、またしても彼は彼女の衣服を脱がさない。

				　ダリウスは言う。

				「ペルシアにはない酒が飲める。ペルシアにはない価値観を知ることができる。ペルシアでは出会えなかっただろう美女とこうしていられる」

				「それで満足とか言わないで」

				「ロレンとフォンテルンブローで会った。彼も君を心配、応援している。ハンナ、よくやったな」

				　優しく労わるように頭をポンポンと叩かれたハンナは唇を尖らせた。情けないことに、今もこの男を好きでたまらないのだと思い知らされたからだ。

				　彼女は口づけをねだろうとダリウスを見つめる。だが彼は応えない。代わりに、らしくないほどに優しい声色を溢した。

				「フォンテルンブローに……居続けるのは辛かっただろうけどよく耐えたな？　キアフで、店をよくここまで大きくしたな？　ハンナ、頑張った……君はとても頑張った。立派だよ。だから、俺は君を尊敬しているんだ。そんな君を……好意を利用して抱くような真似はしたくない。できないよ……ハンナ」

				　彼女はハっと顔をあげる。

				　今、またもフられたからだ。そして、フォンテルンブローから出ることを決めた理由を、ダリウスは気付いていると知ったからだ。

				　彼女は未だ、あの街が焼かれる光景を夢で見る。

				　そして、両親とはぐれて泣き叫ぶ過去を思い出す。

				　彼女の両親と、多くの人達の命を奪った惨劇は彼女の心に刻まれている。

				　それが嫌で、うなされるのが怖くて、いつまでも忘れることができない環境を変えたくて、彼女はフォンテルンブローを出た。

				　ハンナは視界が揺らぐとばかりに手の平で目を拭った。だが、ダリウスに抱きしめられて堪えが利かなくなる。

				「お父ぉさぁん！　お母さん……に会いたいよぉ」

				「うん、俺もラティアに会いたい」

				　ハンナは、ダリウスの言葉で彼の心に触れることができた気がした。それが余計に、彼女に言葉と涙を溢れさせる。嗚咽と訴えが彼女の心を露わにしていく。

				「返して……お父さんとお母さんを返してよぉお。なんで？　お父さんとお母さんは……何も悪いことしてないよ？　頑張って……頑張って私を育ててくれたよ？　なんで？　ねえ、なんでぇ？」

				　ダリウスは彼女を抱く腕に力を込めた。彼がかける言葉など見つけられないほどに、彼女の身体は震え、胸の奥にしまっていた思いが溢れる。

				「お父さんとお母さんに会いたい。ダリウス……会いたいの。お父さんとお母さんに孝行したいよ……ありがとうって……言いたいよぉ……私、子供を産みたい……お母さんに抱かせてあげたい……」

				　ダリウスは慟哭するハンナを抱きしめ、宥めるように髪と背中を撫で続けることしかできない。

				　戦争は、したい奴らだけでしてりゃいいんだ。

				　彼は自らを貶めるべく、胸中で呟いていた。

						  

				　　　　　　　

				

				　トラスベリア王国の東部一帯をその領地とする大貴族グレイグ公爵は、トラスベリア王家とも血の繋がりを持つ選帝公である。一二代目を迎える現在の当主はヴィルヘルムで、五〇手前という年齢は権力者として成熟していることを意味していた。経験と実績に裏付けられた自信は、ここのところ喪失気味である。

				　発端は、南の出来事だった。

				　ウラム公爵バザールが、予想を裏切る短期間で失脚し、さらに息子に殺されるなど、ヴィルヘルムは夢にも思わなかった。彼は、夏には援軍として南下する予定であったが、呆気なく破れたウラム公爵バザールのせいで自らの読みも錆びたと弱気になっていたのだ。

				　だが、準備はしていた。

				　いや、させられていたという表現が近い。

				　グレイグ公は、グラミア側によってウラム公と敵対する体裁を整えねば国内の影響力を弱めかねない状況となっていた。というのも、バザールを殺した息子を認めれば、父殺しの男を立てるのかと責められるのは必定であり、それはトラスベリア国内での彼の味方を減らす理由となる。そしてこれは、直接支配ではない間接的な支配範囲の減少を意味した。

				　グレイグ公ヴィルヘルムは、そんな自分に辟易していたが、ここにきてグラミアから届いた文書のせいで、能動的ではないがひとつの決断をしている。

				「ガノッザ、こういう手紙がイシュリーンから届いている。読むか？」

				　疑問形だが命令であると受け取った齢四〇の男はガノッザ・スノーワイトという名で、グレイグ公家の軍務卿を務める。彼は一礼をして進み出ると両手で手紙を受け取った。

				　公爵執務室には彼と、政務卿であるオーランド・ウデゴール、そして若い女が一人いる。彼女は半裸でヴィルヘルムの前に跪いており、当主の求めに応じて飲み物や軽食を用意するが、最も頻度の高い奉仕はヴィルヘルムの望む部位への口づけだった。これが、彼が周辺勢力から変態親父と呼ばれている原因である。

				　臣下二人を前にしても、淫らな行いを止めない当主であるが、ガノッザもオーランドも主を知悉(ちしつ)していることから特に感想はない。

				　ガノッザが直立して手紙を読む。隣のオーランドが紙面を覗き込んだ。

				　そこには、ウラム公爵ドラガンを当主と認めないグラミアは、親殺しの罪を問う討伐の軍を北に向けるゆえ、グレイグ公は静観せよという内容である。そして大事なのは、討伐後はグラミア王家がウラム公爵位を得るというもので、ウラム公爵家が持つ権利の全てを継承すると書いてあることだ。

				　ガノッザは細い目をさらに細めて紙面から視線を転じ、手紙をオーランドに押し付けると発言の許可を求めた。

				　ヴィルヘルムは頷きで応える。

				「さっさと馬鹿息子(ドラガン)を我らで成敗せねば、厄介な未来となります。弟の事もございますので、出兵をお命じください。もともと、南下の用意は進めておりましたのでいつでも軍は出せます」

				　ガノッザは、ジェフリ・スノーワイトの兄である。彼は弟が易々と破れたのも今という状況の一端であると考えていた。

				「オーランド、バイエル公とは結べそうか？」

				　ヴィルヘルムはガノッザへの回答を後回しにして、政務卿に尋ねる。二〇代で現職に上り詰めたオーランドは、若々しい顔立ちを苦笑に変化させた。

				「バイエル公としては、娘と長男の仇を取るべくトラスベリア王家と一戦交えたい腹積もりでありますから、背後の我々からの申し出に好感触です。しかしながら、条件面での交渉はまとまっておりません」

				「息子と、バイエル公の娘御との婚姻でも駄目か？」

				「先方としましては、閣下のご子息の……誰との婚姻かを重視しておられます」

				　息子だけで一二人、娘も入れれば三〇人を超す子供達を持つヴィルヘルムは、「誰が良いかのう」と悩み、マルティンという名前を出した。

				　ガノッザとオーランドは同時に無表情を作り、内面を隠す。

				　マルティンはまだ二歳であるからだ。

				「それで……まとめます」

				　オーランドの一礼を受けて、ヴィルヘルムはガノッザに命じる。

				「よし、南下だ。冬が来る前にウラム公領に確固たる拠点を持ちたい。ルイスクを占領できれば御の字だが、そこまでは望めまい。ドラガンも必死だろうからのう……ルイスクの北に良い拠点候補はあるか？」

				　ガノッザは、すでに調べ上げている情報から答えを口にした。

				「ルイスクの北二〇ソール（約一〇キロメートル）にチェレムカという大きな宿場町があります。まずはここを狙えばよろしいかと」

				「ふむ……俺も出るぞ」

				　臣下二人は一礼した。

				　ヴィルヘルムが自ら出る意味は大きい。それは、ウラム公家とグレイグ公家の問題は当人同士で片を付けることが適切であると主張し、グラミア王家の介入を牽制できるからである。無視してグラミアが北上すれば、継承権を持たない者による不正な干渉だと抗議できるとオーランドは計算し、ガノッザは次のように理解していた。

				「閣下、つまりウラム公領併合に動くと、行動で宣言なされると理解してよろしゅうございますか？」

				「そのつもりである。オーランドは残り、バイエル公との交渉と領地を頼む。ガノッザ、俺を補佐せよ……ルシェミは出て来ているか？」

				　二人の臣下は、あの女が真面目に出仕しているはずがないと分かっていながら惚けた。

				　しかし、二人の無言はヴィルヘルムに回答となって伝わった。

				「相変わらずのいい加減さか……だが、あれも連れて行く。ドラガンはその昔、禁呪の研究をしていて幽閉された過去があるそうだ。ルシェミが要(い)る」

				　ルシェミ・アルカンタラは魔導士で、ゴーダ騎士団領国のクレルモンフェルン大学で魔法工学の博士号を取得した才女だ。そしてゴーダ騎士団領国の騎士叙勲を受けた魔導士で、トラスベリアのグレイグ公領に帰国後はグレイグ公家主席魔導士を務めている。だが不真面目で、ろくに働かない。

				　公爵執務室を辞した二人は、それぞれに目的の場所に向かうべく離れた。

				　オーランドは官僚達を集めるべく公爵邸からグレイグ公城へと向かい、ガノッザはルシェミの居宅へ行こうと決めていた。

				　泥混じりの土を踏み、歩き進む彼は城の敷地から外へと出る際に馬上となった。国土がとても広いトラスベリアでは、幼い頃から男も女も移動手段として馬に乗るゆえ、騎馬民族ではないが乗馬は巧みである。それが重装騎兵の強さに通じていて、彼も優秀な乗り手である。

				　ガノッザは軽やかに馬を駆けさせ、ルシェミの居宅を訪ねた。

				　家の庭には、ゼラニウム達が鮮やかな色彩を描いているが、ルシェミの趣味ではないことを知っているガノッザは苦笑を浮かべる。玄関の扉を開いた彼は、靴の泥を落としながら声をあげた。

				「ルシェミ！　俺だ！　服を着ろ！」

				　いつも裸で生活をしている相手への呼びかけをした彼は、にもかかわらず裸身で現れた女性に苦笑いを隠せない。

				「恋人と過ごしていたなら出直すが？」

				　彼の投げかけた問いを受ける女性は階段の踊り場に立つと、誘うような笑みを口元に浮かべる。紫色の髪を腰まで伸ばしていて、青い色をした瞳はキラキラと輝やいていた。彼女は豊かで形良い乳房を揺らして階段を下りると、ガノッザの肩に拳をぶつけ厨房へと誘う。

				「喉が渇いた。彼女は上で寝ている。戦かしら？」

				「戦だ。お前の大好きな戦だぞ」

				「ふふふふふ……」

				　進む彼女の背を追うガノッザは、マントを脱ぎ右腕にかける。水甕(みずがめ)に手を突っ込み水をすくったルシェミは、口をつけ、飲み干した後に舌なめずりをして尋ねた。

				「ウラム公ね？」

				「無論だ」

				「イシュリーンは出てくる？」

				「出て来んだろう。あの娘も、トラスベリア人相手に戦いたいほど気は強くなかろう」

				　ガノッザは空のグラスを差し出され、受け取りながら続けた。

				「残念だが、イシュリーンをなぶるのはウラム公の後にしろ」

				「ふふ……残念だわ」

				　口にするほど残念がってはいないルシェミは、顎を逸らして双眸(そうぼう)を細めるとガノッザを捉える。

				「それはそうと、いつまで見ているつもり？　少しは視線を逸らしなさいな」

				「服を着ろよ。お前は見ていないと、噛みついてきそうだからな」

				「ハッハ！　馬鹿ね！　貴方に噛みついたりしないわよ。わたしが噛みつく相手は、可愛い女の子だけ」

				　ルシェミは、魅惑的な視線を軍務卿に送ると笑みを浮かべた。それは戦いを心待ちにする内面が露わとなったものであるから、さすがのガノッザも呆れていた。

						  

				　　　　　　　

				

				　トラスベリアで用いる暦でいうと、神恵月(ブレス)の初旬（六月終旬）に、グレイグ公爵ヴィルヘルムは総勢九〇〇〇の軍勢を組織して南下を始めた。付け加えるべきは、ヴィルヘルムは影響下の諸侯には出兵を命じておらず、単独での動きである。国ではなく、一貴族がこれだけの兵力を動員したという事実が、トラスベリア王国が内戦に明け暮れている理由の一つであろう。

				　ただ、国家と諸侯がイコールである事の多い時代も過去にはあり、トラスベリアはまだその頃のままであると言ってしまって差し支えない。

				　斥候や伝令たる軽装騎兵は、三騎ごとにまとまって軍列から離れて行く。

				　長蛇の先頭には、甲冑に身を包んだガノッザ・スノーワイト。

				　中ほどには、豪華な馬車に乗るグレイグ公爵と、近廻り衆と呼ばれる重装歩兵。

				　後方にはルシェミが、最後尾の輜重(しちょう)隊との間隔を見つつ進軍速度の調整を取る。彼女とガノッザの間を、伝令が何度も往復した。

				　グレイグ公領の都たるオストル・オルシュテンを出た軍勢は、南北縦断公道(グランミジュペル)上を南へと進み、順調にいけば、四日後にはウラム公爵領北端、十日後にはルイスクに至ろうとしている。

				　ついに、と誰もがこの報を受け感想を漏らしたが、ようやくだなと呟いた者が二人いる。

				　ナルと、ドラガンだ。

				　前者は、グレイグ公を南下させてドラガンの動きを固める狙いで、あれこれと手を打って、この状況を誘ってきたことが実を結んだからこその安堵からだ。

				　後者は、グラミア王家が自分に対グレイグ公という役回りを強いることで、ウラム公家の弱体化を図っているとの推測をしていたからである。

				　ドラガンは、ルイスクの城で報告を受けた。

				　執務室には魔法の研究に使う書物ばかりが積み重ねられていて、ベルベット・シェスターが発表した召喚魔法と素粒子の関係に関する論文の写しが卓上に広げられている。未証明の存在で推理を重ねて構築してある彼女の説は、彼女自身が妄想と希望の混合物だが地図にはなると語っている代物であった。

				　ドラガンは欠伸を噛み殺し、水の入った杯を掴んで椅子から腰を浮かすと、伝令が控えたままの室内をうろうろと歩く。

				　考えていた。

				　現在の兵力差は小人と巨人だ。グレイグ公と正面から戦って勝てるかどうかと論じる気にもならない。

				　笑う気にもなれないと歩みを止めたドラガンは髪を指で弄び水を飲むと、伸ばしていた顎鬚を漏れた水滴で濡らしつつ口を開く。

				「髭を剃らんとな……アズレトを呼べ」

				　当主の命に一礼で応えた伝令が室を辞す。

				　ドラガンは一人、肘掛け椅子にふんぞりかえって脚を組んだ。水が残っていた杯を、正面の壁に向かって投げつけることで、グラミア王補佐官に対する怒りをぶちまけて見せる。

				　あの男が、冬に仕掛けた状況の流れの中で俺はもがいている！

				　小男めと、胸中で呪う相手を嘲った彼は、体内に潜む存在の声を聞く。

				『困っているようだな？』

				「ご心配頂き痛み入る。どうだ？　無償で力を貸してみないか？」

				『生命を差し出すなら、いくらでも力を貸すぞ』

				「……お前達も難儀だな。自分達が創り出した実験空間に存在するには、その空間の生物に宿るしかないとはね……創造主が、寄生虫の真似事かよ」

				『それは、お前達にとって相手を罵倒する際に使う揶揄か？』

				「……馬鹿らしくて、答える気にもならない」

				『そうか。だが、お前が死なねば我は還ることができない。さっさと死んでくれ』

				「……気の強い女のような物言いだな？　よろしい、では嫌がらせをしてやる。健康に気を遣って長生きしてやる。六〇を超えるまでは絶対に死なない」

				『一瞬だ。ま、懸命に生きることだ。お前達の必死な姿は、見ていて癒される』

				　性格の悪い神め、と胸中で呟いたドラガンは、相手の声を脳内で聴いた。

				『我は、お前達の作った神ではない。お前達に崇められても、敬われても、こちらには何も得るものがないからな』

				　ここで扉が叩かれ、家老のアズレトが声と共に現れる。

				　ドラガンは彼を立ちあがって迎えつつ、創造主と見ている相手に向かって吐いた。

				「黙ってろよ。と、お前にではない。独り言だ」

				　アズレトが目をパチクリとさせ、当主は困難を前に心を病んだかと気を揉んだが、ドラガンは渇いた笑い声で誤魔化し、二人は卓を挟んで向かい合い座った。

				　先に口を開いたのはアズレトで、軍の編制が完了していると伝える。これはもともと、グラミア王家に占領されたままのゴラン高原を奪還する目的で編制されていた。この高原にグラミア王家の物見櫓があり、周囲を掘と壁で守っていて、一個中隊が入っているとあれば、ドラガンとしては邪魔でならない。この高原はルイスクのすぐ南で、ここを敵対勢力に抑えられているままでは喉元に刃をつきつけられているに等しいからだ。

				　ウラム公爵軍の動員兵力は一〇〇〇程で、騎兵一〇〇に歩兵五〇〇、後方支援に四〇〇という内容である。これは現在のウラム公爵家にとって最大動員兵力の五割にあたる。領内の治安維持を無視すれば二〇〇〇近くにはなるが、それは取れない選択だった。実際のところ、この五割でもドラガンには苦しい。彼の領地は狭くなく、一〇〇〇人ほどの治安維持部隊群では十分ではないが、戦うにも兵は必要で、彼は治安が乱れて領内が荒れる前に戦を終わらせねばならないという期限とも戦わねばならなかった。

				　この辺りを鑑みて計画を立てようとするドラガンをアズレトは知っているので、もしかしたら、バザールが失脚することなく正当に公位継承が成されていれば、ドラガンが国務卿となってグラミアは違う陣容で安定していたのではないかと考えてしまう。そんな家老の思考は口から外へと出ることはなく、指摘、同意、否定をされることはなかった。

				　アズレトは、軍の編成表を眺めて口を開く当主の声に背筋を伸ばす。

				「この軍勢で、グレイグ公と戦うのは自殺行為だ。だが、降伏も和平もできぬ。となれば、普通に戦わぬ方法で立ち向かうしかない」

				「某(それがし)に考えがございます」

				「申してみよ……うん、今のは公爵らしいな」

				　冗談を言ったドラガンは秀麗な顔を愉快そうに崩し、アズレトも釣られて笑みを浮かべる。家老は緊張を解され、不安を薄められ、咳払いで重責にある立場を思い出して述べる。

				「敵は夏の間に拠点を押さえたいと考えているでしょう。となると、やはりルイスクを取りたいでしょうが、単純な籠城戦では抜けませぬ。となれば、北のチェレムカあたりを望むはずです。我が軍は南下する敵を迂回して北上。敵がチェレムカに入った頃合いでグレイグ公領との境に侵入し、敵兵站を断ちます。ここで敵の目を後ろへと向けた段階で撤退。グレイグ公軍は、兵站確保で線が伸びて軍容が薄くなります。これを分断して撃破で如何でしょうか？」

				　ドラガンは蛇目(サペルアイ)をギョロリと動かしてアズレトを眺め、父親の失敗はジェフリを連れて中央へと出て行った事であると決めつけた。

				「あの父が、ジェフリでなくお前を連れて中央に出張っていれば、イシュリーンはああも簡単に我が軍を討てなかっただろう……結果論でしかないな」

				「痛み入ります。では、この方針でよろしゅうございますか？」

				「うん。だがもう一押し欲しい。グレイグ公の軍務卿ガノッザは、それはもう龍のように強いと聞く。魔法をぶっ放しながら剣や矛を振り回して、同時に軍の指揮までしてみせるらしいぞ」

				「話に尾ひれがついているのではありますまいか」

				「だとしてもだ……トラスベリア選帝公のグレイグ公家で軍務卿である人物だ。ここは、彼等に相応しい敵にご登場頂いて、潰し合って頂くのがよかろう。そこで我々の奇襲戦法が効く」

				　アズレトは、バイエル公爵あたりに使者を発するのかと考えたが、ドラガンの言ですぐに否定された。

				「ルイスクを完全に空にする。この情報をイシュリーンに掴ませよう……くくくく……グレイグ公とグラミア王で、ルイスクを奪い合えばいい。敵対勢力に挟まれた今のルイスクには昔ほどの価値はない。アズレト、俺は拠点をゼルトに移す」

				　アズレトは、冬にグラミア王と戦った際、ルイスク放棄をドラガンが考えていたことを覚えていて、その時の一案が今となるかと頷いていた。だが、一応は進言する。

				「いつでも取り戻せるように、細工をしておいたほうがよろしゅうございませんか？」

				「そうだな……そうしよう」

				　ドラガンは機嫌良く答え、家老に準備を命じた。アズレトが威勢よく室を飛び出していく。

				　ドラガンはこの時、ある企みをまだ隠していた。

				　彼は蛇目(サペルアイ)を細め、喉を鳴らして唇を舐める。

				　グラミア王よ、出てこい。と彼は望む。

				　イシュリーンをウラム公領に再び招き入れ、今度こそ奇襲で捕まえたいと願う彼は、その目的は玉座だとしていた。

				　捕まえ組み敷いて支配してやろうという魂胆である。

				　周辺国の動きで、彼も気付いてしまったのだ。

				　ウラム公はグラミア王に従う。そのウラム公を、王は配偶者として迎える。この図が最もウラム公爵家を残せることができると、ドラガンは微笑みを浮かべて立ちあがった。

				「さて、本を全て移すのが大変だ」

				　彼は楽し気に室内を見渡すと、腰に手をあてて整理するのは面倒だなと嘆いた。　

						  

				　　　　　　　

				

				　ウラム公爵軍がルイスクを放棄。

				　この報は、グレイグ公南下の報と同日にキアフに届いた。記録係は盛夏月の一〇日（七月初旬頃）と記している。しかし時間差はあり、グレイグ公南下にナルが安堵したのは昼前で、ウラム公によるルイスク放棄に渋面を作ったのは夜だった。

				　キアフは夜になると、市街地の大通りに松明の炎が列を作り、縦横に張り巡る炎の道となる。王宮主塔の天辺にある観測所は、星空を見上げるために窓が大きい。イシュリーンはそこに立っていて、頭上に広がる星々の饗宴から市街地へと視線を落とした。地上の華やかさも空には勝てぬと彼女は唇を結び、この世界を創り出した神々はきっと暗闇が嫌いなのだろうと繋げた。だから雨天よりも、晴れる日のほうが世界には多いのだと思う。

				　扉が叩かれ、彼女は窓辺から室内へと移動して長椅子に腰掛けた。

				「良いぞ」

				　王の許可で、近衛連隊長のアビダルが、ナルとダリウスを連れて現れる。

				「陛下、吉報が届きました」

				　ナルの声は、アビダルとダリウスの苦笑を誘った。

				「グレイグ公に私の名で出した手紙が効いたか？」

				「効きすぎですよ」

				　と言ったアビダルがナルを小突き、大男にされた小男はよろめく。アビダルは籠をもっていて、中身は氷とツイカの瓶、そして杯だった。彼は卓に瓶と、杯を三つ置くと一礼をして辞した。

				　室内に進んだナルとダリウスは、窓からの絶景に溜息を溢す。

				「王ともなれば、こういう贅沢もできる。皆がなりたがるわけだ」

				　イシュリーンの自慢に、恋人と友人は素直に羨んだ。

				　ダリウスが、氷の塊を砕いて、欠片を杯に入れながら感嘆を述べる。

				「星々が鮮やかですな」

				　ダリウスの言に、友人二人が頷きで同意を示した。

				　イシュリーンは二人を近くに招き、自ら杯に酒を注ぐとダリウス、ナルの順に渡す。二人は膝を折り両手で受け取る所作を取り、臣下の態度をこの場では保った。

				　各国の使者達が見惚れて声も発せられなかったほどの秀麗な顔立ちを誇る美女は、冷えたツイカと星空を同時に楽しむのは、いかなる宝石を買い集める道楽にも勝ると悦な笑みを窓へと向ける。そしてそのまま、二つの瞳だけをナルに向けた。

				「効きすぎた……とはどういう意味？」

				　流し目を向けられたナルは、目の前の女性が自分の恋人であるなど夢ではないかと疑うほどに見惚れてしまい、ダリウスに小突かれて痛みと照れで我に返る。

				「蜥蜴(ドラガン)君が、ルイスクを放棄しました」

				　イシュリーンは瞬きをしてナルを窺ったが、困った表情なれど余裕を感じ取れると確かめて、小首を傾げることで続きをと促した。

				「可能性はあると、考えておりました」

				　ナルは一礼し、ツイカを飲む口元を手で隠す。

				「ナル、だがこれではグレイグ公の侵攻をドラガンで止める手は使えぬ。そうか……ドラガンは私とグレイグ公を戦わせたいわけか……ルイスクを捨ててまでか」

				「奴の魂胆はお見通しです、陛下」

				　ナルは一礼し、王から顔を隠した。

				　彼の声だけが、イシュリーンとダリウスに届く。

				「奴がルイスクを捨ててまでグレイグ公と我々を戦わせたい理由は、グレイグ公と我々を戦わせて利を得ようというだけではありません。相手がグレイグ公であれば、国軍の大規模な動員は必要ですから、陛下がやはり軍を率いることになりましょう。これがドラガンの望む絵です。ドラガンは必ず、ウラム公領内に入った我が軍を奇襲するでしょう。王陛下を前に、死にたくなければ自分を夫にしろと強いるに違いありません。これで奴は、領地の安定と王権奪取、そしてとびきりの美人を得ることができます」

				　イシュリーンは深刻な話をしているというのに笑ってしまった。

				　不思議な褒め方をするとナルを笑った彼女は、同じく笑うダリウスとも感想を同じくしたと思い、部屋の外に立つだろうアビダルにも声をかけた。

				「聞こえたか？　我が補佐官はお世辞の才能も智神(オルヒディン)から授かっているようだ！」

				　扉がトントンと叩かれ、ナルは姿勢を保ったまま笑いを堪える声で述べる。

				「状況は様々な者の思惑で変化するものです。ここはドラガンの思惑によって筋道が目論んでいたものと変わっただけのことです。そちらの方向へと動きましょう……現実問題として、グレイグ公がこのまま南下しルイスクを取ると、グラミアは帝国と東部都市国家連合を相手に動くことも難しくなります。よって、ルイスクの北まで出張ってグレイグ公と戦いますが、当然ながら、我々も当初とは異なる状況を望むものとなります」

				「それは？」

				　イシュリーンの問い。

				　ナルは答える。

				「この戦闘の目的はグレイグ公を撃退する以上に、ドラガンを完全に支配下に置くというものとなります。グレイグ公と我々が直接ぶつかるならば、ドラガンはグラミア陣営に組み込む状況を作る必要があるということです」

				「奴が私をおびき出すことに成功したと思いこむ……のを利用するのか？」

				「ええ、彼は何事も自ら決着をつけたがる癖があります。陛下を奇襲する部隊の指揮は、必ず奴が執るでしょう。ゆえに、彼は再び俺の前に立ちますが、今度は前回と逆の結果となります」

				「ふむ……だがナル、ドラガンと同じようにお前にも悪い癖がある」

				　イシュリーンの断言に、ナルは顔をあげた。

				　そんな顔で悪巧みを述べていたのかとイシュリーンが呆れるほど、彼の表情は清々としたものである。

				「ナル、お前は危険な役目を他人に任せない癖がある。私も人のことを言えぬが……しかし私は何かあれば逃げることができる安全は確保するようにした。だがお前はそうではない。一介の指揮官であれば称えられる勇気かもしれないが、お前の場合はそうではないぞ」

				「……肝に銘じます、陛下」

				　ダリウスが年下の友人を見る。

				「ドラガンは従うような男か？　仮にそうであるなら、昨年の討伐軍に降っていたのではないか？」

				「ダリウスさん、物事には順番がある。一に一を足して、いきなり五にはならない」

				　彼は恋人と年上の友人を交互に眺めて続ける。

				「彼は冬の時も、ルイスクを捨てる選択を思いついていた。グレイグ公南下を前に、こうも早く決断できたことがその証拠だ。で、前回は取らなかった選択を今回は取った……なぜか？」

				　ナルは右手を二人の前にかざす。そして、親指から順に指を折り数えながら説明していく。

				「ひとつ、グレイグ公相手に単独でルイスク防衛の方法を思いつかなかったこと。ふたつ、グラミアは現時点でおかしな表現ですが落ち着いていますので、北上してグレイグ公と戦える状況にあること。みっつ、仮にこれらふたつが裏切られてもウラム公爵家は領地を小さくしつつも存続できると踏んだこと。よっつ、グレイグ公と我々を潰し合わせることで、ルイスクを放棄した後の奪還難度が下がるであろうこと。最後……」

				　ナルは瞼を閉じていた。

				「……これら四つを考え計算した結果、彼の考える着地点も加わり欲が出たということ。ドラガンは計算高い男ですが、基本的にはやりたい事をやる男です」

				　彼はそこで瞼を開き、だからこちらも、彼をこれからも利用できると繋げた。

				「グレイグ公は、今回の南下を自ら行うことで周辺勢力に手出し無用と主張したつもりでしょう。これは自分と親殺しのドラガンの間で解決することであると……しかし彼が踏み入る土地はウラム公爵領で、一応はグラミア諸侯に列せられる貴族の土地ですから、我々の介入は干渉ではなく防衛支援です。また、グラミアは自国勢力圏内だと認識する土地が他勢力の軍に脅かされれば、まずは武で相手するという例を作ることになります。前例の積み重ねと、それをあっさりと裏切る豹変こそ、周辺国への威圧となりますでしょう」

				　ナルは唇を閉じると同時に、一礼して再び表情を隠した。

				　沈黙の室内で、彼は唇の左端をつり上げる。

				　勝ってこそ、だ。

				　ナルは表情を消す。

						  

				　　　　　　　

				

				　トラスベリア王国のグレイグ公領と、グラミア王国のウラム公領が騒がしくなってきた。

				　周辺諸国は同情と関心をグラミアに寄せる。

				　アラゴラ南部諸侯の反グラミアは盛り上がったが、アラゴラの民は戦争が続くことを忌避したせいか、反グラミア勢力は上の者達だけが騒ぎ、支配されている者達は白けた態度であった。後者にしてみれば、新しい支配者たるグラミア人達は、それまでの支配者が齎さなかった利益を与えてくれていると見ていた。

				　それは農業用水路や道路に宿場町、そして湊の整備。水車を利用した作業用機械の導入、医療などが主だったものだ。またグラミア側は積極的にアラゴラでの現地登用を推進していて、アラゴラ人たちは、言葉は悪いが卑屈に籠ることなく済んでいたのである。だがそれも全員がというわけではなく、やはり不満を抱える者達もいた。

				　旧支配体制で利益を得ていた者達だ。

				　彼等は、彼等からして「まんまとグラミア人達の思惑に操られおって」という同国人たちを忌々しく見つつ、卑しい者達め、と仲間内で罵り合い、南部諸侯との連携を取ろうと画策する。

				　そのアラゴラ人達による反グラミア勢力を資金面で支援しているのが東部都市国家連合で、彼等は世論の高まりに押される形で、反グラミア色を濃くしていた。

				　グラミアは、北も大変だが実は南も大事であった。

				　アルウィンは緊迫する情勢を全て王へと報告しつつ、南部諸侯への圧力をわざと弱めた。団結に油断を生じさせ、時間を稼ぐ動きに切り替えたからである。

				　こうしてアラゴラ地方は、嵐の前の夜といった模様となり、この時期に異国人がこの地に入るということは、それだけの準備、事前の根回しが必要であったろう。

				　しかし、ベルベット・シェスターにはそんなものはなかった。

				　私はベルベットだ。と言えば、何事も、良くも悪くも動いていたこれまでが、彼女の現在を招いたとも言える。

				　彼女は今、ベルベスト山へと続く登山道入り口で怒っていた。

				「蹴散らして進めばいいのだぁ！　おおし！　隕石を落としてやるのだ！」

				「おやめください！」

				「お待ちください！」

				「ご再考ください！」

				　少女を囲む屈強な男達が、おろおろと彼女を宥める図は滑稽であった。

				「ここから先は危険な地域ゆえ、誰も通してはならないと命じられています。王陛下のご命令ですから、我々は従っています」

				　登山道の入り口を封鎖しているのはルブリン公爵の下につくカザフ伯爵ムヒタリアン旗下の一個連隊で、指揮官の男はエドワという初老の紳士だった。引退していた彼が現場復帰したのも、現場指揮を執る人材不足からのもので、それだけ部隊を広範囲に展開させている現れである。ただ、この時に限って言えば、血の気の多い指揮官ではなかったことから、ベルベットが強行策を取らなかったと評価できる。

				　彼女とて、礼儀正しく事情を説明されれば受け止めることはできる。

				「ご老人！　では王の許可とやらを取ってくればいいのだな!?」

				　腰に手をあて仁王立ちする少女を前に、エドワはすっかりと白くなった髭を指でつまみ整えながら頷く。彼は彼女の護衛達が、揃いも揃ってペルシア人達であったから、彼等がその気になれば自分達など皆殺しにされてしまうという緊張を強いられていた。それでいて、表に出さず、礼を欠かさず、事情と規則を懇々と説明した彼は、可愛らしくも勝気な少女の今後を憂い、指摘した。

				「お嬢さん、グラミアでは両手を腰に当て相手に正対するのは、決闘を挑む際にしか取らぬ態度です。ご注意ください」

				「……おお！　そうか！　失礼したのだ」

				　片手を腰から外してぶら下げたベルベットは、その手をひらひらと動かしてドゥドラを招く。

				「は……」

				　ベルベットの傍らに片膝をついた彼に、彼女は命じた。

				「お前達の懇願と、ご老人の為人によって今回は我慢するのだ。グラミア王の許可を取る……前に、このご老人に褒美を取らせよ」

				　目を見張るグラミア人達の先頭で、エドワは恭しく頭(こうべ)を垂れた。こうしてやらねば、相手が立たぬと見たからだ。

				　ドゥドラが部下に命じて、アルメニア金貨一〇枚が入った革袋をエドワへと手渡した。

				「ご老人、金で買えぬものもあるが、買えるものもまた多い。持っていても邪魔にはならないのだ。受け取ってくれ」

				「ありがたく頂戴します」

				　身を翻したベルベットに、ペルシア傭兵一〇人が続く。彼等のマントは揃って赤く、中心には黄で大樹が描かれていた。それを見てアルメニアを連想しないものは大陸西部には子供くらいしかいない。

				　アルメニアのご要人が、またどうしてベルベスト山に？　古龍に会いたいわけでもあるまいし……。

				　ずしりと重い革袋を持つエドワが首を傾げたところで、グラミア人達に背を向ける一行は繋いでいた馬へと乗る。ベルベットを、護衛のペルシア人達が囲って一行は進む。

				　少女は、これから会おうとしている女性への不満を口にしていた。

				「グラミア王……イシュンリーンか。ダリウスを取った田舎の女なのだ。会ったら文句言ってやるのだ」

				「イシュリーン……陛下です」

				　ドゥドラが指摘し、周囲で楽し気な笑い声が連なった。

				「イスリーン？」

				「イシュリーン陛下です、ベルベット様」

				「言いにくい名前なのだぁ……」

				「ですが、名前を間違えるとさすがに相手も気分を害しますでしょうから、お気を付けください」

				　登山道の入り口から南北縦断公道(グランミジュペル)まで一日、そこから北へ一〇日ほどでベオルード、そして東へ一日か二日でキアフという行程である。これは馬と人が十分な休みを取りながらの日数で、急げばこの限りではない。

				　ベルベスト山は綺麗な円錐形をしていて、麓はなだらかな丘陵地帯で樹木は多いが密集はしていない。草花の背丈は人の膝ほどで見通しは良く、蜂や蝶が元気に飛び回る今の季節は穏やかな一帯である。

				　心地よい初夏だとベルベットは突然の予定変更にも機嫌を直したが、翌日、宿場町に入ると一変することになる。

				　理由は、戦争だった。

				　グレイグ公爵軍南下に対して、グラミア王が軍を率いて北上したと内外に発表された。これは鳩や烏、早馬で次々と広まり、彼女の耳にも届いたのだ。

				　宿の部屋に浴槽を運ばせて湯浴みをしていた彼女は、扉の外で報告したドゥドラに怒鳴り返す。

				「引き返すなどと馬鹿なことを言うな！　状況がさらに悪化する前のキアフに入ってさっさと許可を取るのだ！　駆けに駆けるのだ！　……いや、馬が倒れないように注意しつつだぞ！」

				　こう言って、結い上げた髪をほどきながら浴槽を出ようとしたベルベットは、湯に髪が浸かってしまって舌打ちを発していた。それでも急ごうとして浴槽の中で立ちあがり、跨いで外に出ようとする。

				　浴槽は意外と背が高い。ゆえに入る時、二段の積み台を使う。だが彼女はこの時、急いで着替えることしか頭になく、踏み台がない場所から外に出ようとしたのである。

				　結果、ベルベットは浴槽から外へと落ちるように転倒した。

				　そして、臀部を床で打つ。

				「ひぃあああああ！」

				　彼女の悲鳴に、ドゥドラが何事かと扉を開く。同時に、通路に待機していた部下達が一斉に突入した。

				　ベルベットに何かあったのかと慌てふためき飛び込んだ彼らの前には、床の上で、素っ裸で悶絶しているベルベットがいた。痛みのあまり涙も声も出ない有り様である。

				　男達は、揃って回れ右をすると、何も見ていないと主張すべく無言で部屋の外に出た。

				　扉が閉じられる。

				　よろよろと四つん這いとなった彼女は、強打した尻を恐々と触った。

				「ひゃ！」

				　痛みで背筋を伸ばす。

				　彼女は、己の行いを後悔しつつ立ちあがり、壁に手をつき前かがみとなって痛みに耐えた。

				「ふぇええええ……こんな時に……ドゥドラ！　ドゥドラ！」

				「はい」

				　扉の外から返事があり、ベルベットは涙目で訴える。

				「お尻を打ったのだぁ……塗り薬……塗り薬をぉ……」

				「かしこまりました」

				　身体を動かすことを、こうまで意識するかという慎重さで服を着た彼女は、椅子に座って再び悲鳴をあげる。

				「きゃぁああああ！　あぁ……なんて間抜けなのだ、私は……だいたい……どうして魔法で怪我は治せないのだ？　おかしい話なのだ」

				　愚痴る彼女は、扉が薄く開かれたのを見る。

				　ベルベットの護衛にあたる傭兵達が、再度の悲鳴に、遠慮がちに室内を窺っていた。

				「大丈夫……お尻の他は大丈夫……なのだ」

				　傭兵の一人が進言する。

				「ベル様、馬車を用意しましょう。馬と触れ合いませぬが、二人掛けの馬車ならベル様が寝たまま移動できますれば」

				「おお！　お前は賢いのだ！　それだ！　用意するのだ！」

				　外が慌ただしくなった。

				　バタバタと「お前はあっち」「俺はこっち」と男達が手配に動きだす。

				　ベルベット一行は翌日の早朝、北へと出発することができた。

						  

				　　　　　　　

				

				「戦争、戦争、また戦争……俺達傭兵が裕福になるわけだ」

				　ダリウスの軽口に、ナルは苦笑を返した。

				　キアフを発したグラミア王軍はベオルードから北上していて、その数は七二〇〇。騎兵五個中隊で五〇〇に、歩兵一三個大隊三九〇〇。伝令、斥候が三〇〇、後方支援が二〇〇〇程である。王の身辺を守る近衛連隊三〇〇は、今回はいつもより庶務官が多いが、これは政務面での多忙が理由であった。また、リュゼ子爵連隊の半数二〇〇が加わっていた。残りの半数はコズンとルナイスに率いられリュゼにいる。

				　つまり現在、国軍にリュゼ子爵の連隊のみが合流しているという珍しい編制となっているが、彼は元々、王家が雇った官僚であったし、その連隊も国軍からの転籍であるから周囲の者達に違和感はなかった。

				　リュゼ子爵連隊は、ナルが補佐官ということもあって王の馬車に近い列を成していた。ナルはその先頭で、隣で草笛をブーブーと鳴らしてうるさいダリウスに小言を言ったが、年上の友人は笑みを返す。

				「ま、楽しい戦いの前だ。景気づけにな」

				　楽しそうな言い方ではないダリウスは、トラスベリア人相手の不安が大きいと溢したが、ナルは「俺は違う心配をしている」と言い、続ける。

				「あちらのほうがルイスクに近いから、間に合うかだけが心配なところだ。間に合ってしまえば、あとは決まっている」

				　ナルの言い様にダリウスは笑い、馬を進ませながら砂糖菓子の袋を友人に差し出す。大した自信だなと茶化した彼に、ナルは菓子を掴みながら、自信の無い策で兵に死ねと命じることなどできないと返した。

				「そもそも……」

				　ナルは一呼吸を置いて続ける。

				「……刻々と戦況、状況は変化するもので、そこには一時的な苦戦、危機もあるはずだ。それに一喜一憂することだって人にはある。俺にもある。でも視線は前に据えなければならない。見つめる先はずっと先でなければいけない。足元ばかりを見て歩くと、小石には気付くだろうが前方の黒雲を見逃すことになるし、絶景がそこに広がっていても気付かないだけだよ。ああ、つらい……歩くのは辛い……これだけだ」

				「ふぅん……一応、偉そうな事を言えるだけの実績があるから許してやる」

				　二人でポリポリと齧る姿に、周囲の兵達が失笑した。

				　子供の喜ぶものをと、彼等の表情と笑い声が言っていた。

				　ダリウスが菓子を齧りながら言う。

				「ま、単純な距離だけではないからな。異国での一日は、領内の三日に相当すると言って良いかもしれない。後ろを気にしながら、占領地の民を見る度に内心ではビクつきながら、平然を装って通過するのさ。しかしなんだな……グラミアの夏は天国だ。冬は地獄だったが……」

				「過ごしやすいな。寒いのは着込めばいいじゃないかよ」

				「それはそうだが、動きにくくなるから嫌なんだ」

				　ダリウスは身体を揺すってみせ、何か言おうとしたナルを制して自分が続けた。

				「お前と俺は逆だ。俺は常に細部にこだわる。足元の小石の位置を確かめて一歩目を踏み出す。それは俺とお前、どちらが正しいかというわけではない。どちらも正しい。だが、俺がお前のような事をし始めると失敗するものだし、お前も然りだ。お前と俺の立ち位置の違い、つまりそういうものだろう。俺は細部にこだわることで、死ぬはずだった兵の数を少しでも少なくすることに努める。可能な限り敵を多く殺す。分かるか？」

				「ああ、でもたまにはお互いにそれぞれの見方、考え方をしてみるのもいいかもしれない。おっさん、ほら」

				　ナルが空を指差した。

				　白い雲が分断する青い空は、天空はるか彼方から届く陽光で輝いていた。見上げるのも眩しいほどの圧倒的な白は、地上を煌めきで溢れさせる。草葉の緑は光をまとい、風に揺れて微笑ましい。だが、踏み慣らされた道を行くのは武装した人間達で、だから二人はお互いを見る。

				「これが現実だろう。神はおわせど、俺達全てを救うほどに万能ではない」

				　ダリウスの言にナルは笑い、白い歯をこぼして声を楽し気に発した。

				「そうだ。そうだろうな……いつも人は神に祈るが、無茶ばかりを頼むからな。平和なんて、祈られても困るだけだろう。なにせ、そんなものはこの世にないんだからな！」

				　周囲の兵達が笑いだした。

				「同感の奴は声あげろ！」

				　ナルが囃し、兵達が叫ぶ。

				　それは長い隊列の一か所で発生したものであったが、次々と前後に伝播し始めた。

				　ダリウスもおもしろがって大声をあげる。

				「ぉおおおおおおお！」

				「はっは！　うぉおおおおおお！」

				　ナルも倣った。

				　イシュリーンは馬車の中でも分かる兵達の騒々しさで、何事だと窓から外を窺う。

				　苦笑するアビダルが馬を操り、王の馬車に寄せて報告する。

				「リュゼ子爵閣下とダリウス卿が原因で……皆、叫んでおります」

				　王と近衛連隊長が同じ方向を見る。

				　ダリウスとナルを中心に叫んでいる集団のせいで、周囲も面白がって倣っているようであった。

				「ドラガンの斥候に見つかるぞ。やめさせ……」

				　イシュリーンは、自分の声がアビダルに届かないほどの囂々(ごうごう)たる叫びの合唱に口を閉じ、すぐに吹き出して近衛連隊長を笑わせた。

				「男という生き物は、時に理解できないことではしゃぐ……」

				　彼女は困ったような顔をしたが、「アハッ」と笑うと上半身を後ろにしならせ大きく息を吸い込んだ。

				　アビダルが「まさか」という顔で止めに入る直前、イシュリーンは叫ぶ。

				「うわあああああああ！」

				　女性特有の高く伸びる叫び声が、野太い咆哮に混じった。

				　兵達がこれに喜び、叫び声の大合唱を強める。

				「おい！　ナル！　止めさせたほうがいいんじゃないか!?　敵に位置がばれるぞ！　ぅおおおおおおお！」

				「細部にこだわるのはやめたのか!?　うおぉおおああああ！　あー！　スッキリする！」

				　戦いに赴く軍隊とは思えないほどの騒々しさと陽気さで、グラミア国軍は北上していく。

                			

	








			
				「シュケル様、お客様です」

				　養女の声で、シュケルは読んでいた本から視線を転じた。

				　部屋の出入り口にはミューリュが立っていて、その後ろには白髪に白い肌、そして白い外衣にマントという出で立ちのハインリヒが立っている。

				　シュケルは寝台の上で身動ぎし、伸ばしていた脚を動かして座る格好を取る。

				「笑いに来たか？」

				「まさか！　今日は俺だけではない」

				　ハインリヒは、後ろの男を先に入室させた。

				「シュケル、君でもこれでは、帝国はグラミアに勝てぬということになる。困ったな」

				　ローター・ショルは微笑を敗戦の将に向けた。

				　黒髪を撫でつけるように後頭部に流して額をさらしている彼は、尖った顎を左手の人差し指で撫でていた。長身でしなやかな容貌は、教団の高司祭というより騎士のようであった。切れ長の目は鋭いが、微笑みを絶やさないせいで柔らかな印象を見る者に与える。年齢はシュケルとハインリヒの間で、正確な答えを知る者は誰もいないが、四〇手前と言われていたし、本人も否定はしない。

				「猊下……こんな場所に……」

				　シュケルは相手の敬称に『猊下』を使ったが、敬意を示してのものである。

				「ああ、そのまま、そのまま。頼み事があって来たのだ」

				　シュケルの寝室には椅子がなく、ミューリュが書斎から運ぶべく離れたが、ローターは構わないと断り、床の上に両膝をつけて視線の高さをシュケルに近づけた。

				「猊……」

				　寝台から床へと下りるべく身体を動かしたシュケルだったが、胸の傷が痛み呻いた。

				　ハインリヒが彼を支え、寝台の上に戻す。

				　シュケルは再び、上半身だけを起こした格好で二人と対面した。

				　立つハインリヒが、ローターを見下ろすことがないようにと目を閉じる。どうしたら良いかとおろおろするミューリュは、ローターの声と微笑みを受けた。

				「恐れ入るが、水を頂けないか？　帝都は暑くてかなわぬ」

				　弾かれたように一礼したミューリュは、養父に助けを求めるように視線を送る。

				　シュケルは瞬きで、養女にローターが所望したものを用意するように、と伝えた。

				「シュケル、グラミアは強いな？」

				　ローターの声に、頬の傷を撫でながらシュケルは答える。

				「はい……私の責任でございます。彼の国を今のような状態にしたのは、私がイシュリーンを逃したからです。強引に事を進めず、敵の混乱を利用しようと小賢しい真似をしたからでございます」

				「うん……かもしれない」

				　ローターは優雅な動作で身体の向きを変えると、寝台に背中を預ける姿勢で床に座った。

				「君のその言は正しいようで違う。物事、過去に、もしも……はない。しかし仮に、君があそこでイシュリーンを逃さなかったらどうだったか？　君はここにおらず、僕もまたここにはいないだろう。つまり、僕たちがこうして同じ空間にいる今は存在しないわけだ。だから、これから先の未来もまた違うものになっただろうね。物事は進むように進むのさ……後から顧みれば、そう割り切ることで人は過ちを認めつつも前に進むことができる。我々は生きているな？」
                			

	








			
				　彼の問いは答えを求めるものではなかったが、シュケルは頷きを返した。

				　ローターは、白いシャツの襟を正しながら口を開く。

				「生きる者には責任があるのだ。シュケル、君は多くの兵達を失った。それは事実だ。過ちも犯した。これも事実だ……しかし、上に立つ者は少なからず、君と同じだよ。程度の差は論点を誤魔化すと言う者がいるとすれば、それは他人事だとしか見ていないからだね……我々は常に正しい判断をしようと努力するけど、見事なほど世界には厳しさが満ちている。毎回、正解を捻り出すことなど神でも難しいだろう……しかし、諦めてはならない。僕たちは神の前でも平等ではない……」

				　ローターはここで印をきると、神を敬うように声質と口調を改めた。

				「神は人を見て試練を与えるものです。到底、この小人には無理だと思うような難題を突きつけたりはしないものです……」

				「猊下、そのような発言は……」

				「シュケル、ハインリヒも聴いてほしい」

				　寝台のシュケルと、立つハインリヒは自然と頭を垂れていた。

				「僕も失敗を犯した。帝国の過ちを正そうと思い教皇選挙(コンクラド)に出た。政策、方針、理念……信仰などあの選挙では無意味であると知りながらも信じていなかったのだ。金が力だった。そして、分かりやすい結果が支持された……神の国でありながら、人が治めるこの国は笑ってしまうほどに人の世の美しさと醜悪さを明白にしてしまっていると言えるね……」

				　ミューリュが現れ、格高い司祭が床に座っている有り様に眩暈を覚えたように揺れた。

				　ローターは笑い、手招くと彼女の手から水の入った杯を受け取る。

				「……水をありがとう……だが、かく言う僕も人間だ。それ以上でも、以下でもない」

				　彼はそこで、肩越しにシュケルを見る。

				「そして、この国の人間で……教団で得ている役職がある。僕にも立場があり、それがあるから君に頼みがある」

				「頼みとは……何でございますか？」

				「枢機卿が減った……ズラン・ゴラン君がね、死んだから……新しい枢機卿の選出がされたよ」

				　シュケルは、教皇が自らの息がかかった司祭を引き上げようとしていた事を知っていた。アンドレアス・エフェンベルグという名の男で、帝都の礼拝堂のひとつを任されている男だった。その前は枢機卿時代のフリードリヒの近侍をしていて、さらにその前はフリードリヒの男娼であった。

				「アンドレアス猊下の誕生ですか？」

				　シュケルの問いに、ローターは首を左右に振った。

				「いや、僕だ」

				　緊張も余裕もない淡々としたローターの声であったから、シュケルは息を飲んだ。

				「僕が、枢機卿に返り咲いた。幸か不幸か……ベアが敗れ、君もこうなったおかげでフリードリヒ二世猊下は求心力を弱めておられる……枢機卿選挙で造反が出てね」

				　ローターは視線を落とし、水をゆっくりと飲み喉を湿らせると、咳払いをして言を続けた。

				「教皇猊下から、仰せつかった大事がある。僕の復帰戦になるね……で、君には僕の復帰戦を補佐して欲しい。ハインリヒは……軍の指揮において君に劣る。いや、彼を貶めているわけではない。人にはそれぞれ、得意不得意がある」

				　シュケルは視線を彷徨わせ、部屋の出入り口で佇むミューリュで止めた。

				　彼女は、泣き出しそうな表情でシュケルを見つめている。

				　負傷を理由に軍役から遠ざかっている養父を、彼女はシュケルに申し訳ないと思いつつも歓迎していたからだ。それを知っているシュケルは、養女の視線から逃れるように口を開いた。

				「あ……相手は？　グラミアですか？」

				　彼の問いに、ローターは満面の笑みを作る。

				「アルメニアだ」

				「ア……ニア」

				　シュケルは身動ぎ、呻き声を絞り出した。

				　帝国は東ばかりで戦っているわけではない。南と西でも戦っている。南は南部諸国と呼ばれる国々相手に戦争を有利に進めているが、西は大国アルメニアとの間で、ロゼニア半島の扱いを巡って対立しており苦戦していた。一月(ひとつき)程前にカミュル・トルキア・モリペレント公爵が軍と共に半島へと入り、現在は帝国との国境を突破して帝国領西部へと侵入している。これに当たっていたのは三つの騎士団を中心とする総勢四万の大軍であったが、連敗し後退が止まらず、西部要衝のニュルンベルグまで逃げ込むことになり、包囲されつつあった。軍も負傷兵と死者を多くだし、戦力は三万を上回る規模まで落ちている。しかしながらカミュルは慎重で、補給線の確保をした後に包囲戦に移ろうと考えているようで、西部の物流、経済、軍事の中心である都市は未だ健在であるが楽観はできない。

				「私が……貴方様の下につくことを教皇猊下はお認めにはなりますまい」

				　シュケルの苦し気な声には二つの意味がある。

				　続けて失敗をした自分が表に出ることを、フリードリヒ二世は拒否するだろうという事。

				　教皇の対抗馬に十分たるローターに、自分が部下としてつくことを彼は許さないだろうというもの。

				　だが、枢機卿に返り咲いた男はカラカラと笑う。

				「ハハハ……お認めになったよ。ただし」

				「ただし？」

				「僕も君も次はないとも言われたよ。だがこれで、今という機会を得たわけだね」

				　ローターは事も無げに言うと、また水を飲んだ。それはシュケルに考えろという意味であり、彼もそう理解して思案する。

				　ミヒャイルの傷は未だ癒えない。彼はシュケルよりも重傷で、背に数本の矢を生やしたまま搬送されて治療を受けたが、まだ寝台から立ちあがれないでいる。

				　聖紅騎士団(ハイローダー・オルディーン)の騎士も少なくない数が倒れ、総長代理代行という複雑な役職となったロイス・ゲッチェが取りまとめているが、教皇からは次の総長を決めるまでの臨時だと言われているともシュケルは聞いていた。

				　お払い箱だと宣言されたに等しいシュケルだが、一介の中隊長から大隊長、総長付参謀、総長代理、そして総長と彼の出世を後押ししたのは間違いなくフリードリヒ二世で、結果を出したシュケルを引き上げたからという公平な人事がある。家柄、階位、そういうものに左右されずシュケルを総長にした現教皇は当時、人を見る目があったというより、今よりずっと部下達を公正に評価していた上司であった。それに照らし合わせれば、今回の仕打ちも妥当かとシュケルには思える面があれども、やはり腹立たしさを消すことはできない。最初から権限を与えてくれていればという悔しさが、寝台の上の彼を呻かせたが、言い訳ばかりが上手くなったと自嘲して口を閉じる。

				　ローターが、視線をハインリヒに転じた。

				「ハインリヒ、グラミアへの内偵はどうです？」

				　聖皇騎士団(ハイトパプスト・オルディーン)総長は目を閉じたまま口を開く。

				「魔女(イシュリーン)は中小貴族を、大貴族を介しての間接支配で統制しております。ですが、新しきを始めると必ず反発する者共がおりまして……現在は彼等をまとめる者がいない事、大貴族が王に従っている事の二つで静かですが……火種はあります」

				　白い男は一歩進み出ると、シュケルを見た。

				「お前なら、これを俺に問うた猊下のお考えが分かるだろう？」

				　シュケルは頷く。

				「結局……帝国が前に進むには、グラミアと事を構える必要がある……」

				「そう」

				　ローターは頷き、ハインリヒ、シュケルの順で見る。前者は目を閉じたまま、後者は正面から受けた。新枢機卿は微笑みを浮かべて述べる。

				「周辺諸国に対する影響力、国内の統制に必要な教皇の神格と権威……これらを復活させるにはグラミアを倒さねばならなくなりました。それは、彼の国が我々への対抗勢力の代表的立場になってしまったからだ。シュケル、君は自分が失敗したからだと思っているならば、その責任を取る機会を僕が与えます。同時に、僕はこれでフリードリヒ台頭の責任を取ります」

				　彼の声は穏やかで、だからこそシュケルの胸に沁みた。

				「シュケル、僕と来い。僕は君とハインリヒがいてくれる事を望む。我が国が、我が国でいるのに、君という剣が要る。僕の剣になれ」

				　ローターは立つと、ミューリュを見る。彼女は恐縮したように視線を落としたが、そこには慕う養父を戦場に引き戻そうとする男への抗議も含んでいた。彼はシュケルを肩越しに眺め、返事を待たないまま部屋を出ようと歩を進めた。続くハインリヒに先に行けと促したローターは、佇むミューリュの前で止まる。

				「許せとは言わない。国の為に君のお父上が必要だ。僕は……君の気持ちを知りながらもお父上を戦場に連れて行く。なぜなら、僕は枢機卿だからで、彼は騎士だからだ……」

				　ミューリュは頷きも、言葉も返さない。

				　ローターは微笑みを保ち進んだ。

				　シュケルの居宅を出た彼は、ハインリヒの一礼を受けて進む。花壇を彩る花々を眺め、馬車の扉を開いて待つ騎士と、並び立つ護衛達を前に彼は微笑を消した。

				　ローターが去った後、ミューリュは寝台から立ちあがる養父を見つめる。

				　少し照れたような、見咎められて微笑を返すような、ミューリュから見て表現に困る表情を作るシュケルは、頬の傷痕を指で掻くと口を開く。

				「ミューリュ、悪い。俺は……行かねばならない」

				　養女は一筋の涙を溢す。

				　ミューリュはこれまでいつも、シュケルを失うことになるのではないかという恐怖と戦いつつ、養父を送り出していた。そして負傷して帰って来た彼を前に、あの日、自分が彼の養女となった時を思い出して泣き叫んだ。だから回復するまで懸命に尽くした彼女は、誰にも言っていない事だが、シュケルが失職するであろうと噂されていることを喜んでいた。だが、違う道が開かれてしまったのだ。

				　この人は、止めても行く。

				　ミューリュは指で涙を拭うと、自分を包むように抱きしめる養父の肩に甘えた。

				「シュケル様……ご無理はなさらず……」

				「父様と呼んでくれ。どうか……」

				「ご無事にお戻りになられましたら、そうお呼びしますから……」

				　シュケルは養女の額に、養父として口づけをする。

				　ミューリュは、一人の女としてそれを受けた。

				　二人は、お互いの気持ちをそれぞれに気付きながら、だが何も言わない。

				　養父でいなければならないと念じるシュケル。

				　女性として見られたいと願うミューリュ。

				　今は言えるはずがないと、二人は同じことを思っていた。

						  

				　　　　　　　

				

				　神聖スーザ帝国西部の都市ニュルンベルグは、五万人が暮らす都市で周辺の経済と物流を牛耳る要衝である。市街地全体を囲う城壁の高さは一〇デール（一〇メートル）にも及び、ここに帝国軍七〇〇〇が入っている。が、戦える者の数で言えば五割程度であった。

				　国境を突破して侵入してきたアルメニア王国軍を前に、帝国軍は連敗した。水際で防ぐことができなくなり、広い面積を危険にさらしたことで防衛の軍を散らばせて方々に張りつかせた。各個撃破される危険性を高めたように見えるこれは、対アルメニアを担当した三人の枢機卿と、その下につく三つの騎士団が、仲違いをしたからという単純な理由である。方針、作戦、戦術に至り対立を繰り返していた彼等は、そこを突かれて敗走しても、まだ懲りていなかった。ただこれは、フリードリヒ二世の求心力低下にも原因はあり、その元凶がグラミア侵攻失敗であるからシュケルは忸怩たる思いを募らせるのである。しかしながら、フリードリヒ二世が無茶な人事をしなければ、こうまで落ちることもなかったはずであるし、帝国内の不満を利用したアルメニアとグラミア、そして帝国内部のローター派による情報操作が十を百に仕立てたと見るのが妥当だろう。

				　ともかく、このような笑えない事情があるとしても、帝都から出される枢機卿達の命令に従いつつ、騎士団同士で威嚇し合いながらアルメニアと戦っていた軍は、散らばることで個別に統制を取り戻すことができ、皮肉ながら、ようやくアルメニアの東進を止めることができた。

				　まとまれば脆いが、個別に作戦を立てて戦えば、それはアルメニアにとって厄介であったのだろう。その証拠に、カミュルは幕僚に愚痴を溢していた。

				「こうまでバラけると面倒だな」

				　周囲の苦笑は同調であると受け取った彼は、床几(しょうぎ)に腰掛けたまま両手をパチンと叩いて鳴らした。それは紅茶を持って来いという意味で、近侍の少年が一礼をして離れる。

				　カミュルは唇を捻じ曲げ、機嫌の悪さを表しているが、それはまとまりを失った事で厄介な相手となった帝国軍が原因ではない。そもそも、彼は戦闘での勝敗を重視しているわけではない。今回の侵攻には二つの目標を掲げているが、どちらも分かりやすいものではなかった。

				　ひとつは、ニュルンベルグの都市機能を麻痺させた状態を保つことであり、現在それは、ほぼ実現できている。帝国西方の要衝はアルメニア軍接近後、包囲されつつあるという報によって、物と金が集まらなくなり、帝国西方の物流網は大混乱であった。これは時間差で帝国に深い傷を作るとカミュルは知っている。

				　そしてもうひとつは、神の威信を傷つけることだ。どれだけ祈っても、異教徒に敗れているという現実を民がどう受け取るかが肝要であるとカミュルは考えていた。

				「今日、明日の事しか見ない愚かな人民であっても、目の前の危機に神は助けの手を差し伸べないとなれば、それはどうしてかと考えるであろうよ……彼等はいつも、してもらう事に慣れ、してもらう事が当然だと思う不埒さを持っているが、それを刺激してやると、支配者側への不満へと向かうものだ」

				　彼は運ばれた紅茶に手を伸ばし、空いた左手を垂直に振り下ろす。

				　頷いた筆頭幕僚のリュインドラ・ルベリが、怒鳴り声をあげながら進む。

				「始める！」

				　軍の指揮を執るべく、彼は朱のマントを揺らして歩いた。

				　一個中隊ごとに正方形にまとまっていた部隊の連なりが、角笛に合わせて蠢き始める。盾、槍が一斉に掲げられ、弓を持つ兵士達は矢先を空へと向ける。

				「撃て！」

				　リュインドラの怒声で、角笛が低く三度、吹かれる。

				　一糸の乱れもない統率が取れた動きは、銀色の煌めきを大量に吐きだすまでも揃っていた。

				　三軍に別れた帝国軍西部防衛軍の一つ、聖天騎士団(ハイトヒメル・オルディーン)を中心とするオリベラ枢機卿師団目掛けて、数千の矢が規則正しく降り注いだ。一定の間隔、量で圧倒されたスーザ人達は、アルメニア軍東部方面軍本隊六〇〇〇を前に盾を翳すことしかできない。

				　ニュルンベルグ西五〇〇〇デール（五キロメートル）は、アルメニア風に表すと五〇〇〇フィル、帝国風だと五ディクトリになるが、どの国であっても地図には何もない原野で表示されている。だが、ここはニュルンベルグから北、西、南へと向かう道を押さえるに重要な地点であった。

				　地図を見て、カミュルはここに本営を置くと決めたが、帝国側はニュルンベルグを大事に思うあまり、この地点の重要性を見落としていたと敵の動きで気付くことになる。こうして、両軍はこの原野で対峙していたが、これまでの連敗から帝国軍側が手出しを恐れていたことで、ここまでの静寂を保っていたのであるが、アルメニア軍によって破られることになった。

				　アルメニア人達は、矢の掩護を受けて歩兵が前進する。スーザ人達は、盾に矢を生やして後退した。

				　スーザ人の伝令が、聖天騎士団(ハイトヒメル・オルディーン)総長の元へと駆け寄って叫ぶ。

				「敵！　約五〇〇〇から六〇〇〇！　軍の多くを切り離しております！」

				「馬鹿なことを言うな！　万は超えていたはずだろうが！」

				　聖天騎士団(ハイトヒメル・オルディーン)総長カール・ポドルスキは指揮棒をへし折り、ふがいない味方への不満も込めて怒声をあげる。

				「負け癖は、勝たねば払えんのだ！　進め！　勝て！」

				　カールは突きだした右手拳を、払うようにして腰に回すと背後の騎士達に命じる。

				「ローター猊下がおわすまでに、せめて一勝するのだ！　このままでは……俺もお前らも何もできぬままに指揮権を失うだけだぞ！」

				　騎士としての意地と、指揮官としての矜持で怒鳴るカールは、敵の数が本当に報告通りであるなら、都市包囲のために分散させている今は好機だと期待しつつも、包囲網の中に飛び込んでいるのではないかという不安を消せないでいた。

				　しかしながら、彼の思惑など無視して戦闘は進む。

				　カールの叱咤もあり、反転し応戦したスーザ人は、勇敢なアルメニア人とぶつかる。両軍は双方から吐きだされる大量の矢の下で、それぞれに武器を振るい、相手を倒そうと懸命になった。

				　スーザ語とアルメニア語で罵声の応酬が絶えず、攻撃と防御は一瞬ごとに入れ替わった。兵の視点で言えば、右も左も戦いばかりといった状況で、先に勇気が絶えた者から背を敵に見せて倒されていく。

				　生きる為には、戦わねばならない。

				　ここは、そういう場所だ。

				　誰が言うでもなく、彼等は自分達の行いでそれを主張し合った。

				　アルメニア語で、進めと叫ばれた。

				　スーザ語で、退くなという怒声があがった。

				　双方の最前線で、血飛沫が同時に多発し赤い霧が発生したかのように宙を汚した。

				　普通に戦うアルメニア人と、懸命に戦うスーザ人の違いは、気持ちや力量ではなく武器の違いであった。アルメニア人達が持つ武器は軽いが強度がある。スーザ人達が持つ武器は、固いが重く切れ味はありふれたものだ。

				　重量の差が、戦況に変化を齎す。それは、振るう者達の疲労の差であった。

				　スーザ人達の最前列が、自軍方向へと後退していく。

				　アルメニア軍指揮官リュインドラは、勝機を見た。

				　彼は控える側近、伝令に伝える。

				「周辺の部隊に攻撃命令を出せ。撤退する奴らを徹底的に撃つ」

				　伝令の幾人かが、一礼をして足早に離れて行く。

				　リュインドラの指示は続く。

				「弓、撃つ呼吸をわざと乱せ」

				　また、伝令の幾人かが離れた。

				「後方の騎兵を進出させよ。敵両翼に当たらせろ」

				「後列を前進させ、前列と入れ替える」

				「前列、停止。その位置で武器を弓に変えさせろ」

				　彼の周囲から人が減り、側近だけが残った。　

				「閣下、あとは？」

				　部下の問いに、リュインドラは無表情だ。

				「勝ちだ」

				　彼は歩きだした。向かったのは前方ではなく、後方に控えるカミュルの元である。

				　元帥は床几に腰掛けて読書をしていて、リュインドラの姿を認めるとパタンと本と閉じた。

				「終わるか？」

				「あの程度の相手……いちいち観察する必要もございませぬ」

				　リュインドラの言い様にカミュルは薄く笑うと、アルメニア軍の前進が止まらない光景を遠目に認めた。本陣で元帥は、伝令達が齎す報告を耳にしながら王都から届いた手紙の束を近侍から受け取る。

				　リュインドラがその量を見て、右眉だけを撥ね上げた。それは彼にとって驚きが表情に出たというものだった。

				　カミュルは、首相からの手紙を真っ先に封切る。厚い革の封筒から現れたのは、レニン直筆の手紙で、書記にさえ明かしたくない内容が記されているだろうと紙面に目を走らせたカミュルは、相変わらずの汚い字だと笑う。

				「何と？」

				　リュインドラの促しにも応じないカミュルは、戦闘の後始末をせよと幕僚に命じて床几から立った。

				　彼はレニンの手紙だけを持ち、幕舎代わりに使っている大きな馬車へ乗り込む。寝台や本棚、食卓に執務机まで備えている。机を前に彼は手紙を広げた。

				「お飲み物をご用意致しましょう」

				「不要だ」

				　近侍の声掛けにも即座に拒否した元帥は、深く溜息をついて手紙を眺める。

				　そこには、グラミアのリニティア姫を早急に迎えるという内容が、一行だけの文章で記されていた。期限も待遇も何も記されていないそれに、彼は椅子の背もたれに身体を預けると瞼を閉じる。

				　考えているのだ。

				　グラミアの変貌の理由は何かと、彼は悩む。

				　キアフの富とサファイアの国。これが一年前まで、各国におけるグラミアの評価であった。だが現在は、まるで弱小国の代表であるかのような扱いである。

				　グラミアの躍進は、アルメニアの対帝国戦略にとって吉のようであるが、全体を通して見た時はまた別の話だと彼は双眸を細めた。

				　アルメニアが大国でいられるのは、軍事力だけが理由ではない。もちろん、歴史ある国家であるからという理由も含まれるが、それは二次的要素だ。

				　では何かとなると、金と奴隷の相場を牛耳っているからで、それが可能な経済力があるからだ。そして、経済力を保持できる軍事力を要しているからだ。この二つが、アルメニア王国が大国である担保であり保障であるから、各国は憎らしいと思いつつも一目を置くのである。

				　しかし、グラミアが急成長すると、アルメニアの威信に悪影響が出るに違いない。こう考えたカミュルは、その条件にまだ届かないグラミアから、姫を迎える事実に歯軋りをした。

				　わざわざ、手助けすることになろうとは……。

				　溜息がまたこぼれ出た。

				「閣下」

				　馬車の外から聞こえてきた声はアリストロのもので、カミュルは許可した。長身を屈めて現れた相手は、腰の長剣を床に置き、元帥の傍らで片膝をついた。

				「片付きました。リュインドラの指揮、見事であると感じます。以降は、軍の指揮を彼に任せれば問題ございませんでしょう」

				「俺も、お前も引退が近いということだな？」

				　カミュルは笑い、アリストロは苦笑した。

				　アリストロは内戦時、カミュルの敵陣営に属していたが、上司部下の関係である現在、氷のようなと形容される元帥の様々な面が見えると思う。カミュルを嫌う者達は皆、男好きで傲慢で残忍な男だと言うが、確かにそういう面がある一方で、家族と部下と王家と国を大事にする優しい男でもあるのだ。

				　伸ばした顎髭を指でつまむアリストロは、引退すれば妻と子供のために時間を使えるなと頬をほころばせていた。彼は妻との間に、ようやく男子を授かっており、まだ一歳だった。可愛い盛りの息子といたい気持ちを殺して、同じく誰かの父親であろう帝国の兵を殺し続ける自らの行いを省みては、ダリウスが神に祈るようになった過去を思い、今なら気持ちが分からんでもないと口を開く。

				「殿下も、ご家族を優先なさっては如何でございますか？　俺達はもう……ずっと戦っております。こういう役回りも国民となった民が背負うことでようやく、この国は王制から脱却ができるのではないでしょうか？」

				「お前、叔父上のような物言いだな？」

				　カミュルは脳裏に元宰相の笑みを描きつつ、眼前のアリストロに苦笑をぶつける。そして卓上の手紙を剣聖と呼ばれる男に放った。

				　アリストロは右手で掴み、読む。

				　カミュルは、自分の考えを彼に聞かせる。

				「グラミアは……弱小国から中堅国家くらいにはなった。だが、あの国には未来がある。地理的な要因と、人的要因だ。情勢が俺に訴えている。アルメニアは抜かれるぞ、とな」

				「そうでしょうか？　帝国にとって何が何でも倒さねばならない相手になってしまった彼の国は、アルメニアに縋るしか生き延びる手立てはないようにも見えますが」

				「それは今だけを見れば、そうだな……グラミアの地理的要因は、南だ。アラゴラを取ったあの国は、どうしてそうしたか、分かるか？」

				　カミュルに問われ、アリストロは首を傾げた。

				「グラミアは穀倉地帯と働き手を得たと見ておりますが……」

				「それもあるが、大事なのはアラゴラの南だ。東部都市国家連合があるな？」

				　アリストロは脳裏に地図を描く。

				　アルメニアから見て、南にある都市国家群の連合体を南部都市国家連合と呼び、帝国の向こう、東にある都市国家群を東部都市国家連合と呼んでいて、これは長い年月を経て、国際的な呼称となった。その後者が、どうグラミアに関係してくるのかとアリストロは悩み、例えばグラミアと東部都市国家連合が手を結んでアルメニアに対抗でもする可能性があるのかと繋げ、仮にそうなったならば、両者を引き離してやればいいと結論づける。

				「同盟での対抗など、一時的のものでありましょうし、切り離してやれば問題ありませんでしょう？」

				「違う。グラミアがアラゴラを取った理由の一つに、オルビアンがあると思う」

				　カミュルは続ける。

				「帝国との戦いは厳しいものだ。帝国の真価は戦い続けることが可能であるという点だ。神を頂点に結束した時の力は俺でも怖い。だから、内部統制に問題が生じやすい今、実際に問題を発生させながら軍事行動に出て、帝国経済への打撃を与えたいと考えた……これでアルメニアの東部国境はしばらく落ち着く。しかしグラミアは違う。俺達は軍を退けば戦いを終わらせることができるが、あの国は攻撃され続けてきて、さらにこれから、規模も頻度も過去にないほどの攻勢に遭うだろう。その対抗手段として、グラミアの誰かは知らんが……こう考えた」

				　元帥は言葉を止め、腕を組むと再開した。

				「帝国に対抗するには、国力を高めるのが絶対条件である。内政は時間がかかる。他人が持っている物を奪うのが手っ取り早い。北はトラスベリアだ……無理だ。南は？　アラゴラと東部都市国家連合。南だ……特に東部都市国家連合のオルビアンは美味しい果実だ。これを取れば、グラミアは東西横断公道(シルクロード)、南北縦断公道(グランミジュペル)、そして海上貿易を牛耳ることができる。これは奴隷と金の取引相場を操ることができるようになる……グラミアの軍をアラゴラの穀倉地帯と民が支え、オルビアンの富が支える。強くなるだけではない。大国……アルメニア、トラスベリアを凌ぐ大国に育つ可能性がある」

				「しかし、それを侵略される側が認めますまい」

				「現に、アラゴラはどうだ？　愚かな民は利用されていることにも気付かず両手をあげてグラミアによる統治を歓迎しているではないか。東部都市国家連合の諸国家は全て共和制だが……はは……あそこの白い手の者達に民主政治を語られたくはない。権利ばかりを主張する自意識肥大の者達は、経済力で優位に立てる現在に酔い、堕落しつつあるではないか……数万人の市民が、数十万人を超える市民権を持たない非市民をこき使い……奴隷よりも酷な扱いをされている彼等は、グラミアが社会構造の改革を旗にしてやって来れば、喜んで城門を開くのではないか？」

				　カミュルは流し目をアリストロに送る。

				　幕僚は、元帥の視線を受けて固唾を飲んだ。

				「グラミアはオルビアンを今の姿のままで欲しいとは思っていないだろう。グラミアが欲しいのは、オルビアンという港湾都市であって、民ではないだろう……物流を牛耳られると、金の動きもまた同じとなる……俺達アルメニアが、グラミアの顔色を窺う日がやって来るのではないか？　と、危惧するゆえ、帝国への圧力は止めることにする。撤退し、帝国にはグラミアを攻めてもらう事にする。だが、負けだといわれるのは後に響くからな……このまま軍を広く展開させたまま戦略上の後退と見せかけて撤退をするのだ」

				　カミュルの判断に、アリストロは頷きを返した。

				　だが、忠言する。

				「しかしながら、閣下……姫を迎えるほどの同盟国の苦境を無視すれば、アルメニア国民が騒ぎ出すかもしれませぬ。万が一、弟殿下とグラミアの姫との間に御子がご誕生でもすれば、民は助けよと声を大にするでしょうな」

				「その時は助けてやるさ……今を見るに過敏な賢い民の声には、俺も抗えぬからな」

				　皮肉にアリストロは苦笑を浮かべ、一礼すると元帥の馬車を出た。控えるリュインドラに、見事な指揮を労いながら並んだ彼は、耳打ちをする。

				「撤退だ。しかし相手にそうと気づかれないように、軍の配置は広げたままとする」

				「は……異論などございませんが、理由は？」

				「ちとグラミアを助け過ぎたと、閣下はお考えである」

				「は……あえて申し上げますが、軍を広げたままの撤退は、元帥閣下の場所がばれた時に危険だと危惧しますが？」

				「敵にまとまりがない。一点突破を狙うほどの意思統一は無理であろう。俺も外側の軍を率いるし……寄せてくる敵を払いながら後退で大丈夫であろう」

				　アリストロは、言い終えると同時に歩き出す。

				　リュインドラは、側近達を集めて撤退だと伝えた。それを背に、自らの愛馬に笑みを向けたアリストロは、この時期に帝国西方に侵入したアルメニア軍の意図を、グラミアはよくよく考えるがいいと胸中で発した。

				　勝った、勝った。と騒ぐのも良いが、俺達がいるおかげで、連戦を避けられた事こそを重く受け止めろ。そうして、遠慮を覚えろ。

				　彼は馬の首をひと撫でし、跨ると自分が指揮する一軍へと急いだ。

						  

				　　　　　　　

				

				　アルメニア人のアリストロに、遠慮が足らないと思われているグラミアは、王自ら率いた軍勢がウラム公爵領に到達した。この時すでに、トラスベリア選帝公グレイグ公爵軍はウラム公爵領北端に侵入しており、一帯を荒らしまわっている。

				　村々を襲い、根こそぎ奪った。命すら、である。彼等が通過した土地には草一本も生えぬと言われるが、それは過大評価ではないとウラム公領の民は身をもって知ることになってしまった。

				　トラスベリア人にとって、弱いから奪われるのであって、それが嫌ならば強くなればいいのだ。だから彼等は遠慮なく、他人の財産と尊厳を奪った。

				　これにドラガンが無策であったわけではなく、彼は不思議なことに民を想う男だ。グラミア王軍との戦いにおいてルイスクの市民を避難させた過去と同じように、ドラガンは今回も民に避難を呼びかけていて、自ら軍を率いてその時間を稼ごうとしていた。

				　間に合わなかった領境周辺は仕方ないとしても、それよりも南はなんとか間に合えと懸命である。しかしながら、トラスベリア人達が数千人も隊列を組んだ相手に正々堂々と戦う愚かさを持たない彼は、徹底して奇襲戦法を用いた。

				　伝令を襲う。輜重隊を襲う。略奪に熱心になっていた敵の小部隊を駆逐する。

				　グレイグ公軍に、ウラム公軍が出て来たぞと印象づけることで、敵に慎重さを齎し、南下速度を落とす魂胆なのである。

				　ドラガンは端正な顔立ちを醜く歪め、斥候の報告に頷きを返した。彼はこの先五〇〇デール（五〇〇メートル）の位置にある農村が今、トラスベリア人の小部隊による略奪に遭っていると聞き、騎兵五〇騎に進発を命じる。同時に、伝令に言う。

				「アズレトに伝令だ。歩兵を率いて退路を確保せよ……だ」

				　一礼し離れる伝令と、五〇の騎兵が加速したのはほぼ同時であった。

				　晴天の下で、陽光を機嫌良く浴びていた草花は、馬蹄の轟きで縮こまったようであった。村からあがる悲鳴と怒声は騎兵の突撃に掻き消され、煌めく白刃は侵略者達を懲らしめてやろうという憤りを輝きで主張する。

				　トラスベリア人達は迫る騎兵の一団に気付き、すぐさま武器を手に動きだす。一部の者達は騎乗となり、槍をしごいてドラガンの騎兵を撃ち迎えるべく雄叫びをあげる。

				　数は三〇ほど！

				　ドラガンは素早く計算し、同時に魔法を放っていた。

				　馬を操りながらでも魔法を発動できるだけの技量を備えた彼の一撃は、隆起した地面による攻撃である。槍状となった土は魔法で固く結晶化されていて、先端はドラガンの騎兵に突進したトラスベリア人の騎兵を串刺しにすると宙にさらした。一瞬で騎兵を失ったトラスベリア人達だが、矢を構え一斉に放つ。剛腕から放たれた矢は凄まじく、ウラム公爵軍騎兵一個中隊は三騎を失った。が、そのまま突っ込む。

				　すれ違いざまに侵略者達は弾き飛ばされ、武器で身体を切断された。腹が鎖帷子ごと裂かれて臓物を撒き散らした死体は下半身を露出していて、この男が生きていた時にしていた悪事を問わずとも知らされる。

				　農村は荒れ果て、燃える家屋の消火は間に合いそうにない。大事に育て収穫した野菜は乱暴に荷台に集められていて、ドラガンは馬上で身体を折ると、荷台で潰れたトマトを掴み、かぶりついて咀嚼する。

				「閣下、生存者六名……ですが、助かりませぬ。手足を斬られ……」

				　彼は馬から降り、兵が案内する小屋に入る。

				　娘達は、目を潰され手足の腱を斬られ、凌辱に遭っていたのだ。彼女達は皆、ドラガン達を迎え撃つ直前に剣によって斬られたようで、腹部は無残にも裂かれていた。それでも彼女達はまだ生きていて、血混じりの涙を流していた。

				　ドラガンは一人ひとりを抱きしめ、グラミア語で優しく語りかける。

				「ドラガン・ダラム・ウラム公爵だ。すまぬ、遅れた」

				　彼は謝罪しながら、彼女達の頸動脈に剣を走らせる。鮮血が噴き出して彼の顔を汚そうとも、止めなかった。彼が五人目を神々の世界へ送った時、伝令の叫び声があがる。

				「敵！　敵襲！」

				「よし！」

				　ドラガンは最後の一人を抱きしめ、他の娘達と同じように処すと、立ちあがり真っ赤な髪を手で払い整えながら歩く。その目に映るのはグレイグ公軍の大部隊で、彼は一瞬で悟った。

				　わざと村々を襲い、俺を誘き出したか……網を張っていたな？　が、俺が神出鬼没ゆえに部隊を広範囲に配置していたおかげでなんとかなる数だ。

				　彼は口笛を吹き、馬を呼ぶと飛びあがり馬上となる。左の肩当てを、右拳で叩いた彼は娘達の血で濡れた剣の切っ先を敵に向けた。

				「トラスベリア人共め！　短小包茎早漏野郎共が！　かかって来い！」

				　彼は馬の腹を蹴る。

				　ウラム公軍騎兵一個中隊は、主君の罵声が可笑しくてたまらず、敵に突っ込みながら大笑いした。

				　ドラガンは領民達の仇だと上気した表情も血で隠し突っ込む、と見せかけて敵目掛けて魔法を放った。

				　馬の突撃に備えていたグレイグ公軍一個大隊二〇〇は、直前での魔法攻撃に結界を張れない。

				　旋風の刃がトラスベリア人達を斬り揉むように刻みながら薙ぎ倒す。悲鳴と断末魔が、吐き気を催す色合いと化した戦場の一部で絶えず、ドラガンは部下達に叫んだ。

				「殴殺しろ！」

				　騎兵によって敵を蹂躙する彼は、細切れとなった人体の不気味さに左の頬を歪ませて笑った。それは狂人が殺戮に酔ったかのようで、さすがのトラスベリア人達も気味悪さで戦意を削がれた。

				　鏑矢が宙で泣く。

				　グレイグ公軍一個大隊が放ったものである。

				　ドラガンは振るう剣の速度を弛めず、敵の矢を左の手刀で叩き落として部下達に怒鳴る。

				「後退！　別働隊が来るぞ！」

				　ウラム公爵軍騎兵は、主が最後尾となって後退する。追う敵部隊に向かって、ドラガンは嘲笑と魔法を浴びせたが、火球の魔法はさすがに結界で防がれた。しかし、結界を敵に張らせて追撃を困難にすることを目的としていた彼は、これでいいと逃げの一手に集中した。

				　アズレトの一個連隊が迎えに現れる。馬を替えて、周辺に陽動で出ると考えるドラガンは騎乗のまま家老に伝える。

				「敵は、農村を襲ってこちらを誘う算段だ。撤退しながら井戸に糞尿を投げ込んで汚染させろ。農民の避難は済んだか？」

				「まだ終わりません。村から出るなら死んだほうがマシだと訴える者達がいまして」

				「ならばそ奴らは死ね！　生きたい者達だけを保護しゼルトに向かわせろ」

				　馬から降りたドラガン。

				　歩く彼に続くアズレト。

				　馬の世話をする歩兵達、武器を確かめる者達、矢を弓に番え目を光らせる者達、斥候や伝令は忙しく走り回る。馬蹄に続き、斥候の報告がドラガンに届いた。

				「敵！　騎兵接近中！　数は一〇〇！」

				「はっは！　楽しくなってきたぞ！　よし！　俺が騎兵を率いて敵を引きつける。アズレト、撤退を指揮しろ！」

				「撤退！　Ｃ地点(キャロライン)まで撤退！」

				　ウラム公騎兵一個中隊は馬を替えて歩兵連隊から離れる。両軍の斥候が矢を撃ち合いながら、双方の軍へと後退する光景を見た彼は、敵騎兵集団の姿を捉えた。

				「重装騎兵ではないな！」

				　ドラガンは加速を命じる。が、嫌な予感がして馬首を巡らすと同時に結界を張った。刹那、空気の刃が結界にぶつかり、透明の幕は衝撃で波打つ。

				「騎乗で魔法かよ！」

				　ドラガンは自分と同等の技量を持つ敵魔導士の存在を知った。

				　グレイグ公爵軍騎兵一個連隊の先頭で、それはルシェミも同じであった。胸と腰だけを薄絹で隠した出で立ちの彼女は、マントを翻して馬を加速させながら前方を杖の先端で示す。

				「あれを防ぐ。馬鹿息子(ドラガン)がいる。殺(や)れ！」

				　鋭い声に、トラスベリア人達の雄叫びが続いた。そして馬蹄の轟きが激しさを増し、軽装騎兵で統一した一団がウラム公爵軍騎兵に接近する。進路を変えたことで、ウラム公爵軍騎兵は速度を落としてしまったが、魔法の餌食になるよりはマシである。しかし、トラスベリア人達の凶暴さは魔法にも劣らなかった。

				　強い者こそが上に立てるトラスベリアで、グレイグ公の騎兵として矜持を持つ彼等の意欲は高く、技量もあった。

				　ドラガンは最後尾で、敵魔導士の放つ魔法を結界で防ぎながら迫る槍先を剣で弾く。甲高い金属音の発生が、戦闘の開始を告げる。

				　逃げるウラム公爵軍騎兵であったが、歩兵達から敵を離す目的は達成していた。あとは自分達がと、彼等は盾と剣を持ってグレイグ公軍を迎え撃つ。旋回しつつ、お互いに相手の横合いに迫ろうと企む両軍騎兵は、渦を描きながら東へと移動する。魔法の応酬も結界で弾かれ、剣と槍も高速での移動では単発で終わった。

				　ルシェミは、鉄製の杖を右手に、手綱を左手にドラガンを見つけ睨む。あれが馬鹿息子かと、彼女は一直線に彼に向かう。それが両軍のおかしなまとまりを奪い、戦闘は馬の速度を落としての乱戦へと移行した。

				「馬鹿息子(ドラガン)！」

				「女!?」

				　ドラガンは杖を振り降ろしてきた相手が、見目麗しい美女と見て驚く。だが鋭い一撃をしっかりと受け止め、返す刀で相手の馬を斬り殺した。倒れる馬から跳躍したルシュミは、長い髪を宙で泳がせ腕を振る。一瞬で発動された火球の魔法に、ドラガンは氷槍の魔法をぶつけて防ぐと、右手の剣を一閃した。

				　空中で、杖で、ルシェミは防ぎ地上を転がるが、立ちあがりながら魔法を放つ。空気の刃はドラガンの馬の脚を切断し、嘶きと共に倒れた馬から投げ出された馬鹿息子は、蛇目(サペルアイ)を禍々しく輝かせると、地上を回転しながら魔法を放ち、剣先で地面を弾いて追撃を防いだ。

				「閣下！」

				　主君を助けようとした兵が、ルシェミの魔法で吹き飛ぶ。火球の魔法をもろに受けた彼は馬もろとも火だるまとなって崩れ落ちた。

				　土埃、血煙、爆炎、絶叫。

				　ドラガンはその中でも強敵を前に笑う。

				　一方のルシェミは、倒れた兵から短剣を奪い、右に杖、左に短剣と構えて地面を蹴った。

				　杖、短剣を長剣で弾き防いだドラガンは、蹴りで女の腹部を狙ったが、ルシェミは華麗な足捌きで後退すると、再接近して肘、短剣と連続してドラガンを追い詰める。至近距離でドラガンが魔法を発動する。氷の刃で真っ二つになれと狙った彼は、続けて二の手の斬撃を繰り出した。

				　ルシェミは結界を張ると同時に杖を操る。

				　魔法と剣が弾かれ防ぐ音は、娘のあげる悲鳴に似ていた。

				「シュ！」

				　呼吸と共に剣を突くドラガン。

				　ルシェミは短剣でその軌道を逸らしつつ前進し、馬鹿息子(ドラガン)の膝蹴りを杖で受ける。ガツンという衝撃で脚が痺れたドラガンと、腕の感覚が麻痺したルシェミはお互いに後退した。この時、ドラガンは二人の敵に襲われたが、敵の一閃を屈み躱すと、二人目の攻撃を剣で防ぎ魔法による反撃で倒していた。そして距離を取るや否や呼吸を整えつつ状況を認める。

				　勇戦するウラム公軍兵であるが、敵の方が多勢であり苦戦している。ドラガンは自分が多くの敵を相手する事を前提にして計算をしていたが、女魔導士の登場で自分の甘さに気付かされていた。

				　彼の脳内に、例の声が響く。

				　──手を貸そうか？

				「ふざけろ！　寿命を吸い取られてたまるか！」

				　怒鳴った彼は、左手を一振りして火球の魔法をルシェミに放つ。当然、それは防がれるものであると知る彼は、ウラム公軍兵に向かって叫んだ。

				「逃げろ！　散れ！」

				　ドラガンは自分も走り出した。

				　一目散に、敵に背を見せて走る彼に続き、兵達も目の前の敵を無視して逃げ出す。突然の豹変に、トラスベリア人達は驚き、特にルシェミは呆けた表情で固まってしまった。

				「追いますか!?」

				　グレイグ公軍兵は、あまりのことに判断がつかず、馬鹿な質問をしてしまう。

				「お……追え！」

				　ルシェミの声は震えのあまり発音がおかしかったが、意味は通じた。

				　グレイグ公軍騎兵が、逃げ出したウラム公軍騎兵を追うべく一斉に鞭を入れた。

				　だが、八方に散って逃げるウラム公軍騎兵。

				「あいつら！　逃げ方も知らんのか!?」

				　トラスベリア語での罵声。

				　ルシェミは、追撃を止めろと命じる。

				「中止だ。バラバラに逃げて、後でどこかで合流するつもりだろう。引きずり回されて罠でもあれば目も当てられん。ここは敵地、地の利はあちらだ」

				　彼女はここで吹き出してしまった。

				「ッハ！　フフ！　おもしろい奴らだ！　ガノッザに教えてやろう。普通に戦ったら痛い目に遭うぞ、とね」

				　ルシェミは馬首を巡らし、本隊の方向へと馬を走らせる。

				　一方で、一目散に逃げ出したウラム公爵軍騎兵は、いくつかの地点での集合が約束事として徹底されていて、彼等はそれぞれが近くの地点へと向かう。その一つであるＪ地点(ジェシカ)に駆けこんだドラガンは、同じく逃げおおせた二騎と共に馬を休ませて手入れをすると、アズレトが待つＣ地点(キャロライン)へと向かった。地点の呼び方を女性の名前にしたのは、完全にドラガンの趣味であるが、覚えやすいと兵達に評判である。

				　彼がアズレトと合流したのは夕闇迫る頃合いで、ドラガンは領民の避難が進んでいるかと家老に確認をした。

				「滞りなく進んでおります。チェレムカ以南はルイスクを含めてほぼ完了しております。ただ……避難に従わぬ者達もおりまして、あとは慈神(コルムード)の加護を祈るばかりでございますが……」

				「ふん……慈神(コルムード)も、自殺志願者を守る無駄はすまい。放っておけ」

				「敵の動きが思うより鈍いですが、やはり我々の動きを気にしておるのでしょうか？」

				「うん……俺が奴らであれば、兵站を脅かされるのは非常に困る。遠征は、書物で読み知るよりも実態は地味で困難なものだ」

				　ドラガンは歩きながら食事をした。干し肉を齧り、干しブドウを掴んで口に放り込む。そうしながら散らばった騎兵を集めた後、東部のゼルトに退いてグレイグ公とグラミア王家の戦いを見物しようと企んでいた。

				　山者(ガラー)の男が、一礼し二人に駆け寄る。アズレトが一瞥し、ドラガンは何事かと報告を急かすような仕草をした。

				「お館様、ゼルトにグラミア王軍が迫っております」

				「は？」

				　ドラガンは瞬きを繰り返した。

				「奴ら、ルイスクに向かうと見せかけ、ゴラン高原から進路を東に」

				　山者(ガラー)の報告の途中でドラガンはすでに駆け出していて、アズレトは思わず叫んだ。

				「閣下！　閣下ぁ！」

				「先に行く！　お前はグレイグ公軍を監視しつつゼルトに来い！」

				　一礼した家老を残し、ドラガンは新しい馬に飛び乗る。彼はわずか一〇騎のみで出発を決めた。ゼルトには兵四〇〇ほどが残っているが、王軍の前に何ができるかという規模である。城壁と堀で囲まれた城塞都市であるゼルトであっても、十倍以上もの差がある敵の攻勢を支えきれるものではないが、それでも彼はゼルトに入ると決めた。

				　中の俺と、外のアズレトで王軍が撤退するまで粘るしかない。奴らがグレイグ公軍南下によってゼルトから離れるまで耐えるしかない。

				　彼は口惜しさで鞭を打つ手に力を必要以上に込めてしまい、驚いた馬がグンと加速した。

				「悪い！」

				　謝罪したドラガン。

				　彼は南東の方向へと急ぎながら、グラミア王軍がルイスクを放置してゼルトに向かった狙いを思案する。おそらく、と前置きした彼の思考は、自分をルイスクに籠らせたいからこそのグラミア王軍の動きであると読んだ。それをする意味は、グラミア軍にルイスク防衛をさせることで漁夫の利を得ようとした彼と同じ事をグラミア王が企んだからだとする。

				　その手には乗るか。

				　彼は悪戯小僧のような笑みを作り、駆ける馬の上で独り言を吐く。

				「あの小男め。お前の悪知恵に何度もひっかかるかよ！」

				　その嘲りは、向かい風に流され消えていった。

						  

				　　　　　　　

				

				　疾走するドラガンが、ゼルトを目前にグラミア王軍の斥候に捕捉されたのは真夜中であった。

				　正確な時刻は分からない。

				　星々の煌めきは鮮やかで、黒いキャンパスに光の絵の具を撒き散らしたかのような絶景の真下でさえ、人間達は空を見上げる余裕などなかった。

				　ゼルトを包囲しようと展開していたグラミア王軍の本陣では、イシュリーンがまだ甲冑姿のままであり、床几ではなく椅子に掛けて脚を組んでいた。それで彼女は上半身だけは甲冑をまとっていると分かる。彼女は銀糸の色合いに似た髪を指で梳きつつ、作戦卓に並ぶ面々を眺めて口を開く。

				「ナル」

				　名を呼ばれた男は末席にいて、王の声に一礼で返した。

				「グレイグ公軍が南下してくればルイスクが奪われる可能性もあるが、それよりもゼルトを優先して良かったのか？」

				　これは、彼女ではなく他の者達へ説明してやってくれという意味であり、補佐官であり新米貴族は恭しい態度を保ち、述べる。

				「申し上げます。ルイスクをグレイグ公に奪われるよりも避けなければならないのは、我々とグレイグ公が戦っている背後でドラガンが蠢動することです。物事の優先順位は、都度、変わるものです。現状はまずドラガンの自由を奪う、次にグレイグ公南下……です。というのも、此度の北進の狙いは、グレイグ公の脅威を排除することでして、ドラガンはそれをするに必要な駒です。ですから、彼を活かすために、ゼルトを中心に彼が元気に動き回るのは望むべき状況ではありません」

				　篝火が音を立てた。

				　ベオルードに残るレニアスはこの場にいないが、ジグルド、アビダル、ダリウスが揃っていて、ナルの説明はジグルドとアビダルに向けられたものであると理解できるだろう。この二人は、違う理由で今回のルイスク無視には反対していた。

				　片腕の青年と近衛連隊長は、当初の予定を変更してルイスクを無視することに難色を示していたのである。

				　ナルは、ダリウスに尋ねる。

				「グレイグ公……というよりトラスベリア人との戦闘をアルメニアで経験したダリウスさんなら、彼等の基本戦術は分かるだろう？」

				「ああ。接近、蹂躙、前進、虐殺」

				　ダリウスの表現に王が苦笑し、端的すぎるから説明しろと注文をつけた。

				「彼等は騎兵で敵に突撃をかけた後、乱れた敵陣に殺到する第二波で戦闘を優位に進めることを基本としますが、わかっていても防げないほどに騎兵が脅威です」

				「重装騎兵集団(トラスベリアンズランス)」

				　ジグルドの声に、ダリウスは反応して頷いた。

				「そう。奴らはトラスベリア産の馬で統一されていて、馬力があります。単純な平原ではグラミア産の馬のほうが速いですが、戦場という限られた面で見た時、あの突破力は例えようがありません。ぶつかった瞬間に、陣形は意味を失ってしまいます。ですので、肝心なのは敵の騎兵とは戦わない……ことです」

				「戦にならないではないか」

				　アビダルが笑う。

				　ここで斥候が報告に現れた。

				「報告いたします！　ドラガン！　現れました！」

				「よし！　行こう」

				　ダリウスが腰を浮かす。同時に、アビダルも立ちあがった。

				「頼む」

				　イシュリーンは二人を送り出す際、一瞬だけ、苦しそうな顔を作った。彼女は不安でそうしたが、向けられた彼等は笑みだった。

				　一礼し無言で立ち去る男二人。

				　ジグルドも、ナルの肩を片手で叩いて移動する。

				「話は途中だが、持ち場に行く。しかし、ドラガンをここで懐柔しようというのなら、冬にしていれば良かったのではないか？」

				「あの時ではできないことも、今はできるのです。グレイグ公が、現れましたからね」

				　ナルも席を立ち、イシュリーンに一礼した。

				「陛下、吉報をお待ちください」

				「ナル」

				　王の声は柔らかく、名前を呼ばれた男は顔をあげないまま口角をあげる。

				「待ってる」

				「は……」

				　補佐官は短く答え、余韻を残してその場を離れる。

				　そして歩きながら、いつの間にか後ろに続いたアブリルに言った。

				「グレイグ公の動きはどう？」

				「相変わらず、慎重な動きです。ただ……時間をかけるだけの余裕があるのも事実です。バイエル公との関係が良い方向へと進んでいるようで、冬を前にウラム公領に拠点を作ることが第一ではありませんか？　例えば、ルイスクを取ってしまえば、バイエル公はグレイグ公の勢力拡大を不安に思うでしょうから……」

				「いや、俺ならば取ってしまう。そうだな……この敵の余裕は単純に慎重なのだろうと思う。彼等にとっても、俺達にはそれだけの価値がある敵だと認めてもらえているのかもしれない。いや、やはり舐められているのかもしれないけど……」

				　ナルがアブリルに話した読みは、事実であった。

				　この時、グレイグ公爵軍内では積極派のルシェミが、ガノッザに向かって罵声を浴びせるほどの反発を露わとしたが、それはグレイグ公家の軍務卿が慎重で、彼を信頼するヴィルヘルムによって全軍の南下が鈍くなったからだ。

				　ガノッザは、弟をひねったイシュリーンを認めていたし、帝国を二度も続けて退かせたグラミア軍を侮りがたしと見ていた。そして全てに関係しているであろうグラミア王補佐官から不気味さを受け取っていた。

				　しかし同時に、トラスベリア人全般に言えることであるが、彼は最後に勝つのは自分達だとも思っていた。彼等トラスベリア人にとって、本当の意味で競う相手はアルメニアであり、新興国であるグラミアに対して、油断さえしなければ負けないという根拠のあるようなないような自信があったのも事実である。

				　ある意味で、トラスベリアは大国病を患っているのかもしれず、そこを突くことがナルの答えで、ダリウスが騎兵と戦わないという発言をした意図でもあった。

				　だがそれはもう少し先のことで、現在のグラミア軍の相手は小賢しいドラガンである。

				　少数で、大急ぎでゼルトへの帰還を優先したドラガンを、ナルはやはりおちょくる相手ではないと認めてはいたが、軽いとも感じていた。個人の武勇で何事も解決してみせるという気概は立派だと感心してはいたが、領主で当主の男が取るべき選択ではないとも切り捨てていた。そしてドラガンを反面教師にしなければ、と自分を諌めてもいた。

				　こんな事をナルに思われているとは知らず、勝手に彼を小男と呼び嘲りつつも好敵手だと認めているドラガンは今、ダリウスとアビダルの騎兵に挟まれ追われて大変だった。

				「ふざけるな！　兵站も無視してゼルトに急ぐとはグラミア王軍にあるまじき暴挙だろうが！」

				　ドラガンは敵を馬上で罵る。

				　彼が素早く判断を下したにもかかわらず、先にゼルトに到着して待ち受けていたグラミア王軍は、輜重隊を完全に切り離していた。暴挙、軽挙と批判を浴びてもおかしくない敵を前に、ウラム公爵を自称する男は叫ぶと同時に逃げ出す。ただ、ルイスクと、ルイスクより北に住んでいた領民の多くが避難しているゼルトは、言ってしまえば人員過多で、包囲されれば早々に食料が尽きることは明白である。

				　見捨てる選択肢はドラガンにない。

				　自分が中に入り、外のアズレトと連携してグラミア王軍による包囲を邪魔してやろうと企んでいたが破綻した今、どうやって立ち直ろうかと馬上で悩む彼は汗を顎から滴らせていた。

				「閣下！　右の林から敵！」

				「相手にするな！」

				　だがその方向を一瞥したドラガンは、黒い甲冑で統一された騎兵の一団を見て驚く。

				「近衛かよ！」

				　現れたのはアビダルの近衛連隊で、走り続けていたドラガン達の馬よりも速い。

				　追いつかれると判断したドラガン。

				　彼は魔法を発動させた。

				　空中で発生した空気の刃が、無数の煌めきを放って近衛連隊を襲う。しかし、結界で弾かれ甲高い音の連なりと共に消えた。アビダルは、ドラガンが魔導士であると知っているから、部下の魔導士に結界を常に維持しろと命じていた。そして、それだけに集中しろと厳命していた。

				　打撃は物理攻撃で十分だと彼が判断できるほど、戦力差は圧倒的である。

				　──危機だな？　手を貸そうか？

				　ドラガンの脳裏で、あの声が誘う。

				「黙ってろ、寄生虫！」

				　叫んだドラガンは、突きだされた槍を剣で弾いた。

				「閣下！　あちらからも騎兵！」

				　その報告に反応を示さないドラガン。

				　彼は、前と右方向から迫ってくる敵騎兵から逃れることしか考えていない。

				　だが、誘いこまれたとも絶望していた。

				　ゴラン高原東部は、木々が数を減らし荒涼とした一帯となり起伏も穏やかである、だからこそ彼はグラミア王軍に包囲されている現実を目の当たりにしたのだった。篝火、松明の連続がずらりと並んでいるのだ。

				　よく晴れた夜空の下、月光を反射する煌めきの連鎖は矢先が連なって自分に向けられているからだと理解したドラガンは、馬を減速させた。部下達が彼の周囲を固め、視線を散らして活路を見出そうとするも、駆け寄って来る二騎が発する威圧感に喉を鳴らす。

				　黒い肌が逞しさを強調するアビダルは背筋を伸ばすことで威厳を示し、薄ら笑いを浮かべるダリウスは、対照的に不気味さを与えていた。

				「ウラム公の子、ドラガン卿であるな？」

				　アビダルの問い。

				「いかにも。捕縛か？　斬り殺すか？　それを確かめたい。俺は殺されるなら全力で抵抗するつもりだからな」

				　ドラガンは前髪を弄りながら答えた。髪が伸びてきたと、この時になってやけに気になる彼は蛇目(サペルアイ)をきょろきょろと動かし、周囲から小部隊ごとにまとまって接近してくる王軍の騎兵を確かめていく。

				　よく訓練されている。

				　素直な感想だった。

				「王陛下は、条件付きで貴公が公爵位を継ぐことを認めても良いと仰っている。どうだ？」

				「その条件とやらをまずは話せ」

				　ダリウスは笑い、無遠慮な態度で馬を進めてドラガンの横につけた。ウラム公軍兵の緊張と反発を無視したダリウスは、名を名乗り、蛇目(サペルアイ)の男に言ってやる。

				「招待しよう。だから剣を寄越せ。魔法はやめておけよ」

				　ドラガンは右頬を歪め、腰と鐙の剣を地面に放る。そして馬首を巡らし、ダリウスのやや後方につけると部下達に命じた。

				「大丈夫だ。殺されそうになったら奥の手がある」

				　使いたくない奥の手がな。

				　彼の発言を強がりだと苦笑したアビダルが、ウラム公軍兵を誘った。

				「しばしの休戦だ。飼葉、水を用意しよう。お前達の食事もな……酒はないが、休め」

				　それぞれに見つめ合い、どうするべきかと悩むウラム公軍兵達を放置してアビダルが進む。ダリウス、ドラガンと続き、馬蹄が乱れた打音を闇夜に発した。遅れて、グラミア王軍の騎兵達が残されたウラム公軍兵達に近づく。

				「おい、今は殺さぬ。殺すなら戦いで、だ。馬を休ませてやれ」

				　声をかけられ、彼等は黙って下馬した。そして続々と集まる王軍兵士の数が多いと数え、戦っても無駄だという結論に達した頃、グラミア人同士であるという安堵が彼等に疲労を呼び起こした。

				「ギュレンタンに生まれただけで、グラミア人でありながら王家に反するわけではないぞ。我々にも言い分がある。一方的に悪とされたバザール閣下は、たしかに今上陛下にとっては悪だったろうが、しかし国政は過去と比較しても悪いものではなかった。今の若様も、挽回のために懸命であられる。それを助けずしてのうのうと生きるほど図々しくはないのだ」

				　ギュレンタンとは、ウラム公領の一州である。

				　発言したウラム公爵軍兵に、王軍兵士が笑う。

				「そんなもの、お互い様だろ。俺は国軍だから、バザール卿の治世は国内に限れば悪くなかったと思うが、奴の感情と論理で動かされて帝国相手に敗戦を重ねていた悔しさは消せない。イシュリーン陛下が当時、どれだけの苦労をされておられたかこの目で見ている俺としては、お前らのご主人様だった故人を許そうという気はないね」

				　ある国軍側の兵士が、二人の会話に加わった。

				「俺はリュゼの出身だった」

				　彼はそこで言葉を切ると、馬に飼葉が入った桶を近づけてやりながら続ける。

				「これだけで、ウラム公だったバザールという人物を憎む理由になる。分かるか？」

				「今なら、分かる」

				　ウラム公軍の兵が答え、彼は視線を夜空へ向けた。

				　薄い雲が出始めていたが、星達の宴を隠しきれてはいなかった。

						  

				　　　　　　　

				

				　また騙そうとしているのではないだろうな。

				　ドラガンの心中は、まずはこれであった。ゆえに、殺されそうになったなら、本意ではないが寄生虫に寿命を幾年か差し出して危機を脱出しようと考えていたが、王軍側は前回とは違い、本物の王が素顔をさらして彼の前に現れた。

				　だからドラガンは、足を止めて相手に見入ってしまった。

				　長方形の卓が置かれた本陣の一部で、近衛兵に囲まれた状況であるにもかかわらず、彼は蛇目(サペルアイ)を一点に定めて動けない。

				　銀色の髪を結い上げ、肩当てと胸当てだけを身につけたグラミア王は、腰までの鎖帷子の上にシャツを着ているのみだった。スカートから覗く脚はタイツに包まれていたが、長く形良いとドラガンは値踏みする。そして、ヴィラを妻にしようとして命を失ったグルードも、これでは我慢ができなかったに違いないと認めた。

				　抱きたい。

				　不謹慎な欲求を、強張った笑みで隠したドラガンの耳に、大嫌いな声が届く。

				「ドラガン卿、掛けられよ」

				　またお前か、小男。

				　ドラガンをうんざりとさせたのは、ナルだった。

				　王の背後には、片腕であっても威容で周囲を従える青い髪の青年が佇み、小男は王と彼の中間に立った。

				　ダリウスがドラガンの背後に立ち、「座れ」と短く声を出す。

				　アビダルが王の傍らへと移動しつつ肩越しの一瞥をドラガンに放った。

				　イシュリーンが冷淡な笑みを作り、蛇目(サペルアイ)の男に向かって口を開く。

				「前回はお互いに小細工をしたが、今回はそうではない。座れ」

				　気の強い女は嫌いだが、美人は好きだ。

				　ドラガンの思考は、後半だけが声となった。

				「美人は好きだ……で、お招き頂いた……と今は理解しているが？」

				　グラミア王は、自分とこうして面談をしたかったからゼルトに軍を向けたのだと、ここに至りドラガンは理解している。

				「補佐官」

				　王の言は短く、ナルは一礼し、一歩進み出るとドラガンを見た。

				　二人の視線は中間でぶつかり、火花を発しそうだとダリウスは苦笑する。前回の戦いで、因縁があるのだなと一人で納得したペルシア人の前で、ドラガンが先に口を開いた。

				「お前、女に隠れてコソコソしていた奴が、俺と対等に話ができると思うな。玉無し」

                			

	








			
				「その俺に負けて、今回もこうなっているお前がどの口で言うか？　蜥蜴」

				　沈黙に失笑が連なった。

				　ジグルドは顔を伏せて笑っている。

				　アビダルは咳払いで誤魔化した。

				　イシュリーンは手を口に当てて笑うと、ドラガンに言った。

				「ドラガン、失言を詫びれば首と胴体が繋がっていられることを保障するが、どうだ？」

				「詫びます」

				　あっさりと詫びたドラガンは、思案している。

				　王を生け捕りにして、自分との婚姻を条件に命の保障をしてやると迫るつもりであった彼とすれば、今が絶好の機会である。口惜しいが、寄生虫の力を借りて成すかと計算する彼は、再度、王を見た。

				　彼女は少しだけ顎を逸らし、彼を見下すような態度であるが、圧倒的な美を前にしてドラガンは喉を鳴らすしかない。

				「ドラガン卿、条件付きで貴公をウラム公爵として認めると陛下は仰せであるが、条件を話しても良いか？」

				　ナルの声に、ドラガンは無言で頷きを返した。

				「まず、グラミア王家に対して剣を向けぬという誓いを立てよ。これは、我々はお前の相手をするほど暇ではないからだ」

				　ドラガンは、帝国との状況がそうさせているのだと受け取ったが、もちろん実際は違う。南下作戦を取るにあたり、背後からちょっかいを出されたくないという王側の意図である。

				「次に、貴公から離反した諸侯の扱いは、貴公に一任する」

				　これにも、ドラガンは頷くことができた。

				　冬に王と戦った際、ドラガンは離反者を許した。それは内部の細分化を排したかったというものと、糧食や武器の問題があったからだが、あの時に自分を見限った者達への仕置きはしておくべきだとも考えている。それは、そうしなければ舐められて終わりだからで、ウラム公爵も地に落ちたと彼等によって噂される事にも我慢ならないという怒りからだ。そしてこれは、グラミア王側にとっても大事なことである。ウラム公爵を見限って王への臣従を誓うのであれば扱いようもあるが、ウラム公からも離れ、王にも従わないという存在を許せば、以降の統治に影響する。

				　見せしめにするという表現が正しいかは別であるが、ナルはウラム公からの離反者を、ウラム公弱体化を成した者達として認める愚かさはなかった。まだ、ウラム公側に残って戦う者達のほうが認めるべき存在で尊敬に値するとまで見ていた。事実、ナルは眼前のドラガンをグラミアの為にこき使うつもりである一方で、彼に従って戦う兵達の苦労は案じている。

				　いつの世も、権力者達に下々は振り回される。

				　ナルはルヒティの教えを噛みしめた。それは、権力者側である自分への戒めでもある。イシュリーンを助けることが、グラミアという国にとって良いことで、結果として多くのグラミア人を助けることに繋げると信じつつも、不幸になる者達もいることを彼は忘れない。だが、万人の幸福などありはしない世界であることを知っている彼としては、割り切ることで現実を受け止めていた。

				「ここまでは、俺にとって歓迎すべきことであるが、次はどうかな？」

				　ドラガンの声に、イシュリーンが微笑んだ。それは、言は無くとも胸中を存分に主張していて、強烈な美と威圧をもってドラガンの顔から嘲りを奪う。

				「補佐官、私から彼に命じよう」

				　命じる、という言葉の選択によって、この場の空気が凍り付いたようであった。対話を目的とした場ではあるが、だからといって双方ともに手を結びあった状態ではないのだ。

				「その物言い……さすがは帝国を二度も退けただけのことはあるが、三度目はどうかな？　そちらこそ、頭を下げて俺に頼むべきではないか？　グレイグ公を防いでほしいと」

				　ドラガンの挑発にも、王は笑みを消さない。

				「命じるのだ、ドラガン。グラミア王として、ウラム公にしてやろうというのだ。お前は下るのだ」

				　椅子から腰を浮かび上がらせたドラガンであったが、場を支配するのはイシュリーンのほうであった。彼女は左手を軽く払い、蛇目(サペルアイ)の男を着席させる。

				「三度だろうが四度だろうが……帝国に勝利はない。グラミアには私がいる」

				　彼女の断言は勇ましい。

				「そして、ナル、ジグルド、アビダル、そこのダリウスもいる」

				　イシュリーンの視線が、名前を呼ばれた男達を順に捉え、ドラガンで留まった。

				「自分達の土地を、国を守ろうとする民がいるグラミアは、何度でも帝国を退けることができる。王は一人で立つのではない。皆と共に立つのだ」

				　イシュリーンは立つ。

				　ジグルドとアビダルが姿勢を正した。

				　腰を浮かしたドラガンは、ダリウスに肩を掴まれ、椅子に押し付けられるように座る。

				　ナルがその様をじっと眺めた。

				「グラミアはグラミア人による自決を守る。いずれ王が必要とされない時代がくるかもしれない。だがグラミア人である我々が、この土地に住み暮らし代を重ね続けることを私は決めている。ゆえに命じる。ドラガン……グラミアの未来の為に、お前個人の感情を排せ。私が気に入らぬなら気に入らぬで構わぬが、外敵から我々の未来を守るために、今は己の都合を捨てよ……であれば、我々は共存できるのだ。ドラガン……予は汝に命じる。トラスベリアを切り取れ」

				　自らを『予』と言い、相手を『汝』と言ったイシュリーンよりも、その後に続く言葉にこそドラガンは反応した。彼は自分の聞き間違いかと周囲を窺ったが、真面目な顔しかそこにはない。

				「は？」

				　間の抜けた返事をドラガンは返してしまった。

				「聞こえなかったか？　トラスベリア切り取り次第だ」

				　と、ナル。

				　ドラガンは狼狽えた。

				「待て……つまり……俺に北へ侵略行為をしろと唆しているわけか？」

				「そうだ。ドラガン卿はあのバザールの子。ということは、グレイグ公の相続権も持っている。つまりだ……我が国が貴公のウラム公爵位継承を認めれば、自然とグレイグ公爵継承順位も受け継ぐことになる。下のほうだが……しかしそれはゼロではない。上が全ていなくなれば、貴公が継承権第一位だ。グレイグ公になれ……すると、トラスベリア王家、選帝公とも関係ができる。婚姻外交であの国はぐちゃぐちゃと継承権が入り乱れているから、刈り取り放題だ。独力でしろとは言わない。資金面は支えてやることはできる」

				「小男、いや、王よ」

				　ドラガンはナル、イシュリーンに訴える。

				「お前達は自分の庭を守るために、他人の庭を猪に襲えと言っているぞ……猪がそれに従うとも限らん。まだある。お前は俺がグレイグ公になったら、トラスベリア人達が俺を単純に公爵として認めるか？　領民は、異国人に支配される現実を受け入れられるか？　今、王が言ったではないか……自分達の土地を自分達で守ると……奴らもこれは変わらぬだろうよ。机上の空論だよ、そんなものは」

				　イシュリーンは身体の向きを変える。それは去ろうとしていることをドラガンに伝えた。彼は「待て」と発しようとしたが、彼女が自分に向ける流し目のせいで固まる。

				「ならば、幼子を担ぎ上げて後見人にでもなればよかろう……もしくは、変態親父(ヴィルヘルム)の娘の誰かを妻に迎えてたらしこみ、操ることで間接支配をすればよかろう。または、変態親父(ヴィルヘルム)を捕縛して自らを後見人に指名させれば良いのではないか？　わざわざ、来てくれているのだ。如何様にもできる」

				　グラミア王は、銀髪を手で払うと波立たせ、歩きだす。その背後をアビダルが守り、ジグルドが一瞥をドラガンに放って続いた。

				　ドラガンは、イシュリーンの言によって、自分の企みが彼女にばれていたのだと口端を噛む。それをグレイグ公への手法として言ってみせた相手に、彼は笑わずにはいられなかった。

				　欲しい。あの女が欲しい……。

				「ドラガン、頭の中が顔にでている」

				　ダリウスに呼び捨てにされて、蛇目(サペルアイ)の男は苦笑した。

				「お前に呼び捨てにされる覚えはないぞ」

				「はん」

				　鼻で笑ったペルシア人は、ドラガンを立たせてやった。

				　ナルが口を開く。

				「グレイグ公討伐をさっさと終わらせてやるから、お前はお前の身の丈にあった野心に生きろ」

				「小男……お前はいちいちムカつく野郎だ」

				「俺もお前は嫌いだ。よかった……俺達は共感し合える」

				「共感？　馬鹿な」

				「嫌いな相手でも、利用する。俺はお前を利用する。お前も俺を利用できる。策、欲しくないか？」

				「寄越せ」

				　ナルは笑う。

				「素直な奴だな。策……というほどのものではない。グレイグ公と俺達が戦い、俺達が勝つから敵は逃げる。撤退線上で待ち受けていろ。公爵を殺すも生かすも一任しよう。どちらでも活かすことができるからな」

				　ドラガンは、グレイグ公に勝つことを疑ってもいないナルに対して嘲笑を浴びせようとしたが、グラミア王補佐官は左目を細め、左頬だけを歪め、手を後ろで組むとドラガンへと歩み寄る。

				　すれ違いざま、ナルが言った。

				「俺を殺すなら、今しかないぞ」

				　ドラガンは、薄ら笑いを浮かべる。

				「いや、お前を殺すのはやめておこう」

				　今はな。

				　蛇目(サペルアイ)が不気味に歪むも、立ち去るナルとダリウスはそれを知らない。

						  

				　　　　　　　

				

				　甲冑が陽光を反射させる。陽射しは強く、季節が今こそ夏であると知ることができる。風はない。止んだわけではなく、朝からひと吹きもしない。地上は喘ぐほどに暑いが、カラリとした空気は木陰に入ると心地良い。

				　ローターは脇に控える騎士を見た。

				　シュケルだ。

				　彼は鎖帷子の上に法衣を着込んだだけで、軽装である。甲冑を着ると胸が痛いというのが理由で、まだ全快にはほど遠いが、双眸に宿した知的な光は冷徹であり不調を感じさせない。

				　ニュルンベルグ郊外の丘陵地帯で、帝国軍の師団のひとつと合流したローター一行は、すぐさま周辺の師団に使者を送り、指揮権を求めたが、広範囲に展開した敵に合わせて広く分布している各部隊からの返信はまだない。

				　ローターは、既に指揮権を得ている一軍の指揮官を眼前にして、シュケルに確認する。

				「このままシュテファンに軍を任せたいと思うが、どうだ？」

				「私はあくまでも枢機卿猊下直下の一騎士に過ぎず、肩書も参謀です。シュテファン閣下こそふさわしいでしょう」

				　シュケルの実績と能力を知るシュテファンは、グラミア相手に敗れたからといって彼の実力に疑いが生じるものではあるまいと考えていたが、このまま表舞台に立ち続けるのは難しいだろうとも分かっていた。ズラン・ゴランが死に、アルベルトも戦死し、東部方面軍壊滅となれば誰かが責任を取らなければならない。ゆえに、こういう形でシュケルに責任を取らせようとするローターに対し、改めて他の枢機卿や聖職者達とは違うものを感じ取ると同時に、この枢機卿とならば戦場で働く意味もあるとも断じる。

				　彼の思考は、ローターとは真逆の存在達によって教団上層部が牛耳られ、国が動かされてしまっている現実があるからこそだろう。それはフリードリヒ二世が教皇となって加速している。だが、教皇は無能ではない。ただ、権力を握って変わったとするのは否定できず、妥当であろう。しかしながら、だからといって肯定できる変化でも状況でもない。

				　シュテファンは幕僚達を従えてローターの前で畏まっているが、軍行動は継続させており、各部隊は指揮官の指示で後退するアルメニア軍と戦闘中である。その経緯を述べる彼は、蜂蜜色の髪を揺らして一礼し、説明は以上であるとローターに示す。

				「シュケル、アルメニア軍後退の意味は？」

				「おそらく……都市を包囲することが本来の目的ではなく、ニュルンベルグをニュルンベルグとして機能しない状況に置いて我が国の西部物流に打撃を与えることで良しとしておったのでしょう。口惜しいですが、すでに被害は一億ベルーク（帝国通貨単位）を超えているという報告を受けました。また農場では作業が行えず、夏を終えた時に収穫量は前年対比で一割減に及ぶ計算です。これは我々の軍事行動に影響を与えるだけでなく、民の生活を今以上に圧迫するでしょうから、成す術なくアルメニアに撤退されると、さらに教皇猊下と教団の威は落ち、その被害は数値で表すことが困難ですが最も危惧するものでしょう」

				「よく分かった。つまりカミュルは、我々に間接的打撃を直接攻撃で成したわけだね？　ついつい領土的損失だけを見てしまいがちであり、敵が撤退すれば撃退したと喜びがちであるけれど、シュケルの言う通り、これは敗北に値する結末に至りそうだね……挽回するには何が要るのかな？」

				「カミュルの首」

				　シュケルは断言した。

				　シュテファンは、自分の顔が紅潮する自覚があった。

				「まず、これほどの損失が予想される現在、国内を黙させ、国外へ宣伝するに必要な戦果は、分かりやすいものであるべきです。次に、アルメニアは強国ですが、武の面ではカミュルへの依存度が高い。先手を打つという意味で彼の右に並ぶ人材はなかなかにおりません……しかしながら、カミュルにも弱点はあります」

				　頬の傷を歪め、このような発言をしている自分への嘲りを浮かべたシュケルは、訝しむローターに「失礼」と断り、説明を続けた。

				「彼は先を読むに長けるがあまり、現在での判断が時として先進的過ぎて周囲とのズレを生みます。もうひとつ、戦略、策といった次元での戦いで勝てる自信はございませんが、戦術という次元においてはつけこむ事はできます。事実、彼はこれまで戦場では幾度かの敗北をしております。今回でいえば、こちらに作戦上の後退と見せかけての撤退策を取っておりますが、これは過信が招いた失敗でしょうな。我々が、戦力を集中してカミュルにぶつかれば、意外とあっさり……殺(や)れるでしょう」

				　シュテファンがここで口を挟んだ。

				「恐れながら、よろしいでしょうか？」

				　ローターに発言の許可を求めた彼は、許されてシュケルを見る。

				「そうは言うが、奴の近くには剣聖(アリストロ)と魔星(レミール)がいる。難しいぞ」

				「不可能と困難は違う。強力な駒を近くに置きたがるのは権力者にありがちな自己顕示欲でしかない。いいか？　本当に恐れるべきは魔星(レミール)の魔法だ。しかし彼は、カミュルの近くでは広範囲に及ぶ魔法を使うことができず、力は限定される。まずこれが我々にとって有利な点……」

				　シュケルは頬の傷に指で触れながら述べる。

				「……剣聖(アリストロ)も軍指揮をさせれば恐ろしいが、ただの剣聖であるなら一剣士でしかない。数で当たれ。我々の武器は、数のはずだ」

				　シュケルは歩を進め、作戦卓に近づくと地図を手に取った。そこには両軍の配置が赤と黒のインクで記されていて、彼は一同に見るようにと促す。

				「敵は全体で二万、我々は三万……今一度、この意味をしっかりと理解すべきだ。広範囲で線と点を奪い合うかのような戦闘もたしかにひとつの形だろうが、敵の弱いところにこちらの戦力を集中させる。機動力に優れた一軍でそれを成す。局所的な戦力差は、全体の戦況を一変させることができる。特に、カミュルは存在が大きすぎるからこそ、これが可能である……如何でしょう？　猊下」

				　ローターは、シュケルを連れて来て良かったと口内で呟き、神への感謝を素直に祈れた。そしてシュテファンに命じる。

				「騎兵を軽装に。周辺の師団と連携を取り、方向性を統一しますが……この狙いは伝えなくともいい。敵に悟られては厄介ですから……シュテファン、君が急襲部隊を率いてください」

				「お任せください……猊下、お願いを申し上げてもよろしいでしょうか？」

				「どうぞ」

				　ローターは、何だろうかと首を傾げた。

				　シュテファンはシュケルを一瞥し、枢機卿に一礼した。

				「シュケル卿をその軍にお加えください。彼によって急襲を成したとする必要が、彼にも帝国にも、猊下にも必要ではございませんか？」

				　ローターは満面の笑みを作り、進言を受け入れると許可した。

				「責任は僕が取ります。存分にやりなさい」

				　これまで、こう言える上役がいなかったことが騎士達の不満であったから、誰もが彼の為にと同じ方向を見ることができた。その中でも、シュテファンがローターとシュケルに協力的であったことが大きいが、この総長は騎士としても認められていたが人格者として知られていたので、そう驚くことではないかもしれない。だが、派遣先へと到着したローターが、シュテファンの師団との合流を望んだ狙いはまさにこれであり、他の師団であればまた違った結果が待っていた可能性がある。それはローターへの反感、つまり後から来て指揮権を要求するのかという不満もあるが、シュケルへの嘲りを表に出す可能性がある総長が率いる師団との合流を先にするわけにはいかないという目論見が大きかった。

				　ローターは、シュケルの価値を認めていて、司令官的立場と、参謀的立ち位置のどちらかが最も彼を活かせると信じていた。中途半端な権限のみで軍を任せると、シュケルが苦労するとも知っていた。

				　ローターはシュケルに、華々しい戦績での復活をさせることで、改めてグラミア侵攻の司令官に任じたいと思っている。そこにはフリードリヒ二世に追い風を送ることになろうとも、国家の大事の前では個人の立場や感情による論理は小事だという断定、信仰を守るための教団は強くなければならないという盲信に近い理念があった。

				　だが、この時の帝国にあって、個人の損得で判断を下さない権力者は貴重である。

				　ゆえに彼は、帝国の現状がどれほど危うかろうとも、決して諦めるわけにはいかないし、投げ出してしまうこともできない。

				　教団上層部は責任を下に取らせたがり、中層部は上と下に挟まれて硬直化、下層部は上への不満で批評家気取りが増えている。民は大国の一員たる誇りと信仰にしがみつき、異教徒を許すなと叫び戦争を望む。武器と奴隷を流通させる商会が経済を牽引してはいるが、戦争景気とも言えるこれは歪であり、農業生産量も戦争を前提に計画が立てられているから、物価は落ち着いてはいるが麻薬で精神を保つような愚行を犯している。薬がきれた時、帝国はすさまじい発作で苦しむことになるのだ。

				　だが、戦争を終わらせることはできない。

				　帝国財政は帝国内だけの収支でみると赤字なのだ。かろうじて、外征による外貨獲得が損益計算を差し引きゼロにしていると言える。支出の多くは軍事費で、医療や教育は後回しにされているから、平均寿命は大国であるのに周辺国よりも短く、人材が育ちにくい環境である。

				　しかし、いつかは戦争を終わらせなくてはならない。

				　ゆえにローターは、戦争を終わらしてもなお経済が回る国情に帝国を着地させる計画が必要だと考えていて、それはグラミア併合による東西横断公道(シルクロード)と南北縦断公道(グランミジュペル)の要衝であるキアフとベオルードの支配にあると決めていた。この二つがあれば関税での収入が見込め、収益構造に変化が発生した後に安定する。そして物流の要を押さえることで周辺諸国への影響力をさらに強めることにもなる。グラミアという地は帝国による支配でこそ価値を発揮するだろうと考えていた。

				　グラミアがオルビアンを狙うのと同じように、帝国にもグラミアを狙う理由があり、教皇とローターはそこに関しては同じであるが、内容に大きな隔たりがある。

				　前者は自分のため。

				　後者は国のため、である。

				　騎士達が去った後、ローターは木陰に机と椅子を運ばせ、庶務をこなしていた。ここで近侍が手紙を彼に差し出す。

				　帝都から、であった。

				　内容は、グラミアとトラスベリアが戦端を開いたというもので、ローターはグラミアの勝利を確信しつつ文章を読む。

				「猊下、どうなさいました？」

				　近侍の少年に問われ、自分が笑っていたのだと気付いた枢機卿は手紙を閉じた。

				「いや……ねえ、君。君はグラミアとトラスベリア、戦ったらどちらが勝つと思うかな？」

				「それはもちろん、グラミアです」

				　少年は考える暇なく答える。

				「どうしてだい？」

				「我々に勝ったグラミアは、トラスベリアよりも強いはずです」

				　そういう論法かと感心したローターは近侍を下がらせ、そう遠くない答えだと評価してやった。

				　彼は腕を組み、脚を組むと背もたれに身体を任せた。ぎしり、と軋んだ椅子。

				　唯一神(スーザ)への信仰を守るにも教団は強くなければならないと、彼は空を見上げる。雲はなく、澄んだ蒼さは爽快である。

				　ハインリヒのほうはうまく進んでいるだろうかと、彼は東の方向を眺めた。

						  

				　　　　　　　

				

				　キアフ。

				　大陸西方諸国の東側玄関口としての価値は戦時であっても変わらないが、過去に比べて陰りは認められる。しかしながら賑わいは相変わらずで、昼も夜も多くの人々が行き交う。

				　ベルベットは宿の二階に取った部屋の窓辺から大通りを往来する人々を眺めて、想像していた以上に華やかだと認めた。

				「珍しいですね、本を閉じないまま」

				　食事を運んできたドゥドラが、卓上に広げられたまま放置された書物達を眺めて言う。

				　ベルベットはよろよろと振り向き、お尻を労わるように寝台にふわりと座った。

				「しゃんしゃんと鈴が鳴っていて気になったのだ」

				「ああ、キアフでは商隊は鈴を鳴らしながら進むのです。自分達は商隊だぞと周囲に知らせることで道を譲ってもらい、宿や食事処の声掛けを受けることができる。探す手間が省けるという風習ですね」

				「お前、物知りなのだ」

				「我々、ペルシア人は様々な場所で傭兵となります。俺はアルメニアの前、東部都市国家連合の商会に雇われていましたからね。キアフにも一度、その時に」

				「おお、おお……お！　ドゥドラ、牛じゃないだろうな？」

				　ベルベットは卓上に並べられる食事を指差し、大皿に盛られた肉の煮込みを指摘した。

				「グラミアといえば、牛です」

				「……牛は嫌いなのだ」

				「ベル様らしくもない。動物への敬意を払うためにも、その生命への感謝を示すべく召し上がるべきですぞ」

				「……悔しいが正論だ……」

				　ベルベットは寝台から出ると、寝台脇の卓に掛かったローブの衣嚢(いのう)から紙きれを取り出す。紙は高級品だが、彼女は紙を衣嚢に収まる大きさに千切って収めており、何かを書き止めたい時に取り出して使う癖があった。

				　少女は紙きれに、ニコラ数字で『一〇』と記す。

				「ドゥドラ、ほら、一〇点やるのだ」

				「……ありがとうございます」

				　傭兵が一礼して受け取る。

				　一〇〇点が溜まれば、特別な褒美をもらえるという決まり事であるが、減点されることもあり、彼女の部下で特別な褒美とやらを受け取った者はまだいない。

				「しかし、困りましたね」

				　ベルベットが椅子に掛けた呼吸で、ドゥドラが口を開く。

				　彼の言う『困った』というのは、グラミア王宮を訪ねてベルベスト山調査許可を求めたがあっさりと却下されてしまった事を指している。

				　野菜のサラダ、肉の煮込み、チーズを前に少女は最初にサラダに手をつけた。もしゃもしゃと咀嚼する彼女は、徒労感とお尻の痛みで一点を見つめていた。

				「王に直訴しますか？」

				　ドゥドラは、相手が聞いているものとして話しかける。

				　ベルベットは肉の煮込みを恐々として食べ、全く臭みのないことに目を輝かせた。

				「こういう調理法ならば、食べられるのだ」

				　ドゥドラが頬をほころばせる。

				「ドゥドラ、グラミア王は北に軍勢と共にいるのであるな？」

				「ええ……そのはずです。グレイグ公と戦っておるでしょうね」

				「北に行くのだ……はむはむ……王に会う……ダリウスにも」

				　外人連隊の傭兵は、ベルベットの元気の無さにはダリウスと会えなかったというものも含まれているのだと感じた。

				　ベルベットにとって、ダリウスは特別な存在だ。彼女の我儘を受け入れつつも、叱るし注意もするのが彼で、他にそんな大人は彼女の周りにはいなかった。

				　部下の胸中を知らず、ベルベットはチーズを食べながら水を飲む。水には柑橘類の果汁が加えられていると知って、彼女は美味だと喜んだ。

				「さっぱりとして、こういう料理に合うのだぁ……美味しい。ドゥドラ、お前も食べるのだ」

				　ドゥドラは遠慮しない。それは、彼女が誰かと食事を一緒に取るということを、ダリウスが去ってからできていない現実を知っているゆえである。

				　肉の煮込みを咀嚼するドゥドラに、ベルベットが「美味しい？」と同意を求める。そのやり取りひとつが、彼女を少女たらしめていて、ドゥドラは微笑みながら頷くことができた。

				「美味しいですね。ベル様、ベルベスト山の調査を終えたら、一度、帰国しませんか？　旅費が少なくなってきておりますので」

				　ベルベットは、指輪をひとつ外した。

				　大きな紅玉が美しいそれは、いくらの値がつくのかドゥドラには計れないが、高価であろうとは推測できる。

				「これを売れ。装飾品はな、こういう時のためにあるのだ。私ひとりなら転送魔法でピョンだが、お前達は大変だな……移動時間の短縮こそ文明発展の鍵であるな」

				　ベルベットの指輪をドゥドラは受け取り、売ることがないようにと祈る。

				「ぐむぐむ……古代文明は……時間短縮をどうやって成したのだろう？　あれだけ広範囲に……世界中に似たような遺跡が分散しているのは、きっと世界全体で繋がっていたと思うのだ」

				「とても速い馬がいたんでしょうかね？」

				「……減点だ。さっきのを返すのだ」

				　ドゥドラは、一〇点と書かれた紙きれをベルベットに返した。

				「寿命を伸ばす術でもあったのかな？　伝達速度、移動速度を速めると同時に、人間そのものの時間を増やすことで発展は三乗の速めで進むのかもしれない……ふむ、可能性として覚えておこう」

				「広範囲に広がるほどの文明だったからこそ、戦争が始まった時の被害も広範囲に広がったのかもしれませんね。だから消えたように……短い期間で滅んだのかも」

				　ベルベットは、紙きれの一〇を五に書き直してドゥドラに差し出す。

				「取っとくのだ」

				「……ありがとうございます」

				「川向うの村が龍に襲われた、は危険だったという事か……自分達に関係ないと思っていたら、あっという間にという可能性は確かにあるな。ということはだ……古代文明の人達は、自分達が築いた速さ、早さというものを制御できていなかったということになる。舐めていた……というべきか、経験していないから予測できなかった……のかは別として、こうだろうという推測を超えた変化の波に呑まれたのかもしれないのだ。そして指導者層の意思決定が複雑化していたのかもしれない。混乱極まれりといった状況で、記録もちゃんと残せないまま消えたということかもしれんのだ」

				「ベルベスト山の遺跡で、そういうものを調査されるのですか？」

				「それもしたいし……」

				　ベルベットは水を飲み、肉の煮込みを取り皿に置きながら言葉を紡ぐ。

				「……自分がした実験の結果も知りたいのだ。落ちていく角度からそう遠くないと思ったが、でも違った。帝国領のどこかかもしれないし、グラミアの可能性もあるが、ペルウス星の真下だったから、南北へのズレはないはずなのだ」

				「流星となったのは、物だったのでしょうか？　者、だったのでしょうか？」

				「分からないのだぁ」

				　ベルベットは情けない声を出してドゥドラを笑わせた。

				「いずれにしても、流星が落ちたという目撃情報が全くグラミアに残されていないことが気がかりなのだ。ならば、あれはどうなった？　消えたのか、存在しているのか、知りたいのだ！　……はむ！」

				　彼女はチーズを齧り、ドゥドラがサラダを頬張るのを眺めて続ける。

				「仮に……何かが確かに存在……はむむ……していた、いるなら、私の召喚魔法は完成に近づくし、過去に跳べる可能性が高まるのだ」

				　彼女は期待を瞳の煌めきに変えて、肉の煮込みを取り皿へ載せながら宣言する。

				「とにかく！　今はベルベスト山の調査許可なのだ！　いや、グラミア国内の調査許可を取るのだ！　行動の自由を確保するのだ。はむ！」

						  

				　　　　　　　

				

				　戦争だけが戦いではない。

				　荒れた土地を豊かにするのもまた厳しい戦いである。

				　リュゼ地方は、帝国によって搾取されて荒れ果てていた。畑は耕作できるようにするまでかなりの時間がかかるであろう有り様であり、水路は破壊されたまま放置されていた。だが人の心の荒みように比べれば、目に見える範囲など困難に値せぬかもしれない。

				　リューディアには、そう思えた。

				　政務卿であるアルキームの命を受け、リュゼと周辺一帯の領主となったリュゼ子爵家へ主席庶務官として異動することになった彼女は、周囲の同情をよそに喜んでいた。しかしながら、リュゼへと入って後悔をしている。

				　まず、リュゼ市街地は死体で溢れていた。スーザ人を徹底的に害した住民達は、殺し尽くして放置した。リュゼを解放したルマニア公爵軍を中心とする諸侯連隊は、アラゴラ方面に撤退している。これは東部都市国家連合とアラゴラ南部諸侯が手を結び動き始めたからだ。これらの結果、夏を迎えて放置されていた死体の山は腐敗が進み、疫病が蔓延を始め、リュゼは帝国軍の支配下にあった時とは違う苦しみで喘いでいる。領主たるリュゼ子爵ナルは、王に従い北征とあって現地に入ることができない現在、名代である家宰コズン・ギラと、主席武官であるルナイス・ジニョが兵達を使って市街地の清掃を始めたが、まだまだ終わりはみえない。またこの不衛生が原因で、食料不足と水不足が発生し、且つ周辺の農村が帝国軍によって壊滅状態である状況では、ルマニア地方もしくはブスカシュからの援助に頼るしかないが、リュゼだけでも六〇〇〇人もの住民がいて、リュゼ地方全体でいえば一万人を超える規模であり、彼等が無期限に食料と水の援助を受け続けるのは不可能である。

				　都市リュゼを抱えるリュゼ州を領地とするリュゼ子爵家は、実質的に王家と連携しリュゼ地方全体を外敵から守る役割を負うのであるから、この問題の解決に向けて進まねばならない。だが、外敵の存在が難易度をさらに高めている状況が、現在である。

				　難しいが、やらなければならない。

				　丘陵地帯を馬で進むリューディアは、ルブリン公爵家にいただけでは決して経験できなかったであろう試練を前に、上っ面のみを見て面白そうだと感じていた過去の自らを愚かしいと見るだけの成長をアルキームによって齎されていた。そして彼女は、過去の自分は現状への不満で外に出たがっていただけの甘ちゃんであると切り捨てる厳しさを身に着けている。

				　そんなリューディアであるから、挑戦という意欲が逃避を払い除けた心持ちで、その光景を前に身震いをした。湧きあがる高揚は、これまでにない心地よいものであった。

				　クローシュ渓谷の北、頂きは高く聳(そび)え雲に先端が届きそうである。そこから南へと続く大森林地帯は強い生命力を発する緑で大地を支配していた。視線を空へと転じれば、煌めく雲が白を放ち、空の青さをより濃くしているが、そのはるか先は澄んだ泉のように清い。

				　絶景であるからこそ、無残な姿となった水路と、水がこぼれ泥水が沼を形成している一帯がより目立つというものだった。

				　リューディアは外衣の衣嚢から梨を掴みだした。腰のナイフに手を伸ばし、隣の男に尋ねる。

				「食べます？」

				「やりましょう」

				　彼女は、同伴者に梨とナイフを渡した。

				「帝国はどうして水路を破壊したのかしら？」

				「それがグラミア人を困らせるからですよ」

				「自分達も困ったのではないかしら？」

				「自分達は、井戸で汲む飲み水だけがあれば良かったんでしょうね。水路の水は、作物の水です」

				「その土地を殺してしまっては、統治する意味がないわ」

				「占領には三種類ありましてね」

				　コズンが梨をナイフで剥く。くるくると器用な男は握力回復の訓練のつもりだが、リューディアは彼の意図はともかくとして喜び梨を受け取る。

				「……見て、あの渓谷の見事さ」

				　彼女は梨を小気味良い音を立てて齧り、自然の偉大さに感嘆を漏らした。

				　リュゼ郊外の丘に並ぶ二人は、木々が最も力漲る季節の今を目の当たりにしている。緑で煌めく渓谷は遠目にも広大で、山脈から流れ出た川は南方向へと幾本にも別れて進み、それが都市を中心とする盆地を形成している。アラゴラ地方へと続く豊かな水は耕作に適した土壌を齎すが、戦争はそれらを無価値なものへと貶めていた。

				「私は風景を愛でるより、どうやったら豊かになるかを考えたいです。シャク……」

				　コズンも梨を齧る。

				　二人の背後には三騎の護衛がついていて、彼等は元国軍で補佐官直下の連隊所属だった。あの時の連隊を構成していた兵の多くは、国軍が子爵家に貸しているという扱いとなっている。

				「さっきの……占領には三種類あるって言うの、聞かせてもらえます？」

				「ええ……富を吸い上げる方法です。一つは投資することで豊かにして収益をあげることです。これはその土地を自国同様に扱うという意図があります。一方で搾取の対象のみとするのであれば、時間と金をかける必要はありません。帝国にとってグラミアは、つまり後者であるという意味です」

				「二つだけよ、まだ」

				「三つ目は、投資しますが一つ目と違い本国を富ませるためだけの糧として使い捨てます。まず、その土地の民を奴隷まで身分を落とします。そして、教育、言語、文化、信仰を奪い、重税を課します。こうなれば民は貧困に喘ぎながらも、細々と暮らすしかありません」

				「結局、どれも御免こうむりたいわ」

				「ええ、ですから我々は我々の土地を守るのでしょうな、リューディアどの、東西横断公道(シルクロード)がああして渓谷から伸びておりますから、宿場町をあの辺りに作りましょう。しばらくはブスカシュとルマニアからの援助に頼らねばなりませんが、リュゼ市内には輜重隊が滞在するだけの余裕がありませんから」

				　リューディアは頷き、後方で待機する騎兵の一騎を手招く。

				「紙とペンを……」

				　彼女は馬から降りると、組み立て式の台を地面に突き立て、羊皮紙にさらさらと文章を記した。それは宿場町に必要な人員と物資で、手配をリュゼのルナイスに依頼することに決めている。

				「ここより西は……」

				　コズンが西の方角を手で指し示す。

				「……帝国軍と我々との間で何度も戦を繰り広げた過去があり、民の多くは逃げ出した後です。森、湖、川、沼地、平原……無人の自然が帝国領まで続きますが、開発をどうするかが問題です」

				「その開発は、ナル閣下のお考えに添うでしょうか？」

				「と、言いますと？」

				　コズンの問いに、羊皮紙を丸めて紐で括り結んだ彼女が答える。

				「開発をしたところで、侵略にさらされてしまうのであれば元も子もありません。人も嫌がるでしょう。ここは優先順位を明確にして、投資先を絞るべきです。国庫から事業費を借りているとはいえ、無尽蔵にあるわけではありません……」

				　リュゼ子爵家は、グラミア王国の国庫から資金を借りている。担保はリュゼ子爵家の領地であり融資限度額もそれに合わせて設定されていた。王家の金庫は国庫とは別だが、イシュリーンはナルへ国が金を貸すという体裁を取ることを重要視していて、アルキームも賛成したので現在にいたる。

				　異国人である彼は、金銭消費貸借契約によってグラミアに繋がれているという一面もあるぞ、と周辺国と国内に見せるためだった。

				　リューディアは発言を続ける。

				「……帝国は必ず侵攻してきます。民の狂信、教団の事情、そういうものが国家を突き動かすでしょう。国家もそもそも教団の所有物みたいなものです。そして教団は教皇の都合で動きますから、彼等は絶対にグラミアを諦めません。となると、豊かな土地へと変えるべく開発をするのではない道が、ここは望ましいのではないでしょうか？」

				「……同意します。でしたら、やはり水路の復旧は大事です。大軍を展開するとなると、水の現地調達は必須です。井戸では到底……城壁、街道、まずはそこになりますな」

				「ええ……蝋を」

				　リューディアは瞳に強い意思を漲らせた。

				　兵士が用意した蝋に、自らの印を押し付けた彼女は、血液のような濁った朱の蝋で手紙に封をする。

				「これをルナイス殿に」

				　兵士が一礼し受け取り、駆けるとたちまち馬上となる。

				　馬が駆け出した後、彼女は若々しい表情に凛とした輝きを発していた。

                			

	








			
				　荒々しい装いの者達は、トラスベリア語を強い口調で発することでグラミア人達を脅えさせた。そして態度は高圧的で、手に持つ武器は恐怖だった。

				　大剣が振られると、グラミア人の悲鳴があがる。

				　大地に降り注いだ血の量は、溢した人間が死んでいることを示すほどに大量だった。

				　ずるりと落ちた腸(はらわた)。

				　がくりと膝から崩れ落ちた男。

				　彼は死ぬ直前まで手を伸ばして、連れ去られようとする妻と娘の名を叫んだ。

				　グレイグ公爵軍によって蹂躙されるウラム公爵領北部は、侵略者の脅威に民がさらされればどうなるかをまざまざと見せつけている。そこには対話、懇願など意味を為さない現実が描かれていた。

				　領主の避難命令に従わず、土地にしがみついた者達は後悔する暇もないほどの勢いで略奪、殺害されていく。

				　記録を残す者も、後でそれを読み知る者も、数字だけを見て悲惨さを十分に知ることなど不可能であるが、こういう事実があったという事くらいは知ることができるだろう。しかしながら、記録を残す者達の勝手で、こういうものはいくらでも作り変えられるものだ。

				　グレイグ公の腹心であるガノッザは、ドラガンが時間稼ぎの為に民を見捨てたという一文を記録に加えるようにと指示を出していて、その通りに記された。

				「奴には領主の資格なし」

				　ガノッザは後々、交渉が発生した場合を見据えて手を打った。

				　その彼は斥候が持ち帰る報告をまとめ、公爵に進言する。

				　ヴィルヘルムは太った身体を馬車で運ばれながら、窓越しに軍務卿に尋ねた。

				「ルイスクを取るなだと？　どうしてだ？」

				「今は……という限定的なものでございますが」

				「だがグラミア軍が寄り道をしているのだろう？　さっさと奪ってしまえば良いではないか？」

				　斥候によると、グラミア軍はルイスクよりも東に位置するゼルトという都市に向かった後、北東へと転進中であるとのこと、現時点ではグレイグ公軍のほうがルイスクに近い。

				　ガノッザは、自分を慎重すぎると批判するルシェミの顔を脳裏に描いて苦笑しつつ答えた。

				「我が軍が先にルイスクに入りますと、やってきたグラミア軍を迎え撃つことになりますが……拠点防衛をするには兵站に不安が残ります。ドラガンは未だ無事でありますし、なにより、我が軍の特色を活かせません」

				「だが、グラミア軍が先にルイスクに入ると拠点攻めになるのではないか？　どちらにしても拠点での攻防になるぞ」

				　ヴィルヘルムに指摘される前から、そんな事は分かっているガノッザとすれば説明するのもかいつまんだものとなる。

				「守るのと攻めるのは大きく違います。そして此度、南進の我々は攻め、です。ゆえに立場が一時的に逆転すると士気に影響が出ます。仮にルイスクが以前のように略奪し甲斐のある都市ならば取ってしまうところですが、空である現在、兵達がこもりたがらないでしょうな」

				「……奴隷として売り払う予定のグラミア人どもがおるだろう。連れて行けばいいのではないか？　気晴らしにはなろう」

				「……食わす余裕はありません。彼女らは本国に送り、早々に売りさばくのを良(りょう)とします」

				　ヴィルヘルムは自慢の髭を右手で摘まみ整えながら、左手で隣に乗せている娘を抱き寄せた。ここ数か月、彼が入れ込んでいる娘で、ガノッザとしては主のこういうところを好きになれない気持ちはあるが、それを表に出す彼ではない。

				　グレイグ公爵軍は、ウラム公爵領北部に広く展開していたがここにきて集結していた。ルイスク方面へと進出する予定であり、グラミア軍よりわざと遅れてルイスクに到着する計画である。

				　ガノッザは、グラミア人達が必ずルイスクの城壁を頼りに対抗してくるものと考えていた。そうすることで、重装騎兵集団(トラスベリアンズランス)の良さをグレイグ公軍に出させない戦いをするものと見抜いていた。彼は彼なりに、これまでのイシュリーンの戦い方を研究していて、帝国軍相手にその良さを発揮させないよう苦心していた彼女の準備にこそ関心を寄せている。

				　帝国軍の良さとは、圧倒的な物量による前進だ。しかし彼等は、グラミア側の誘いに乗って戦力の小出しをしてしまった。このあたりの批評をシュケルが知ったならば苦い薬を飲んだような表情を作るに違いない。

				　一方でグレイグ公爵軍の良さとは、やはり騎兵である。トラスベリア産の大柄な馬で揃えた騎兵に重装を施せば、突撃で砕けない敵は地上のどこにも存在しないという自負が彼等にはある。だが、あまりにも有名であるから、各国はその対応をする。

				　トラスベリア人との戦いで野戦を選択するのは馬鹿だ、となるわけだ。

				　ガノッザは、グラミア王軍がゼルトに寄った狙いは、ドラガンの拠点を襲うフリをしてわざとルイスク到着を遅らせた事であると考えていた。もともとルイスクを狙ってグレイグ公爵軍は南下をしているわけだから、イシュリーンはそれを利用してグレイグ公軍をルイスクに入れてしまい、包囲戦をすると見せかけて兵站を襲う。そうすることで補給が断たれたグレイグ公軍側とすれば撃って出るだろうが、城門へ矢と魔法を集中されるとさすがにしんどい。

				　ガノッザはルイスクを無視しようかとさえ考えていたが、それもまた愚かしいと判断した。グラミア軍がルイスクに入り、それを無視してグレイグ公軍が南下をしてベオルードに迫ったところで、結局は同じであると言えるし、今回の目的はウラム公爵領の併合である。これを成し、季節が冬となっても物資が滞ることのない道を確保してさらに南下すべしというのが、彼の決断だった。

				　こうして、拠点での攻防を敵が望むならば、より自分達に有利な攻撃側という立ち位置で望むというものがガノッザのグレイグ公爵ヴィルヘルムへの進言に繋がったわけである。

				　だが、ナルの考えは違った。

				　彼はグレイグ公軍がルイスクを無視して南下することを最も恐れた。というのも、グレイグ公ヴィルヘルムはドラガンを成敗するという大義を掲げてみせたうえで、最終的にはさらに南のベオルードが目的であると知っているからだ。そしてベオルードに敵が迫れば、グラミアの物流が死ぬのだ。ナルがキアフよりも重要だとするこの都市は、東西横断公道(シルクロード)と南北縦断公道(グランミジュペル)の交差する位置であり、グラミア王国の経済を握っている。昨年、帝国軍にベオルードが包囲された際、イシュリーンもナルも統治者ではなかったから直接的な被害を受けていないが、影響は残っているし、今はもちろん統治者側であるから過去の比ではない被害を被るだろう。対帝国に財貨の消費が激しい現在、これは避けたいところであった。

				　グレイグ公爵軍がなりふり構わず南下すれば、戦争だけを見た場合は吉と出るだろうが、国家全体で考えた時、傾きかねないとナルは危惧した。

				　ガノッザはルイスクにグラミア軍を入れることで優位に進めようと企み、ナルはグレイグ公爵軍がルイスクを無視しないように対応しようと計画していた。

				　この二人の思惑が、両軍を動かすことになるが、もうひとつの要素も存在する。

				　ドラガンである。

				　彼は自軍と合流した後、行方をくらました。グレイグ公軍に対して戦いも挑まず、グラミア王軍に対しても同じである。

				　彼は自分の領地で、両軍を戦わせてやろうと画策した結果、過程は違えど似たような状況にはなったと自らを納得させているが、心からの満足が得られないのはナルという男のせいであった。

				　アズレトは難しい表情の主を横目に、斥候の報告を聞く。

				「グラミア王軍、北上……明日にはグレイグ公軍とぶつかるでしょう」

				　その声はアズレトだけでなくドラガンにも届いていて、蛇目(サペルアイ)での一瞥を斥候に放った男は頬を歪めて内心を露わとする。

				　複雑だ。

				　そう彼の顔には書いてあり、アズレトは同意だとばかりに斥候を下がらせると尋ねた。

				「お館様、やるのですか？」

				「やるしかない。だが、あの小男の驚く顔も見たい」

				「騙すのですな？」

				「人聞きが悪い」

				　ドラガンはアズレトに視線を定めた。

				　馬に揺られて進む二人は同時に、今夜の夜営地である村を前に見つける。ルイスク北東に位置し、森の中にあるその村に兵達の全ては入りきらないので、幕舎の用意をしろとアズレトは伝令に命じた。

				　グレイグ公軍の進路からはずれたこの村では避難は行われておらず、村長(むらおさ)はドラガンを迎えるべく姿を見せる。茂みや木々の乱立で狭隘な山道を、ドラガンは余裕の表情を作って進むと村長の前で馬を降りた。

				「お迎えさせて頂きます」

				　一礼した老人に、ドラガンは礼を言う。

				「すまん。兵達は外で休ませるが、俺は納屋を貸してもらいたい」

				「いえ、部屋をご用意いたしましたので……」

				「いいのか？」

				「先々代、先代、そして貴方様と、我々は変わらずお仕えするだけでございます」

				　先代を殺したのは俺だがな、とドラガンは笑って村長(むらおさ)の好意に笑みを返した。

				　彼は兵達に甲冑を脱がせてもらうと、下着姿のまま井戸の水を汲み頭からかぶった。そして立ったまま味の薄いスープと硬いパンを食べ、人参を吐き出して地面に転がすと、士官達を集めて指示を出す。

				「グレイグ公の動きを常に監視しろ」

				「グラミア王もだ。戦闘が終わった後も動きを間違いなく教えろ」

				「輜重隊は最小限に止める。兵に武器を持たせろ。移動はそうない」

				　ドラガンは部下達の前で素っ裸になると、井戸から水を汲み身体を洗う。

				　指示は出し続けた。

				　最後まで残ったアズレトは、水浴びをして部屋へと案内される当主の背に声を放つ。

				「お館様！　明日の出発は早朝でよろしいですか!?」

				「それでいい。頼む！　起こしてくれ！」

				　承知したと笑うアズレトがドラガンの反対方向へと進んだ。

				　村長(むらおさ)に続き室に通されたドラガンは室内を眺める。広くはないが寝台と水差しが用意されていて、さらにうら若い娘が一人、待っていた。

				　村長(むらおさ)が無言で扉を閉めたので、ドラガンは娘と二人きりとなる。

				　彼は素っ裸であるから、照れ隠しに話しかけた。

				「ここは俺が使っても良いと聞いていたが？」

				「はい、お爺様からお世話をするようにと仰せつかりました」

				　どういう種類の世話を命じられたかなど確認する必要はなく、ドラガンは寝台に腰かけて娘を手招く。抱きつきたい気持ちを殺した彼は、念の為に尋ねた。

				「お前、処女ではないだろうな？」

				　彼女は、羞恥で頬を朱色に染めて答える。

				「……初めて……でございます」

				　ドラガンは困った。

				「姉……はいないか？　お前ほどに可愛い顔立ちの……嫁いだ？　それでは駄目だ……うーむ……妥協する。お前のお爺様に、経験済みの娘を寄越してくれたら有難いと言っていたと伝えてくれ。では、出ろ」

				　追い出されるように廊下に立った娘は、背後で閉じられた扉の音で瞬きをした。何か粗相をしたかと悩む彼女が、ドラガンから言われたことをそのまま祖父に伝える。

				　村長(むらおさ)は悩み考えた後、ドラガンがいるはずの部屋の前に立った。

				「恐れ入ります」

				「なんだ？　見つかったか？」

				　部屋の中からドラガンの声が発せられた。期待に満ちた明るい声色である。

				　村長(むらおさ)は、背を丸めて頭(こうべ)を垂れ、述べる。

				「ご所望の……ですが……娘となると……おりませぬ」

				「分かった！　もう寝る！」

				　老人は、為された返答から領主は気分を害したと察し、謝罪した後に部屋の前を辞した。

						  

				　　　　　　　

				

				　グラミア北部一帯のウラム公爵領は広い。だが人が住める場所となると土地はそうない。しかしながら鉱物資源が豊富で、鉄はよく採れた。これがウラム公爵領の財源のひとつで、過去において他諸侯を威圧してきた原資であった。

				　鉱物資源を運ぶ街道はいくつかあるが、主要なものがやはり広く立派だ。

				　ルイスクはその道と南北縦断公道(グランミジュペル)を繋ぐ連結点として栄えてきた歴史があり、北に南に鉱物を輸出する拠点であるが、ドラガンの仕業で今はゼルトに機能を移しつつある。しかしながら、南北縦断公道(グランミジュペル)上の拠点としては価値があり、ここを空にする勇気を持っていると評すか、馬鹿なのかとけなすか、人それぞれの感想をドラガンに寄せるだろうが、ガノッザとナルは前者である。

				　彼等がそれぞれに仕えるグレイグ公とグラミア王は、ルイスクを捨てた勇者たるドラガンの一手によってぶつかろうとしていた。彼がルイスクを放り出すことさえなければ、グレイグ公とグラミア王はあくまでもウラム公爵を挟んでの対立がせいぜいであっただろうからだ。

				　しかしながら、ヴィルヘルムの心理とすればあくまでもまずはドラガンで、グラミア王はついでというべき存在であった。彼にとって、ドラガンを倒してウラム公爵位を得た後、グラミアに領地を持つ者として堂々とイシュリーンの治世に口を出し、手を出そうという順番なのである。

				　思い通りに進まぬとは、ヴィルヘルムの現在の心境で、これには完全にドラガンも同意だろうが、両者はそれを知り得ない。

				　ともかく、ヴィルヘルムはしゃしゃり出て来たグラミア軍を叩き潰すと決めており、ガノッザも同じ考えであった。

				　グレイグ公軍の軍務卿とすれば、敵の用意した戦場に飛び込むつもりは毛先ほどもないが、結局のところ南下をするのは変わりなく、進軍中は奇襲を警戒した。ルシェミが「さっさと南下して、一気にベオルードに迫れば敵から出てくる」と唇を尖らせていたが、ガノッザは後方を分断される恐れのある選択を立場上、取ることなどできなかった。

				　斥候を広範囲に派遣して、グラミア軍の動きを監視しつつ自軍周辺の安全を確認しながらの行軍は、ガノッザの胃に多大な圧力を与えていて、彼はさっさと敵が出て来てくれることを祈った。その方が気が楽だという心の動きは、戦いさえ始まれば勝つという自信からである。このあたりはやはりトラスベリア人で、弟を殺した敵を一応は認めつつも、自分が負けるはずがないとも思っていた。

				　そんな折に、斥候がグラミア軍の大部隊を発見した報を齎したので、これを捕捉すれば野戦での決戦に持ちこめるとガノッザは息巻いている。

				　ナルは、ガノッザ個人の内心を知らないが、トラスベリア人全般に言える気概は知っていた。軍史書を中心に書物を読み漁り、近年の情勢調査書に片っ端から目を通し、テュルク族からあがってくるトラスベリア人達の動きを聴いていた彼は、敵はグラミア人相手に戦えば負けるはずがないと思っているであろうと見抜いていた。また、グラミア人側の心理として、トラスベリア人相手に戦ったところで勝てるのだろうかと不安がっているとも知っていた。しかし、運が良いのか悪いのか、ナルはグラミア人ではなく、この世界の人間ではない自覚があるから、周囲がどんなにトラスベリア人は強いと騒いでも実感できないでいるし、不安を感じることもない。いや、正確にはこれまでも似たようなものだったという達観だった。

				　ウラム公爵と王家相手に、イシュリーンと共に戦った内戦も、当初は厳しい戦いが待っていると予感していた。

				　ウラム公爵ドラガン討伐も、アブリルを奪われる失態を乗り越えて成功に導いた。

				　帝国軍と戦った第二次クローシュ渓谷も、ウラム公爵領から転進しての戦闘は一般論で言えば難しいものだっただろう。

				　限られた戦力で成功に導く事が必要だったアラゴラ侵攻でも、暗闇の中を灯り無しで進むような不安が確かにあった。

				　クローシュ渓谷南で帝国軍と戦った時などは、死闘と呼べるものであったし、ダリウスを失う恐怖に叫んだ。

				　そして現在、精強を誇るトラスベリアの、選帝公の一人であるグレイグ公爵ヴィルヘルムが軍勢を率いて南下中である、ただそれだけの事だと、ナルはこれまでの経験から断じることができている。

				　それも、自分が状況を操った結果であるという余裕があった。

				　油断ではない。

				　トラスベリア人は強いとばかり聞かされるが、できない理由を並べて否定的な意見しか述べられない人を前に、ナルは昔の自分と彼等を重ねることで憐れんだ。

				　難しかろうが、容易かろうが、しなければならない事には変わりはなく、ならばするのだと彼は決めている。

				「結局、俺達は難しいからと線を引くのさ……失敗した時のためにね」

				　ナルの言葉は、隣のアブリルだけに届いた。

				　二人は今、ルイスク方面へと向かうグレイグ公爵軍の軍列を頂きから見降ろしている。狼煙をあげれば、グラミア軍が襲いかかる算段であるが、時間差は相当にあるので彼等はただちに退避する予定だった。

				　丘陵地帯と表せば、様々な地形が含まれるが、グレイグ公爵軍が進んでいる現在地は荒涼とした起伏の乏しい平地である。しかし左右には山稜が望める窪地になっている。狭くはないが広くもない。ルイスクまでの経路はいくつかあるが、グレイグ公爵軍がここを選択したのは、ナルがダリウスに頼んで騎兵を放ったからだ。これは虚報となってグレイグ公爵軍の進路を限定した。

				　ナルがしたのは、わざと敵の斥候に自軍を発見させたことである。

				　これで、戦いたいと思っているグレイグ公爵軍は、この道を選択したのだ。

				　ルイスクに籠ったグラミア軍と戦うつもりのガノッザであっても、敵が野戦準備をしていると斥候が情報を持ち帰ったならば、しめしめと前のめりになるのは当然の帰結であった。

				「ナル殿は、あの騎兵を相手にしても勝つ自信がおありなのですか？」

				　アブリルの問いは、遠目にも大きな馬で揃えた重装騎兵を見て発せられたものだった。

				　トラスベリア産の馬は、雪が積もる大地を蹴り進む馬力を得る為に大きく改良されてきた歴史があり、平原を早く長く駆けるように改良されてきたグラミア産に比べてとても大きい。トラスベリア種と並べば、グラミア種は仔馬に見えるかもしれないと言えば大袈裟だが、しかしそれほどに差がある。その馬に甲冑を着させ、また甲冑をまとった兵士が乗る。武器は太く長い槍や鉄の棍棒であり、接近戦では鎚を使う。矢避けの盾など鐙にすら用意されておらず、厚い鉄の鎧に守られたまま突進するという単純な戦術は圧倒的な破壊を生む。

				「アブリルさん、勝てないと認めることは大事だよ。だから戦い方が決まってくる」

				「どういう意味です？」

				「やりようはあるって事だよ、アブリルさん達、テュルクの人達が頑張って情報を持って来てくれるから考えられるんだ。いつもご苦労様」

				　こんな時に、そんな顔と声色で言われたら困ると、アブリルはニカーヴの奥で赤面した顔に微妙な笑みを浮かべた。だが、照れて喜んでいる場合ではないと分かっている彼女は、肩越しに背後を眺め、部下に狼煙をあげるようにと指示を出す。

				　テュルク族の女が離れ、しばらく後、狼煙があがった。

				　同時に、ナル達はその場を離れた。彼は近くで待機する一個連隊二〇〇に合流する。元は補佐官連隊に所属していた兵達で、現在はリュゼ子爵連隊となっている彼等は籍を国軍においたままリュゼ子爵家に従うという複雑な立ち位置であった。これは彼等が受け取る給金や保障を、これまでと同じにしてやりたいというナルの我儘だったが、イシュリーンが認めた。ただし期限は二年ときられていて、それまでにナルは彼等を国軍に返すか、子爵家で雇うだけの財政的余裕を生まなければならなかった。

				　リュゼ子爵連隊の半数はルナイスに従ってリュゼに入っており、半数がナルと共にある。

				　彼等はひとかたまりとなってグレイグ公爵軍と並行していたが、狼煙を見て動きだしたグレイグ公爵軍に発見された。

				　重装騎兵ではなく、威力偵察に出てきた軽装騎兵の連隊だと見たアブリルは、ナルに鋭く警告した。

				「敵の視界を奪ってやります。先を急いでください」

				　テュルク族の女達は、戦場での働きにも躊躇しないアブリルに続く。

				　魔導士ばかりで編制されているテュルク族の部隊は、戦闘となれば結界で味方部隊を敵の魔法から守ることに集中するのがこれまでの役目だった。

				　しかしアブリルは、魔法は結界で防がれるから先に放つのは愚かだという先入観を、ナルと共に行動することで捨てることができた。

				　結界にぶつけるから防がれて終わると理解する彼女は、敵騎兵と自軍の間まで後退すると、部下達と共に火球の魔法を一斉に発動する。

				「結界(シェルデェ)！」

				　トラスベリア語の怒声があがり、グレイグ公爵軍軽装騎兵五〇は結界を発動した魔導士を中心にお互いの距離を短く取る。鮮やかに馬を操る技量は確かで、さすがと賞賛できるだけの相手であったが、アブリルは成功を確信した。

				　彼女は地面に向かって、全ての火球をぶつける。

				　爆発、粉塵、熱風がリュゼ子爵連隊を追撃する敵に襲いかかった。直接的な被害がなかった彼等であるが、視界を奪われ、また音で馬が驚いたことで、速度が落ちる。

				　再び、爆発が発生した。

				　地面に魔法がぶつかったのだ。

				　そして、アブリルが稼いだ時間と距離を使って、ナルは後方に矢を発射させた。放物線を描いた鋼が、風のない空を裂いて地上へと迫る。

				　グレイグ公軽装騎兵達は、軽々と躱してみせたが進路の変更を強いられた。

				　騎兵指揮官は、土煙の向こうを、必死に逃げて行く敵歩兵連隊を睨む。

				「我が軍を襲おうとしたのではないようだ」

				「ひと揉みで潰せるのではありませんか？」

				　部下の指摘に、指揮官は頷くも頭を払った。

				「いや、囮かもしれない。周辺を探索し、他に部隊が潜んでいないかと調べる。戦闘中に背後から伏兵に襲われるのは厄介だからな」

				　トラスベリア人達が、ナルの連隊とは違う方向へと進み始めた。

				　グラミア王補佐官は、息をきらせてグラミア軍本隊へと駆け込み、水を一杯飲み干すと、落ち着き払った顔でイシュリーンの前に立つが、流れ出る汗までは隠せておらず、彼女に怪訝な表情を作らせる。

				「どうした？」

				「走った」

				「走った？」

				「けっこう本気で」

				　大本気であったが、彼は強がりを言った。

				　ナルの到着を知らされたジグルドとアビダルが現れ、ダリウスは騎兵を指揮しているので来ないと補佐官に伝える。

				「大役だ。ダリウス卿なればこそだ」

				　アビダルの声に、ジグルドの声が重なる。

				「伝令は犬を離しておけ！　連隊単位で素早く動く必要があるぞ！」

				　青い髪の青年が左袖を翻し身体の向きを変えてナルと正対したと同時に、イシュリーンが含み笑う。そして咳払いで表情を厳しいものにすると、凛とした声で男達に命じる。

				「グレイグ公がご到着だ。皆、いつも通りやれ！」

				　グラミア軍が、動き始めた。

						  

				　　　　　　　

				

				　昼過ぎの暑い時分に、大軍同士が向かい合った。

				　大軍の定義は、時代、場所ごとに違うが、この世界と時代において、数千規模の軍勢は大軍である。糧食、武器をそれだけ揃えるには金がかかるからだ。万ともなるとそれはもうアルメニアとか神聖スーザ帝国級の大国にしかできない芸当である。

				　グラミア王国では王家直属の軍兵は国軍で、諸侯は別に軍を抱えており、全てかき集めれば当然ながら一万を軽く超える。しかしながら、犯罪を取り締まったり、治安を維持したりとする職務もあるため、戦争だからといって全てを戦場に投入はできない。

				　この時のグラミア軍四五〇〇という数字は、国庫への負担と国内状況などを鑑みた結果で、アラゴラ地方でも油断できない現在、目一杯といえる数字である。出発した時は七二〇〇であったが、兵站を確保する為に地点ごとに待機している部隊だけでなく、輜重隊にも人はいる。また伝令や斥候として動き回る部隊や人員もいるので、戦闘に参加するという意味では四五〇〇となる。しかしながら軍医であるとか、馬の世話役であるとか、さらに人の数は減る理由はあり、戦闘員という見方をすると四〇〇〇程だ。ただ、どうしてかグラミア側は輜重隊を本軍後方わずか三デール（三キロメートル）の位置に集結させている。その数は二〇〇〇を超す規模で、不思議な決定だった。

				　一方のグレイグ公爵軍の戦闘員は六〇〇〇を少し下回る。兵力差が総動員数ほどに開いていないのは、敵地に侵入した状態で兵站維持をするトラスベリア人のほうが後方支援の人員比率が高いからである。これは地味ながら、グレイグ公爵軍の後方を脅かし続けたドラガンの殊勲と言えるだろう。彼が執拗に敵後方を襲い続けたからこそ、決して無謀ではないガノッザは部隊配置を後ろまで厚くしていた。彼等の数が増えるとすれば、本国からの増援が成された後であるが、バイエル公爵との同盟が無事に結ばれ、兵站確保が成されればという条件がつくはずだ。

				　それはしばらく先になるだろう。そして、グラミア軍はのんびりと敵の軍容が増すのを待つ気楽さを持ち合わせていない。

				　ヴィルヘルムは斥候の報告を本陣で受けた。トラスベリア選帝公の一人である彼は、ガノッザを筆頭に名のある武人を抱えていて、グリーズワルド・キルヒやノイマー・シュトレングスという名前はアルメニアや帝国、グラミアにも知られていたが、ナルは名前で勝てれば苦労はしないと無碍もない。

				「シュケル君はとても有名な御人であられましたが、彼はグラミアに勝てましたか？」

				　この言い様にイシュリーンは笑ってしまい、シュケルが聞いたら怒るぞとナルを笑わせた。

				　二人は今、グレイグ公爵軍を前に迎撃準備を整えるジグルドの手腕を眺めて感心している。左腕を無くしたが、ナル達からみても輝きは全く失せていないように思えた。だが、イシュリーンは複雑だ。

				　彼女は、自分を逃がすために剣の道を諦めるしかなかった男が、用兵家としての価値を高めるべく研鑽(けんさん)しているのを知っているがゆえに、頼もしく感じながらも自責で表情を厳しくする。

				　高みから自軍の展開を眺めて頬を強張らせる王の横顔を、補佐官が見つめる。彼は彼で、彼女の表情の変化の理由を察しているから、言葉などかけずただ歩み寄ることで距離を縮めた。

				「陛下、ジグルド卿がいる限り、陛下のいらっしゃるここまで敵が届くはずもありませんよ」

				　ナルは、自分なりにジグルドへの信頼をそう表現することでイシュリーンを宥める。

				「分かっている。だが、私は彼への感謝と謝罪を述べる立場にない。兵の一人ひとりに、死なせてすまないと謝って回るか？　愚かなことだ……つまり、私は全体の幸福のためにこそ身を投じねばならない道を選び、歩いているのだという自覚がいる。まだ……足りないな」

				　彼女は悲し気に微笑むと、これからも死ぬであろう兵達の背を前に認め、角笛を持つ近衛連隊兵に声をかける。

				「ダリウスに合図を出せ。彼の呼吸で全てを動かす。ジグルドがやってくれるだろう」

				　兵が一礼し、伝令に手の動きで合図を出した。

				　グラミアハウンドが一頭、放されて疾走を始める。犬達がそれを見て、自分もと吠えて主張したが調教師の一喝で一瞬にして伏せて静まった。近衛連隊の兵達が慌ただしくなり、アビダルが二人を促す。

				「そろそろ、参りましょう」

				「分かった──」

				　イシュリーンが答え、隣のナルへと声をかけながら身を翻して歩きだした。

				「──ナル、今回は私の近くで補佐せよ。お前の策で動く軍を俯瞰するのも勉強になるぞ」

				「承知しました」

				　ナルが彼女に続いた。

				　銀髪を跳ねさせる王の足取りは力強く可憐で、ナルは彼女が強がっていると分かった。きっと、戦いの前はいつもこうなのだろうと察した彼は、王が不安がっていては周囲に悪影響だからという理由で、そういう態度を彼女が作っているのだと気付いた。思えば、これまで戦闘の際に近くにいなかったなと思い出したナルは、今さらかよと自嘲し、これからはジグルドがいた場所に自分が立つのだと顎を引いた。

				　グラミア王と近衛連隊が戦場から離れようとする動きは、当初から決められていたもので、これは逃げるためではなく、攻撃するためにである。近衛連隊であろうが何であろうが、使えるものは使うというのがナルの方針でイシュリーンも賛同している。よって、イシュリーン戴冠前は王宮から滅多に出ることがなかった彼等も今は戦場を駆けずり回っていた。

				　上が変われば組織は変わるもので、当然ながら反発もある。新しいやり方についていけない者、それまでの居心地に満足していて変化を嫌う者はそうなるが、近衛連隊に限って言えば、王女時代のイシュリーンを見て、接して、知っていたから、そういう者はほとんどいなかった。わずかな反発者達はといえば、圧倒的無勢の状況では仕方なく従うしかないと職務にあたっているが積極性は期待できない。だがそれだけであればまだ良いというのが正直なところで、問題になるのは味方を増やそうと周囲の者達を自分達のほうに引き込む動きをすることであり、前向きに取り組む者達を揶揄し邪魔して足を引っ張ることである。ゆえに、アビダルはそういう者達こそ自分の手元に置き、監視の目を厳しくしていた。

				　こういう事情を窺い知るナルは、イシュリーンの後ろを歩きながら自らに置き換えて考えている。

				　イシュリーンの治世となって、諸侯にとってはある意味、厳しい時代になっている。これまでにない軍役の連続が分かりやすい例で、そうでないものの例とすれば新法だろう。現在のところ諸侯は、表立って反発はしていない。これは大貴族であるロッシ公爵ゲオルグ、ルブリン公爵アルウィン、ルマニア公爵になったマルーム、オデッサ公爵ハンニバルの四公が揃ってイシュリーンに服従しているからだ。そこには、彼等を要職に就かせて利を与え、外敵から彼等の土地を守る必要性があるという共通認識が王との間にあるから理が効いている事情がある。しかしながら、不満にははけ口が必要で、それはきっと自分であろうとナルは思い至った。

				　とても嫌われているに違いないと自らを評したナルは、この時代の、この国でも俺はこういう役回りなのかとうんざりしたが、余所者にもかかわらず王の信頼を得ている自分には逃れられない現実だろうと思考を繋げた。

				　ならば、利用するかと顎をひと撫でする。

				　中小貴族による王への批判、不満を、自分に集めることでガス抜きをさせればいいと頷いた彼は、軽やかな動作で馬上の人となったイシュリーンを見上げた。

				「ナル、企み事をしている時、笑うのはよせ。悪い男に見えるぞ」

				　ナルは恐縮した体で一礼し、顔を隠した。

				　そして、彼女に指摘されるまで笑みを浮かべていたと自覚のなかった彼は、人は慣れるものだなと胸中で吐き出してみたが、自分に嘘をつくことはできない。

				　慣れたい……だけだ。

				　人を騙し、殺す方法を考え続ける立場にある彼は、それによって多くの味方と国を守る職責がある。しかし、まともな神経では無理だとも訴える弱い自分が確かにいて、人前で見せることではないから隠れて一人で苦しんでいる。

				　仲間のために、仲間を殺すこともする。

				　敵を倒す為に、無関係な者達を巻き込むことも厭わない。

				　そして、イシュリーンの為にと念じる彼は、この時も彼女の後ろに続きながら、それだけではないなと思える自分に気付いた。

				　死んでいった仲間の為。

				　自分の動かす情勢の中で、命を失ったグラミア人の為。

				　今、自分と共に戦う人達の全ての為にと、彼は弱い己の迷いを払う。思えば、ダリウスはナルに全く愚痴や弱音を吐かないが、戦闘の前後で祈る彼こそ苦しみの中にいるのだとナルは同情した。

				　それでも、また剣を取り戦う年上の友人を脳裏に描いたナルは、戦争を嫌う者が戦って勝ち取る平和にこそ意味があると思えた。

				　短い平和を得る為に、人は血を流し続ける。

				　ナルは渦中にいるからこそ、実感を得ていた。

				

				　イシュリーンが戦場から離れようとしている頃、ダリウスは展開を終えたグレイグ公爵軍を前にして神に祈りを終えたところだった。

				　山あいの窪みは広く、ルイスク方向で向かって扇状に広がっている。出口を封鎖するように展開したグラミア軍だったが、部隊の間隔は広い。これは騎兵対策である。グラミアでは、騎兵に歩兵で対抗する際、敵の突撃に密集陣形で立ち向かうのではなく、スカスカの陣形で迎え撃つ方法が一般的で、それは敵をやり過ごした後、矢で射殺すという戦法を徹底しているからだ。

				　元はルヒティが若い頃に考案した戦い方である。グラミアではこれが対騎兵における常識となっていて、他国では珍しいだろう。

				　一方のグレイグ公爵軍は密集陣形で、単純に狭い箇所から広がる場所へと攻め寄せるからだ。

				　ガノッザは馬上で敵を睨み、グラミア軍から角笛が鳴り響いたのを聞いた。同時に彼は重装騎兵集団(トラスベリアンズランス)に突撃命令を発していた。ほぼ反射的に、である。

				　一撃で粉砕する術と力を彼等は持っていて、巨大な馬はグラミア人達からすれば化け物じみていた。それが甲冑をまとって加速してくる光景を前に、誰もが固唾を飲む。

				　ダリウスが騎兵に前進命令を下した。それそのものが合図で、ジグルドは全軍に矢の斉射を命じる。しかしどうしてか、散発的で敵の脅威にはならない。結果として、トラスベリア人達の騎兵はぐんぐんと加速する。両軍の距離は開いていなかったため、双方の騎兵が戦場の中央でぶつかった。

				　ダリウスは、分かっていた事とはいえ歯軋りをしていた。

				　彼は懸命に避けることに努め、重装騎兵の波をすり抜けた。が、騎兵連隊は半数程しか突破できておらず、残りは逃げ惑う者か倒れている者のどちらかである。

				　勝つ為とはいえ、これはいよいよナルもキレてるな。

				　ダリウスは手綱を引き、馬首を巡らすと一目散に戦場からの離脱を選んだ。

				　グレイグ公爵軍では、ガノッザが全軍に前進を命じる。

				「なんだ？　逃亡だと？」

				　斥候の報告に訝しむ彼だが、敵の意図はともかくとして重装騎兵が敵陣に突っ込むのと同時に歩兵部隊群を前に出す。総攻撃は、鉄の波の如くグラミア軍に押し寄せ、味方騎兵が逃げ散った後に残されたグラミア王軍は恐慌の中で後退を重ねるしかなかった。

				　隻腕の青年は青い髪を乱して後退を叫び、重装騎兵の突撃にさらされる味方部隊の陣形を再構築させるべく叫び続ける。

				「矢は命じられずとも放て！」

				「騎兵の脚を止めろ！」

				　彼の大声に、伝令達の叫び声が混じる。軍旗の右往左往ぶりが、グラミア軍の慌てぶりを表していて、ガノッザは本陣も前に出した。ルシェミにヴィルヘルムの護衛を命じた彼は、近廻り衆と呼ばれる側近達を引き連れて進む。

				　グレイグ公爵軍から放たれる百を超える矢の連続に、グラミア軍からの応射は散発的で量も少ない。

				「ルイスクまで一〇ソール（約五キロメートル）程です。一気に進みますか？」

				　側近の問いにガノッザは逡巡した。

				　グラミアの奴ら、やけにもろくないか？

				　彼は、罠だと見破る。

				「どうせ、わざと崩れたフリをしてこちらを吊り出す魂胆だろう。逃げ出したフリをして離れた部隊を反転させて包囲戦を企んでいる可能性が高い」

				　ガノッザは全軍に停止命令を出そうとしたが、ここでまた考える。

				　蹴散らしてしまおう。

				　彼は右手を前方に突きだす。それは、奴らを倒せという意味を部下達に知らせた。

				「突撃ですな!?」

				「突撃でよろしいですな!?」

				　暴れたい側近達が前のめりになり、ガノッザは笑いながら鋭く声を発した。

				「敵の罠への対応は俺がする！　存分にやれぇ！」

				　彼の周囲で、わっと歓声があがった。

				　ガノッザは次々と自分を追い越して前線に駆けていく側近達の背を眺める。

				　グレイグ公爵軍から、初めて角笛の咆哮があがった。それはトラスベリア人にとって、自由を得る合図といえた。彼等は戦っていたが、さらに戦えと言われて嬉々として進む。部隊同士、兵同士が競うように突き進み、後退するグラミア軍中でジグルドは敵の圧力が増したと感じた。

				「どうした!?」

				　彼の叫びに、斥候が悲鳴混じりの報告を返す。

				「敵！　遮二無二突き進んで参りますれば！　支えきれません！」

				　ジグルドは冷や汗を吹き出し、まだかと視線を左右に散らした。西、東の順に眺めた彼は、逃亡したフリをして敵後方に回り込むダリウスの騎兵と、混戦状態となっている戦場に突撃する近衛連隊の到着を神に懇願する。

				　砂塵はまだない。

				　舌打ちした彼は、左袖を揺らして前に出ると伝令に命じた。

				「無理に戦うな！　まだ戦う時ではない！」

				　新たな伝令が、ジグルドに叫ぶ。

				「敵！　全軍が前進！　中央、右翼、左翼ともに前掛かりです！」

				「魔法を放ち牽制！　……」

				　ジグルドは叫び、悩んだ。

				　作戦ではしばらく負けていろということだが、もたない。

				　彼は決めた。

				「組織だって後退！　部隊単位でまとまることが難しければ逃げろ！」

				　グラミア軍による本格的な後退戦が始まる。

				　もともと、敵を誘き出して敵の部隊配置を隙間だらけにすることが目的だったが、そうも言っていられない状況となってしまった。ジグルドは臨機応変に判断を下すことを良として、まずは崩壊しないようにと注力する。

				　しかし、グレイグ公爵軍の圧力は相当なものであった。

				　重装騎兵で敵を乱し、後続による攻撃で粉砕する戦術は単純だが強力だった。

				　実際、グラミア軍前衛は演技ではない混乱に陥り、中衛は支えきれないとばかりに前衛を助けに出られない。右翼、左翼も中に絞る動きを敵によって邪魔され、広がった翼のような布陣はそれぞれの連結点を集中的に狙われて折れそうである。

				　ジグルドは矢継ぎ早に指示を出して、右翼と左翼が中央と切り離されないようにと懸命になる。

				　グレイグ公爵軍では、ガノッザが双眸を細めてその様子を認めると、「ようやくか」と頷いた。

				「敵も罠どころではなくなったというわけだな。よしよし……そろそろ、敵の別部隊がここを狙って来るだろうな」

				　彼は伝令に語りかけ、一礼を受けて手を払った。それは近くの部隊に警戒命令を出したことを意味していて、軽装騎兵が颯爽と出発し偵察に出た。

				「開始早々に逃亡した騎兵は、戦場から切り離す動きを誤魔化すためだな？　凡庸な相手なら通じるが、お見通しだ、グラミア人ども」

				　彼の嘲りが終わらぬ間に、斥候が現れ報告をする。

				「敵！　東方向から接近！　数二〇〇を超えます！」

				「騎兵か？」

				「は！」

				「歓迎してやれ」

				　ガノッザは薄く笑った。

				

				　イシュリーンは五〇ほどの近衛と、リュゼ子爵連隊二〇〇の護衛に守られて、作戦卓を睨んでいる。

				　両軍の動きが、伝令によって次々と齎され、駒が地図の上を忙しく動く。

				「アビダル卿、戦場に到着！」

				「ダリウス卿、敵後方に突撃しました！」

				「前軍、混乱しながらも後退中！」

				「第二歩兵連隊！　崩壊し撤退！　完全に離脱！」

				「敵重装騎兵！　ダリウス卿の後方に進出」

				　ナルが駒を動かし、王はただ沈黙している。しかし彼女の脚は小刻みに震えていた。

				「陛下、撤退命令を」

				　ナルが声を出す。

				　イシュリーンは緑玉の瞳を揺らすと、彼はどんな時も冷静になってしまったと胸中で愚痴る。そして命じた。

				「撤退。輜重隊に北上指示。馬の入れ替えを行う。軍の再編成もだ。短時間で行う」

				　ナルが手の平を上に向けて、指を折る動作で伝令を呼んだ。

				「被害状況を正確に知りたい。調べてくれ」

				「は」

				　伝令が一礼し、離れて行く。

				　いよいよだとナルは顎を引き、太陽の位置が戦闘開始からそう変化ないことに気付いた。とても長い時間が経過したように感じるが、おそらく一刻半、二刻ほどだろうと計算する。

				　できればもっと時間をかけたかったが……ジグルドを死なせるわけにはいかない。

				　彼は戦場でジグルドが下した判断を支持しているし、彼によって自分の作戦が継続できている現状を十二分に理解していた。

				　ここで、兵に変装したテュルク族が彼に駆け寄る。小柄な兵士にしか見えないだろう。

				「閣下、ドラガンが北上を開始しました」

				　ナルは自分が閣下と呼ばれることに違和感を覚えたが、よくよく考えれば子爵だったと思い出した。

				「監視を継続するように。あいつ、絶対に裏切る」

				　一礼して離れたテュルク族。

				　ナルは姿を見せないアブリルを思って、忙しく動いてくれているのだろうと推測し、胸中で感謝する。そして同時に、ある思いつきをした。

				「あ」

				　声が出てしまい、イシュリーンの興味を誘ってしまった。

				「どうした？」

				「いえ……小用をしてきます」

				「い！　いちいち言うな」

				　兵達が吹き出し、ナルは渇いた笑い声をあげながらその場を離れる。歩きながら、以前の自分であれば戦闘中は戦場にいなくても気負って緊張してガチガチだったに違いないと思い、帝国軍中に一個連隊で侵入した経験があるから、今はまだ平静でいられるのかと苦笑を浮かべる。

				　木陰に入った彼は、小用しながら思いつきを現実にしようと決めた。

				　テュルク族は、他民族、とくにフン族の圧迫を受けて支配地が極めて狭くなっているそうだ。人口も自然と減っていて、だから彼女達はオデッサ公の庇護を受けて命脈を保っていた。

				　ナルは、領地持ちだからこそできる支援をアブリルに申し出ることにした。それは、テュルク族の移住だ。全員が無理でも、ナルの領地に彼女達の一部が移り住むことで、滅亡の確率はぐっと減るように思える。

				　そして、彼はこれをテュルク族に限っての事ではないなと感じた。

				　グラミア東方に暮らす異民族は、異なる民族と称されている。それはこの世界では常識なのだが、ナルには無礼な印象しかない。アルメニア人、トラスベリア人、グラミア人などの国家を持つ民族に対して異なるから異民族としている事実に、である。

				「結局、国家、王権を正当化するために、それを持たない人達を下に見る風潮が、そのまま呼称に表れて、既成事実になってしまったわけだ」

				　彼はこれが真実だと思えた。

				　ナルは、肌の色の違いで生まれる差別や、生まれた場所によって発生する差別、貧富、信仰、様々な理由で区別ではない差別が生じる現実を見て、されて、知っている。

				　多種多様な民族が暮らし、それが当たり前である社会で少年期を過ごしていた彼は、悲しいことに被害者でもあったし、無自覚な加害者でもあった。

				　ただ、ナルは理想主義者ではないから、差別根絶を叫ぶようなことはしない。彼にとって重要なのは、グラミアの平和を恒久的に成す計画の中で、そういうものが緩和されれば良いという程度のものと、利用できるか否かである。

				　ひどい男だなと自らを評した彼は、小用を終えてもしばらくそこに立っていて、見つけた兵が訝しんだ。

				「どうしました？」

				「あ？　ああ、立っション中」

				「……終わってますよ」

				「あ……ああ。そうだな」

				　ナルはごそごそと衣服を整えると、照れ笑いを兵に向けて歩きだした。

						  

				　　　　　　　

				

				　一方的に押され続けたグラミア軍は、ジグルドの指揮でなんとか持ちこたえたという評価はできるが、しかし惨敗もいいところである。応戦、防戦も部隊単位でなんとかしているといった有り様で、部隊と部隊の連携が取れておらず、それはグレイグ公の重装騎兵が暴れまわっているからだった。しかし、この悪魔のように強い重装騎兵集団(トラスベリアンズランス)が、主戦場から一塊となって離れていったことでジグルドは組織を構築する余裕を得た。相変わらず敵の攻勢は激しかったが、騎兵がいるのといないのでは大違いで、後退しつつ矢を浴びせ部隊の合流、分離を忙しく行うジグルドの手腕は間違いなく洗練されたものである。

				　彼は冷や汗を拭い、甲冑を脱ぐ暇もなかったので垂れ流した小便の心地悪さに愚痴る余裕を得る。ここで戦場に近衛連隊が現れ、グレイグ公爵軍前衛への騎兵による突撃を敢行した。

				　ジグルドは掩護を命じた。これに反応できたのは後衛の部隊群のみで、前衛と中衛は目の前の敵から逃れることで精一杯である。

				　百ほどの矢が戦場に降る。それはグラミア軍側から放たれたもので、矢の着地点より手前をアビダルはすり抜けるように直進した。矢とグラミア騎兵が交差し、トラスベリア人達は横からの一撃で攻勢を乱される。

				　アビダルは長槍を突き出して敵を串刺しにする。引き抜きながら血と内臓を撒き散らさせると、肉片混じりの一閃でさらに一人を薙ぎ払い、左手の盾で伸びてきた槍先を弾き返した。彼は馬の腹を蹴って加速させると敵の剣から馬ごと逃れる。彼の部下達も、味方歩兵達を敵の激しい攻撃から助けると、侵入した西側から東側へと突っ切るべく馬蹄を揃えた。そして歩兵達のほうも騎兵を助けるべく、矢を敵に向かって放つ。

				　一瞬の組織行動は、日頃の訓練で戦い方の定型化を促進してきた結果であり、騎兵と歩兵の連携を何度も繰り返し練習した成果でもある。

				　グレイグ公軍兵達は、後退するのに必死だった敵からの強烈な反撃に驚き、一気果敢の攻めを止めた。あれだけの有り様でどこにそんな対応力があったかと戸惑うグレイグ公爵軍兵達は、次の矢に備えたがグラミア人達はさっさと後退していく。

				　同時刻、ダリウス率いる騎兵は敵後方に急襲を仕掛けたが、盾と槍と弓矢をずらりと並べて待ち構えるグレイグ公爵軍歩兵部隊群を見て、再び馬首を巡らした。

				　ガノッザは嘲笑し、矢を放てと命じた。次に、敵騎兵を追って後方に現れた重装騎兵五〇〇は、グラミア軍騎兵残存二五〇の後方に食らいつくべく突進する。

				　ダリウスはまたしても馬首を巡らした。

				　二度、戦場から離脱する彼は腸(はらわた)が煮えくり返るほどの怒りで歯軋りしたが、まともにやっても勝てないものは仕方ないと自分に言い聞かせる。

				「我慢だ！　やっても重さが違う！　全力で駆けろ！　後は考えなくてもいい！」

				　グラミア軍騎兵連隊は、先程と同じく全力で駆けた。途中、右方向に主戦場を見つけたダリウスは、アビダルの騎兵が突き抜けた後に半円を描いて再び敵軍中に突撃していくのを視認した。その動きによってグラミア軍はグレイグ公爵軍から完全に距離を取ることができており、両軍の開きは一〇〇デール（一〇〇メートル）程にも及んでいた。青い軍旗の連なりはいつになく乱れ、部隊間の間隔がまばらであることが窺える。まさにギリギリのところで踏ん張ったのだと理解できた。

				　クローシュ渓谷において、寡兵で帝国軍から陛下が逃げるだけの時間を稼いだだけはあるな。

				　ダリウスはジグルドの腕前を改めて認め、またアビダルの猛々しさに感心した。そして近衛連隊さえも戦闘に投入するナルの思い切りの良さにうんざりとする。

				　あいつは本当に人使いが荒いんだ！

				　ダリウスは決めつけ、汗に濡れた馬の首を撫でる。もう少し頑張れと励まし、後方にあがる砂塵を肩越しに見た。ちゃんと追って来ているなと、彼は敵重装騎兵による追撃がされている事に満足する。グレイグ公爵軍重装騎兵にしてみれば、逃げたくせに図々しく本陣を狙いやがってという憤りがある。そしてその軍務卿の片腕として騎兵を率いるノイマー・シュトレングスは、グラミア騎兵が完全に離脱するまで追いかけてやろうと思っていた。

				「もう一度ぶつかって来い！　少しは勇気があったと死体の前で褒めてやるぞ！」

				　トラスベリア語の罵声も、逃げるグラミア軍騎兵には届かない。

				　ノイマーは、距離が開きだしたと感じて、馬がさすがに疲れたかと手綱を緩める。集団の速度がゆっくりと減速するのは、重いからであった。急加速や急減速は馬に負担が大きいため、彼等は駆けながら速度を落としていく。

				　ノイマーは主戦場の方向を見て、満身創痍といった有り様のグラミア軍に再突撃をかけるかと企んだ。

				「馬を少し休ませてから、グラミア軍本隊に狙いを変える」

				「閣下！　味方歩兵が敵騎兵に難儀している模様。黒い甲冑はグラミア王の近衛ですぞ！」

				　ノイマーは手柄の立て時であるかと喜んだが、続いた報告に舌打ちをすることになる。

				「馬、限界間際です。一度、水と餌、休みをやらねばならんでしょう」

				　重装騎兵の指揮官は十を数えるほどの時間を要して判断を下した。

				「仕方ない。軍務卿閣下に主戦場はお任せするとして、俺達は一度、後方に撤退する」

				　彼の下した決断はまっとうなものであった。

				　いくら強い重装騎兵でも、馬が疲弊して動けなくなればただの大きな的でしかない。

				　伝令である軽騎兵に、本陣へ重装騎兵後退と知らせるようにと命じたノイマーは、グラミア騎兵の逃げた方向を把握するべく、斥候を放った。

				　ここで、主戦場から歓声があがり、それはトラスベリア語のものであった。

				　軍後方に控えていたヴィルヘルムが、ガノッザを従えて、ルシェミに守られて中衛まで前進してきていた。これはグレイグ公爵軍勝利間違いなしと公爵が確信したからで、ガノッザの制止を振り切ってのものであったが、兵達を喜ばせるには役に立ったと言えよう。

				　事実、ノイマーも誇らし気に胸を反らし、部下達に笑いかけると、交代よりも休憩を優先させた。その彼の目に、グラミア軍が、騎兵の掩護で粛々と後退を続けている光景が映る。

				　完勝であると、グレイグ公爵軍陣営の誰もが思える内容で、そこに関してはガノッザも同じであった。序盤から圧倒し、敵の姑息な騎兵による急襲も見抜いた。そして終始、圧倒して押し切った格好であるから、グレイグ公爵軍対グラミア王軍の戦いが、ここで終わっていれば、まさに完勝となるはずである。

				　この時代においても、歴史上に残る記録においても。

				　しかし、そうはならなかったのはグラミアにナルという男がいて、彼にはこの世界の、この時代の、戦争の常識がなかったからである。

				　グラミア軍にとって、グレイグ公爵軍が勝ったと喜ぶこの時点までが序盤であり、ここからが中盤という認識であった。それにしては倒れている兵の数が多く、被害は死者だけで軽く三百を超え、負傷者を入れると参加戦闘員数の二割を超えていたが、これも計算上のことだとする冷徹さがグラミア王補佐官にはあり、またそれは彼自身が悩んでいることであるが、命を数字に置き換えて思考、判断を下した。

				　ナルは、輜重隊の兵に武器を持たせ、序盤において疲労の極みとなって前衛を構成していた人員と交代させた。また、騎兵は馬を替えて、すぐに出発させた。

				　ダリウスが、ナルを人使いが荒いと評したのは、これを指示されていたからである。

				　ナルの作戦は、重装騎兵を動けなくすることでの無力化であり、勝ったと喜ぶ敵に逆襲をかけることでの士気の優位性と、奇襲のような思いがけない一撃をもっての反撃による戦局の一変であった。

				　序盤の指揮で憔悴したジグルドは、倒れるように王の前に膝をつき戦況を報告すると、ナルが進み出る背を睨み、怒鳴る。

				「お前！　勝たねば斬る！」

				　過酷な作戦で兵を多く死なせたジグルドの感情は真っ直ぐで、ナルは重く受け止めたが返したのは頷きだけであった。

				　近衛兵も休みを取るという目的で王の護衛へと本来の職務に戻り、ナルはリュゼ子爵連隊に守られて全軍の指揮をジグルドから引き継ぐ。

				　彼は馬に乗ると、左手を北へと突き出し叫んだ。

				「ここから我が軍の勝利が始まる！　前衛の兵達は待機し休憩！　輜重兵は一個連隊単位で前に出ろ！　後衛だった部隊は中衛を！　敵重装騎兵はいない！　いつも通りにやれば良い！」

				　伝令達が一斉に散り、大人数である軍勢がどよどよと蠢いて部隊の再編が成されていく。それを横目に、ダリウスの騎兵連隊三〇〇が馬を替えて、人員の補充を受けて出発した。

				「敵重装騎兵を蹴散らす！　続けぇ！」

				　雷神(トールアン)の声は大きく、よく伸びて兵達を奮い立たせる。騎兵達は逃げ回っていた鬱憤を晴らすべく新たな馬で戦場へと駆け戻った。途中、敵の斥候が彼等を発見したが、弩による攻撃を受けて一瞬で崩れ倒れる。

				　ダリウスは弩を主装備とする騎兵によって、重装騎兵を砕くつもりだ。いや、これ以外に術はないと考え抜いた末である。

				　グラミア王軍の逆襲が始まる。

						  

				　　　　　　　

				

				　勝鬨(かちどき)があがる軍勢の中で、一人だけ解せないといった表情のガノッザだったが満面の笑みで褒め言葉を並べるヴィルヘルムの前で一礼したまま姿勢を崩さない。片膝をつき、頭を垂れる彼はグレイグ公爵の声を聞きながら、別のことを考えていた。

				　グラミア人のやつら、脆すぎた……。

				　彼の危惧は、慌ただしい軍靴による足音で現実となる。

				　グレイグ公爵軍本陣に駆けこんできた伝令は、斥候からの報告をそのまま叫んだ。

				「敵！　前進！　接近して来ました！」

				「性懲りもなく！　ガノッザ！　蹴散らして参れ！」

				　ヴィルヘルムの声は弾んでいて、勝利は疑いないという読みからのものであったが、ガノッザは緊張で喉を鳴らした。彼はここで、敵の意図に気付いた。

				　それは、こちらの軍勢を今の状況に仕立て上げることが敵の狙いであり、それはグレイグ公爵軍を浮足立させることである。勝ったと思った直後、また戦闘となれば厳しいとグレイグ公爵の軍務卿は歯軋りする。

				　士官達が忙しく立ち去る本陣で、ヴィルヘルムの背後に立つルシェミは難しい顔をして去るガノッザから目を逸らせなかった。珍しい表情だと感じた彼女は、それだけの戦いになるのかもしれないと予感して、伝令の一人を手招く。

				「お前、重装騎兵を本陣に呼んでおいで。ここぞという時に、盾にも剣にもなる」

				　伝令はしかし、次のように報告した。

				「それが……馬を休ませております」

				「馬を？　そんなに消耗しているか？」

				「なにせ、戦闘開始から駆け続けておりましたから」

				　ルシェミは不吉な予感に歩き出していた。紫色の髪が跳ね、彼女が小走りになったと分かる。自らの馬に駆け寄ったルシェミは、マントを翻して、白い肢体をさらして、馬上の人となると肩越しに鋭い声を放つ。

				「見て参る！　閣下を頼むよ！」

				　護衛達がヴィルヘルムの周囲でヘラヘラと笑い、それは緊張感の無さが露わとなった瞬間である。彼等は敵の反転攻勢を、最後の足掻きだと決めつけており、もう一度ぶつかれば逃げ出すだろうと余裕だった。

				　ルシェミは舌打ちし、馬を加速させながら主戦場を睨む。

				　前進してきたグラミア軍は、矢を撃ち続けながら前衛が盾を並べて隙のない展開だった。両軍は正面から衝突したが、戦闘の疲れを見せないグラミア側がグレイグ公爵軍前衛を押す。彼等は前衛が敵の勢いを受け止めた瞬間、弩の斉射を合図に次列の突撃兵がグレイグ公爵軍前衛に突っ込む。剣と槍を敵兵に突き出し、甲冑の隙間から血液を溢れ出させたのはトラスベリア人ばかりだった。弩を至近距離で受けた者達の惨さは筆舌に尽くしがたく、こうまでの死を被る罪があったのかと神でさえ疑うだろう。眼前でそれを見せつけられたグレイグ公爵軍前衛は、味方の死体を蹴り飛ばしたグラミア人の形相の凄まじさを視認できる距離で喚いた。

				　たちまち劣勢となった主戦場を横目に、ルシェミは舌打ちを連発する。だが、それは進む方向で繰り広げられている惨劇に比べて、まだマシであった。

				　重装騎兵集団(トラスベリアンズランス)の指揮官であるノイマーは、個人の武勇を誇る暇なく血だまりの中で千切れた自らの左手と右脚を眺めていた。朦朧とする意識の中で、人のものか、馬のものか分からぬ血を浴びて瞬きする。

				　何が起きたのか理解できない。

				　彼は、敵騎兵が舞い戻って来たのを見て、休ませていた馬達に鞭打ち、迎撃だと声を荒げた。今度こそ蹴散らしてやると意気込んだ彼であるが、加速しようにも馬は動かない。

				　そこに、グラミア騎兵は一気に接近すると、突撃ではなく何かを放った。

				　弓かとノイマーは思い、盾を翳したところまでは記憶にある。

				　だが、視界が一瞬で暗闇に切り替わり、馬から転げ落ちた衝撃で意識を繋ぎ止めた彼は、自分の剣を掴んだ手が千切れたまま目の前にある光景を理解できず見つめた。そして、何があったのかと確かめるべく立とうとしたが、左脚は折れていて、右脚はなく、起き上がれないまま今に至る。人は限界を超えた痛みの中にいる時、何も感じないのだと彼は身をもって知ることになった。

				　十を数えるほどもない僅かな時で、彼は生命の危機に陥ってしまった。

				「痛いぃいいい！　痛い！　殺してくれぇええええ！」

				「来るな！　来るな！」

				　トラスベリア語の阿鼻叫喚の中で、ノイマーは馬の蹄で顔を踏まれる。頭蓋が砕け、歯が折れ、肉が裂かれ、激痛を感じる前に彼は脳みそを破壊された。

				　グラミア騎兵の指揮官は、冷酷な指示を発する。

				「距離を取り装填。ぶつかる必要はない」

				　ダリウスである。

				　彼は、敵の馬をまず狙った。だが馬上からの射撃は狙いが定まらず、グレイグ公爵軍重装騎兵は人も馬も関係なく穴を身体に空けられる結果となる。逃げ出そうとした者達もいたが、疲労で馬は動きが悪く、そこに突撃したグラミア騎兵はこれまでの鬱憤を晴らすかのような殺戮と恐慌を敵に齎した。

				　立っている者は数えるほどだったが、ダリウスは徹底的に殺し尽くすと決めている。それは残酷さではなく、容赦のなさでもなく、計算によるものである。

				　自慢の重装騎兵の惨状を、敵に見せつけてやることで、グレイグ公爵軍の兵達の心を殺そうと狙ったのだ。これによって、グレイグ公爵軍は上層部がいくら戦意旺盛であっても、戦闘などできない状態になるだろう。

				　ダリウスは装填を終えた部下達に、再接近を命じる。徹底的に殺し尽くすと決めた限りは確実に実行するのだという彼の常識が、呻き声を絶叫へと変化させた。

				　ルシェミが単騎、惨劇の場所へと接近する中、彼女はグラミア騎兵の斥候に発見された。主戦場から少し東に離れた場所は、そうでなくともいずれ発見されていたかもしれないが、彼女は「くそ！」と苛立ちを発して魔法を放つ。

				　空気の刃が馬よりも速く宙を走り、グラミア斥候を真っ二つにせんとばかりであったが、斥候は結界を張って魔法から逃れると、角笛を吹き鳴らす。彼は直後、馬を加速してその場を離れたが、代わりに現れたのはグラミア騎兵の一団だった。ルシェミは遠目にそれを見て、美しい顔立ちを醜く歪めて悪態をつく。

				「馬鹿ども！　馬を休ませるなら本陣に後退してからすれば良かったものを！　油断しすぎだ！」

				　彼女は馬首を巡らし、グラミア騎兵から逃れるように駆け始める。それは本陣の方向ではない。彼女は、自分が逃げる方向に本陣があると彼等が勘違いしてくれるのではないかと期待してそうしたが、ダリウスには効果がなかった。

				　彼は戦場では一武人として強く、一指揮官としても優秀で、参謀役としての経験もある戦歴豊かな人物であるから、主戦場の位置と敵本隊の動きから、グレイグ公爵軍の本陣の位置を凡そ推測していて、ルシェミの逃げる方向は違うという判断を下していた。しかし彼女を無視するのではなく、一個小隊に追撃を命じた。

				「追え！　弩で射殺せばいい！」

				　二手に分かれたグラミア騎兵は一個連隊二九〇騎と一個小隊一〇騎に分かれてそれぞれの方向へと疾走する。

				　ダリウスは主戦場へと向かった。本陣を狙うこともできる彼がそうしなかったのは、当初の取り決め通り、グレイグ公爵軍を圧倒する事を優先したからだ。

				　ナルがこの戦闘で描きたかったものは、グレイグ公爵軍を野戦で圧倒したグラミア軍という絵だ。だが、敵が倒れる前に後退しては画竜点睛を欠く可能性もあり、ダリウスは反対していた。

				　本陣を急襲できるなら急襲するべきだという意見がダリウスのものだが、彼は引いた。

				　一戦闘だけを見れば、ダリウスは正解だという自信がある。

				　しかし、先々まで考えた時、果たしてそうだろうかとも思う。

				　ゆえに彼は、主戦場に突入した。

				　リュゼ子爵ナルに指揮されたグラミア軍本隊はこの時四〇〇〇を超えない。しかし戦力という意味では、数通りの戦いぶりである。反対にグレイグ公爵軍は数ほどの戦いぶりを発揮できていなかった。

				　戦闘が終わったという安堵が興奮を冷ましたことで、肉体は疲労を思い出している。そして勝ったという油断が、彼等の士気を低くしていた。

				　動きが鈍く、誰もが前に出ない。

				　隣の者に譲る。

				　お前が行けと退がる。

				　一方のグラミア軍は戦意旺盛だった。

				　伝令が指揮官の命令を部隊に伝え、部隊指揮官は兵達に怒鳴る。

				　ナルはグレイグ公爵軍が目論見通りの状態であると見て、ジグルドの手腕に感謝した。そして、注文通りに敵重装騎兵を粉砕して戦場に現れたダリウスの騎兵連隊を見つけて叫ぶ。

				「総攻撃だ！　敵が崩れる！　ここが攻めどころだ！」

				　角笛が高らかに、誇らし気に鳴り響いた。

				　グラミア王補佐官は、トラスベリア王国が選帝公達の対立によって王家も巻き込むほどの内戦状態となり現在にいたる歴史を書物で読み知っていた。またその中でとくに軍史書を重点的に調べて、トラスベリア人達の戦いを研究した。それが今回のグラミア王軍による対グレイグ公爵軍の作戦に現れている。

				　戦闘時間を長くすると同時に、トラスベリア人達に攻めさせ続けた後、疲労した敵に対して温存した戦力による集中打撃を与えて短時間で一気に決める。

				　人は基本的に防御よりも攻撃が好きである。トラスベリア人はさらにその傾向が強い。攻めまくって勝つというのが彼等の得意戦術で、重装騎兵による突撃で始まる戦いはまさにそれが具現化した証であった。彼等の民族性、戦術を利用したナルの指揮で、グラミア王軍の逆襲が激しさを増す。

				　凶悪な殺意の雪崩がグレイグ公爵軍を襲った。

				　前から、横から、トラスベリア人は攻撃されて支えきれなくなる。

				　血塗れとなってのたうち回るグレイグ公爵軍兵を踏み越えて、グラミア軍兵は雄叫びと共に敵へと突っ込んだ。

				　グラミア軍は突撃兵が暴れまくり、槍で、剣で、グレイグ公爵軍兵に出血を強いる。一方的に押しまくっていた序盤から一転しての大苦戦に、グレイグ公爵軍兵は後退の他に術はない。彼等は負け惜しみや罵声を吐きだす余裕もないまま斬られ、突かれ、矢で射ぬかれ、逃げ出そうと敵に背をさらして走り出した。これで戦局は一気に傾き、戦おうとしていたグレイグ公爵軍兵は仲間のせいで邪魔され仕留められてしまう。

				　グラミア歩兵部隊群による短時間の猛攻は、グレイグ公爵軍の大動脈をズタズタに斬り裂いた。そこに、敵陣で暴れまくるグラミア騎兵連隊の猛々しさが加味されたことで、グレイグ公爵軍の軍務卿たるガノッザは、悲痛に満ちた咆哮をあげた。

				　自らへの怒りと、挽回の困難さへの苛立ちである。

				　彼はまず、ヴィルヘルムを安全圏まで脱出させるべく動いた。そして、グラミア軍の攻勢に耐えるべく部隊の多くを戦場に止めた。

				　当然である。

				　しかしそれも、ナルに完璧に読まれていた。

				　リュゼ子爵連隊の兵装に変装しているアブリルが、ナルの脇に立つ。

				「ナル殿、ドラガンが出ました。予定通りです」

				「ここまでは予定通りだ。ドラガンはこちらの作戦に乗らねばグレイグ公爵軍を倒せない。だから、油断しないように」

				「ウラム公爵軍兵の幾人かを内通させていますので、動きがある時は彼等が知らせるでしょう」

				　ナルは視線を転じて、アブリルの横顔を眺める。彼女は顔にも変装を施していて見た目は若い兵士でしかない。

				「信用できるの？」

				「はい。いえ……やはり信用はしません。ですから、従うしかない状況に追いやっております」

				　家族を人質にしており、言う事をきかない時は死体と再会させてやるという強迫によって内通者を作っているアブリルは、方法の説明を省き報告を続けた。

				「情報を流せという程度であれば、彼等は不利益と命令を天秤にかけてあっさりと言う事をききます。情報ならば胸の痛みも軽いのです」

				「……情報こそ大事にすべき事なのにな……どうした!?」

				　ナルが鋭い声と共にアブリルから視線を逸らした。その瞳に駆け寄る伝令が映る。

				「報告！　敵の一軍が突撃をかけて参りました！　勢いがあります！」

				　ナルは逡巡すら必要としなかった。

				「弩で薙ぎ払え！　こういう時の為にある武器だ。敵の推進力が威力をあげる」

				　角笛が吹き鳴らされる。

				　太鼓が激しく叩かれた。

				　グラミアの六連星旗が力強く翻り、部隊の前進に合わせてバタバタと騒いだ。グラミア語の歓声、指示を叫ぶ士官達の怒声、馬蹄、矢の発射音、甲冑と鎖帷子の音、まさに戦場の音であった。そこに血と鋼の匂いが混じり、光景は凄まじい暴力の渦である。

				　人を殺すことが肯定されるのが戦争である。

				　人殺しが称えられた結果、英雄になるのだ。

				　軍楽隊による音曲は、兵士の背中を前にと押すように荒々しく力強い。

				　グラミア王軍は、突出してきたグレイグ公爵軍の一部を正面から迎え撃つと見せかけ、盾と盾の隙間から覗く弩の発射口を揃えた。敵が気付いた時にはすでに遅く、一斉に放たれた鉄の矢が甲冑にすら穴を空けて人体を破壊する。トラスベリア人の肉と血と心を破った弩の斉射は、グラミア王軍の圧勝を約束したかのように見えた。

				　一瞬で、大地に伏せたグレイグ公爵軍兵達はそのまま大量の血を流して一帯を血溜まりへと変える。呻き声すらあがらない静けさは不気味である。

				「前進！」

				「突撃兵！　前へ！」

				「装甲兵！　突撃兵の後方に続け！」

				「装填！」

				「撃て！」

				　グラミア王軍の士官達による指示の声が、グレイグ公爵軍兵の後退を加速させる。

				　六連星旗が、北に向かって次々と進み、それはほぼ走る速度までとなった。

				　乱れた馬蹄が畳みかけるようにグレイグ公爵軍を追う。ダリウス率いる騎兵連隊は掃討に移っていて、組織で動くのではなく個で逃走するトラスベリア人達の背中を追いかけ回していた。

				　最後まで戦場で頑張っていたグレイグ公爵の軍務卿は、直下の連隊に後退を命じた。半刻も敵の攻勢を防ぐことができなかった屈辱に耐えるあまり、彼は唇の端を噛み千切って口から血を流していたが痛みなど感じない。

				「報告！」

				　伝令の声に、ガノッザは苛立ちで応える。

				「どうした!?　ふざけた報告は聞かんぞ！」

				「閣下の部隊が！　閣下がドラガンに襲われております！」

				　ガノッザは自らの馬に駆け乗った瞬間に、馬の腹を蹴って加速した。

				　軍務卿に続き、殿(しんがり)として組織を維持していた部隊も主戦場を諦める。

				　ナルは、その光景を眺めて目を細めていた。

				　グレイグ公爵軍旗が、我先にと逃亡する光景を絵師に描けと命じる。

				「これを派手に描けよ。書記官！」

				　記録係が、ナルへと一礼し歩み寄った。

				「敵、半数が死亡。半数が逃亡。我が軍の死者は百に届かず。イシュリーン陛下の威光を前にして、かのグレイグ公爵も敗れた犬のように逃げ出したと書いておけ」

				　序盤の戦況を記すな。

				　目の前の光景が、この戦闘の全てであったと記録しろ。

				　ナルはそう命じたのだ。

				　書記官が筆を羊皮紙に走らせる。

				　歴史は勝った者が紡ぐのだと、ナルは実際に操ることで実感していた。そして、作るが圧倒的に有利であると理解し、それは歴史だけに限ったものではないとも気付いた。

				　摂理は創るものだ。

				　彼は倒れゆくトラスベリア人達を前に、勝利者たる立場に立つがゆえに悟った。

						  

				　　　　　　　

				

				「ま、瞬殺だな」

				　ドラガンは嘯(うそぶ)く。そして馬の腹を軽く蹴り、加速する。

				　ウラム公爵軍騎兵五〇、歩兵一個大隊五〇〇の総勢五五〇は、戦場からの離脱を図るグレイグ公爵と護衛部隊に突っ込む。西に大きく傾いた太陽が照らす彼等の甲冑は濃い橙色を反射した。

				　丘陵地帯での衝突は、仕掛けた側の一方的な思惑によるものであり、攻撃された側は驚くことになった。殿を率いるガノッザがここにいたならば、違った結果になった可能性もあるが、それはあくまでも可能性に過ぎず、歴史にもしもは存在しない。

				　事実が積み重なっていくだけである。そしてそれは、やり直しがきかない。

				　一度きりである。

				　グレイグ公爵ヴィルヘルムは、それを痛感していた。

				　馬車の中で、悲鳴をあげる煩い娘を蹴り飛ばして黙らさせた彼は、気絶して動かないその娘を馬車の外へと放り出し、少しでも速く駆けろと操者に怒鳴った。

				　ドラガンの奇襲は、仮にグレイグ公爵軍が疲労困憊ではなくとも効果があっただろうが、今こそ最上の時である。まさに今、という呼吸でウラム公爵軍一個連隊による急襲が為され、グレイグ公爵軍は数こそ敵を凌駕していたが、まともに戦える兵は少なかった。それでも、やはり当主を守るべく懸命になった。一目散に逃げ出さないのは、トラスベリア人の意地であると言えば容易いが、実際は少し違う。彼等は、グラミア人に遅れを取るのが我慢できないのであり、当主を討たれたとあれば、どんな言い訳も通用しないというものが存在するからであった。

				　戦は常に勝ち続けることなどできないもので、戦好きのトラスベリア人である彼等はそれを重々承知している。しかしながら、相手が勝って当たり前のグラミア人に負けて、当主まで討たれたとなると事情は異なるのである。

				　ところが、グレイグ公爵軍が自分達より劣ると見ている相手は、この時点と場所だけに限れば強かった。いや、トラスベリア人達が弱っていただけのことだが、ウラム公爵軍兵は戦意も高く組織も保たれていて、侮る相手ではなかったのである。

				　そして指揮官は、誰よりもグレイグ公ヴィルヘルムの死を願うドラガンだった。

				　この一戦でヴィルヘルムの首を獲りグレイグ公家に跡目争いを勃発させるというのが、グラミア王補佐官が描く状況に至るまでの重要な通過点である。そしてそれはドラガンにとって南に目を向けるよりも魅力と可能性に富んだ経緯であった。

				　彼は斉射の掩護で騎兵を突撃させた。さらに自ら魔法を発動すると、勢いに任せて敵軍中に突っ込む。白刃の螺旋が赤い流線をいくつも描き、鋭い一閃の一つひとつがドラガンの技量と力強さを強烈に主張する。返り血すら彼の突進に遅れを取り、綺麗な姿で敵陣を突き進む彼は左右に死をばらまいていく。笑いながら進む彼は、グレイグ公爵軍兵から見ても悪鬼の如くであっただろう。

				「ハ！　ハ！　ハー！」

				　不気味な笑い声で敵を斬り殺したドラガンは、蛇目(サペルアイ)をぎょろりと動かした。

				　グレイグ公爵ヴィルヘルムの馬車を捉えた。

				　空気の刃を瞬時に発動した彼によって、ヴィルヘルムは馬車ごと左脚の膝から下を失うことになる。切断面から噴き出した血の量は凄まじく、動脈の切り口から心臓の鼓動に合わせて血が飛び出す。倒れた馬車の中で、ヴィルヘルムは激痛でのたうち回っていたが、ドラガンの笑い声を耳にして呻きと喚きを一瞬で止めた。

				「ハッハー！」

				　蛇目(サペルアイ)が邪悪に獰猛に光る。

				　だが、彼は咄嗟の判断で馬から転げ落ちるようにして落馬を選んだ。

				　どこからか放たれた空気の刃が、ドラガンの馬を真っ二つにしていた。

				　血と内臓まみれとなり、気味悪い容貌となったドラガンの目は女魔導士を捉えた。

				「お前か！　また現れるとは！　俺に惚れたな!?」

				「馬鹿!?　戯言はあの世で吐け！」

				　ルシェミだった。

				　グラミア王軍騎兵連隊の追撃を躱した彼女は、崩れて逃走する自軍の先でドラガンが待ち構えていると予感したが、馬鹿息子(ドラガン)はそれよりも狡猾で、退路を塞ぐのではなくグレイグ公爵だけを狙って現れた。

				　間に合わなかったが、最悪な状態は防ぐ！

				　ルシェミは馬をさらに加速させてドラガンとヴィルヘルムの間に割って入ろうとしたが、相手は彼女の意図など無視する。

				　ドラガンは火球の魔法をルシェミに向かって放つと共に、地面を蹴っていた。左手を払うようにして彼が放った魔法を、ルシェミは防ぐべく結界を張ったが、これこそがドラガンの狙うものであった。

				　結界を張るルシェミは、グレイグ公を守るために魔法を使えない。

				　彼は右手の剣を投げた。

				　縦に回転しながら飛んだ長剣は、グレイグ公爵ヴィルヘルムの醜くたるんだ腹に刺さって止まる。

				　ルシェミの悲鳴。

				　ドラガンの嘲笑。

				　ヴィルヘルムの絶叫。

				　両軍兵士達の喚声。

				　ルシェミは結界と魔法がぶつかって発生した爆炎の中を突破し、走る馬から飛び降りてヴィルヘルムに駆け寄ったが、そこでドラガンとの接近戦となる。

				　素手の馬鹿息子が蹴りを彼女に見舞い、両腕で受け止めたルシェミは重い衝撃でよろめいた。

				　ドラガンは右拳を直線に突き出し、左拳は外から内へと巻き込むように払う。

				　周囲の戦闘も激しさを増すが、それはウラム公爵軍による一方的な攻勢によるものであると、飛び散る血と肉と悲鳴がトラスベリア人のものばかりであることから窺える。

				　ルシェミは敵の右拳による殴打から、身体を捻って逃れたが、曲線を描く次打によって脇腹を強打されて悶絶した。それでも懸命に左脚による膝蹴りを相手に浴びせ、ドラガンは一瞬だが止まる。双方ともに後退しつつ、口を開く。

				「グラミア王の犬になったか!?」

				　ルシェミの罵声に、ドラガンはからかいで返す。

				「ワンワン！」

				　馬鹿にされたと憤ったルシェミは、だが後退することで溜めを作り地面を蹴ったドラガンの突進に驚く。彼は殴打を陽動に、身体を捻るような動きで、左右の脚で回し蹴りを見舞った。上段を狙った右脚を躱されても、右脚を軸に中段を狙って左脚を回転させる。それでルシェミを捉えよろめかせたところに、彼は下から上へと打ち上げる殴打を見舞った。

				「ふふん……魔導士同士の接近戦は、魔法を使う余裕がないまま進むから格闘戦になるが、お互いに武器を持たずにするのは珍しいだろうな！」

				　ドラガンの余裕の声に、ルシェミは呼吸のできない苦しさで涙を流しながら彼を見上げた。

				「そんなに見つめられたら照れるだろ？」

				「ふざけろ！　殺せ！」

				「いんや！　お前は好みだから連れて帰る。ちょっと溜まっていてな」

				　腕を捻りあげられ、関節を外されたルシェミの悲鳴にグレイグ公爵軍兵の幾人かが反応した。彼等は上役を助けようとドラガンを見たが、蛇目(サペルアイ)の男が放った氷槍によって串刺しにされて、倒れようにも氷がつかえて許されない。

				「きたない……ものを……触れるな！」

				　歯軋り混じりのルシェミの声に、ドラガンは傷ついたという表情で答える。

				「ちゃんと洗っているから大丈夫だ」

				「そういう……問題では……い」

				　ドラガンの手刀が振り降ろされ、ルシェミは気を失った。

				「よおし！　撤退！」

				　ドラガンは宣言した。

						  

				　　　　　　　

				

				　陽が落ちた。

				　勝利したグラミア王軍の夜営地は、まるで敗者であるかのように静かで、幕舎の中でアブリルを迎えたナルの表情も明るいものではなかった。蝋燭の火が照らす彼の横顔は、真剣というよりも感情を消した、という色合いである。

				　こういう時、アブリルは報告よりも先にナルを労わるのだが、しかし情報の質からして今回は取れない選択だと彼女は口を開く。

				「ナル殿、ドラガンの兵からの情報です。ウラム公爵軍は取り決め通りグレイグ公を攻撃しましたが、二手に分かれています。本隊は北上し指揮官はアズレト卿。別働隊と呼ぶべき五〇ほどの少数をさらに細かく分けたドラガンは、どこに向かったか不明です」

				　ナルは書類から目を離して、目頭を揉むように座ったまま身動ぎする。机、椅子、簡易寝台、水差しがこの空間に置かれた物達で、唯一の贅沢品は紙であろうと彼女には思われた。ナルは質素堅実を旨としているわけではなく、不必要なものは置いていないだけであるが、アブリルには珍しい人だと思えた。権力者の多くは、自らの富や権力を他人に分かりやすく伝える為に、様々な贅沢品を身の近くに置くことを常とする。人が所有することが難しいものを手に入れて、さらすことで得意となる傾向があるが、彼にはない。しかし、この人はそういう人だとアブリルは視線を落とした。

				　片膝をついた彼女は、抱えることができる大きさの壺を簡易寝台の陰から引っ張り出すナルによって、もしかしたらと期待する。

				「ツイカ、くすねてきた。どう？」

				　誘ってもらえたという喜びで、彼女は笑顔を彼に向ける。

				　椅子が一脚しかないので、ナルはアブリルを寝台に座らせる。そして杯がないという理由で、柄杓ですくって彼女に差し出した。

				「どうぞ」

				「……頂きます」

				　手を添えて、口元を隠してツイカを飲むアブリルは、芳醇な香りと甘味に疲労を薄めることができた。それは、酒の齎す効果もあったが、ナルの気遣いが大きな理由である。

				　彼女は半分ほど飲み、柄杓をナルに返す。

				「ドラガンの狙いは……陛下の命ではないだろう。というのも、陛下を害したとなれば、グラミアは混乱する。彼はグレイグ公と事を構えている現在、南の情勢までも落ち着かなくなることは避けたいはずだし、グラミアのゴタゴタは軍事的な面だけでは済まず、経済的な損失が大きい。今、彼が金を得られているのは税もあるが、多くは商いによるものだ。売りさばく者達と販路がいる」

				「では、どうしてこそこそとするのでしょうか？」

				「グラミア軍に夜襲をかけるつもりだろうね」

				　言っている意味が分からないとアブリルは小首を傾げたが、すぐにナルの言いたい事は理解できた。

				　彼は、ドラガンは王を殺したいとは思っていないが、グラミア軍に打撃を与えておきたいというつもりではあると言っている。グレイグ公爵軍の甲冑を奪って彼等の仕業に見せかけて実行するか、堂々とウラム公爵軍として実行するかは不明だが、ドラガンにはそれをしたい理由があるのだろうと彼女は思考を続けた。それは考えずとも、ナルの口から説明された。

				「ドラガンが最も益する結果を考えてみると、グラミア軍がグレイグ軍を追い返して、その後にウラム軍にグラミア軍が敗れること……ここで王陛下はドラガンの人質となってしまって、配偶者として彼を迎えることが助命の条件であること……次、ほぼ変わらないが最後が違う。ドラガンは王陛下を捕まえて、姪であるリニティアを手元に取り戻す」

				　これは地味に痛いとナルは続けた。

				　すでにアルメニア王家の分家に嫁ぐことが決まっているリニティアを、イシュリーンが反故にするという事実はアルメニアの反感を買うだろう。あくまでも帝国を挟んでいる大国との関係は良好でありたいグラミア側にとって、それは望むことではない。さらにこれから南下してオルビアンを狙う彼等は、アルメニアの賛成とまではいかずとも静観は得ておきたい。

				「リニティアは王位継承権を一五歳になれば得る。彼女が王位継承権を得た後にドラガンが後見として立つと、グラミアの情勢は微妙なものになる。だから、ドラガンが彼女を手元に置き、王位継承権を彼女が得た後に擁立されると面倒なことになる」

				「ナル殿は、彼をどうして倒してしまわないのですか？」

				　アブリルの問いに、ナルは微笑んだ。

				　その笑顔に、彼女は頬を赤らめてしまう。

				　苦しんで、悩み考え抜いた先の笑顔であると、アブリルは知っているからたまらないのだ。

				「ドラガンを殺して、彼の領地はどうなる？　隣接する勢力との折衝は？　面倒なことは彼に任せたい。彼一人があれこれと考え動く分には先回りすることで対抗できるが、バラバラに対応しないといけない敵が増えるのは望ましくない。片付けないといけない問題が増える。そういう意味で、彼は利用価値がある。扱いが難しい駒であるけどね」

				　ナルは柄杓でツイカをつぎ、アブリルは受け取りコクリと飲んだ。ほっと息を吐き出し、自分はツイカを飲む度に、ナルを思い描いてしまうだろうと思ってしまう。

				　幕舎の外から声があがった。

				　アブリルは、柄杓をナルへと返しながら幕舎の隅へと移動する。

				「失礼いたします！」

				　伝令兵が、困ったような顔で述べる。

				「歩哨に立つ兵が、怪しい一行の接近を発見しましたが、敵ではないと訴えておりまして……王陛下に目通りを望んでおりますが、まずは閣下にと……」

				　ナルはツイカを飲み干し、また注いで伝令に渡してやる。感謝して酒に口をつける彼にナルが尋ねた。

				「誰だ？　武装しているか？」

				　ナルは、ドラガンかと思ったがそうであるなら、そう報告されるはずで困惑している。

				「武装はしておりますが、戦う意思はないと申しております。えっと……アルメニア王国の魔導士であると訴えておりまして……」

				「アルメニア？　なんでだ？」

				「……さぁ？」

				　訊かれても困るだけの伝令が口を閉じると、ナルは歩きだした。だが、すぐに口を開く。

				「ダリウスさんにも知らせろ」

				「すでに」

				　感心、感心、と頷きながら幕舎から出たナルは迎えに来ていた数名の護衛と共に、アルメニア人を名乗る者達のいる場所へと向かう。

				　アルメニア人？　誰が何の用だ？

				　馬で駆けたナルは、夜営地の外周に近い一帯へと入る。そこは見張りにつく兵達によって賑やかではあるが、武装を解いている者はいない。

				　警戒は交代で朝まで続く。

				　幕舎のひとつを指差した兵が、「あちらです」と言った。

				　ナルが咳払いして、幕舎の外から声をかけた。

				「失礼！」

				　円形の空間に、髑髏の面をつけた男達が十人。不気味な異形にナルは目を見開いたが、彼等が一礼して伏すことで露わとなった少女にまた驚く。男達に囲まれて隠れていた彼女は、ナルから見て濃いピンクの髪が鮮やかな可愛い女の子というもので、生意気そうな表情と着ている絹服から高貴な者かと推測する。

				「グラミア王陛下の御側で補佐をしておりますリュゼ子爵を賜るナル・サトウです」

				　美少女が、目をパチパチと瞬きさせて髑髏面の一人に言う。

				「おお……ドゥドラ。グラミア人にしてはチビなのだ」

				「……ベル様、失礼ですぞ……」

				　ナルは、髑髏面の男達のほうが、少女よりも圧倒的に常識があるのだと理解すると同時に、腹立たしさを懸命に堪えた。決して、お前のほうがチビだろという反論はしない。

				「アルメニアのベルベット・シェスターであるのだ！　グラミア王に用があるのだ！　会いたい」

				　溌剌と答えた彼女は、胸を反らして腰に手を当てた。どうだ、と言わんばかりの態度にナルは苦笑し、髑髏面達が項垂れる。

				「用向きを伺い、場合によっては御前にご案内いたしますが、それはキアフに帰還した後となりますでしょうね。今は戦場でございま──」

				「だー！」

				　ナルの発言をベルベットは大きな声で遮ると、指先を彼に突きつけ抗議する。

				「遅い！　遅いのだ！　そんな時間はないのだ！　今！　遅くとも明日！　ああ！　お前じゃ話にならんのだ。ダリウスは？　呼んでくれ」

				　クソムカつく！

				　ナルの胸中は腹立たしさ一色となる。

				「補佐官閣下には大変な失礼を……」

				　ドゥドラと呼ばれた髑髏の面をした男が、片膝をついたまま身を捩って一歩、前に進む。ベルベットが何かを言おうと口を開いたのを頷きで制した彼は、面を取り素顔をさらすと、褐色の肌をさらすことでナルにペルシア人であると悟らせる。精悍な顔立ちに知性を伴う男は、一礼した。

				「アルメニア王国外人連隊中隊長ドゥドラ・エザトラヒと申します。こちらの方はアルメニア王国の首席魔導士でありフォンテルンブロー大学で古代史と数学と宇宙物理の博士号を持つベルベット様です。今回、ベルベスト山の古代遺跡調査を目的に貴国に参りましたが、戦時中との事で立ち入る事ができませなんだ。押し通ることも可能でございますが、それは我々にとっても望むことではなく、あくまでもご許可をグラミア王陛下から賜りたいと存じます。貴国内での調査活動のご許可を、王陛下にお目通りしてお願い申し上げたいだけでございます。また時間がございませぬ。何卒、ご寛容をお示し頂き、王陛下へのお取次ぎのほど宜しくお願い申し上げます」

				　勝手に活動してやる事もできるが、できれば穏便に済ませたいのでお願いに来ただけの事である。時間をかけるのは馬鹿らしいので、さっさと会わせろ。

				　ドゥドラの発言は、丁寧な物言いでありながらも強引だった。しかしナルが彼に好感を覚えたのは、ベルベットという少女に比べて圧倒的に礼儀を知っているからである。

				　ここでナルは、ベルベットという名前を記憶の泉から引っ張り上げた。

				　ベルベット？　ベルベットか！　この子がそうか！

				　見た目は可憐で可愛い少女でしかない彼女が、天才魔導士と敬われ、古代文明や魔法研究の第一人者かと彼は言葉を失う。動揺と、ここで会うかという困惑で、彼は一歩、後退していた。

				　幕舎の幕が跳ねあがり、皆の視線が集まる。

				「ダリウス！」

				　ベルベットの嬉々とした声に、現れた男は笑顔で応じた。

				「ベル様！　遠いところをよくお越しくださいましたね！　ほら！　グラミアハウンドの成犬ですよ！」

				　ベルベットは、ダリウスの脇に立つ犬に目を奪われる。艶々とした黒い毛並に、大きな身体は引き締まっている。少し緊張しているように見えるとベルベットは察して、しゃがみ込み這うようにして犬へと近づいた。

				　慣れた光景である外人連隊の者達は動じないし、ダリウスも目論んだ通りになった現実に満足している。揉め事が起きる前に、犬をダシにしてベルベットの機嫌を取ったのである。

				　ナルは驚いていた。

				　そして、這うように進むものだから太腿がチラチラとする光景に視線を逸らす。

				　ドゥドラが、低い声を出した。

				「貴公の心配りは、盲目にならない未来を得る事ができましたぞ」

				　見れば、ドゥドラの右手は剣の柄を握っていた。

				　スケベ心に負けて視線を逸らさなかった場合、あれで目を斬られていたのかとナルは喉を鳴らすと同時に、俺には少女趣味はないんだと自らに言い聞かせた。

				　犬を警戒させないように、正面からではなく横から回りこむようにしてグラミアハウンドに接近したベルベットは、ニコニコと年相応の笑顔で犬を眺める。

				　グラミアハウンドはダリウスを見上げ、頷きを返されて許可が出たと理解した後、尻尾を振ってベルベットの隣に伏せた。

				　少女は犬を撫でながら、垂れた耳の中を覗く。

				「おお！　ちゃんと掃除もしてるな！　大事にされているな！　グラミアは良い国だ！」

				　爪、口の中を観察するベルベットはナルから見て奇行であるが微笑ましさに満ちていて、先程の腹立たしいガキという評価は薄れていた。

				　ダリウスがナルの隣に立つと、髑髏面達は皆が面を外して素顔をさらす。

				「どうしたんだ？　ベル様をこんなところまでお連れして、殿下に叱られるぞ」

				　ダリウスの言う殿下とは、カミュルの事である。

				　ドゥドラは、なんとも困ったという顔で答えた。

				「殿下にはご許可頂けませんで……こっそりと抜け出したベル様について来ました」

				「……こっそりと？」

				「一応は……死人は出ておりませんから……」

				「……ベル様に何かがある確率は確かに低いにしてもだ……万が一という事もある。遺跡の調査は平和になってからにしたらどうだ？」

				「それは、私にではなくベル様に……」

				　それもそうだと納得したダリウスは、犬と戯れて笑い声をあげるベルベットを見る。

				「キャハハハ！　そうか！　嬉しいのだぁ？　こちょこちょこちょ……」

				　グラミアハウンドの腹を撫でる美少女を、大人達は困った表情で眺めた。

				「俺としては……」

				　ナルが口を開き、二人のペルシア人に注目される。

				「……陛下に彼女を会わせるのはとっても……とても不安だ。不安しかない」

				「ベル様は本来は気遣いができる方ですが、ここ数日の苛立ちが表に出てしまいまして……」

				　アラゴラ地方からグラミアへと入り、キアフに入ったというのに許可はもらえず、王を追いかけてようやくであるといったドゥドラの説明に、だがそれはお前達の事情だと鼻息荒いナル。彼とすれば、一方的に押しかけてきて会わせろというなら、どんな苛立ちでも我慢するのが筋だろうがという不満があったし、ベルベット個人への悪感情は収まりつつあるとはいっても、押し通ることはできたが自重したという一行の態度に対して、基本的には気が強いイシュリーンが機嫌を悪くするものと予想していた。そこにベルベットの不遜が露わとなればどうなる事やらと危惧するところである。だが結局のところ、それはあくまでも会わしたくない理由を説明しろと言われた時に用いる仮の説明に過ぎず、根底には彼個人がアルメニア人達に向ける不信感がある。

				　だが一方で、古代文明に詳しいというベルベットとの関係を良好なものにしたいという欲もあり、ナルは腕を組み悩んだが、今はとにかくドラガンが先だと決めた。

				　この場を落ち着かせるために、ナルはドゥドラに申し出た。

				「戦が終われば、陛下にお伺いを立てます。今は不可能です」

				「では、その方向でベル様を説得しましょう」

				　ドゥドラがベルベットに歩み寄ると、彼女は犬へ笑顔、彼には不機嫌といった顔を交互に向けた。

				「なんだ？」

				「戦が終われば、会えるかもしれません」

				「かも！　かも!?　私はなぁ！　そぉんな不確定なことは嫌いなのだ！　ダリウス！」

				　すくっと立ち上がったベルベットは、ナルを睨み、ダリウスに微笑んだ。その対象的な表情は凄まじく、ナルはブスっとして、ダリウスは苦笑した。

				「待ってやってもいいが、他にいるなら会わせろ」

				　どうやら、犬のことを言っているとダリウスは理解できた。

				「もちろんですとも！　訓練をご覧になりますか？」

				「おお、おお！　見る！　見るのだ！」

				　ダリウスがベルベットを案内すべく歩き出し、彼女は機嫌よく続く。

				　ナルはドゥドラに近づき、声をかけた。

				「大変ですね」

				　外人連隊の中隊長は、誤魔化すように笑みを返すことしかできなかった。

						  

				　　　　　　　

				

				　突然の来訪者がグラミア王軍夜営地に入った同じ夜。時間でいうとベルベットから遅れること三刻ほど。

				　ドラガンはグラミア王軍の夜営地に忍び込んでいた。

				　彼の供は一〇名を超えず、それぞれが少し離れた距離でのんびりと歩いている。だが進む方向は一緒であった。別働隊は当初五〇名ほどであったが、この人数しかいないのは囮に使っているからだ。彼は敵に動きが察知された時のことを考え、それらしい数の部隊をグラミア王軍夜営地の付近まで進出させていて、合図があがるまで待機と命じている。これは全軍で夜襲をかけたところで目的を達成するのは難しいと判断したからで、戦闘となるとどうしても派手になってしまうのを嫌った。

				　彼は、敵に目的達成するまでそれと察知されないことを望んでいる。その狙いは二つで、どちらかを確実に実行すると決めている。

				　王の捕縛、次に補佐官殺害である。他の者に任せないのは、任せる手駒がないからだ。失敗してもいいならいくらでも命令する相手はいるが、この機会は絶対に逃したくないという気持ちが強い。

				　交代で見張りに立つ者達に対して、「ご苦労だな」「交代まであと少しだぞ」と声をかけて堂々と進む彼等は、グラミア王軍の外衣をまとっていた。甲冑の上から着る青い外衣はマントと一体になっていて、胸に六連星が描かれている。

				　王の寝所であると遠目にも明らかな幕舎は大きく、中は広いと想像は容易かった。

				　彼はイシュリーンを気絶させ、それを人質にして逃げ出す算段であり、眠っているだろう相手を想像して舌なめずりをする。

				　口づけくらいはしてもバチはあたらないかな。

				　口づけで済む自信はないわけだが……。

				　ドラガンはグラミア王の美女ぶりを思い出しながら、幕舎の周囲に人が立っていないことに不審を抱いた。だが、歩哨がぐるぐると周回していて、幕舎から外へと女が一人、桶を抱えて出て来た光景を見る。

				　小用でも足してたかな？　ま、どんな美人でも小便や糞はするわけだ。

				　ゆっくりと歩く彼は、周囲を確かめながらひとつの幕舎を見つけた。

				　グラミア王の脇、火が灯るそこを睨む。

				　補佐官の幕舎か？

				　ひと刺しにしてやりたいという欲求を堪えて、彼は王の幕舎へと向かった。その彼を掩護すべく、部下達は幕舎の周囲に散らばる。異変を察知して近づく護衛達を防ぐ為だ。

				　ドラガンは自分を見た歩哨に一礼し、用意していた偽の書簡を掲げて見せる。

				「ベオルードから急ぎだ」

				　歩哨が近づき確かめる瞬間に斬り殺して、中に突入してやると決めていたドラガンであるが、相手は頷くと「手短にな」とだけしか返さない。

				　怠慢もいいところだとドラガンは中に進んだ。

				　蝋台に立つ蝋燭たちが淡い灯りで空間を照らしていて、中央の寝台は幕舎の天井から白く薄い幕が掛けられて隠されていた。一人で寝るには大きな簡易寝台を前に、喉を鳴らして近づく男は左右を蛇目(サペルアイ)で確かめる。

				　豪華な調度品が並び、化粧鏡も立派なものだ。

				　いよいよ、ご対面か……。

				　期待と下心と野心で頬をらしくないほどに紅潮させたドラガンは、薄絹の幕を手で払いのけた瞬間、寝台に横たわる女が別人であると知った。

				　近衛連隊所属の侍女が、緊張した面持ちで彼を見つめる。彼女は五人ほどいる王の世話係の中でも長を務めていて、この役目に志願していた。

				「なんとまぁ……」

				　ドラガンは呆れのあまり、それだけを声にして腰の剣を抜くと、地面に放り投げた。

				　いつの間にか、自分が黒装束達に囲まれていると認めたからだ。それは、彼女達が気配をあえて漏らすことで彼に逃げ場はないぞと伝えたからである。

				　ここで、幕舎の中に現れた兵達が剣先を彼に突きつける。

				　ドラガンの耳に、ムカつく小男の声が聞こえる。

				「ようこそ……来ないのかと思いましたが、来られましたね。ウラム公爵閣下」

				　ゆっくりと振り返ったドラガンは、両手を肩の高さで広げるとおどけた。

				「降参する。俺は真面目な男だ。約束する」

				「いいですよ。話し合いをするにあたり、魔法を反射させる拘束具をつけてもよろしいですか？」

				　それはウラム公爵の城に建つ塔と同じ原理であり、規模を小さくしたものだ。この拘束具を身につけたまま魔法を使うと、発動者の体内から外へと魔力が放出されず、術者の身体をばらばらにしてしまう。

				「かまわないが、俺の命の保障はしてもらえるかな？」

				「意外と素直なんですね？」

				　ドラガンは苦笑し、兵達に腕を取られ拘束具を手首と足首につけられながら答える。

				「馬鹿らしくなった。腹立たしいが、こうもあっさりと見破られたうえに、この有り様になると逆に清々とするものだ。ま、お前を何としても殺してやりたい気持ちはあるが、俺はまだ死にたくないしな。いや……死ぬ覚悟があれば脱出できんこともないが──」

				　発言するドラガンの脳内で、例の存在が彼に問いかける。

				　──助けがいるか？

				「──その方法は寿命が短くなってしまうもんでな……黙ってろ、と！　いや、これはお前にではない」

				　ドラガンは膝を後ろから蹴られ、その場で両膝を地面につけた。

				　寝台から這い出た近衛連隊所属の侍女は、強張った表情でナルに一礼をする。ドラガンが彼女を人質に取るという可能性もあり、それをしなかった点はナルも認めるところだった。

				　侍女は外へと出ようとしたが、ナルの後ろに立つダリウスを見つけてすがりついた。小刻みに震え、「ダリウス様」と繰り返す彼女の肩を抱いた彼は、労ってやりながら髪を撫で慰めると、兵達に彼女を預けてナルの隣に立つ。

				「いつの間に？」

				　ナルは、侍女の行動に関しての疑問を友人にぶつけた。

				「気付かないうちに好かれているのが男前の困るところだ」

				　ダリウスは言ってみせ、ナルとドラガン二人の眉をひそめさせ、兵達の呆れ顔を招いた。

				　自称男前はひるまず口を開く。

				「さて、ナル。この蜥蜴は斬るべきだ。大王は二度までの失敗は許す寛容さがあるという諺がペルシアにはあるが、この男はすでに三度、犯している。冬に一回、ここで一回、女を脅えさせたので二回に値するから、三回目だ」

				「おい、その論法には異論がある。乱暴だ。俺は乱暴は嫌いだ」

				　蛇目(サペルアイ)に懸命な色を点したドラガンであるが、誰も信用しておらず、彼は両脇を兵に抱えられてズルズルと幕舎から外へと連れ出された。

				「二度の失敗を重ねた俺に、反省の機会を与える寛容さを求めてもいいかな？」

				　幕舎の外で転がされたドラガンは、槍や剣を向けられた。黒装束で固めたテュルク族の者達も姿を現し、アブリルもそこにいた。彼女はニカーヴを装着しておらず、ドラガンの視線を受けて微笑みを返してやる。

				　ここで彼は、部下達が悉く捕縛され、猿轡をされて列を成す光景を目の当たりにした。

				　ナルは厳かに声を出す。

				「ドラガン卿、彼等もグラミア人だ。いや、民族でいえば違うかもしれないが、グラミア王国という国家を構成する民として見れば、そうなる。貴公も気付いているだろうが、グラミアが帝国やグレイグ公爵軍に勝ったのは、俺の策でも何でもない。王陛下を中心に、自らで決める体制を望む民がこの国に暮らしているからだ。自分達の土地を守りたいと望む民が暮らしているからだ。貴公も、ウラム公爵領を守りたいと考えているだろ？　それは民の考えと同じであると言える。そこには、強さが生まれるはずだ……今回、貴公はこうして俺の前にいるが、それはどうしてかと言うと、貴公のこの戦いには民は全く関係ないからだ。民意がない」

				　ドラガンは口を閉じ、己都合でと責められている自分を情けないと感じつつも、お前達だって同じだろうがと言ってやりたい気持ちを抑えた。

				「しかし民意は常に正しいとは限らない。だから王陛下が必要なわけだ……そこは理解しているな？」

				「わかった。説教はうんざりだ……が、まあわからんでもない。確かに俺は個人の気持ちで動いたが、しかしお前に批判される覚えはない……あ、いや、忘れてくれ。独り言だ。俺は反省できる男だ。今のは間違いだ」

				　ナルは懲りない奴だと頬を歪め、手を払った。

				　ダリウスが兵達に命じて、ドラガンの目の前で彼の部下達を解き放つ。手枷足枷を外された兵達は、拾った命を抱えるようにその場で蹲(うずくま)ると、感謝の言葉をナルに向けた。

				「礼は不要だ。ドラガン卿がこちらの侍女を傷つけなかったからだ」

				　ナルは正面からドラガンを見据えた。

				　蛇目(サペルアイ)を逸らして視線を外したドラガンは、脳内で助けてやろうかという誘惑を止めない例の存在に苛々とする。

				「ドラガン卿、和平だ。それがお互いの為だ。貴公はグレイグ公と戦え。跡目争いの彼の領地を切り取ればいい。俺達はお互いの為に、反対方向を見たほうがいい」

				　ドラガンはゴクリと喉を鳴らし、アブリルを見た。

				　そうか……小男の隣に立つ時のお前は、そういう顔をするのだな。

				　彼は苦笑し、そういう事だったのかと理解すると、ナルをようやく見ることができた。二人の視線がぶつかるが、そこには決定的な対立の火花は生じず、代わりに、命令する側と、渋々と従う側のぎくしゃくとしたぶつかり合いが発生していた。

				　ドラガンは口を開く。

				「グラミア王家が、俺をウラム公として認めるという布告を出してくれ。それと、姉上の首と身体を返してもらえるか？」

				　ナルは顎を逸らして答える。

				「分かった。前者は可能だ。しかし後者は無理だ。お前の姉の死体は、俺が虎に喰わせたから存在しない」

				　ドラガンは歯軋りをしたが、口を開かず一礼のみを返した。

                			

	








			
				　グラミア王国歴一一六年。盛夏月終旬（七月中旬）。

				　グレイグ公爵戦死の報は、グラミア側によって華々しく流布されることになる。約一カ月間に及んだウラム公爵位継承戦の結果、ウラム公爵には正式にドラガンが就いた。そして彼がグラミア王家と和睦したのはグラミア国内にとっては喜ばしいことであり、この情報が公になれば多くの者達が安堵するに違いなかった。

				　イシュリーンは、記録上では今回の対グレイグ公爵戦も陣頭で常に戦い、皆をよく指揮したと残されるが、この詐称はナルによるものである。

				　彼は彼女を、歴史上に名を残す偉大な王とするべく、この頃から特に記録を残すという事に注力するようになった。自らの名前が表に出ないように、全ての手柄はイシュリーンにあると記録していく。そして自分に関しては、記しても短文のみに止めた。

				　補佐官ナル・サトウは友誼によってリュゼ子爵位を賜った。

				　リュゼ子爵ナルは、グレイグ公爵との戦いにおいて王を補佐した。

				　リュゼ子爵ナルは、王とウラム公爵ドラガンの間を仲介した。

				　対グレイグ公爵軍において、彼の名前が残るものといえばこれだけであった。

				　そのナルを迎えたイシュリーンは、本軍の夜営地から南へと離れた輜重隊の中にいた。

				　ドラガンという敵を、味方でもないが敵でもないという状態にした現在、グレイグ公爵軍を北へと追い返すべく、ジグルドが軍勢を組織して北上する準備をしている。この軍勢は、グレイグ公爵軍に圧倒される役回りをした者達で、作戦だったとはいえ不満を溜め込んでいた。同僚を、部下を、上役を殺された彼等は、作戦を立てたナルへの愚痴を吐きつつも、グレイグ公爵軍に勝つにはあれしかなかったと思うことで不平を緩和し、代わりに、グレイグ公爵軍への復讐心を高めた。

				　彼等が準備に忙しい中、リュゼ子爵ナルは少数の護衛を伴い、後方の輜重隊野営地へと入る。彼の乗馬技術は随分と上達していて、この時も護衛達と同じ速度で馬を駆けさせることができていた。

				「ははぁ……そういう事か」

				　馬車の窓から顔をのぞかせたベルベットが、すぐ近くを進むナルに声をかける。

				「昨夜は、敵を騙すためにあそこに王はいなかった。だから私が会いたいと言っても、すぐに返答ができなかったのだな？」

				　良い勘違いだとナルは笑い、彼女の読みに乗ってみせる。

				「その通りだとも」

				「だったら、そう言ってくれればいいのだぁ」

				　ベルベットはまだお尻が痛むので、馬に乗ることができないでいる。それで彼女は馬車で移動しているが、窓から身を乗り出すようにしていたため、ドゥドラに危ないと注意された。

				　彼等が夜営地の中へと完全に入った頃、イシュリーンは自分の馬車の中でナルの手紙を眺めていた。彼女は伝令から、ナルの手紙と報告を受け取っていたから、ベルベット・シェスターがグラミア国内での調査許可を求めていると知っていた。　

				　彼女はナルが手紙で書いている内容に同意だ。

				　グラミア国内での調査をさせてやるのは全く問題がない。しかし、彼女がアルメニアの諜報員ではないという確証がない。ダリウスの意見としては、ベルベットという少女はそういうものと全く無縁である好奇心旺盛で研究熱心な学者であるとの事だが、だが彼が知るベルベットは以前の彼女で、現在の彼女ではないとナルは手紙に記していて、イシュリーンもそう思えた。

				　人など、簡単に変わることができる。

				　王である彼女は、こう思えるのだ。過去、ナルと出会う前、彼女は果たして誰かを愛するなどできただろうかと考え、無理だっただろうと苦笑していた。しかし、立場と周囲の状況が変化したことで、彼女はナルを男性として意識して、今は恋人として変わる者などいない相手だと大事に思っている。

				　仮に、ベルベットにとってそういう存在、何かがあったとするならば、彼女は自分のように、諜報員にでもなるのではないかとイシュリーンは案じていた。

				　それは彼女が、ナルの居場所を守るために他国すら侵略する為政者である今だからこそ強く感じるものであった。

				　アラゴラを征服し、次は南下の為に北の情勢を落ち着かせる過程である現在だから、思うことであった。

				　だが、彼女はベルベットの到着を知らされ、迷いなく馬車の中へと招いた。王専用の馬車は大きく、寝泊まりをするのも容易い。ナルの策で輜重隊と共に夜を越す際、彼女は幕舎ではなく馬車で休んでいて、今は来客を迎えるために卓と椅子を運び込ませている。

				　ベルベットは、紅茶とジャムを出されて感謝を示す。同席するナルは驚くほどの変わり身に呆れ、ダリウスは機嫌がいいなと胸を撫で下ろし、二人にそれぞれを紹介した。

				「ベルベットどの、遠路、ご苦労だったな」

				　労りの言葉を述べたグラミア王に、ベルベットは頷く。

				「本当に大変だったのだ。田舎は道が悪くて困るのだ」

				　口は悪いままだとナルが評した時、彼女は椅子にそっと座ったが、「ひゃ」と言って腰を浮かした。

				「どうした？」

				　ナルの問いに、彼女はがっくりと肩を落とす。

				「事故があってだな……私はお尻が内出血するほどの大怪我を負ってしまったのだ。まだ、痛いのだ」

				　イシュリーンが侍女を呼び、眠る際に使ったクッションを取って来させた。彼女はそれをベルベットに貸してやる。

				「立ったままでは話はできないし、紅茶を飲むのも落ち着かぬだろう。使いなさい」

				「おお、おお！　グラミア王は優しいのだ！」

				　同情する気もおきないというのが、ナルの素直な気持ちであった。

				「グラミア国内を調査するのは問題ないが、諜報活動をされては困る。そうでなくとも、軍や国、王家の施設には入らせることはできないぞ」

				　イシュリーンは、ジャムをペロペロと舐める少女を眺め、自由だなと微笑みながらに伝えた。彼女は幼い頃、ルヒティに厳しくされていたから、ベルベットのように舌でジャムを舐めるというのはご法度であると認識していたが、目の前でその様を見て、確かに行儀が悪いと感じている。そして、眠ったナルの唇をペロリと舐める悪戯も止めておこうとも思った。

				　そこでイシュリーンは赤面してしまい、三人は訝しんだ。

				　ベルベットは何かの理由で顔を真っ赤にして俯いてしまったイシュリーンに対して、その心配はないぞと答える。

				「そんなことをする意味も理由も私にはないのだ。私はアルメニア人だが、ゴーダ人でもある。そしてこの世界に多く存在する人で、生物だ。いや、イシュリーンどのが言いたいことは分かるのだ。だがな、それは人が長い歴史の中で培ってきた共存体制による生存戦略の延長に過ぎないのだ。私は単独で生きるだけの力があるのだ。縛られる必要はない。それに、国とか人種とか、権力者の都合を押し付けられても困る……重要な場所への立ち入りは別途、許可を求めるのだ……そこは理解できる。まずは国内を移動できる自由が欲しいのと、ベルベスト山への入山許可なのだ」

				　イシュリーンは顔をあげ、手でパタパタと顔を仰ぎながら唇を開いた。

				「分かった。ベルベスト山へは調査目的での入山を許可するが、双頭龍がいる。慎重にな……国内の移動は通行証を出そう」

				　ベルベットは紅茶をお上品とは言えない所作で飲むと、美味いと連呼する。

				「美味しいのだ。イシュリーンどの、感謝する！　あと、おかわりが欲しい」

				　ナルが侍女を呼び、紅茶のおかわりを頼むと、ベルベットに苦言をした。

				「ベルベットどの、陛下をそのような呼び方をするのはよくないですね。陛下は寛大であられるのでお許しになっておられますが──」

				　ナルの言葉をベルベットは発言で遮る。

				「だったら問題ないのだ。イシュリーンどのが良いと思っているなら良いのだ。お前の出る幕ではないのだ」

				　クソムカつくガキだ……。

				　ナルが怒りを堪える様子にダリウスが同情して口を開く。

				「ベル様、ナルはこれでも一国の補佐官ですから、そのような態度はよくありません」

				「ダリウス、役職など私には石コロ程度の価値しかないのだ」

				「しかしベル様は、アルメニアで役職を得ているからこそ、動物の保護や、研究に必要な資金調達ができるのではありませんか？」

				「……ダリウス、あとで一〇点やるのだ」

				「は？」

				「お前の言に私は反論できない。確かにそうだ。私の言い分や価値観は一方的なものであったのだ。それを気付かせてくれたので、一〇点、やるのだ」

				　だからその一〇点とは何かと首を傾げるダリウスは、おずおずと顔をあげたイシュリーンに視線を転じた。彼女はチラリとナルを見て、笑顔を返されてまた顔を伏せると、唸って固まってしまった。

				「ま、許可をもらったならもう用はないのだ。紅茶、美味しかったのだぁ」

				　こう言ったベルベットは去ろうとしたが、ナルが慌てて引き留める。

				　彼は、彼女の知識に用があった。

				「ちょっと待って！　ちょっと訊きたいことがあるんですよ！」

				　ダリウスはピンときて、口を開いた。

				「例の件か？」

				「そうだ。いろいろと問題があるかもしれない。グラミアで領地を持った今の俺には軽々しいことかもしれない。でも訊きたい」

				　イシュリーンも、恋人が何を質問したがっているのか察して彼を見つめる。

				　ナルは王を見つめ返して、だがベルベットがいることから口調は臣下のものとなった。

				「よろしいでしょうか？」

				　イシュリーンには、止めることなどできないと思えた。彼がこの世界で、これまでしてくれた事を考えると、彼のしたいようにさせてやりたかった。

				　古代文明のことをベルベットに尋ねた結果、ナルはやっぱり古代からこの時代に来たということが明らかになったとしても、彼女はナルとの関係がこれからも変わらないものである自信があった。

				　イシュリーンは、躊躇いを払うかのように一度、深く頷く。

				　銀色の髪がはらりと舞った。

						  

				　　　　　　　

				

				　大人の男と大人の女、そして大人だが背が低い男と少女の四人が、王の馬車の中で円になって向かい合っていた。その馬車の外、野営地では編制を終えた部隊群が、ジグルドに指揮されてグレイグ公爵軍追撃に出発した。同時に、主戦場を夜営地としていた本隊は二手に分かれていて、疲労濃い者達は南へと後退し、そうではない兵達はアビダルに指揮をされて北へと先行している。ウラム公爵軍との合同作戦は、撤退途上のグレイグ公爵軍を徹底的に叩くことが目的である。

				　戦闘はまだ終わっていない。しかしながら、イシュリーンはすでに勝ちを確信していたし、ダリウスも同じであった。そして二人には、この時に限って言えば、すでに大勢の決した戦闘よりも重要な問題があり、飲み物を替えて話に付き合うことを選択している。

				　ナルは、ツイカを炭酸で割った飲み物を選び、ベルベットはオレンジを薄く切って紅茶に浮かべてもらった。ダリウスは水で、イシュリーンはナルと同じ物を飲んでいる。四人が囲む円卓は小さいが、各人の杯と焼き菓子が置かれても余裕がある。

				　小麦粉を練った後に手の平の大きさに切り分け、焼き上げて蜂蜜を塗った菓子が運ばれている。質素な菓子も、蜂蜜ひとつで豪華なものへと変貌していた。

				　ひとつを摘まみ、サクサクと音を立てて食べるベルベットは、古代文明のことを訊きたいという小男を眺めながら、どうしたものかと悩んでいる。それはもったいぶっているのではなく、彼女自身も確証が得られていない箇所が多く、曖昧な情報を他人に説明するのは推測に頼る部分が増え、根気が必要だからだ。一刻も早く調査に出掛けたい彼女とすれば、断ってさっさと出発したいところであるが、クッションを貸してくれた上に調査の許可を出してくれたイシュリーンには好感を抱いていたし、ダリウスも是非と言うものだから悩むのである。

				　まだある。

				　ベルベットにとって、ナルは無価値なのだ。イシュリーンのおまけ程度の価値しか彼に見いだせていない彼女とすれば、暇な時ならば相手をしてやってもいいと思えるもので、そういう彼女の頭の中が表情や菓子を食べる仕草によって、ナルに誤解なく伝わった。

				　彼は相手の興味を引くために、手札を提示しようと決めた。何がいいかと悩み、いきなり「俺は古代文明の時代からこの世界に来た」と話したところで馬鹿にされるのがオチだと分かっているから、現実的な情報で釣ることにする。

				「キアフの地下で、古龍がいる施設を見つけた」

				　ナルの返答に、ベルベットだけでなくイシュリーンも立ちあがっていた。ダリウスのみが腕と足を組んで椅子に掛けている。だが、視線はナルで定められていた。

				　ナルが補足する。

				「俺は逃げたから見ていないけど……ものすごい音がしていて、それはこっちに近づいて来ていた。一緒にいた魔導士が『あれは古龍だ』と言って、危険だからと一緒に逃げ出したんだ。だから……古龍がいるなら、古代文明の遺跡もあるんじゃないのか？　以前に聞いたけど、古龍は遺跡を守っていることもあるんだろ？」

				　三人の視線を浴びるナルは、イシュリーンに「黙ってて悪かったよ。話しそびれて」と謝る。イシュリーンとすれば、そんな危険なことをという憤りと、例の地下通路がその場所に違いないという推測と、ナルと一緒にいた魔導士への興味で、どう質問しようかと悩み口を閉じていた。

				　ダリウスは、これでベルベットは情報欲しさで話に応じるだろうと少女を見る。

				　案の定、彼女はナルが言う遺跡に興味をもった。大都市の地下に遺跡というのは珍しいが例はある。だから彼女はグラミア国内の調査をするならば、そこにも入りたいと思った。

				「場所は？」

				　短く尋ねたベルベットに、ナルは成功したと満足した。だが場所が場所なだけに詳細をこの場では教えられないと気付き、慎重に言葉を選ぶ。

				「ちょっと……ここでは話せない。王陛下の仰る……王家の施設の地下から通じているみたいだから」

				　イシュリーンは、やはりと確信を得た。

				　ベルベットは期待に満ちた目でグラミア王を見つめ、その顔には「許可くれ」と書かれているようだとイシュリーンを笑わせる。

				「ベルベットどの、いろいろと問題はあるが、地下施設には別の入り口から入ることもできる。そこから案内させよう」

				「おお、おお！　イシュリーンどのも存じているのだな？」

				「遺跡は知らないが……」

				　王はナルに咎めるような視線を送り、「危ないことを勝手に」という注意を声に出し、ベルベットに視線を戻した。

				「ただ、許可を出すには条件がある。ナルの話に付き合ってくれ」

				　イシュリーンの申し出に、ベルベットは「そうきたか」という感想を表情で表し、だが仕方ないと頷きを返した。

				　安堵したナルが質問をしようとした時、ベルベットは人差し指を立てた。

				「こちらにも条件がある。補佐官が私に質問する。次は私が彼に質問する。交代だ。どうだ？」

				「話せないこともあるけど」

				　ナルが言い淀み、ベルベットは頬を膨らませた。

				「話せないこと？　馬鹿？　お前は馬鹿？　どうせ戦争や政治のことなのだ？　どうでもいい事であるのだぁ……勝手にやってくれ。そんな質問はしないのだ。さ、何が知りたい？」

				　ベルベットが椅子にストンと座り、クッションのおかげで緩和されたが痛みで呻いた。

				「……ふぅ……ふぅ……くぅ……収まった。収まったのだ。よし、補佐官、いいぞ。質問しろ」

				　涙目のベルベット。

				　ナルはダリウスと視線を交差させ、背中を押されるかのような頷きを得て口を開く。

				「古代文明とこの世界で呼ぶ過去は、どれほど過去の時代なんだ？　一〇〇〇年前？」

				　ベルベットは「そんな事か」と受けて、ぶっきらぼうに答えた。

				「正確には分からないのだ。それにしても補佐官……お前は歴史を知らないのだな？　よくもそれで古代文明のことを……」

				　ベルベットはナルの問いから、この男は歴史を全く知らない奴だとおかしく思うと同時に、学者でもないのに古代文明にどうして興味を持つのだろうかという疑問を覚える。そこで一度、彼女は言葉を止めてしまったが、後にしようと決めて回答を続けた。

				「ま、いい……一〇〇〇年前にはアルメニア王国の前身であるヒルハイム皇国があったから、もっと前だな。トラスベリアが現在の形になったり……いろいろと調べても二〇〇〇年以上前としか答えられない。私の番なのだ。龍はどのような音だった」

				　ナルは記憶を辿りながらも、二〇〇〇年以上も過去という彼女の答えで集中できずにいた。

				「えっと……ヒュンヒュンヒュンとか、グォングォン……ガチャ、ガチャ、ガチャ……ドッドッドッド……みたいな……」

				　ナルは言いながら、子供の説明みたいだと恥じたが、ベルベットにとって分かりやすいほうが良かった。彼女は何度も頷き、表情を明るくしていく。

				「大きな相手だと思えるか？」

				　彼女の問いに順番が違うぞと思うナルだったが、これくらいはいいかと頷きを返した。

				「大きい奴……地下……古代文明の遺跡にいる。補佐官が逃げても追って来なかった。もし追われていたら、お前は生きていないだろうからな」

				　ベルベットの言い様で、ナルは渇いた笑い声を返す。それは、自分に対する呆れで、あの時、アブリルがいてくれて良かったと胸を撫で下ろした。

				「補佐官、それは古龍の可能性が高い。古龍が守る遺跡かぁ……行きたいのだぁ」

				　期待で瞳を輝かせるベルベットにイシュリーンが尋ねた。

				「襲ってくることはないのか？」

				「ない。古龍は自分から襲うことはない。いや、もしかしたら例がないだけかもしれないが、私は一〇体ほどの古龍と会ったが、攻撃されたことはない。私が去れば、それで終わりだった。でも頑固な奴らで、絶対にそこから奥には入らせないの一点張りなのだ。あ……今、イシュリーンどのが質問をしたから、私の番だな」

				「……それは卑怯だぞ」

				　ナルの抗議を無視したベルベットが、相手を試す問いを発した。

				「お前はどうして、古代文明のことを知りたい？」

				　そうきたかと、ナルは腕を組む。

				「ベル様……」

				　ダリウスが口を挟んだ。彼は、ナルの口からよりも自分が客観的に述べたほうが効果的だと判断していた。

				「ナルは、古代文明のことをある程度、知っています。でも、知らないこともあり、穴を埋めたいから博識なベル様を頼っているのですよ」

				　ベルベットは菓子に手を伸ばし、ミツバチは偉大だと褒めてナルを眺めた。

				「知っているのか？　学者でもないのに、調べているのか？　……はむ！」

				「うーん……魔法とか、どうして滅んだとか、そういうのは全く分からない。本当に一部分しか知らない」

				「どういう意味だ？」

				　ナルは説明に困り、ベルベットと同じく菓子を齧った。そこでイシュリーン、ダリウスの順で菓子が取られ、馬車の中はサクサクという菓子が噛み砕かれる音に満たされる。

				　指についた蜂蜜を舐めるベルベットは、改めてナルという男を見る。グラミア人らしくない容姿は東方異民族のいずれかが移り住んだ結果かと勝手に思っていたが、違和感を覚えた。それは、異民族でありながら国の要職にあり子爵位を得ているという点が理由だった。

				　ベルベットは、どういう事情があるのかという興味を覚えたが、ナルがようやく答えようとしていると見て思考を止めた。

				「説明が難しいな……そうだな……試しに、君が古代文明に関して不思議に思っていることがあったら質問してみてくれ。知っている内容であれば答えることができるし、知らなければ、他の質問に変えてくれていいから」

				「おかしな事を言う。古代文明に関して、私はとっても調べて、考えて、大陸でもきっと並ぶ者はいないほどに詳しいと自負しているのだ。その私にお前が教える？」

				「おかしな事だと俺も思う。知らない事があり、知ってる事もある。試しに、質問をしてみてくれ」

				　ベルベットは、重ねて頼まれて呆れたが、隣のダリウスまでも「試しにどうぞ」と勧めるのでからかうつもりで質問を決めた。

				「では、補佐官に訊く」

				　ナルがというより、ダリウスとイシュリーンが緊張する。

				「末期において、古代文明は……」

				「あ、ごめん。末期は詳しくない」

				「……お前はおもしろい事を言うのだ」

				　ベルベットは嘲るような笑みを浮かべてナルを眺め、質問を変えた。

				「では、いくつかの古代文明の遺跡を調査して得た疑問に答えてくれ。不思議なのだが……古代文明時代の国家はとても広いように思う。それはこの大陸西部一帯よりも広い。どこの遺跡からも、同じ文字、記号、年号、似たような道具が出てくる。何に使われていたのか不明だがそうなのだ。これは、広範囲を支配するだけの統治能力、仕組みがあったからではないかと推測するが分からない。補佐官は分かるか？」

				　ナルは、ベルベットを見直していた。

				　ただの我儘で口の悪い子供ではないなと認める。

				「答える」

				　ナルが答えると言ったものだから、ベルベットは目を丸くしてしまった。

				「……えっと……古代文明時代、人は仮想空間で情報伝達をすることで時間と距離をゼロにすることができた。例えば、アルメニアの君が機械を操作してその空間に作られた情報板に、グラミアにいる俺への手紙を書いて置いたとすると、俺はそれをその空間に入って見ることができた。そうだな……俺達が一日に一回、必ずその空間に手紙が置かれていないかを確認するという約束をしていたなら、俺と君は離れた場所にいても、一日で手紙をやり取りできることになる。次に、その空間は改良されていき、俺は手紙を取りに行かなくとも、受け取ることができるようになった。これは空間が手紙を送るということを始めたから……君が俺宛の手紙を書いて出したら、俺はわずかな時間差でそれを受け取ることができるようになった。次に情報網の容量が増して、双方向での情報交換量の最大値が格段に増える。すると、手紙は絵になり、動く絵を送ったりもできるようになっていった」

				　ナルの説明に、ベルベットは身を乗り出す。

				「情報伝達速度の向上は、技術の革新に繋がる。優秀な研究者達が、離れた場所にいながらも意見交換ができ、情報や研究結果を共有できるようになる。いや、それだけではなくて、一般の人達も便利になった。欲しい情報は本で調べるよりも簡単に仮想空間に見にいくことで得られた。この後、いろいろと過程があるけど長くなるので省略するが、結論として古代文明では、仮想空間……電子媒体での仮想空間で情報をやり取りすることで、時間と空間を得て、距離をゼロにできたわけだ。えっと……情報を複合的連絡網によって交換、共有、保管することができて、それは機械と通信環境があれば誰でも利用可能だった……で、ここで世界的に使われる言語のいくつかが公用語となっていたから、多くの人と接触するには公用語で会話をしたほうが便利になる。商売や開発における言語も統一されたものを使ったほうが早い。どう？　俺も完璧ではないけど、おおよそはこんなところだ。だから、ひとつの国が広かったというのではなく、国を超えて繋がっていたというべきかも……」

				　ナルの肩を、ベルベットが掴む。

				　ガクガクと揺らされる彼に、イシュリーンが慌てた。

				「ベルベットどの、落ち着きなさい」

				　ベルベットは落ち着かず、ナルを揺らしながら早口で彼を褒める。

				「おお……おお！　補佐官、お前は役に立つ男だったのだな？　いや、お前の意見として受け取るが、しかしそうだったとすれば、ピタリと答えが出る。古代文明は一か所で何か発生すると、短い期間で違う地域に拡大、拡散して多発するといった不思議な世界だったようだが、その空間で共有していたから、広まるのも早かったわけだ！　補佐官！　その情報共有は国家を超えて行われていた分野が圧倒的に多いのだな？」

				「そそ……う、だだだ」

				　ガクガクと揺れながら話すナルは、イシュリーンの助けもあってベルベットから解放される。

				　少女は立ったままわなわなと震え、脳裏でこれまでの知識をナルの説を踏まえて組み立て、推理を再構築していく。

				「統治体制が似ていたり、事件が同時多発的に発生したり……うん。そうだ。情報伝達速度だ。これが鍵だ。つまり召喚魔法や転送魔法はその応用であるのだ。時間と距離をゼロにする。やはり、この二つの魔法を合体させることが、古代文明の謎を解く鍵であるのだぁ！」

				「ベル様、仮想空間とはなんです？」

				　ダリウスの問いに、ベルベットは興奮で返した。

				「それをナル殿に訊くのだ。ナル殿、作ろう！　それを！」

				〝補佐官〟や〝お前〟といった呼称から、〝ナル殿〟に昇格したと知らされたナルは複雑な面持ちで「残念だが」と答えた。

				「いやぁ……作れないね。今は……というより、この世界では無理だと思う」

				「どうしてなのだ？」

				「仮想空間を創るには、それをする道具を作る必要があるし、動かす動力もない」

				「……じゃあ、その作り方を教えるのだ」

				「ごめん、分からない」

				「だー！　惜しい！　お前は惜しい奴なのだ。届きそうで届かなかったのだ！」

				　自分の髪の毛をかき回したベルベットが、ストンと椅子に座った。

				「ひゃ！」

				　彼女の悲鳴。

				　ナルはさすがに同情を寄せた。

				「例えば……」

				　痛がるベルベットを案じるような表情でイシュリーンが口を開いた。

				「その仮想空間を魔法で創ればどうだ？　ベルベットどの」

				「魔法？　魔法か……」

				　イシュリーンの発言は根拠のない思いつきで、炎や氷を創り出せるのだからというこじつけに過ぎなかったが、ベルベットは召喚魔法と転送魔法は、もしかしたら、仮想空間はすでに存在していて、魔法によって入口と出口の開閉をしているだけなのかもしれないと推理してみた。

				　対象を細分化して素粒子の状態まで変換することで、仮想空間を通過させる。そして再び再構築させて、出現させる。

				　ここでナルが、ベルベットに尋ねた。

				「古代文明に関する質問をしてもいいかな？」

				　思考の中断を強いられた少女だったが、相手がナルということもあって我慢した。現時点において、彼女にとってのナルは、とても価値がある存在になってしまっているのだ。

				「仕方ない。そちらの順番だ。考え事は後にしよう。何を知りたい？　というより、何を知らないのだ？」

				「うん……いろいろとあるんだけど……まず魔導士は兵器だという君の説を教えてもらえないか？　古代文明時代の兵器が今に残っているというけど、君も……陛下も人間じゃないか」

				　アラゴラ制圧の最中、ナルはダリウスの口からベルベットの説を聞かされていて、ずっと引っ掛かっていたのだ。

				　少女は顎先に人差し指を当てて、「ふむぅ」と漏らすと口を開く。

				「お前は、末期のことを知らないと言っていたが、私の話す内容を理解できるのだ？」

				　彼女の問いは、見下すような視線で放たれた。

				　ナルは、呼称が再び〝お前〟に落とされたとあって口調を鋭くする。

				「それは聴いてから判断する！」

				　ナルの不満は声に含まれた棘となってベルベットに届き、彼女は苛立ちも露わに腰を浮かしかけたがダリウスに宥められる。

				「まぁまぁ……ベル様の賢いところを教えてやってください」

				　これはベルベットの機嫌を直したが、ナルは不満を露わとした表情で、イシュリーンが恋人を宥める。

				「ナル、落ち着け。話を聴くのが大事だぞ」

				「……俺は忍耐力あると思う」

				　堪える彼に、ベルベットが得意げな笑みを向ける。そして少し悩み、それはどう説明したら伝わるかというもので、簡単な言葉でのみ述べる事を良とした。専門的な用語は、学問を学ぼうとする人を遠ざける原因のひとつだと彼女は言い続けていて、多くの専門書を一般的な単語や文章に翻訳して残す事を根気よく続けているが、今もその一端であると思えた。

				「そもそも魔導士は何であるかを説明する必要があるのだ……補佐官、例えば……古代文明ほどに文明が栄えた世界で、人の欲望はどこに向かうと思うのだ？」

				「……名誉？　知識か？」

				「違うのだ。本当に残念な奴なのだ」

				　耐えるナルと、彼を応援するような視線のイシュリーン。そして諦めたように項垂れるダリウスの耳に、ベルベットの声が届く。それは態度や言葉ほどに乱暴ではなく、説明するにはこれくらいの速度で喋ったほうが良いと少女が思える速さだった。

				「古代文明……いや、人類は常に戦っている相手がいるのだ。それは死で……寿命だ。または病だ。不治の病は多くあり、私もいくつかの薬を作って、フォンテルンブロー大学の研究室を通してアルメニアの複数の商会に製造を委託し、提携している医療機関で臨床試験を行っている……が、だから分かる。そしていつも交換したほうが早いのではないか？　という気付きにぶちあたるのだ」

				　ナルは呼吸を止めた。

				　ベルベットが話そうとしている事の意味を理解できるからだ。そしてそれは少女に伝わり、彼女は自分のものではない臓器を体内に入れる行為に対して忌避を示さないという理由から、ナルへの不審を覚えたがそれは後で確かめるとして説明を続ける。

				「発端は、人間による人間の製造なのだ。病に侵された臓器を入れ替える技術があったに違いない。今……賭けに近い施術も古代文明時代では確証を得て行われたに違いないのだ。でなければ、その方向へと研究が推進されるはずがないのだ」

				　ベルベットは指先に光を点し、馬車の中にふわふわと浮かぶ文字や記号、絵を記して説明する。

				「交換用の臓器を保管するには、人体で保管するのが最も適していると古代の人達は分かっていたのだ。だが、ここで終わらないのが人なのだ。興味、好奇心は尽きない。作り物の人に、自我を与えることはできるかという事を研究した者達がいた。彼等は作り物の人に、多くの人達を参考にした自我機能を組み込んだ」

				「人工知能だな？」

				　ナルの問いは、尋ねるというよりも確かめるというものだ。

				「人工知能……なるほど、そういう言葉があれば説明しやすいのだ。それにしよう。人はこうして人を造り、だが制御はした。それはそうなのだ……人工の人間にとって、人は生みの親なのだ。ある意味、神だ」

				　ベルベットは自らの手の平を見つめた。

				「軍事転用、労働力……人は、作り物に危険な役目を与えた。文献によれば、汚染地域の洗浄や、宇宙空間での作業、戦争の兵士といったものから……人の為に延々と働かされた。人工物に権利などないし、壊れたら新しいものをあてがえばいいという論理が、これを常識にして、人は豊かでゆとりある生活を楽しむことができたのだ。当時の人工の人間がどんな立ち位置だったかは、東部都市国家連合や南部都市国家連合における奴隷の身分だと言えば分かりやすいだろう……が、古代文明末期は各地で問題勃発ばかりで、富裕層は空中に都市を浮かべて移住したそうだ。地上は汚れていたらしく、空に浮かべた衛生装置を使って地球を浄化しようとしていたらしい」

				「それが、魔導士と関係しているのか？」

				　ベルベットは頷く。

				「経緯は不明だが……古代文明末期の人は、地上の人工物である人を根絶やしにしたかったようだ。衛生装置とはよく言ったものだな……でも、調べることができる範囲で調べた結果、古代文明末期の戦争状態はまさに全人類の混乱と言って差し支えない状態だったようだ。人工の人が、人工の人と戦う……その中で、武器を持たせる必要のない人工の人間が現れた。これが古龍や私達だ」

				　ベルベットはそこで口を閉じると、光の文字を宙に浮かべる。その文字は、仮定と記されていた。

				「全て仮だ。私が集めた文献や、遺跡で見た資料や動く絵、そういうものが事実だったらという『根』によって支えられている説に過ぎない」

				　ベルベットは微笑むと、押し黙り何やら考え込むナルを眺める。そして冷めてしまった紅茶を飲み、彼に疑問をぶつけた。

				「で、補佐官。あえて聞くが……人工知能などと当たり前のように使ったお前は、何者だ？　研究者でもないようだし……ほとんどの者が私を非難する臓器の取り換えに対しても拒否を示さないし……怪しいのだ。医者か？　いや……この世界というお前は、じゃあどこの世界を知っているのだ？」

				　彼女は喋りながら、もしかしたらという小さな期待を抱いた。あり得ない事のような現実など、これまでも多く見てきたと思う彼女は、目の前の黙りこくった男を凝視する。

				「俺は臓器の取り換えが有効であると知っているんだよ。問題を解決する必要はあるけど……」

				　消え入るような声で答えたナルは、膝に置いた手をイシュリーンに握られたと感じて視線を落とした。彼女の白い手が、ナルの手を握っている。重ねるように置かれて、指先に力が込められて、しっとりとした感触に彼は呻いた。

				「補佐官、回答になっていないぞ」

				　ベルベットは「ふむぅ」と鼻息を漏らし、ダリウスに同意を求めるような視線を送るが、彼はナルをじっと見つめていたので彼女とは視線が重ならない。それが不満である少女は、濃いピンクの髪をハラハラと舞わせて頭(かぶり)を払った。

				　だが、脳裏に閃光が走った。

				　彼女は、ナルが答えていたと気付く。

				「お……お前は、臓器の取り換えが有効だと知っているのだな？」

				　確かめるような質問に、ナルは顎を引いた。

				「そうだ。俺はそれを事実として知っているんだ」

				　ベルベットは目をぱちくりとして、口をパクパクとさせた。

				　そんな馬鹿なという衝撃ではない。ここにいたのだという驚きと喜びで、彼女は言葉を紡げない。そして、ナルが古代文明に関して知りたいのも、生きていた時代がどうなったのかを確かめたいという欲求からだと思い至った。

				　彼女は腰を浮かし、白い手をナルに伸ばす。彼は逃げず、彼女の指先はナルの前髪をそっと掴んだ。

				「存在……しているな、ちゃんと」

				「さっき肩を掴んでたじゃないか」

				　ナルの抗議に、ベルベットは呆けたように頷く。

				　彼女は瞬きし、このような時はどういった反応をすれば良いのか分からないといった顔つきと態度でしばらく無言だったが、居ても立ってもいられないほどの衝動で勢いよく立ちあがった。

				　彼女に蹴られた椅子が、ガタリと音を立てて倒れる。

				　彼女は失った言葉を探すように視線を彷徨わせる。

				　彼女の瞳は、右に左に忙しく動き、ダリウスで止まった。

				　彼は、少女を見ていて、その表情は悲痛であった。

				　ダリウスは、ナルの話を聞いたベルベットの態度から、彼女がナルの出現に何らかの関与をしていると気付いた。そして、もしそうであるなら、正直に話すべきだと思っていたが、ナルがこの世界で苦しんでいた事を知るがゆえに、促せないでいる。そんな自分をダリウスは許せなく思っているからこその、今の表情であった。

				　ナルの為にも話すべきだという思いと、ベルベットがナルに責められるであろうと予想しての重い泥が腹に沈むかのような感覚で、ダリウスは言葉を発することができない。どうすればいいのか、彼にも分からない。

				「……補佐官、いつだ？　いつ、ここにいたのだ？」

				　ようやく話すことができたというほどに、少女の質問は震える声で為され、ナルは唸りながら腕を組んだ。

				「夏……だったな。すぐに秋になった」

				　ベルベットは脳内でドゥドラの発言を思い出した。彼女の信頼する部下は、グラミアの情勢に関して喋っていた。夏から秋にかけて限定すると、グラミアの内乱が大きな事件だと言っていたはずだと賢くも小さな頭の中で蘇らせると、やはり東に落ちていたのだと頬を強張らせる。だがすぐ微かに弛緩させ、唇を薄く開くと、やがて満面の笑みを浮かべる。

				　召喚魔法と転送魔法を掛け合せた実験は、人を過去から現在へと運ぶほどの精度だったと誇らしく、嬉しく、改良のしがいがあると喜んだ彼女は白い歯を見せた。興奮を懸命に抑え、動揺に抗うかのように彼女は呼吸を短く繰り返す。

				「イシュリーンどのが、保護したのか？」

				「ちがう……帝国軍に追われ、疲労と高熱で動くのも大変だったところを彼に助けられた。保護されたのは、私のほうだ。ベルベットどの、貴女が知ったことはグラミアというより、この四人しか知らないことだ。貴女の知恵を借りたいと思うナルの気持ちを察して、他では口外しないで欲しい。お願いだ」

				　イシュリーンが視線を伏せた。

				　グラミア王の口調と言葉に、ベルベットも真面目な顔で答える。

				「安心するのだ。私は何より研究が大事だ。補佐官の事を他人に話せば、私の研究にも支障が出る。そういう意味で私とグラミア王は協力し合えると思う」

				「ナルを研究対象にはするな」

				「どうしてだ？　古代文明の時代に生きていたと話す男のことを調べないでどうするのだ？」

				　イシュリーンとベルベットの会話を聞きながら、ナルは眉を寄せていた。そして、何故だ？　という気持ちの悪さは懸念というより困惑だった。それはベルベットが、ナルがこの世界に来た方法に興味を抱いていないからで、彼は不気味で最悪な想像をすると口端を歪めた。本来、彼に対し彼女がするべき質問は、古代文明世界からこの世界に来た方法などであるはずだ。それをしないベルベットに、ナルは不安と疑問を覚える。

				「それが問題だと言っている。私は……」

				　イシュリーンが恋人の変化に気付き、視線を彼に転じた。

				　彼女はそこに、これまで見た事もない厳しい表情を作る恋人を見つけ、初めて彼を恐いと思ってしまう。

				　ナルは、ダリウスから懇願するかのような視線を受けたが瞬きで払い、重い声を吐く。

				「ベルベット、君は俺にこの世界に来た方法を訊かなかった……どうやって俺がここにいるか、君は心当たりがあるのか？」

				　少女を呼び捨てにしたナルであったが、呼び捨てにされたほうは気にも止めず頷いた。

				「昨年の夏の終わり頃……私はある召還魔法を試した。これは、私が研究を進めているもので、過去と現在を繋ぐ道を作るものなのだ」

				　ベルベットは話しながら、自分の研究が間違っていなかったという喜びと、答えに繋がる道を見つけたという希望で声を弾ませていく。

				「未来と繋ぐのは無理だ。まだ存在していないからな。繋げることができるのは、存在していた現在より過去だ！　しかし、過去の世界を知ることは未来を知るに等しいのだ！　だから私は、この魔法を確かめるべく、行くのではなく呼び出すという実験をしてみたのだ。失敗に終わったと思っていた……だがお前という古代文明を生きていた人間がこの時代にいるのならば、私の研究は一部の改良を必要とするが、概ね間違っていないという事が証明されるのだ」

				　ベルベットの声が途中から消えたとナルは感じた。

				　彼は、鼓動が瞬間的に早まったのを自覚すると共に、気付けば拳を握りしめている自分に驚いた。だが、べらべらと己の研究を誇る少女の声に苛立ちは増し、腹の底からわき上がる怒りを抑える事ができなかった。

				「お前は素晴らしい経験をしたのだ！　補佐官、喜べ！　私の──」

				「ベル様！　お止めください」

				　はしゃぐ少女を諌めたダリウス。彼は、この少女がとんでもない事をしたと知り戦慄すると共に、ナルの為にも叱らねばとベルベットを遮り立ち上がった。

				　だが、ナルの手が伸ばされたと見えた瞬間、彼は動けない。

				　ナルは、はしゃぐベルベットの襟首を掴んだ。

				「お前！　おお前ぇえええ！」

				「やめてぇ！」

				　イシュリーンの懇願。

				　怒声に悲鳴が重なったと同時に、ナルの拳がベルベットに振るわれた。少女は咄嗟に腕で防いだが、衝撃で細い身体はよろけ、狭い馬車の壁に身体を打ちつけられて転倒する。彼女は何がどうしてこうなっているのか理解できない状態の中で、声をあげることも、反撃することもできず、もがいて立ちあがろうと必死であるがゆえに、自分のローブを踏んでもたつく。

				「ぶっ殺す！」

				　ナルがベルベットに飛びかかり、卓がひっくり返って飲み物が飛び散る。砕けた破片は床でばら撒かれ、派手な音は破壊音だった。彼はダリウスに遮られながら、イシュリーンに背後からしがみつかれながら、懸命に拳を突きだした。

				　起き上がろうとしていたベルベットは、目の下辺りにナルの殴打を浴びた。

				　鈍い感触がナルの拳を振動させ、骨は相手の骨とぶつかったことで軋む。

				　少女は経験したことのない痛みに驚く。彼女の心臓は激しく血液を送り出し、肺は空気を求めて収縮を繰り返した。

				　ダリウスの怒鳴り声と、イシュリーンの鋭い声に、馬車の外からかけられる大声で、ナルの喚き声は言語としてベルベットに達しない。

				　ナルが伸ばした手が、ベルベットの首を掴んだ。

				　女だろうが、子供だろうが、こいつを殺す！

				　こうまで強く殺意を覚えたことがあったかというほどに、ナルは明確な相手への害意で目を血走らせる。

				「俺は！　俺はああ！」

				　喉を絞られたベルベットは、見開いた赤い瞳でナルを見た。

				　目は逆三角形のように吊り上がり、頬には皺が寄って、口は食い縛る歯の並びが分かるほどに開かれている。

				　恐い！

				　ベルベットは、両手でナルの手を掴み抵抗する。

				「ナル！　目を覚ませ！　落ち着け！」

				　ダリウスがナルの腹部に殴打を見舞う。怒気の表情から一瞬で悶絶となったナルだったが、ベルベットの首を締め上げる手に込められた力は抜けず、念の強さに彼女は脅えながら意識を薄れさせていく。魔法で反撃しようにも意識が乱れて発動しない。

				　ベルベットが気絶する寸前、彼女の首を絞めるナルの手から力が抜けた。

                			

	








			
				　ダリウスとイシュリーンが、ナルを少女からはがして遠ざけたからだ。そして、彼は馬車の扉を開いて現れたグラミア兵達によって運び出される。

				　三人掛かりでようやくといった程の凄まじさを発揮するナルの声は、聞く者の心をささくれ立たせた。

				「あいつを殺させろぉ！　俺に殺させろ！」

				「離せ！　邪魔をするなぁ！」

				「離してくれぇ！　あいつのせいで！　あいつのせいだ！」

				　イシュリーンは馬車の扉を閉じ、座り込んで動けないベルベットの前でしゃがむ。そして、彼女の頬が腫れ始めたと見て、ダリウスに軍医を呼べと声をかけた。

				　命じられた男は、悲し気な瞳でベルベットを映したが一瞬で感情を消した。

				　馬車から出て行くダリウスの背を、ベルベットは窺うように見る。彼女は呼吸するために口を開いたまま、鼻でも空気を懸命に吸った。その行為で恐ろしさから逃れられた安堵を、苦しさから解放されたというものに置き換えて誤魔化した。

				「ベルベットどの」

				　イシュリーンが、少女の頬を優しく撫でる。

				　母親が子供を慰めるような、痛がる箇所を撫でて癒すような、慈愛による指先の感触に少女はハっと顔をあげた。それでベルベットは、俯いていたのだと知った。

				　イシュリーンの顔を見るのが怖くて、そうしていたのだと認めた。

				「ベルベットどのが……ナルをこの世界に連れてきてくれたのだな？」

				　王の言葉の意味を視線で問うベルベットだったが、グラミア王たる女性は穏やかな表情を崩さない。

				「でもそれが、彼を苦しめてるって、知って欲しいの」

				　王での口調ではなくなったイシュリーンに、ベルベットは泣き出しそうなほどに震えた声で答える。

				「わ……私は補佐官を苦しめようとしたのではないのだ……私は……研究したいのだ。私は……誰もが納得する成果を出したかったから、実験しただけなのだ……」

				　少女の消え入るような声に、イシュリーンが頷いた。

				「……でも、結果として苦しめた。貴女はナルを……苦しめたの。つもりはなかった、誤解……それは人を傷つけた者の勝手な言い分でしかない、ベルベットどの、それを私は誰よりも理解できていると言える。私も……彼を苦しめているから」

				　王の言葉で、少女は痛む頬に手を当てて、これまでにない息苦しさに瞼を閉じた。

				　彼女は、知的好奇心を満たすために自分を生んだ母と同じ事を、ナルにしたのだと悟った。

				　ベルベットは、イシュリーンに助けられ立ち上がるも、自らの意思で歩く事ができない。支えられたまま、王を見上げた。

				「グラミア王……彼に謝りたい。私は……人として彼に謝りたい」

				　暴力を振るわれた者が謝りたいと言う。

				　イシュリーンは、しかし彼女に首を左右に振って見せた。

				「今は無理だ……また、殴られる。私は、ナルがベルベットどのに暴力を振るうところなど見たくない」

				　ベルベットは俯く。

				　イシュリーンは、少女に吐いた自分の言葉に呆れ、口端を歪めた。

				　ナルに謀略を巡らせている自分が、目の前で暴力を振るう彼を見たくないと言う。この矛盾は、作り物の人に戦争をさせようと考えた古代人と同じだと自嘲する。

				「ベルベットどの、人はいつまでも成長しないものだな。作り物であるかもしれない私達も、呆れるほどに人に似たのだな」

				　イシュリーンの声に、ベルベットは呻いた。

				　馬車から出た二人は、整列して待っていたベルベットの護衛達と向かい合う。イシュリーンは、自分の不手際によって少女が怪我をしたと伝え、上半身を前に倒すような、深く頭(こうべ)を垂れる一礼によって謝罪を示す。一国の王が、兵達に対して取る態度としては異常であり、見守っていたグラミア人達は事の重大さをそれで理解したが、補佐官が少女への呪詛を繰り返していたし、今も牢獄代わりの幕舎で喚き散らしていることから、あの可愛らしい少女が全ての原因であると推測する。

				「陛下、どうか御身をお正しくださいますようお願い申し上げます」

				　ドゥドラをはじめとする外人連隊の者達は、片膝をつくことでイシュリーンよりも低姿勢を取る。そして彼等はベルベットを眺め、微笑みで彼女を迎えた。

				　とぼとぼと、ドゥドラに歩み寄った彼女は、彼が差し出してきた手を見つめた。ごつごつとして、剣を握り戦い続ける男の手に、ベルベットは指先で触れた瞬間、涙で視界を大きく歪ませてしまう。

				「わ……えぐ……私が……悪いのだ」

				「ベル様、悪いことをしたなら、叱られて、謝らないといけませぬ。一緒に叱られますゆえ、一緒に謝りましょう」

				　彼女は激しく頭(かぶり)を払うことでドゥドラの申し出を拒否すると、両手で溢れる涙をぬぐいながら訴えた。

				「私がぁ……ふぅあああ……一人でぇ……謝らないといけないのだぁ……」

				　イシュリーンがベルベットを背後から抱きしめ、少女は王に縋り付くようにして振り向く。王の服を涙で濡らしながら、ベルベットは自責の言葉を繰り返した。

						  

				　　　　　　　

				

				「なんだ、ダリウスか……俺の首を刎(は)ねにでも来たか？」

				　幕舎の支柱に縛り付けられているナルの声は、ダリウスの知る彼のものではないように聞こえる。ゆえに年上の友人は、無言で彼に歩み寄ると隣に座った。

				「俺はそんな事はしたくない」

				　ダリウスはポツリと溢す。

				　二人は同じ方向を見ていた。

				　青い幕が、騎兵が駆けたことでバタバタと揺れた。

				「撤退が決まった。陛下がお決めになられた」

				　ダリウスは、決定事項を口にすることでナルの反応を見たが、年下の友人は無言で、無反応で、ただ前を見ているだけという有り様である。心ここにあらずというのではなく、ひとつの事ばかりを考えているのだろうとダリウスに思えた。

				「しかしながらグレイグ公軍の追撃は残っているから、ジグルド卿を将軍職にして一軍を任せることになりそうだ。ウラム公閣下との共同作戦になるだろう。キアフに帰ろう」

				「帰る？」

				　ナルが顔の向きは正面のまま、目だけを動かしてダリウスを捉える。

				「帰る？　帰るだと？　は……ははは……」

				　ナルの渇いた笑い声は途切れとぎれで、馬鹿々々しいという彼の気持ちを質すまでもなかった。

				　彼はぽつぽつと、言葉を紡ぐ。

				「俺は……どうしてこの世界にと……それが……こんな……実験動物の気持ちが分かる。どうして、こんなに苦しまないといけない？　どうして、痛いことをされる？　なぜ、ここに閉じ込められている？　自分は何のためにここにいる？　……それは実験の為だったと知らされたなら……狂う」

				　ダリウスには実験動物がどんなものか理解できなかったが、ナルの言い様から悲惨な末路を辿るのだろうと予想する。

				「研究の成功が……多くの人を救うかもしれない？　この薬が、苦しむ人の希望になるかもしれない？　そんなことは他所でやってくれ！」

				　怒鳴ったナルは、ダリウスを凝視した。

				「どうして俺なんだ!?　どうして!?　どうしてだ!?　何故だ!?　納得できる理由を話せ！　そうしたら……悩むことなくあいつを殺せる」

				「ナル……だが──」

				「俺は！」

				　ダリウスを遮ったナルは、歯軋りまじりの声を吐きだす。

				「俺は大馬鹿だ……イシュリーンのためにこの世界に来たなんて……は！　小娘の妄想かよ！　頭が悪すぎる！　でも！　それを信じて！　生きなければならなかった俺がこんなにも人を殺す事に慣れたのは、あいつの実験のせいだと!?　ふざけるな……俺と先生の誓いも……あいつの研究のためだと？　俺がこの世界でしてきた事は……何だったんだ……」

				　悲しむでもなく、怒るわけでもなく、ナルは言い終えるもダリウスから視線を外さない。その心地悪さにダリウスは瞬きをして、ナルの視線から一瞬だけ逃れた。

				「俺達は……誰かのために何かをしているようで、自分の為だ」

				　ダリウスは立ちあがる。

				　ナルは呼び止めない。

				「お前は怒るだろうが」

				　年上の友人は、幕舎から出る際に一度だけ振り返った。

				「俺はベル様に感謝している。お前に、会えたから」

				　ダリウスは幕舎から出た。

						  

				　　　　　　　

				

				　カミュル・トルキア・モリペレント公爵は、対面に座る男を見ている。

				　頬の傷を指で撫でながら、椅子に腰かけて無言の男は想像よりも穏やかな雰囲気で、だから余計にまともではないように見える。

				「シュケル卿……アルメニアに生まれなかったのが、卿が犯した最大の間違いだ」

				　カミュルの褒め言葉に、シュケルは一礼し感謝を示した。

				「殿下、お互い……生まれる国を間違えましたな」

				「は……言う……で、俺に何を訊きたい？」

				「殿下は、アルメニアを立憲君主制へと移行させた首脳部の一人です。感想を教えて頂きたいと存じます」

				「感想か……そうだな……国家が動くのは、民意によるべきだというものはやはり間違いだな」

				　アルメニア王国元帥は、風のない屋外を嫌うように目を細めると、手を仰いで風を自分に送った。

				「しかしアルメニアは、王家による統制は限界であった。溜まった不満や反感を抜いてやるのに必要であったと思う。国家は民がおらねば回らぬ……限られた優秀な者達だけでは、組織は動かぬゆえな……蟻と一緒だ」

				　シュケルは頷きを返した。

				　カミュルは卓に肘を乗せ、頬杖をつくと流し目をシュケルに送る。

				「しかしながら、帝国も民意が国を動かしている。信仰を利用して国家を治める手法は何も貴国が最初ではないが……肝要なのは民意の操作であろうな。誤ると……目先の利しか見えぬ馬鹿共の欲望で未来の子らが迷惑を被ることになるぞ」

				「未来……ですか？」

				「そうだ。世は過去から流れてきて、現在に至っている。現在が未来を決める。ゆえに為政者は未来を見て、今の判断を下さねばならぬ。今がどうこうではないのだ。しかし議会を復活させたことで分かるが、選挙で選ばれる元老院議員というものは未来を見る余裕がない。票を集める必要があるゆえな……民意を国政に反映させることが可能であるという点では立憲君主制は間違っておらんが、民意が常に正しいなどあり得ないし、間違っていることのほうが多い事実を見ると、結局は最終的な結論を下す者が必要となってくるわけだ。それは民意ではない。貴国でいえば教皇だが……人気を気にするようになると腐るぞ」

				「ご忠告、痛み入ります。では殿下がアルメニアの民や議員から嫌われておりますのは、そういったご理由があるからでしょうか？」

				「違う……俺が偉そうだからだ。分かるか？」

				　シュケルは苦笑し、カミュルも笑みを浮かべた。

				「よく、存じております」

				「これでも遠慮しているが……高名なシュケル卿を前にすると、さすがの俺も謙遜というものを思い出した。それに……この状況ではよけいにな」

				　カミュルが微笑み、右手の人差し指をぐるぐると回した。

				　アルメニア人の死体が転がり、帝国軍兵に囲まれた状況で二人は向かい合っている。

				　シュケルは、広範囲に展開したアルメニア軍の意図を見抜いていた。それは帝国軍が追撃してくれば、包み込むような動きを牽制として使い敵に慎重さを求めるものだ。ゆえにシュケルは全軍をアルメニア軍に喰らいつかせ、苦戦しても突っ込み続けろという暴挙にも等しい決定を行いつつ、カミュルの居場所を探していた。そして突き止めた後、即決で急襲を下すと、シュテファン率いる騎士団を中心とした精鋭で勝負をつけた。他の場所では負けまくっている帝国軍であるが、この一か所だけを見れば圧勝で、一戦場の勝利が全体の結果を左右するだけの価値があった。

				　伝令の馬蹄が轟き、シュテファンがまずそれを聞いた。そしてシュケルの傍らに立ち、耳打ちする。

				「我が軍のほとんどが壊滅状態だ。周囲の敵がこちらに向かって必死であるそうだ。時間がない」

				　シュケルは頷き、カミュルに告げる。

				「殿下をお助けしようと、アルメニア軍が懸命に向かって来ているそうです」

				　カミュルは鼻で笑うと、自らの首を撫でた。

				「この首……お前達に取られるくらいなら、叔父上に差し出しておくべきだったかもしれんな」

				「……それはまた別の世界になっていたでしょうな」

				「ま、今があるから、もしもあの時と思えるものだ」

				　カミュルは立ちあがると、シュケルを誘う。それは、お前がするのだろ？　という意味で、シュケルは一礼して従うと腰の剣に手をかけた。

				「この結果が分かっていながら、やり直しができるなら、どうなさいました？」

				　シュケルの問いは、悔しいだろうなという相手への配慮からのもので深い意味はなかったが、カミュルは彼の想像を超えた反応をする。

				　元帥は目を見開くと、ふにゃりとした笑みを浮かべる。それは、まさかこの人がこんな顔をするのかという驚きをシュケルに与えた。

				「よしてくれ。俺にも未練はあるぞ」

				「……失礼しました」

				　両膝を地面につけたカミュル。

				　彼は瞼を閉じて、家族の笑顔を脳裏に描く。ここで初めて、叔父が隠棲を選んだ理由に気付いた彼は苦笑を浮かべていた。

				「今さら……俺も愚かな……」

				「殿下、最後に何かご要望はございますか？」

				　シュケルの右手が、鞘から長剣を抜く。さらされた白刃は、陽光を反射して強烈な眩さで周囲を威圧した。

				　カミュルは逡巡の後、答える。

				「俺の死を公表する時は、元帥ではなく、王家の公爵として発してくれ」

				「賜りました」

				　シュケルの動作は一瞬で、右足を踏み出した時には剣が垂直に振り下ろされていた。

				　血が流れ出すよりも早く、カミュルの首は胴体から斬り離される。

				　アルメニア王国の支柱と呼ばれた男は、生首だけになっても瞑目していた。

						  

				　　　　　　　

				

				　グラミア王国の王軍がキアフに凱旋し、住民達の歓喜が爆発した王都であったが、首脳陣は民ほどに喜んではいられない事情と向かい合わねばならなかった。

				　理由は三つある。

				　アラゴラ王国南部の諸侯が挙兵し、アラゴラ総督として現地で対応しているルブリン公爵アルウィンの軍勢とぶつかったのだ。ルマニア公爵マルームの掩護で、初戦は敵を追い払ったアルウィンであるが、膝元のグルラダにおいて、旧支配体制で甘い汁を吸っていた者達を中心とする反グラミアという動きもあり、対応に苦慮していた。ルマニア公マルームは軍勢を動かして南部諸侯を牽制しつつも、積極的な討伐軍の派遣は東部都市国家連合を刺激する恐れもあり、敵を追い払うのみに留まっている。

				　次の理由は、厳しい財政状況だ。戦費の支出は膨大で、単年だけを見れば完全に赤字であった。それでも戦っていられるのはこれまでの富を食いつぶしているからで、政務卿であるアルキームの試算によると、このままの状況が続けば二年先には破産という状況であった。イシュリーンは国債の発行に慎重で、それはどこに売るかが難しいからだ。現状だと買い手は三候補ある。東部都市国家連合、南部都市国家連合、アルメニア王国がそれだ。しかしひとつ目はアラゴラ地方の事もあり、さらに今後のグラミア側の予定もあって選択肢としては取れない。ふたつ目はアルメニア王国と敵対している勢力であるから、アルメニア王国との関係を良好にしておきたいグラミアとしては難しい判断になる。ではアルメニアに売ればいいとはならない。すでにリニティアの輿入れが決まっているが、金まで出してくれとなると属国のような扱われ方をされかねない。

				　国内の商会に売りさばくという方法もあるが、それだけでは望む額は難しいだろう。

				　ロッシ公爵ゲオルグは、国軍たる王家の軍事費削減に取りかかっているが、これは山火事を桶の水で消せと言っているようなものであった。しかしながら、何もしないでいいと思うのは怠慢であると考える軍務卿は、アルキームと膝を突き合わせて喧々諤々とやり合う。

				「ウラム公への支援まで……となると本当に足りない」

				　アルキームは、こんな約束をしやがってという反感を向ける相手の顔を脳裏に描き、三つ目の問題の主に溜息をついた。

				　ナルは、王都の自邸に籠って外に出ない。

				　ウラム公領での戦いを終えて帰還したグラミア王軍は意気揚々としたものだったが、王とダリウスは沈痛な面持ちで、ナルはというと人目を避けるように自邸に駆けこんで姿を隠している。

				「あいつは、どうしたんでしょうかね？」

				　アルキームの言う『あいつ』とは誰のことか、ゲオルグにはすぐに分かった。

				「疲れているんだろ……休ませてやろう」

				　軍務卿の台詞に目を丸くしたアルキームは、改めてこの壮年の大貴族をまじまじと眺めた。

				「なんだ？　意外か？」

				「はい」

				「……皆が、忘れていることがある」

				　ゲオルグは言う。

				　そもそもナルは、グラミアの為に働く義理も責任もない身であるのに、どうしてか懸命だった。彼は間違いなくグラミアと共にあった。

				「だが……それはあくまでも彼の善意というか、好意というか……記憶喪失で彷徨っていたところを助けてくれた陛下に対して、または追い出したりしなかった貴公ら兄弟とミローシュ殿に対して……感謝と恩返し的な意味が強いのだろう。普通は双方ともに、お互いに助かったと感謝を述べあって別れているさ。陛下が陛下になったあたりでな」

				　ゲオルグはそこで書類から視線を外し、目頭を揉みながら発言を続けた。

				「一生懸命に走っていたら……ふと立ち止まってしまった時に、あれ？　と思うものではないのか？　もう一度、目標というか、理由というものを見つけて走り出すまで、休むことがあってもいいと思うがね。俺も、貴公だから言うがロッシ公爵家に婿で入り懸命に励んできた中で、幾度か立ち止まることがあったよ」

				「……権力欲が強かったのも、それが理由だったのですねぇ？」

				「お前……生意気な奴だ。白い眉のくせに……爺みたいだぞ」

				「……」

				　情けない顔を作ったアルキームは、扉が叩かれた音で視線を転じた。

				　現れたのはイシュリーンで、二人は前にもこんな事があったなと思いつつ一礼で王を迎える。

				「二人には苦労かけるが、よくない報せがたった今、増えた」

				「何事です？」

				　ゲオルグが訝しみ、アルキームが渋面を作る。

				　王は届いたばかりの一報を聞かせてやる。

				「アルメニアが帝国に敗れた。カミュルが、死んだ」

				「それは、また……」

				　政務卿は素早く計算する。

				　これで帝国は西の不安を取り除き、いよいよと東に再進出してくるだろう。その中で回復の兆しを見せていた東西横断公道(シルクロード)の物量に悪影響が出た場合、財政的期限は二年もないと試算を訂正した。

				「帝国の指揮官は誰でございます？」

				　ゲオルグの問いに、王は早口で答えた。

				「ローターだ。現教皇に左遷させられていたが、枢機卿として復帰しているようだ。その下に騎士団がいくつか組み入れられての防衛戦だったと報告を受けた。またシュケルの名もある」

				　グラミア人にとって、シュケルという名前は忌まわしいの一言では片付けられないものがある。何度も彼の指揮による侵攻を受け、イシュリーンもあわやとなった過去がある。一勝して溜飲を下げるにはまだ足りないのだ。

				「東部都市国家への仕掛けを加速させることにした。国軍は休ませたい。ゲオルグ、行ってくれるか？」

				　軍務卿は胸を反らし拳で叩くと、書類を睨むよりは気が楽ですと言って王を笑わせる。

				「畏まりました。陛下、私の不在時、代理はオデッサ公を推薦いたします」

				「分かった。異論はない。アルキームもよいか？」

				「異論があるはずがございませぬ……が」

				　政務卿は、あえてナルに触れない王に問う。

				「補佐官殿は、出ませぬか？　領地に赴くわけでもなく……となると、周囲が騒ぎ出します。もちろん、某も」

				　イシュリーンは頷きを返して席を立つと、微妙な笑みで口を開いた。

				「彼は……いや、彼に頼りきりだった私が間違っていた。彼は智神(オルヒディン)ではなく、人だ。大きな負担を……文句も言わずに背負っていた彼が休みたい時は、そうさせてやりたいのだ」

				　イシュリーンの声が迷いだらけの質であったがゆえに、アルキームは無言と共に、ゲオルグは呻き声と共に彼女を見送る一礼を為した。

				　二人と別れた王は、胸に手を当て通路を歩いた。イシュリーンの心配は侍女に伝わっていて、彼女は王に「恐れながら」と申し出る。この侍女は、身代わりとなってドラガンと対面した彼女である。

				　勇気を振り絞った侍女は、立ち止まり振り返った王から顔を伏せることで非礼を詫びる。

				「ナル様がお悩みになられておられるなら、会って差し上げれば如何でございますか？」

				　侍女は全てを語らず、それだけを述べた。

				　イシュリーンは赤面し、どうしてバレてしまっていたのかと瞬きを繰り返したが、常に行動を供にする彼女達が、気付かないほうがおかしいのかもしれないと赤面を蒼白へと変化させる。

				「陛下は……ナル様といらっしゃる時、とてもお綺麗です。いえ、いつもお綺麗ではあられますが……ナル様といらっしゃる時の陛下は……女性として羨ましいほどで……」

				　言ってしまったと両膝をついた侍女。

				　彼女の前にしゃがみこんだ王。

				　二人だけの会話は声量が小さく、通路は無人ではなかったが他の者は何があったと足を止めて緊張していた。

				「そういえば、お前がダリウスを私のところに寄越してくれたのだったな？」

				　彼女は、ナルとの関係で悩んだ際に、ダリウスによって救われている。そのきっかけを、この侍女が作ってくれたとイシュリーンは知っていた。

				「面倒ばかりかけて悪いな？　私も、お前と同じ人だから……許してくれ」

				　侍女を立たせた王は、何事もなかったかのように歩きだしたが、その表情は一変していた。そして、居合わせて立ち止まっていた者達が自然と頭(こうべ)を垂れるほどに、足取りに迷いはなかった。

						  

				　　　　　　　

				

				　ナルは自邸の自室で、寝台に腰かけて壁を睨み続けている。

				　今、彼を支配しているのはベルベットへの怒り、恨み、殺意だった。

				　日本での生活を諦め、この世界で生きると決めた彼であったが、自分にそれを強いたのが少女の好奇心、短慮によるものだと知り、自分の苦しみはなんだったのかと憤りが収まらない。

				　ナルは、超常現象的なものであればまだ許せた。しかし、そうでは無かったのだ。

				　日本での生活は、決して楽しい日々ではなかった。家族からはいないものとされ、学生生活は一部を除いて良い思い出がない。それでも彼は確かに努力をしていたし、懸命に生きていたのだ。

				　それを、一瞬で奪われた。

				　だからナルは、日本での生活の素晴らしさが分かる。

				　生命の危機を感じる事はまずない。

				　水は蛇口をひねれば当たり前のように出てくる。

				　夜でもスイッチひとつで明るくできる。

				　インターネット、電車、車、携帯電話、冷蔵庫、洗濯機、テレビ、パソコンなどなど、当たり前だったものを失って初めて、そのありがたさを感じる。

				　それらも全て、ベルベットに奪われた。あの少女の自己満足の為に奪われたのだ。

				　ベルベットがナルをこの世界に呼ばなければ、彼はこの世界で生きる為に人を殺し続ける事などとは無縁で、その苦しみをイシュリーンの為にと誤魔化して生きる必要など無かった。そういうつもりでなくとも、結果としてナルはイシュリーンを利用し人を殺す事を正当化している。誰に対してではなく、自分に対してそうしている。そうしなければ、人を殺める方法など考え続けるのは難しい。そういうものが当たり前の世界で育ち、学び、野心や大望を抱いているわけではない彼の拠り所は、イシュリーンの為というものと、ルヒティとの誓いだが、さらにいえば、どう格好をつけたところで自分の居場所を守る為に他人の命を奪っている事実は変わらない。

				　ナルは双眸を細め立ちあがると移動した。

				　椅子に座る。彼の寝室は暗く、夜になっても彼は灯りを必要としなかった。

				　アブリルがいれば会話もあったはずだが、今はそれもない。

				　暗闇の中で彼は笑った。渇いたその笑い声に、自分でも驚く。

				「なんだかんだと……俺は日本に未練があるじゃないか……郷愁じゃない。これは、また逃避だ……イシュリーンとの事も結局、この世界に放り込まれた不安から生じていたに過ぎないのか……？　なんて嫌な男だ、俺は！」

				　ベルベットへの怒りが、自分へと向けられる。

				　ナルは拳で卓を殴り、がたがたと揺れる花瓶を手で払った。それは、引っ越しの時にアブリルが用意してくれたもので、部屋を飾る物が何もない彼の為に、彼女は花を活けてくれていた。

				　今の季節、王宮を飾る向日葵を分けてもらったアブリルは、二輪だけナルの部屋に活けていた。

				　花瓶が床に落ち、砕ける。

				　水と花弁が床に広がり、彼はそれを見つめ頭を抱えた。

				「ナル、どうした？」

				　扉の向こうからダリウスの声が聞こえ、ナルは微かに顔をあげた。

				　友人であるはずのペルシア人は、彼を一人にさせるべく廊下で誰も近寄らせまいと立っていた。ダリウスはイシュリーンの時と同じように、友人が誰にも邪魔されない時間を守ろうとしていた。

				　それが分かっているからこそ、ナルは自分の気持ち、ベルベットへの怒り、ダリウスへの感謝、イシュリーンへの想いに唇を震わせる。そして、自分が関与したことで死んでいった人達の為に、またベルベットへの苛立ちを募らせるとわなわなと震えた。

				「大丈夫か？」

				　答えないナルに、部屋の外でダリウスが再び問う。

				　ナルは自嘲する。

				　誰かにかまって欲しくて暴れる子供と変わらない自分を嘲った彼は、扉に向かって声を荒げた。

				「大丈夫だ！」

				　ダリウスは返事をしなかった。

				　ナルは頭を抱えるようにして椅子に座り、その姿勢のまま闇を睨む。窓ガラス越しに覗く夜空は、彼を笑うかのように美しかった。

				　日本ではすでに見ることが叶わない星空に、ナルは異郷で悩むことを強いられる。

				　あの少女を殺せば、俺は満足かと考える。

				　再び、ナルの腹の底で殺意が湧き出て、彼は息を吐き出す事で誤魔化そうとする。

				　ベルベットを殺したところで、それで何が変わるのかと自問し、己の心が一瞬だけ晴れるだけだと拳で自分の脚を殴る。あの少女に、自分がした事の恐ろしさを知らしめたとしても、ナルは決して満足などできないと感じた。であるなら、前に進むべきだと自らに言い聞かせる。今更、後戻りも立ち止まる事もできやしない。彼がこれまでにしてきた事は、これから目指していく場所へと繋がっていて、彼が今抜ければ、大勢に迷惑をかけることは明白であるし、抜けてどうするかという答えはない。彼女への憤りで全てを投げ出すのは愚か者だと理解している理性はあれども、感情はまた違う。

				　どうやっても、まとまらない自分の考えは心の乱れによるもので、彼は呻き、やり場のない感情を身体に封じ込めるように、自らの身体を抱きしめるようにして立ち上がった。

				　危険な願望に抗う自分と、身を任せようとする自分が胸中でぶつかり、ナルはたまらず寝台に倒れ込む。

				　消えていた頭痛がひどくなり、彼は毛布を殴り耐えた。

				　扉が叩かれる。

				「入ってくるな！」

				　ナルは、ダリウスかと思い拳を握りしめる。今は誰であっても会いたくないと思い、半開きの扉に叫んだ。

				　しかし、ナルの警告は無視され、ダリウスに通されたイシュリーンが姿を現す。

				　彼女は扉のところに立つと、恋人に微笑みを向けようとした。だが、表情を消している彼にたじろぎ、数歩進んだところで立ち止まる。

				　イシュリーンはローブの裾を両手で掴み、初めて見る感情のないナルへの動揺を堪える。そして、彼の為に勇気を振り絞った。

				「ナル、話があるの」

				「会いたくないんだ。今は誰とも、会いたくないし話もしたくない」

				「ベルベットどのはナルに謝りたいそうだ」

				「謝る？　謝ってもらったら……俺は気が楽になるのか？　ならないよ……ならない」

				　王を前にしても立ち上がる事もせず、寝台にうつ伏せになり声を発したナルは、負の感情を消すべく毛布を握りしめた。

				　イシュリーンは、ナルが怒りで我を忘れていた状態から脱したのだと、彼の様子から察して小さく息を吐き出す。それは、とても弱々しい吐息だった。ナルがベルベットに向けた形相を思い出した彼女は、もうあんなナルを見たくないと願い、恐れているが、こう考える自らの浅はかさにうんざりともしていた。

				　自分が苦しんでいた時、ナルは必死に助け起こそうとしてくれたと、ルヒティを失い苦しんでいた時の自分を救ってくれた彼の笑顔を瞼の裏に描いたイシュリーンは、あの時のナルはもしかしたら、今の自分のように緊張していたのかもしれないと思うことで意を決する。

				　イシュリーンは静かに寝台に近づきながら、暗い室内に目を細めた。

                			

	








			
				　この部屋が全てを物語っていると感じた。

				　贅沢な調度品は、全く使われた形跡がない。

				　ナルは、何も持っていない。

				　彼はこの世界に生きる上で、何かに執着するといった事をしていないのだ。宝石、装飾品、家具、望めば買える報酬を得ているはずのナルがそれをしていないのは、彼がこの世界を生きるうえで、大切なもの、こだわるものを排除しようとしているのだとイシュリーンは理解した。それは、誰の為でもなく、二人の為にそうしていると思えて、だから彼女はベルベットのした事が許せないのだと視線を落としていた。

				　ナルは──ベルベットの悪戯──彼はこう思っているが、これによって生き方を変えられた自らの苦労が茶番じみたものへと変貌してしまったと感じているのかもしれない。あるいは、突然に奪われた日常への未練と、現在への未練で足元がグラついているのかもしれないと、イシュリーンは唇を結ぶ。

				　彼女は彼の隣に寝そべりながら、ナルの背中を眺めてみた。そして、こっちを向いて欲しいという気持ちを伝えるために、彼の髪に指で触れ、そっと撫でる。しかし、これだけでは足りなかった。

				　イシュリーンは、王ではなく、一人の女性としての声で懇願する。

				「ナル、顔を見せて」

				　笑顔でなくてもいい。怒っていても、嘆いていても、苦しんでいても、全く何も感じ取れない表情でもかまわないと、彼女は細い吐息を漏らし、スゥと息を吸い込む。

				「ナルの顔が見たい」

				　イシュリーンは言った。甘えるような声色だった。

				　ナルは、寝返りをうって大の字になる。一応は顔を見せてくれたことに微笑んだ彼女は、恋人に寄り添うことで彼の存在を確かめようとした。

				　ちゃんと、ここにいる。

				　ナルは、私の隣にちゃんといる。

				　彼の胸に手を置いたイシュリーンは、ナルの横顔を見つめながら、この人の苦悩がどれほどのものかなど自分には量ることは難しいと情けなくなったが、それでも、だからこそ感謝を伝えることが自分にはできるはずだと思えた。

				　この時、イシュリーンの脳裏で、過去が鮮やかに蘇る。

				　渓谷の悪路を、懸命に自分を背負って進んでくれたナル。

				　ルヒティの近くで必死に努力をしていたナル。

				　悲しみに籠る自分を温かく包み込み助けてくれたナル。

				　望んだわけでもないのに、イシュリーンとグラミアの為に人を殺す方法を考え続ける恋人が、かくも脆く、弱々しく、荒々しく、珍しく己の悪感情を吐き出している。

				　イシュリーンはたまらなくなった。

				　このまま、こんな事で、ナルがおかしくなってしまうのは絶対に嫌だと思えた。

				　自分の我儘だと彼女はちゃんと分かっている。他人に、貴方はこういう人だと強いるのは傲慢であるとイシュリーンは理解している。にもかかわらず、彼女は今、ナルに対して強くそう思う。

				　貴方は、私がとても好きな人は、それでも一緒に進んでくれる人のはずだ。

				　イシュリーンは自分勝手と分かっていながらも、胸の内をさらす。

				「ナルがナルの世界で、どんな人だったのかを私は知らない。どんな境遇だったのかも全然分からない。でも、この世界でのナルなら良く知っているよ。たった一年にも満たない時間だけど、私はナルを知っているよ……貴方を見てきたし……見ているから……今のナルは、らしくない」

				　イシュリーンは怒られることを覚悟していたが、恋人は苦笑したように口端を歪めただけだった。

				「ナル……ベルベットのしたことはひどい事だと私も思うよ」

				　彼は、ベルベットという名前で表情を厳しくする。今にも噛みつかんとする凶暴な犬のようだ。

				「でも……」

				「一人にしてくれ……俺は一人がいい」

				　ナルが喋った。

				「嫌だ……一人にしない……私はナルを一人にしない」

				　イシュリーンの言葉と気持ちは、ナルが興奮している時なら届かなかったかもしれない。幸いにもナルは今、怒りを保ちながらも冷静さを取り戻そうとしていた。それは、ベルベットへの怒りをイシュリーンにぶつけたくないという彼の誠実さもあるが、何よりも大事であるのは、彼の素直な気持ちだ。

				　ナルは、イシュリーンが好きだ。

				　恋とか愛とか、女の子みたいだと思う一方で、彼はたまらなく彼女が好きだ。それは、今こうして、ささくれだった感情の棘で自分の心を削り傷つけるような心理状態であっても、そう言える大切なものだ。

				　イシュリーンが、ナルの唇をペロリと舐める悪戯をして、彼の意識を自分に向かせた。

				「ナル、私はルヒティのおかげでたくさんの事を知ることができた……でも、彼が教えてくれなかった事を、ナルは教えてくれたの……ごめんね。ありがとう……」

				「……どうして……謝る？」

				「私は、ベルベットに感謝しているから」

				　ナルは怒るのを通り越して呆れるように瞬きをした。

				「おっさんにも言われた……」

				「じゃ、ダリウスも私と一緒だ」

				　彼女は「あはっ」と笑い、ナルの頭を胸に抱く。

				　彼は抵抗しなかった。

				「これだけは正直に言う……ナルは怒るかもしれないけど、ちゃんと言いたい」

				　イシュリーンは、彼を抱きしめる腕に力を込めた。

				「ベルベットの実験のおかげで、私はナルと出会うことができた。ナルと……触れ合うことができる。ナルとご飯を食べて……手を繋いで……甘え合うことができる。ナルと喧嘩もできる……ベルベットがいなければ、私はナルと出会えなかった。それほど、私達は奇跡みたいな関係だ……広い世界だけじゃなく、とても長い時間を越えて、ナルは私を背負って……たくさん転んじゃったけど……」

				「悪かったよ」

				「ううん……私は貴方より強い人なんていないと思う。自分一人でも歩くのが大変なくせに、絶対に私を見捨てなかった。思えば……あの時、あそこでナルと出会えたから、私は生きて……こうして今、貴方といられるの」

				「あの時は……ただ必死だっただけだよ」

				「それができる人を、私は貴方のほかに知らない」

				　イシュリーンはナルから離れると、彼の視線を受ける。

				　彼女は寝台に座ると、ナルの手を握った。

				「ナル、日本に帰りたい？　ベルベットに頼んで、帰りたい？」

				　問われた彼は、彼女と同じように寝台に座った。

				　寝台にぺたんと座るイシュリーンと、胡坐をかいたナルは向かい合う。

				　彼は、首を左右に振った。

				「正直、分からない。いや……俺は……こういう言い方をすると誤解されるかもしれないけど……」

				　彼は、照れたような表情を浮かべることでイシュリーンを涙ぐませた。

				「俺は、グラミアの現在と未来に責任がある。俺のせいで死んでいった人達がいるこの世界で、生きる義務があると思う」

				「……ナル」

				「グラミアが、好きなんだ……日本と同じくらい……俺はこの国が好きなんだ」

				　イシュリーンが白い頬に涙を溢した。

				　ナルが、指でそっと拭う。

				「イシュリーン……だから俺はやっぱり、ベルベットを許せない。俺がこの世界でしてきた事、出会った人達、君との事を……彼女の実験のせいだったと信じたくないから、腹が立つんだ」

				　ナルはイシュリーンを抱き寄せた。

				「ベルベットに会う……明日、そうする」

				「うん……でも暴力は駄目」

				「我慢する」

				　イシュリーンは抗ってナルから離れると、右手をひらひらとさせた。

				「ベルベットを殴った罰を、与えます」

				「……はい」

				「目をつむって。いいよと言うまで、開けちゃ駄目」

				「……でも、ちょっとおかしくないか？」

				「私やダリウスを心配させた罰でもあります」

				「はい……」

				　瞼を閉じたナルは、イシュリーンに平手打ちをされた。手加減されたものであったが、じんじんと痛む頬は痛くないと強がるには無理な状態となる。

				「痛い……」

				　目を閉じたまま頬に手をあてるナルは、柔らかな温もりに包まれた感触で、イシュリーンに抱きしめられていると気付いた。

				　彼は心地よくて、身動ぎをした。でも彼女が、腕に力を込めて邪魔した。

				「離れないよ」

				　イシュリーンの声。

				　ナルは諦めた。

				「いいよ……分かった。俺は君の抱き枕だ」

				「……うん」

				　部屋が無音となる。

				　二人は、動かない。もしかしたら、動きたくないのかもしれない。

				　ナルの胡坐の上で彼を包むように抱きしめるイシュリーン。

				　故郷と過去を奪われた男は、こんなにも人に必要とされる事も、ベルベットが原因かと思える自分を見つけることができた。

				　ようやく、出口が見えた。

				　ナルは、イシュリーンへの感謝を、頬への口づけで伝えることができた。

						  

				　　　　　　　

				

				　イシュリーンとナルが、二人の時間を過ごしている時、アブリルは離れた場所にいた。

				　キアフの歓楽街。その路地裏を彼女は歩いている。黒装束に身を包み、軽やかながらもニカーヴの下の表情は厳しい。

				　目指すのは、裏通りで営む店のひとつ。

				　薄暗い室内で、男女の絡み合いが金銭のやり取りを経て始まる。

				　働く女達も、足を運ぶ客達も、知らない秘密がこの店にはあった。

				　裏口は路地裏に面していて、人がすれ違うのもやっとの狭さだ。煉瓦の建物が建ち並び、日当たりが悪く湿った地面は不衛生だが、王家による定期清掃で以前よりも清潔になったと言われている。つまり、過去においてはさらに劣悪な環境だったという事だ。

				　グラミア王国の王家は、歓楽街を管理下においているが、それは何も収益目当てだけではない。疫病の蔓延を防ぐ目的と、他国の諜報機関の出先拠点に使われる場合が多い地区であるから、監視の為である。しかし、完全に制御できないのは、表社会とは違う論理と法で生きる者達がどこにでもいて、彼等はこういう場所に集まり縄張りを形成するからだろう。

				　この地域に立つ女は商売で、歩く男は客であると断言しても構わない荒廃した街区の裏通りに、黒装束の影がちらちらと増え始めた。騒々しい表通りは水路として使われる川に面していて、荷を運ぶ小舟の灯りに、通りに軒先を連ねる店々の明かりが混じる。光彩陸離な幻想美とは対照的な薄闇が包む路地を、彼女達は素早く進み、次々と配置についていく。

				　アブリルは、部下の報告を基に帝国による諜報活動の拠点を見つけた。

				　それが、この店である。

				　帝国といえば力攻めという印象が強く、彼女も意外であったが最近は裏での活動が活発である。表に出る情勢は対帝国だけを見れば落ち着いているが、彼女の領分ではそうではなかった。

				　あえて偽の情報を漏らして操ることもできるがと彼女は悩んだが、そうするには帝国の諜報が元気であるため難しいと判断した。

				　それにしても、とアブリルは釈然としない。

				　彼女が国外を担当し、国内をクルティナが見張るという役割分担をしていたはずなのにと不満だ。まだナルへの反感で手を抜いているのかと疑い、そうであるなら許せないとニカーヴの下で表情を厳しくしたが、自分も外側を気にするばかりに、足元(キアフ)で溝鼠が這っていたのに気付かなかった負い目があると結論づけたところで、彼女は後ろについた部下達の気配を感じて思考を止め、裏口を蹴破った。

				　一本の通路が奥まで真っ直ぐ伸びているが、左右にはいくつも枝分かれしているようだ。

				　先頭となって突入したアブリルは、出くわす者は全て斬ると決めていた。

				　通路の壁に背を当てた女と値交渉をしていた男は、アブリルの放った短剣の切っ先を首に受けて絶命した。女は悲鳴をあげるより早く、アブリルの肘で首を折られて崩れるように通路で倒れる。

				　アブリルは右腕を引くように払い、短剣に繋がった鎖が鋭く鳴った。鎖で繋がった短剣は、彼女の意思で持ち主の手に還った。

				　瞬きほどの一瞬で、二人を殺した彼女は通路の奥へと疾走する。

				　正面に、短弓を持った男が現れた。

				　彼が矢を放つのと同時に、アブリルは跳躍していた。彼女は飛びあがったまま右の壁を蹴り、左の壁に飛び移る。敵の矢先を嘲笑うかのように再び跳躍した彼女は、壁と壁を蹴って、男の手前で着地と同時に回転して白刃を突きだす。

				　男は貫かれた腹部から、腸(はらわた)をぼたぼたとこぼした。異臭を放つ死体を無視するアブリルは、立ちあがると同時に短剣を投げる。通路の奥から顔を出した敵を、一瞬で殺した彼女は、頸動脈を断たれて噴出した血煙で、真っ赤となった空間を掻い潜るかのように姿勢を低く保ち、受付へと転がり込む。

				　床で跳ねた矢。

				　アブリルは結界を張る。

				　勘だったが、経験に裏打ちされた判断だった。

				　やはり、空気の刃が迫っていて、彼女の身体を切断すること叶わずとなった。

				　アブリルは右腕を引き短剣を呼ぶと同時に、装束の切れ目に左手を突っ込む。太腿に装着していた太く長い釘は城大工が使うもので、赤子の腕ほどの長さがあり、彼女はそれを武器として投げた。

				　敵魔導士は、壁に頭部を打ちつけられて絶命する。

				　弓を構えた男は、アブリルの部下によって頭蓋を割られて倒れた。

				　突入からこれまで、一〇を数えるほどの時間すら経過していない。

				　受付の奥には扉があり、アブリルは突入する前に通路へと振り返る。次々と雪崩れ込むテュルク族の戦士が、部屋を一つひとつ確かめては悲鳴を発生させていた。

				　階段の方向からも、スーザ語の怒声が聞こえたが、すぐに断末魔となる。

				　アブリルは受付の奥にある扉を蹴破ると、階段を見つけた。

				　上に続いている。

				　アブリルは一気に駆け上がり、階段の上に現れた男が矢を放つより早く釘を投げていた。

				　男が階段を悲鳴と共に転がり落ち、彼女は壁に背を当てて躱すと、その反動で加速した。蹴るように階段を駆け上がった彼女は、二階に出るとすぐにまた三階へと続く階段を目の前に見つける。

				　四方を壁に囲まれた階段だけの空間を、アブリルは隠し部屋へと通じる通路と察知した。

				　跳躍し、跳ねるように三階層に到達した彼女は、同時に短剣を頭上に翳していた。

				　高らかな金属音は、敵の剣を防いだ音だ。

				　アブリルは、白髪の剣士と相対する。

				　敵は、長身で、だらりと剣をぶら下げており、雰囲気がある。

				　彼女の部下達が、次々と駆け付けた。

				　アブリルがすぐに攻撃をしなかったのは、敵を手練れと認めたためであり、人数を増やしてから一気に倒すと決めたからであった。

				　男は無言で、左手で印をきると左足を後方に滑らし、右脚をそっと前に出した。右手の剣を水平に構え、左手は彼女達を誘うかのようにひらひらと動いている。その所作が、アブリルの怒りを誘った。

                			

	








			
				　ナル殿の邪魔はさせない！　

				　アブリルはゆっくりと前進し、敵の間合いに入る瞬間に加速する。床を滑るように姿勢を低くした彼女は、跳躍した部下達との連携を見せる。

				　スーザ人は、剣を床に突き立ててアブリルの払いを防ぐと、その剣を軸に倒立し両脚を回転させた。軍靴の先に仕込んでいた刃が飛び出し、テュルク族の一人が腕を負傷し、一人は武器を弾かれた。

				　男は着地と同時にアブリルを串刺しにしてやろうと企んだが、彼女は床を転がり逃れると、壁を蹴って姿勢を正す。男の追撃を、立った瞬間には剣で弾き、釘を蹴りに合わせて突いた。

				　男は蹴りの途中で身体を捻り、右、左と交互に足を着地させつつ蹴りの連続でアブリルを追う。同時に剣でテュルク族の加勢を牽制し、金属音と火花は百花繚乱かくも如しであった。

				　男が後退し、壁に掛けられていた蝋台の炎を吹き消す。それで暗闇となった空間で、アブリルは咄嗟に光球の魔法を放っていた。

				　男は結界を発動し、光が透明の幕にぶつかり弾けた。閃光の放射を背に、彼は壁に向かって突進する。

				　アブリルが追う。

				　部下達も走った。

				　男は壁に体当たりをする。それによって、壁であった箇所は薄い木材での偽装であったと判明した。

				　三階から、二階の屋根に落下した男は回転して着地すると、追ってきたアブリルを見上げたと同時に走っていた。

				　屋根の上を、全力で駆ける男と女。屋根と屋根の切れた箇所を、二人ともに跳躍していく。地上まで高さがある。

				　テュルク族の女達はアブリルに続けと疾走する。

				　男は屋根から空へと飛び出した。それは川に向かっての跳躍となる。

				　アブリルは寸前で止まり、水飛沫をあげる水面を睨んだ。

				　いつの間にか表通りに達していて、大きな通りを楽しそうに歩く大勢の通行人達が見える。

				　幾人かが、誰かが川に落ちたと声をあげた。

				　詰所の兵士に知らせろと、男の声があがる。

				　アブリルは舌打ちを発していた。

				　背後の気配は、ユーノだった。

				「店内は制圧しました」

				「……火を放って撤収する」

				　身を翻した彼女は、帝国の手がキアフに伸びてきたと視線を落とす。それも、諜報活動を専門とする者達であり、対峙した相手の腕から騎士に違いないと断定した。これはつまり、これまでのような力攻めを帝国が改め、剛柔絡めて押し寄せて来たのだと彼女には理解できた。ゆえにアブリルには、クルティナは何をしていたのだという不満が、反感となって膨らんだ。

				　東部都市国家連合への仕掛けもあるのに……クルティナめ。

				　彼女は憤り、妹の怠慢がナルへの反発であるなら、これ以上は看過できないと歩を早めた。

				

				　キアフ市街地の川は、水運の為に作られた人工の川で深くない。

				　荷を乗せた小舟を漕ぐ老人は、いつの間にか人が乗り込んできたと驚いた。

				「あんた……どうなされた？」

				「いやぁ……すまない。恐い女に追いかけられてな。川に飛び込んで逃げた」

				　男の事情に破顔した老人は、あそこの岸で降りなされと促す。

				　彼はハインリヒ・リッターラームだった。

				　濡れた髪を手で撫でつけながら、泳ぐのに邪魔で剣を捨てたが惜しいことをしたと後悔していた。柄の装飾を気に入っていたのにと項垂れる。

				　小舟が岸へと近づく。

				　惰性で水面を滑る小舟の上で、ハインリヒは老人に感謝を述べ、櫂を操る相手の背後に近づくと、首を絞め、骨を折り砕いた。

				「ま……楽しめるか……な？」

				　ハインリヒは小舟から岸へと飛び、倉庫が建ち並ぶ街区を一人、地面を濡らしながら歩いた。

						  

				　　　　　　　

				

				　王都(キアフ)のはずれにあるラベッシ村の農道を、とぼとぼと歩く二人はナルとベルベットだ。

				　近くまで馬車で来たが、ベルベットにとって居心地はこれ以下などないというほどに最悪であり、逃げることができない生き地獄であった。

				　丘を登ると言うナルに、彼女は文句を言わずに従う。

				　時間帯は早朝で、夜明け前の薄暗い世界だが、虫達の鳴き声は優しい。

				　ベルベットは、徹夜で研究を終えた後、地上で背伸びをした時のような心地よさがあると澄み渡った空気を吸い込む。ナルとの時間で胸苦しさを覚える彼女は、それで気まずさを払いたかったが、叶わなかった。

				　木が幾本か、ぽつりぽつりと立つ丘の上で、ナルは座ろうと彼女を誘う。

				　ベルベットはナルの隣に座り、赤い髪を風に撫でられて目を細めた。

				　東の方向は、夜の空を押し上げようと薄い光が地平線に沿っている。あとしばらくすれば、太陽が頭を覗かせるだろう。

				「この時間が、一番好きだ」

				　ナルの声に、ベルベットは無言だった。

				「俺は日本という国で生きていたが……でもこの時間の光景に目をやる余裕などその国にはなかった」

				「……忙しかったのか？」

				「忙しかった。それに不満だらけだった……時間と金に支配されていたよ……あと、疎外感で苦しんでいた」

				「……」

				「でも、そんな日々も、失ったからこそありがたい世界だったと気付く……君のせいだ」

				　ベルベットは、ナルを見上げる。

				　二人がこうして並ぶと、彼女よりもナルのほうが頭ひとつ高い。

				「ナル殿……ごめんなさい」

				「……許せない」

				　ナルはベルベットを見た。

				　彼女は、赤い瞳を大きく揺らしたが、彼から視線を逸らさない。

				「ベルベット、許せない。今は、とても……許せそうもない。でも、俺はうじうじと悩む自分が好きじゃない」

				　ナルは視線を空に戻して、踝ほどの長さで揃う草をむしっては宙に放った。この辺りは農場の者達が蛇害を恐れて草刈りを欠かさないので、夏でも草の背丈は低い。

				「だから……君を許せる日がくるまで生きるよ」

				　ナルは、それがどれだけ大変かを知っていながら、少女に伝えた。戦争の中で、矢と怒号と剣と殺意が入り乱れ暴れまくる乱世の今を、生き抜くのはとても難しいことだ。安全圏で人に指図をするだけの者達には理解できない実感を、ナルは体験から得ている。ゆえに彼の言葉はベルベットの胸に沁み込み、彼女は自分の謝罪はまだ軽いのだと項垂れたが、それでも、と顔をあげる。

				　柔らかな表情のナルが、そこにはいた。

				　ベルベットは、こんな人を巻き込んだのかという動揺を声の震えで露わとする。

				「……ナル殿、伝えねばならないことがあるのだ」

				　彼女は、ナルから視線を空へと転じる。

				　東、はるか彼方の陸と空の境界線は、ベルベットの髪と同じような色合いを中央に置いて、世界を照らし始めた。雲はオレンジのように淡く、その上を透き通る薄い青が宇宙まで届くかのように突き抜けていた。中天は未だ暗いが、やがて夜の色は朝焼けに払われるだろう。

				　風は南から北へと駆け、ベルベットは髪を手で押さえながら口を開く。

				「ナル殿を結果として呼び出した魔法は……私が母上の期待に応えようと、周りを見返そうと、この世界のことを知りたいと……ただそれだけの事で研究していたに過ぎないものなのだ……」

				　彼女の声はか細い。

				「私はすごいんだと……あの母上を超える才能があるのだと示したかったのだ……私を、父無し、化け物と揶揄し、眺めて憐れみ、同情で優しさを示していた人達を、見返して、馬鹿にして、崇めろと強いてやろうと……さすが、すごい……そう褒めて欲しかっただけの為に、したのだ……」

				　ベルベットはナルから目を逸らさない。

				　彼は、何も言わず聴き入っていた。

				「でも、完成していないのだ。分からない事が……まだ残っていて……ナル殿を呼び出してしまったのは、事故のようなものなのだ……でも……だから私は、頑張る。私の為じゃない……ナル殿が、この世界で生きるか、元の世界に戻るかを決めることができるように、頑張って魔法を完成させる。私、頑張るのだ」

				　言い終えた彼女は、不安げに、泣きだすのを堪えるように、ナルを見つめる。

				「ナル殿に、許してもらえるように……頑張るのだ」

				「ベルベット、頑張らなくていい」

				　彼の声は穏やかで、彼女の気持ちを拒否するような声質ではなかった。

				　彼は無表情だが、彼女を責めているわけではなかった。

				「ベルベット、君に期待はしない。頑張らなくていい……期待すれば、それが叶わなかった時、恨むだろう。君を嘘つきだと責めるかもしれない。俺は……」

				　ナルは一度、言葉を止める。

				　祖父、両親の顔が彼の脳裏に描かれていた。

				　そして、兄の代わりに期待を背負ってしまった弟の苦し気な顔が浮かぶ。不思議と、今のナルには弟の気持ちを、そのように推測できた。

				「俺は……あんな目で……あの嫌な顔で君を見たくない。今はこう思う。だから俺は期待しない……君は君らしく生きろ。であればこそ、俺は君を許したいと思えるだろう……俺の為にと、君を縛ることで満足はしたくない」

				　ベルベットは歪んだ視界にナルの輪郭を見る。

				　彼は、ぼやけたまま彼女に話した。

				「君は……自由だ。俺もだ……俺たちは何者にも縛られない。だから、君は君でいろよ」

				　ナルは、外衣の衣嚢からハンカチを取り出してベルベットに手渡す。彼女は両目をそれに押し当てて、泣きながら笑った。

				　ベルベットは、憑き物が取れたような感覚の中で、止まらない涙に困っていた。

				　まさか、古代文明時代の人を呼び出した結果、その相手に求めながら与えられなかったものを差し出されるとは思わなかった。

				　彼女はずっと、呪われていた。

				　天才だ。

				　すごい力を持つ子だ。

				　化け物だ。

				　ベルベットはそうでなくてはならないと思っていた。

				　お前は可能性を秘めている。

				　お前は、私に解けなかった謎を解く力がある。

				　お前は、この世界の謎を解明する義務がある。

				　彼女は、母親にこう言われて幼少期を暮らした。

				　あらゆる学問を学び、遊びたい気持ちを殺して勉学と研究と魔法の鍛錬に没頭したのは、母親に褒めてもらいたかったからだが、母親の期待は高く、彼女は途方に暮れるしかなかった。

				　ベルベットは、涙で濡れたハンカチを自分の衣嚢にしまう。洗って返そうと決めたからだが、そんな自分が嫌いではなかった。

				「ナル殿、お願いがあるのだ」

				「なんだ？」

				「私は、グラミアで、ナル殿の近くにいたいのだ。ナル殿が、する事を見たいのだ」

				「……大層なことはしないよ」

				「ナル殿が……この世界で何をするのか、私は見たい」

				　困ったような顔のナルは、くしゃりと顔を歪めて笑った。

				　ベルベットは、彼がこの世界に来たのは必然だと思える自分に驚きながらも、果たして自分が犯した実験事故は、本当に事故だったのかと考えてみるところから始めようと決めた。

				　転送元と先の座標が狂っていただけではないような気がすると、ベルベットはぎこちない笑顔で思考を隠すと、花々が咲き誇る光景の鮮やかさに見惚れる。

				　暗闇が薄れ、光が増すにつれて、大地の彩りが鮮明に浮かび上がる。それは目を奪われるような光景だった。二人が座る丘から見下ろす先は、農場の花園で、王宮を飾る季節の花々を育てている。

				　今、広大な大地に咲き誇る向日葵達が、二人を歓迎していた。

				　朝の光を浴びて、黄金色に輝く。

				　誰も、いかなるものも、その光を遮ることなどできない。

				　ナルは、眼下に広がる光景に見入る少女に言う。

				　とても優しい声だと、ベルベットが感じるほどの柔らかさで。

				「俺は、この国が好きだ」

				　彼は言う。

				「俺が一人、紛れ込んでも受け入れてくれたこの国が好きだ」

				　ナルは、脚を投げ出すように座り直した。

				「だから……俺はもう悩まない。この国と……ここで暮らす人達を……ここで暮らす人達と共に守りたい」

				「ナル殿の言うことは国粋主義と言われそうだが、違う印象を受けるのはナル殿が優しい人だからだな」

				「俺が？」

				「アルメニアの国粋主義者達は、保守的で、移民排除や差別主義者が多く、私もアルメニア国籍を持つゴーダ人だから批判、非難の対象にされたものなのだ……」

				　ナルは、ベルベットの話し方がガラリと変わったように受け取った。以前の彼女は挑戦的で、生意気で、人を見下すような声質と口調だったが、今は全く違った。

				「本来、切り離すべき問題を一緒に論じてしまうから、彼等はそういう人達だと思っていたのかもしれない……ナル殿のおかげで、そう思えるようになれたのだ」

				　泣いたせいで目が赤い彼女は、パチパチと瞬きをして視線を花畑からナルへと移す。

				　ベルベットは、白い小さな手でナルの手を握る。驚いた彼に、彼女は微笑みを向けた。それは可愛く、邪気もなく、儚く、そして弱々しい。

				　ナルは、ニコリと返した。

				「ナル殿、研究を続ける……私は、研究するのだ。私、研究が好きなの」

				「ああ……」

				「グラミアに、いさせてもらえるように王陛下に頼んでもらえないですか？　ナル殿の近くで、働く場をもらえないですか？」

				「……頼むよ。でも、君は魔法で俺を助けようと思っちゃ駄目だ」

				「……どんな魔法も？」

				　ベルベットは鼻声で尋ねる。

				「俺の為に使うな。たしかに……君の魔法はとても魅力的だ。でも……」

				　彼は今一度、自らに問いかける。自分が彼女にさせようとしている約束は、正しい事なのかと。

				　しかし、何が正しいかなど、全て答えがその場で得られるはずもないと諦めた。であるなら、自分の心に従おうと口を開く。

				「君の魔法に頼って得た状況は、君という存在に寄るもので、危うし脆い。それでは駄目だと感じる。思う……間違っているかもしれないけど、君の魔法に頼る道は、俺と、この国(グラミア)を駄目にするし、君をも駄目にするだろう。だから……使わないでくれ」

				　彼はここで、ベルベットに握られていない手を彼女に差し出した。

				　小指を立てる。

				「俺がいた日本では約束する時、こうして小指を結び合って誓うんだ。俺は君を許せる日まで死なない。君は俺の為に魔法を使わない」

				　ベルベットは鼻を啜り、だが不満を口にした。

				「ナル殿が危なくなっても駄目？　私は、ナル殿を守ることもできない？」

				「駄目だ。そんな都合の良い約束は、俺の甘えを生む。それに……君は俺を守らなくてもいいよ。俺は確かに弱いけど……一緒に戦ってくれる仲間がいる。俺達は弱くない」

				　彼は、彼女を誘うように小指をひょいと動かす。そして、腫れの引いた彼女の頬を改めて見つめた。

				「殴って、悪かった。ごめん……ごめんな」

				　ベルベットの細い小指が、ナルの小指に結ばれた。

				「今はまだ……許せないのだ」

				　言ったベルベットは「ふふふ」と笑い、ナルは苦笑で返した。

				　大量の向日葵で埋まった大地が、陽光を浴びて力強く煌き踊る。

				　新しい一日が、始まる。

				　二人にとっても、新たな道を進む最初の一日となる。

				〈了〉

                			

	
















			
				『リッタージェイド』はお酒を出すお店で、クレルモンフェルンのレングレー街区にある。裏通りの小さな店は昼間だというのに営業中だった。中に入ると、薄闇が空間を満たしていて、奥のテーブル席に、師は一人を好むように佇んでいる。琥珀色の液体が半分ほど満たされた瓶と空のグラスを前に、指先に点した光を動物へと変化させて遊ぶかのような、考えるかのような、何とも理解に苦しむ様子だ。深紅のローブで顔まで隠している師は、素顔を誰にも見せない。細く白い指は女性のようだが、口から吐かれる言葉は男性のようである。

				「……よくここが分かったね？」

				　色気のあるしゃがれ声とは、師のような声を言うのだろう。

				「大学にも来られず……他にお隠れになるとすればここかと」

				「まあ、座りなさい」

				　師は隣の席を勧め、わたしは当然のように腰掛けた。店の主が空のグラスをわたしの前に置くと、師がわたしのグラスにお酒を注ぎ、ご自分のグラスにも注いだ。

				　どうやらブランデーのようだ。

				　こういう強いお酒は苦手なのだけれど……。

				「昼間から現実逃避ですか？」

				　店内に客は師しかおらず、もしかしたら、店主は馴染みの師の為に特別に店を開けてくれているのかもしれない。

				「これは思考で疲れた脳を労わってやってるのさ。で、わざわざ訪ねてきたのは？」

				「国から、帰国命令が出ました……残るならば生活費や学費の援助が受けられません。帰るしかなく、ご報告をと……」

				「君の国は……たしか……」

				「グラミアです」

				「グラミア……豊穣の土地……天界(メビウス)の神々の為に供物が実る大地……何か、あったのか？」

				　師がお酒を飲む。

				　わたしも、舐めるようにブランデーを飲んだ。喉を焼かれるような感覚は苦手……果実酒のほうが好き。

				「帝国による東方侵攻が強まっているようで……グラミアは同盟国に援軍派兵を決定して……わたしは魔導士ですから、軍に復帰せよと……」

				「兵卒かい？」

				「大隊長です。ゴーダ騎士団で騎士身分であることが考慮されたようで……」

				「そうか……」

				　師は深紅のローブで隠れた唇から溜息をこぼしていた。グラスを置いて、わたしを見るように姿勢を整えると、グラスを指先で弾く。ピン……ピン……という高く澄んだ音は、ささくれだっていたわたしの心を解すように響いてくれた。

				　帰国しろと、国から命じられたからじゃない。ようやく彼の事を忘れていたのにという苛立ちを募らせていたけれど、師の指とグラスが奏でる不思議な音色で、香り高い酒で、瞼を閉じて深呼吸できた。

				「我々、魔導士は……」

				　師の声は沈んでいる。

				「強力な魔法を行使することで、強大な己の存在を自覚し、悦に浸ることがある。自分はすごい、こんな素晴らしい力を持つ自分……危険な力を持っているから自重すべきだ……でも、仕方なく使うこともあるな……などなど、全てはいずれも傲慢で、怠惰で、自意識過剰な愚かさだ。普通に生き、暮らすことができない悲しみと、人生への渇望でもある……戦いは、魔導士を悩ませる」

				　師は欠伸を挟んだようだ。

				「必要とされ、危険視され、何があり様なのか分からない生の中で、我々は手が届かないものを取ろうともがく幼子のように、懸命なのだ……君は直弟子の中でも出来は悪い。それは、あまりにも戦いに特化した力へと才能が向かっているからだ。何と戦っているのか分からないが、それを誤魔化すために戦争で他人を殺めるんじゃないよ」

				「……難しい事はよく分かりません」

				「別に難しくはないよ……君は逃げるようにこの国に来た。その清算をしろと人生が叫んでいるのかもしれないが、戦うなってことだ」

				「逃げろ……と仰る」

				「逃げることは悪いことではないよ。負けることも、我々には必要な糧だよ。全てに勝つことなどできないのならば、負けを受け入れることで開ける道があるものだよ」

				「わたしは軍属となりますから……勝たねばなりませんが……」

				　師は喉を鳴らして笑う。

				「クク……君は君だよ。クレルモンフェラン大学の学生、俺の弟子、ゴーダ騎士団から騎士として認められた……魔法学の修士号を持つ……これは全て肩書だろ？　軍属？　肩書さ……人は肩書に自分を寄せるのか、あちらから寄ってくるのか……しかし個は個だ。君は君、君が戦うのは敵軍かな？」

				「……もちろんです。わたしは祖国を大事に思っていますから」

				「国か……ま、無色透明な個も、成長と共に様々な色が混じり合って現在の色合いとなるのだろうね。敵は、帝国だけかい？」

				「……いえ、それだけではありませんでしょうけど」

				　師はブランデーを飲み、満足したというような息を混じらせた声を溢す。

				「魔導士は戦いとなれば求められ、そうでなければ忌避される……世界の状況は魔導士にとって優しいのかもしれないね」

				　師が手を払った。

				　去れという意味だろう。

				　立ちあがり、残ったお酒を一気に飲んだ。

				　足元がおぼつかないのは、ブランデーのせいだとしたい。

				「ああ！」

				　師の声で立ち止まる。

				「セリア、上等の煙草が手に入ったよ。餞別だ。君にあげよう……先に研究室に帰るから、後から寄ってくれ」

				　師は立ち上がると、転送魔法を発動させた。

				　一瞬の眩い光。

				　深紅のローブだけが、ふわりとひしゃげて床に落ちる。

				　店主が苦笑し、それを拾うと差し出してきた。

				「これ、頼めますか？」

				「渡しておきます」

				　わたしは一礼し、酒場を出た。

				

				　グラミア王国暦九三年。リヒシュテク公国西部丘陵地帯。

				

				　夏に帰国し、長い冬を越えた。

				　季節は春だけど、大地にはまだ泥に混じって雪が残る。林の中は、太陽の恵みが届きにくいから。

				　戦場である丘陵地帯を望める高台は、木々がわたし達の姿を隠してくれる。でも、接近してきた敵斥候にばれた。

				　わたしは魔法を発動させた。

				　敵の斥候は角笛を鳴らした。そして空気の刃に裂かれ絶命したが、確かに鳴らされた角笛によって、わたし達の位置が露呈してしまう。

				　リヒシュテク公爵領に侵入した神聖スーザ帝国軍は、主戦場でリヒシュテク・グラミア連合軍と戦闘の真っ最中だ。その殺し合いを遠目に、横合いからの奇襲をするべく呼吸を計っていたのだが、敵に発見されれば命令がなくとも前進すべきだろう。

				　敵はわたし達に近い右翼部隊群が迎撃に動きだした。陣形を変化させ、隊列の方向を整える動きは、連合軍に攻めどころと見られた。敵右翼正面の味方は、諸侯を中心とした連合軍左翼で、指揮官はオデッサ伯爵。この機を活かそうと、左翼全体が一気に前進した。

				「行きますか!?」

				　部下の問いは怒鳴り声だ。

				「行く！　続け！」

				　鋭く大きく声を発した。

				　馬がグンと加速する。林を抜け、丘陵地帯の段丘を飛び越え、低地へと高みから急襲する。

				　敵の部隊がよく見える。

				　わたし達に向かって槍先と盾を揃え、後方の歩兵は矢をつがえ始めた。

				　集中する。

				　頭の中に、雷の光柱を描く。

				「天雷(テオゴニア)！」

				　咆哮した。

				　一瞬で発生した幾本もの雷が、わたしの眼前から敵へと瞬きよりも早く達する。騎兵の突撃を牽制に、魔法での先制を狙った小細工は成功した。

				　帝国軍右翼側面が、一瞬で地獄と化す。直撃を受けて丸焦げとなった兵士の数はいちいち数えることもできない。崩壊した部隊は四散する放流で大混乱となっている。

				　魔導士による結界が敵右翼で張られ、被害の拡大を防いだようだが、今度こそ突撃だ。

				「撃ち破れ！」

				　長剣の切っ先で前方を示す。

				　部下達が、「突撃(チャージ)！」という掛け声と共に敵軍中に突っ込んだ。

				　敵からの魔法による反撃。

				　結界を発動した。

				　空中で火球が透明な魔法の幕とぶつかって、炎の雨を地上に降らせる。こんなにも美しくて残酷な光景があるのかと、瞬きで逡巡を払い叫んだ。

				「お味方が来ている！　駆け抜けるぞ！」

				　その日、連合軍は神聖スーザ帝国の軍勢に勝利をあげることができた。

				

				「セリアどの、セリアどの」

				　名を呼ばれ、振り返ると不細工な顔の男がいて、笑顔というには醜い表情でわたしを見ていた。特に両頬の黒子は滑稽に見える。

				「こうして会うのは初めてだな。ルヒティだ」

				　名乗った相手に、わたしはその場で片膝をつき一礼をした。そして脳内での無礼を詫びるように、名乗る。

				「ロッシ公爵領のシンフォニ村で生まれました。ゴーダ騎士団領国への留学から帰国し、今に至ります。セリアと申します」

				　わたしは肩越しに部下達を眺め、先に行けと目で命じる。彼等は頷き、オデッサ伯に一礼をしてその場を離れていく。騎兵一個連隊の士官達一〇人が、颯爽と馬に乗り駆けて行く様は乱れない統一美だ。

				　戦場付近の一帯で、グラミア軍は負傷兵の治療を行っており、わたしは部下を見舞ってここにいた。そこを、どうしてここにいたのか不明なオデッサ伯に捕まったのは、もしかしたら、彼はわたしを探していたのかもしれない。

				「さきほどの突撃、見事だった。あれで楽ができた。国軍の騎兵を束ねる大隊長の一人が、とんでもない美人だと噂を聞いていたが、まさか助けられるとは思わなんだ」

				「ありがとうございます」

				「ゴーダ騎士団では、魔導士で統一した騎兵があるとか……そなたもそこにいたのか？」

				「いえ、わたしは学びを目的に留学しておりましたので……騎士叙勲はおまけです」

				「そうか……次の戦闘でも一緒に戦えることを願っておる。またな」

				　くるりと身を翻して去っていくオデッサ伯を眺める。この人が、国内で敵無しと尊ばれる武人であるとはどうしても思えない。小柄で……なんというか、頼りない。

				　わたしは立ち上がり、指揮下の部隊が待つ場所へと向かおうとしたが、ロッシ公爵旗を掲げた騎兵の一団が颯爽と駆ける光景に足を止めた。

				　ロッシ公爵軍の陣から、グラミア軍全体を指揮する将軍イワノフ閣下がいらっしゃる本陣へと向かっているようだ。

				　馬蹄の轟きが、あちこちからも聞こえ始める。

				　ウラム公爵バザール閣下の一団。

				　ルマニア公爵デルガド閣下の一団。

				　ルブリン公爵レミントン閣下の一団。

				　諸侯が軍勢を率い、国軍と合同で帝国と戦っているのは、それだけ彼の国が脅威である証だ。このリヒテシュテクと、南部諸国が帝国の支配下に置かれると、グラミアは国境を帝国と接することになる。危険で強大な国家と隣国になってしまう。

				　諸侯の軍旗の連なりを眺めていたわたしは、レニアスの声に誘われた。彼はわたしと同じ大隊長で、次の将軍職は彼に違いないと噂されるほど優秀な士官だが、帰国してから知り合ったにしては、古くからの友人であるかのように気が合う。年齢はわたしより上だけど、あまり意識しないのは彼の人柄だろう。

				「立ち止まってどうした？」

				　彼は、敵の返り血を洗い流さないままうろうろとしている。

				「頬の血、洗いなさいよ」

				「あ？　ああ……自慢してるんだ」

				　その言い様に笑ってしまった。

				　レニアスは腕の傷を軍医に診せたとかで、わたしに包帯を見せつけて言う。

				「二針も縫った」

				「……痛かったねぇ……よちよち」

				　つま先立ちして、彼の頭を撫でてやるとまんざらでもないような表情……。

				「騎兵は敵に突っ込んだらしいな？　どうだった？」

				「魔法で蹴散らしてからの突撃だったから、個々の強さを量ってはいないの。いちいち、相手と本気で殺り合う必要ある？」

				「スーザ人は農民兵ばかりと聞いていたからな。実際はどうかなと思ったまでだ。俺の敵はぬるかったが、たまたまだったかもしれないし……」

				「ぬるい相手に傷つけられたの？」

				「これをつけた奴は強敵だった」

				　強がりだ、きっと。

				　彼が歩き出し、わたしも続く。

				「本国ではディリート陛下の病が篤いようだ」

				　レニアスの話題に、わたしは「ふぅん」と気のない返事を返していた。それが気に入らなかったらしく、彼は強い口調となる。

				「主君に対する態度ではないぞ」

				「わたしにとっては、留学させて頂けた感謝と、中止させられた怒りの相手でしかないわ。グラミアは未だ王制だけど、ゴーダ騎士団領国にいたわたしにとって、王とは不要なものという印象しかないの」

				「そういう革新的な物言いは敵を作るぞ」

				「保守的な人達を批判しようとは思わない。でも、王の命令で戦争が始まり、王の気分で戦争が終わる統制は、時代遅れだと感じるだけ……」

				「ゴーダ騎士団領国は、だが騎士団による軍事国家だろうがよ」

				「領国民の権利を守る為に騎士団があり、行政も騎士団という組織が担っているけど、議会があって議員が立法を担当しているわ。裁判も独立した権限で正常に動いている……この国のように、領主の代官が経験で裁くという曖昧さはない。法律と憲法によって、国がある現実を知るわたしにとって、グラミアは暮らしにくいだけ」

				「……愛国心はないのか？」

				「故郷を愛する気持ちはあるわ、当然。当たり前でしょ？　故郷が……国が外敵に脅かされることを良しとするという意味での意見じゃない」

				　レニアスは頭をガシガシと掻きむしってフケを飛ばすものだから、わたしは距離を取った。

				「難しいことは分からん。が、その戦う理由がちゃんとあるなら、俺はお前に背中を預けることができる。ま、そんな時は危機だろうから、絶対に陥りたくはないがね」

				「仮にそうなったとして、置いて逃げないでよね。わたしが走れなかったら、背負って逃げなさいよ」

				「……ああ、ちゃんと痩せておけよ」

				　レニアスの尻を蹴ってやった。

				

				　リヒシュテク公国の公都グラーツェに帰還した連合軍は、都の人々から歓喜と花びらを浴びた。そして祝賀会が開かれる。公国内の貴族達が華やかな装いで集まり、グラミア側も国軍士官と諸侯が出席することになった。

				　当然ながら、わたしも……。

				　綺麗なドレスを用意され、レニアス達と同じ軍服での参加を望んでみたが、将軍閣下から却下された。彼曰く、目立った働きをしたわたしを前に出して、グラミア国軍の人気を公国内、特に支配階級で高めておくことで、後々まで役立てたいというところらしいけれど、わたしはお姫様ではないし、良家の子女でもない。

				　田舎の、小さな村を治める長(おさ)の娘でしかない。

				　魔法が使えるから、語学が得意だったから、留学という機会を得ることができたが、そういうものを一つひとつ剥がしていくと、貧しい村の娘であるわたしがさらされることになる。そしてこれは、わたしの引け目もあって、というのも、過去にこれで苦しく悔しい思いをしたせいで、笑って誤魔化すこともできないし、泣いてしまうには時間が経ちすぎた。だから、そういう華やかな場所に立つと、思い出すのを通り越し、取り戻してしまいそうで、嫌だ……。

				　でも、務めだと言われ、軍では命令されれば「はい」と頷くことしかできないから、仕方ないと従うしかない。

				　踊りや食事、美酒の多くが並ぶ宴の場は、音曲に誘われてあがる笑い声が絶えない。

				　そして、わたしは踊りの相手にと誘われるままに承諾し、公国内の諸侯達と挨拶を交わしていく。踊りながら、耳元で容姿を褒められ、それで喜ぶ娘を演じ……いや、嬉しくないことはないけれど、褒める目的が分かりきっているから冷めてしまう。

				「この後、二人になれないか？」

				「あとで、会ってもらえないだろうか？」

				　良家の殿方に、こう誘われるのは娘にとっては夢だろう。

				　昔のわたしも、そうだった。

				　だから、ハマってしまったのだ。身分違いも無視して、両親の忠告もはねのけて、相手の優しさに図々しくすがって、必ず、きっと、彼はわたしを選んでくれるはずだと信じていた。

				「ルブリン公爵家のアルウィンと申します。踊ってくれるかな？」

				　断れることなど考えてもいない顔の大貴族の息子に、わたしは微笑み、「もちろんでございます」と返した。彼の手がわたしの腰に回され、なんだか踊りではないような動きをしていると感じつつも、耐えて笑顔で頑張った。

				　音楽が変化した。それは踊れというより、語らえという誘いの音色に聞こえる。

				　ちょうど良かったと、わたしは疲労をアルウィン様に訴える。介抱しようとつきまとう彼から逃れ、葡萄酒の杯を片手に庭へと出た時、人工の池が星々を映している光景を見つけて駆け寄っていた。

				　煌めく天空の星々と、輝く水面の美しさに見惚れながら、その星明りにさらされた人影に気付いた。

				　池の反対側で、わたしと同じように夜だけの贅沢を楽しんでいるようだった。でも、あちらもわたしに気付き、誰だろうかと改めて見つめると、その人は半円を描くように池の淵に沿って歩き、近づいて来た。

				「セリア……ひさしぶり」

				「ゲオルグ……様」

				　会いたくなかった人に、会ってしまった。

				　戦場でも、陣中でも、会わないようにと避けていたのに……。

				　彼はもうキルーヴェ子爵家のゲオルグ様ではなくなっていて、大きな家の当主にふさわしい余裕が見受けられる。

				　ロッシ公爵家の婿となった彼は、もともとはわたしが暮らしていた村を領地に持つ子爵家のご子息だった。

				　あの時も、森の泉周辺で取れる薬草を摘んでいたわたしに、彼が声をかけてきた。

				　既視感と、焦燥でわたしは動かない。

				　あの時のように、彼が先に口を開いた。

				「ゴーダ騎士団領国はどうだ？　また戻りたい時は推薦しよう……が、すぐは無理だろうけどね」

				　残酷な台詞だと思う。

				　わたしが辛くて逃げ出したことなど、彼は知らないのだ。

				　ゲオルグ様はわたしから少し離れて立つ。それは、昔のような関係には戻ることはできないという意思の表れで、でもそれは、恋人とか色のあるものではないのが悲しいところだ。彼にとってのわたしは、仲の良い妹のようなもので、わたしが望むものとは全く違う。

				　わたしは俯くことで、視線を水面に落とした。星空を移す池は風に撫でられ波を立てる。彼の照れたような表情と、窺うような声色と、謝るような言葉で、揺れる水面(みなも)はわたしの心のようだと感じながら、こういう乙女心がまだ自分に残っていたのかという意外さに狼狽える。

				　動揺が、声の震えになった。

				「お気にかけてくださって頂き、ありがとうございます」

				「よそよそしいな……ま、無理もないか。俺も君も今は立場ある身だ」

				　彼も、池の方向を眺めて、わたしから見てやや斜に立った。豪華な衣服が似合う威厳をまとう昔の想い人を、他人のようだと思いたいのに、そうはできない自分がいる。

				　ゲオルグ様は、シンフォニ村を含める五つの村を領地として持つキルーヴェ子爵家の長子だった。その彼を認めた当時のロッシ公爵アロセイ様は、子供が女子しかいなかったという理由もあり、彼を長女の婿に選んだ。

				　ゲオルグ様は、キルーヴェ家と主家の為に、婚姻話を承諾しロッシ公家を継いだ。彼は正当なロッシ公爵家の血を跡継ぎにするべく妾を取らないという制約を強いられたが、当然のことであると容れた。よけいな騒動の火種はないほうがいいに決まっている。

				　ロッシ公爵家の長女であるエルピネー姫は、ゲオルグ様をひと目見て気に入ったし、家中の誰もが堅実な彼を認めていた。

				　全員が喜べなかったのは、わたしのせいだ。いや、わたしだけが喜べなかった。

				　ゲオルグ様の隣にいられるものだと、勝手な片想いを当然の未来であるように信じきっていたわたしのせいだ。

				　逃げるように、留学の話に飛びついたのは、村にいるのが辛かったからだ。

				　お前は選ばれもしなかったのだという現実を前に、逃げ出したかったからだ。

				　あれから七年が経つ……。

				　二三歳になって、大人になったと思っていたけれど、彼の前に立つと、気分はあの頃のままだと気付いた。

				　胸が痛い。

				　そんなわたしの内面を、知らない彼は言葉を紡ぐ。それはあの頃の思い出話ではなく、現状の報告を淡々とするもので、今のわたしには優しくない行いだろう。

				「……というわけで、なんとかうまくやっているよ」

				　彼が口を閉じて視線を転じた。

				「ここにおられたか」

				　ルブリン公爵家のアルウィン様の声だ。

				　わたしの視線を受けるゲオルグ様は、アルウィン様に会釈をして離れて行く。そして残されたわたしは、大貴族の御曹司に誘われ、再び踊りの場へと戻ることになる。

				　情けなさと腹立たしさで、天地が織り成す絶景の余韻すらないまま、わたしはまた、どうでもいい付き合いを強いられることになった。

				

				　帰国して二年目の冬。

				　グラミアの冬は長い。

				　ゴーダ騎士団領国のほうがグラミアよりも北にあるが、雪の量はこの国のほうが多い。平原を埋め尽くす白い幕は滑らかで、踏み歩くのを躊躇ってしまう。しかし戦闘を中止するわけにもいかず、仕方なしに馬の腹を軽く蹴った。雪を蹴り上げ駆ける馬の上で、部下達を奮わせる為に叫ぶ。

				「突っ込めぇ！」

				　ヴェルナ王国軍が、グラミア王国北東部に侵入をしたのは半月ほど前で、彼等の狙いは土地だ。グラミア王国北東部はルーム州だが、ヴェルナ王国から割譲された過去がある。それはグラミアの勝利に近い休戦条約の条件でそうなっているが、同盟国を助ける為に帝国との戦いに向かうグラミアの隙を狙い、ヴェルナ王国は失地回復を図った。

				　ロッシ公爵軍が真っ先にヴェルナ王国軍の前に立ち、援軍としてオデッサ伯爵軍が参戦した。ここに国軍の歩兵連隊三個と騎兵連隊一個の合計二〇〇〇が合流し、総勢五〇〇〇という軍容で侵略者の前に立ちはだかっている。

				　ロッシ公爵軍は自分達の土地が荒らされているとあって懸命に戦い、オデッサ伯爵軍はいつものように強かった。特に、オデッサ伯爵ルヒティ閣下の手並みは見事で、彼の指揮で部隊は意思をもった生き物のように動き、一方的に侵略者達を追いやった。

				　軍務は戦争がなくとも忙しく、平時の供えが戦時に現れるものだと痛感する。レニアスがこの冬に将軍となり、彼を閣下と呼ぶのはなんだか照れくさく、あちらも同じであると彼の苦笑で理解できる。

				　周囲での変化はまだある。いや、変化というよりも、状況が進んだというべきかも。

				　ひとつは、ディリート陛下が病を理由に生前譲位をされ、グラミア公爵ディリート殿下となられた。そして王太子であったディスムンド殿下が、ディスムンド二世陛下として新王になられた。

				　そして、私事であるが無視できないことが起きている……。

				　ルブリン公爵家のアルウィン様から、会う度に妾になれと誘われていた。

				　彼は王宮警護衆という公職に就いているので、王宮でよく顔を合わせる。

				「おお、セリアどの。これから時間はあるか？」

				「セリアどの、奇遇だな。ちょっといいか？」

				「セリアどの、時間を作ってくれ」

				　と、うるさい……。

				　会いたくない……。

				　やんわりと断っているから伝わっていないのかしら？　と悩み、では強く断ればいいとも思えず、というのも彼はルブリン公のご子息で、次期当主であるから……失礼があってはレニアスにも迷惑をかけることになるかもしれない。

				　でも、アルウィン様には嫁ぎたくない。それは、ゲオルグ様をまだ慕っている自分がいるからで、アルウィン様の妾として、彼の前に立つ勇気などないし、想像もできない。でも、アルウィン様の申し出を受けると、どうしてもそういう機会はあるだろう。宴や舞踏会に、アルウィン様がわたしを連れ出してくださったなら、わたしはそこで、ゲオルグ様に挨拶をしなければならない……。

				　無理……。

				　だから断っているのに、彼は諦めない。理由を話さないわたしも悪いが──話せるような理由ではないけれども、アルウィン様もかなりしつこい御人だ……けれども、これが原因でアルウィン様をからかう者達がいることは良くない。気の毒なことに、わたしというグラミアの娘らしくない価値観と、未だに過去の片想いにこだわる女のせいで、アルウィン様は陰口を叩かれてしまわれている。

				　えいっと勢いで決めてしまうものではないし……答えを見つけようとキアフ近郊の農場へ遠駆けをした。

				　高みから、グラミアの大地を眺める。

				　わたしは、この国が好きだ。

				　西の山々から流れる水脈と、肥沃な土壌はとても豊かだ。そして、冬になると必ず降る雪は厳しくも美しい世界を描いてくれる。とても苦労する雪だが、これこそがわたしに、グラミアにいると思わせてくれるもの……穢れのない白一色に染まった世界は、今も私の眼下に広がっている。

				　帰国するのが怖くて、でも結局は恐れていた通りゲオルグ様を思い出してしまっているけど、それでもこの国の大地を踏めるのは嬉しい。

				　アルウィン様の申し出を、彼に失礼がないように断りつつ、今のままこの国の為に戦える方法はないだろうか……。

				　レニアスに相談してみようか……いや、駄目だ。彼は将軍職となって間もないから、とても忙しく他人に構っていられないだろう。それでも彼はわたしを助けようとしてくれるかもしれないが、それがよけいに彼の負担になるかもしれないし……。

				　他に……同僚達は冷やかして終わりだろう……それに同性は駄目だ。親身になって話を聴いてくれていると思っていると、それがあっという間に広まって進退窮まってしまう……異性はでも……そういう目で見られてしまうので気持ち悪い……弱みにつけこむクズみたいな男は本当にいるとクレルモンフェルンで学んでいる……となると、彼？　……こわい。

				　相談するのが怖い。

				　でも……他にいない……。

				　ゲオルグ様は今、王都の別邸に入っていらっしゃる……。

				　悩んでいるうちに、彼が本領に引き上げてしまっては駄目だ……。

				　相談……してみよう。

				

				「君は友達を作らないからな」

				　ゲオルグ様の第一声はこうだった。

				　赤面してしまう……。

				　他に相談する相手がおらず、勝手に縋って相談しますと宣ったわたしに、彼は嘲るでもなく、憐れむでもなく、困ったような表情を笑みで崩した。

				　キアフにあるロッシ公爵家王都別邸を訪ねたわたしは、先に公爵妃様に目通り、挨拶と、留学を推薦してくださった公爵家への御礼を申し上げた。彼女はにこやかな表情と、裏表ない人柄という噂通りの態度で、ゲオルグ様と二人で向かい合うことを許してくださった。そうして書斎で待っていると、部屋着といっても豪華な絹服で身を包んだ彼が現れ、わたしはアルウィン様の件と、国の為に戦いたい旨を伝えたのだ。

				　エルピネー様が手ずから紅茶を淹れてくださり、香りで満たされた空間の中は蝋燭の柔らかな灯りで温かい。公爵ご夫妻そのものといってもよい書斎の空気が、わたしに負けを突きつけてきて、やっぱりかと項垂れつつゲオルグ様の言を待つ。この敗北感を味わいたくなかったから、躊躇ったのにと後悔するも、今さら遅いし、他に相談相手がいない……。

				「ゴーダ騎士団領国に留学していたお前が、周囲の女子(おなご)に溶け込めなかったのは、お前にも原因はあるぞ……どうせ偉そうなことを述べたんだろう？」

				「人の色恋話など興味はございませんので……」

				「そういう態度だよ。それにな、色恋話が目的ではなく、皆は自分と同じだと思いたくてそういう話題を楽しんでいるに過ぎないんだ。共感したいのさ。仲間が欲しいのだよ」

				「……そういうものでしょうか？」

				「シンフォニ村にいたころの君も、意味のない事をベラベラと喋っていたぞ」

				　楽しそうに笑う彼の言い様に、それは貴方との時間が終わるのが嫌で喋り続けていたからだと言ってやりたい……。

				「それにしてもアルウィン殿はそんなにしつこいか？」

				「ありがたいことですが……」

				「誰か、相手はいないか？　それを理由に断れば？」

				　酷なことを仰る……。

				「クレルモンフェルンで恋人はいましたが……おかげ様で別れております」

				　強がりを言った。

				「その元恋人殿が羨ましい」

				　笑う彼の言葉……。

				　胸が痛い。

				「セリア……こういうのはどうだ？　近衛連隊」

				「近衛？　でございますか？」

				　近衛連隊とは、王家直下の連隊で王族の方々を護衛することを主任務にしている。王族の方がご親征あそばす際は戦場にも出るけど……。

				「うん……近衛連隊であれば女性も目立たない。王家の女子の方々をお世話する為に女性も少なくないし……もちろん、戦場に出ることもあるし……なにより、王族の方々の身辺に侍れば、アルウィン殿もちょっかいを出しづらいだろう」

				「……そういうものでしょうか？」

				「声をかけようとしたところに、王族の方がいれば無理だろ？」

				　なるほど……。

				　にこやかな彼を見つめ、これまで耐えていた言葉を溢したい欲求に抗う。

				「留学先に戻してやりたいが……今はまだ無理だ。もう少し情勢が落ち着くまで、辛抱してほしい。セリア、すまないね……でも約束する。きっとクレルモンフェルンにまた戻してあげよう。そこで恋人とやり直せることを祈っているよ」

				　わたしは「ありがとうございます」と口にするのがやっとだった。

				

				　グラミア公爵ディリート殿下がお亡くなりになった。

				　季節は春だというのに、訃報が国内を駆け巡った。

				　わたしはというと、告別式の準備を仰せつかり、近衛連隊の中隊を率いてキアフ市内に黒い薔薇の造花を配る。皆で悲しめという押し付けも、先王の死となれば当然なのかもしれない。

				　わたしはゲオルグ様のおかげで、グラミア公爵ディリート殿下付侍女として近衛連隊に入ることができていたから、これで新たな配属先に回されるのかという不安と、あの出来た方も病は平等に蝕むのかという感慨でやる気がおきなかった。

				　国中の諸侯が都(キアフ)に集まってくる。

				　将軍職にも慣れてきたレニアスの手腕は見事で、キアフ市中の交通整理は混乱を発生させなかった。

				　告別式の最中、わたしは王宮の一角を警護にあたった。

				　王ご夫妻が、わたしが警護を担当する通路を進まれる。

				　父親が病に伏しているというのに、一度も見舞いに来なかったディスムンド二世という男は、貧相な体格ながらも腹だけがせり出ていて、王宮の中が世界の全てだと思っているに違いない暮らしぶりを知ることができる。そして、顎を逸らし扇子で口元を隠す美女が続き、豪華な金髪に派手な化粧は彼女の容姿をさらに完璧たらしめていた。王妃様は、グラミア一の美女であると誰もが敬うがそこに嘘はない。それでも、舅に見舞いの品ひとつも寄越さない冷淡さは、万事に通じるのではないかと思える。

				　ディリート殿下の病は、ゆっくりと身体が衰弱していくという不思議なもので、いかなる医師も原因を掴めないでいた。だから薬の処方も、治療計画も、こうではないかという推測の上に立っていたので、回復するのは難しかったのだろう。

				　通路を、オデッサ伯爵ルヒティ閣下とゲオルグ様が通られる。

				　わたしは一礼し、通過を待つ。

				「……ウラム公の顔を見ましたか？　あれはもう問わずとも真実を語っている顔でしたぞ」

				　と、ゲオルグ様。

				「自重なされよ。お家の為……」

				　と、ルヒティ様。

				　ウラム公爵バザールによるディリート殿下毒殺の噂を、お二人は話されていた。こういうところで口走ってしまうゲオルグ様は、そうとうに怒っておられるご様子だ……。

				　わたしは、お二方が通過された後、周囲の部下達に命じる。

				「わたし達は何も聞いていない。わたし達の軽はずみが、国を傾けてはなりません」

				　皆、神妙な面持ちで頷いてくれた。

				

				　新たな配属先が決まった。

				　近衛連隊王付一個中隊の隊長だった。

				　これはいよいよ、戦場に出ることなどできなくなるだろう。

				　王宮の中を、王に続いてうろうろとするだけの退屈な職務が待っている……。

				　こういう愚痴を、レニアスの新居を訪ねて吐きだした。彼は葡萄酒をわたしが持つ杯に注いでくれながら、アルドゥランという青年士官との見合いを勧めてくる。

				「いい奴だ。国軍の中でも出世頭だ。俺も信頼している。どうだ？」

				　レニアスの奥様が作ってくれた牛の脳みそを煮込んだシチューは絶品で、葡萄酒を飲みながら舌鼓を打つわたしは気のない返事をして彼を怒らせる。

				「いい加減、相手を見つけろよ。どうしようもない男に捕まるぞ」

				「そんな男に捕まるわけがないわ」

				　わたしは笑う。

				「レニアスも素敵な奥様がいることだし……あぁあ……この人なら！　と思う相手にはもう相手がいるのよねぇ……ねえ、妾にしてみない？」

				「悪い冗談はよせ。そんな高給取りじゃない」

				　彼はブスっとして葡萄酒を飲む。

				　十分な高給取りのくせにと、からかったわたしに彼は苦笑した。

				「ま、ルブリン公爵閣下に恨まれたくない」

				　アルウィン様は、ルブリン公爵を継がれた。それはルブリン公爵レミントン閣下が、ディリート殿下に殉じたからだ。

				「セリア」

				　真面目な顔となったレニアス。

				　何だろうと首を傾げた。

				「変な男に捕まるなよ……頼むから」

				「あら？　そうなったら悔しいから？」

				「そうだよ」

				　あまりにも素直に返されて、きょとんとしてしまう。でも、こんな事を真顔で言う彼が可笑しくて、耐えられなくなった。

				「ふ……ふふ……あはっ！」

				「笑うなよ……」

				「だって、レニアス！　あはははは！」

				「笑うな……はは……はははははは！」

				　卓を叩き、二人で指差し合って笑った。

				〈了〉

                			

	
			
				あとがき

				

				　四巻『Rising』を読んでくださいまして、誠にありがとうございます。

				　このあとがきを書いております今夜は、広島カープが四半期ぶりのリーグ優勝を決めた日でありまして、私は大喜びしながら祖父を思い出しました。

				　カープを大好きだった祖父が元気であれば、この日をとても喜んでいたのではないかと、彼の笑った顔が脳裏に浮かんで参りました。

				　改めて、人の脳はよく覚えているものだと思います。何かのきっかけで記憶の底に眠っていたものが鮮明に蘇り、人は感慨にふけったり、腹を立てたり、悲しくなったりとするものだなぁと実感することができました。こういう事もあり、登場人物のハンナさんを思うわけであります。

				　登場人物達にはそれぞれに人生がありますもので、彼女の幸せを祈りつつ、しかしながら全てが手に入るわけでもないと知っており、複雑な気分ですね。そうでありながら、ダリウスさんと再会した日が、ハンナさんにとって新しい道を進む一日となったならば、あのシーンを書いた意味があるかな……と。

				　また、ベルベットにとっても、ナルと向日葵を見た朝が、ふとしたきっかけで蘇る光景であったならと願います。そして、その時に「ふふふ」と笑ってくれたら嬉しいかなぁ。

				

				　四巻も、お世話になりました皆様への御礼を申し上げて最後と致します。

				　一二三書房の皆様、今回も助けてくださいましてありがとうございます。思えば、初めて本を出す私が、これだけ自由にできているのも皆様のおかげです。「だから大変なんだよ！」「お前には期待しない。自由すぎる！」と思われていませんように！

				　匈歌ハトリ様、キャラのイメージに関して「こんな感じで」と俳優の画像をお出しする愚かな私が、無事に巻を四つも重ねることができましたのも、ご尽力くださるおかげでございます。いつも助けてくださってありがとうございます。

				　そして、四巻『Rising』を取り扱ってくださいます書店の皆様、手に取って読んでくださる皆様へ。

				　レジェンド・オブ・イシュリーンもこの巻から後半です。こうして、折り返すことができましたのも、皆様が関わってくださっているからであると痛感しております。

				　心からの御礼を申し上げます。

				　読んでくださる皆様におかれましては、『明日から頑張ろう』病の私のせいで随分とお待ち頂く結果となりました。申し訳ございません、そして、待ってくださってありがとうございます！

				　五度目の御礼を申し上げる機会を賜りますようにと祈りつつ、取り組みます。

				　今後とも、レジェンド・オブ・イシュリーンと、登場人物達を宜しくお願い致します。

				

				　二〇一六年九月一〇日（カープが七度目のリーグ優勝を決めた日！）

				　木根楽

			

	



木(き)根(こん)楽(らく)

 

　『小説家になろう』上で、２０１２年初夏から２０１４年夏までの約二年間、作者として活動。犬好きで、ビーグル犬と暮らしています。猫も好きですが、猫アレルギーなので、諦めています。
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